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ま    え    が    き 

 

  青森県は、平成元年４月から「原子燃料サイクル施設に係る環境放射線等 

モニタリング構想、基本計画及び実施要領」に基づき、日本原燃株式会社とと

もに原子燃料サイクル施設に係る環境放射線等の調査を実施しています。また、

平成１５年４月から「東通原子力発電所に係る環境放射線モニタリング基本計

画、実施計画及び実施要領」に基づき、東北電力株式会社とともに東通原子力

発電所に係る環境放射線の調査を実施しています。リサイクル燃料備蓄センタ

ーについては平成２４年７月操業予定であり、平成２０年４月から「リサイク

ル燃料備蓄センターに係る環境放射線モニタリング計画」に基づき、リサイク

ル燃料貯蔵株式会社とともに環境放射線の事前調査を実施しています。 

 平成２０年４月から平成２１年３月までの平成２０年度における原子力 

施設の状況として、原子燃料サイクル施設については平成１８年３月３１日 

から再処理工場においてアクティブ試験（使用済燃料による総合試験）を５つ

のステップに分けて行っており、平成２０年２月１４日から試験の最終段階で

ある第５ステップを実施しています。東通原子力発電所については、平成２０

年３月２２日から実施していた第２回定期検査が８月１３日に終了し、その後

は定格電気出力で運転しています。リサイクル燃料備蓄センターについては、

平成１９年３月２２日に事業許可申請を国に提出し、安全審査が行われていま

す。 

  本報告書は、平成２０年度について、青森県及び各事業者が実施した原子力

施設周辺における空間放射線及び環境試料中の放射能濃度等の調査結果をと

りまとめたものです。 

 

  平成２１年７月 

 

青  森  県   
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表中の記号（資料  ４．原子燃料サイクル施設操業状況を除く） 

－： 
ＮＤ： 

 
 

＊： 

 

モニタリング対象外を示す。 

定 量 下 限 値 未 満 を示 す。分 析 室 等 で実 施 する環 境 試 料 中 放 射 性 核 種 の分 析

測 定 については、測 定 条 件 や精 度 を一 定 の水 準 に保 つため、試 料 ・核 種 毎 に

定 量 下 限 値 を定 めている。 

検出限界以下を示 す。モニタリングステーションにおいて自 動 的 に採 取 ・測 定

している大 気 浮 遊 じん中 の全 アルファ及 び全 ベータ放 射 能 については、測 定

条 件 （採 取 空 気 量 等 ）が変 動 するため、計 数 誤 差 の３倍 を検 出 限 界 として設 定

している。 
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２  調査結果 

 平成 20年度（平成 20年 4月～平成21年3月）における空間放射線及び環境試料中の放射能濃度

等は、再処理工場のアクティブ試験に伴い一部の測定値に変動が認められたが、概ねこれまでと同

じ水準であった。 

 

（１）空間放射線 

モニタリングステーション、モニタリングポスト及びモニタリングカーにおける空間放射線量率測定

並びにＲＰＬＤによる積算線量測定を実施した。 

    ①  空間放射線量率（ＮａＩ） 

   （ａ）モニタリングステーション（図２－１） 

  各測定局における測定値は、過去の測定値※１と同じ水準であった。 

  各測定局における年間の平均値は 20 ～ 29 nGy/h、最大値は 63 ～ 91 nGy/h、最小値は 14 ～ 20   

nGy/h であった。また、月平均値は 14 ～ 31 nGy/h であった。 

   千歳平局において過去の測定値を上回ったが、これを含め平常の変動幅※２を上回った測定値は、

すべて降雨等※３によるものであった。 

  また、一部の測定局において、再処理工場のアクティブ試験に伴い測定値に一時的な変動が認め

られた。（付１、付３、付６参照） 

 

（ｂ）モニタリングポスト（図２－２） 

 各測定局における測定値は、過去の測定値と同じ水準であった。 

 各測定局における年間の平均値は 16 ～ 26 nGy/h、最大値は 55 ～ 75 nGy/h、最小値は 12 ～ 19 

nGy/h であった。月平均値は 16 ～ 28 nGy/h であった。 

 平常の変動幅を上回った測定値は、すべて降雨等によるものであった。 

 また、一部の測定局において、再処理工場のアクティブ試験に伴い測定値に一時的な変動が認め

られた。（付１、付３参照） 

 

※１：「過去の測定値」は、空間放射線については前年度までの5年間（平成15～19年度）の測定値。 

      ただし、 

・  モニタリングカーの走行測定については、平成19年度の測定値。 

・ 事業者実施分の積算線量については平成15年7月～平成20年3月の測定値。 

※２：「平常の変動幅」は、空間放射線量率（モニタリングステーション、モニタリングポスト）については「過去の測

定値」の「平均値±(標準偏差の3倍)」、ＲＰＬＤによる積算線量については「過去の測定値」の「最小値～最大値」。 

※３：「降雨等」とは、「降雨、降雪、雷雨、積雪等の気象要因及び地理・地形上の要因等の自然条件の変化」、「医療・産

業に用いる放射性同位元素等の影響」、「国内外の他の原子力施設からの影響」などである。空間放射線量率は、降

雨雪時に雨や雪に取り込まれて地表面に落下したラドンの壊変生成物の影響により上昇し、積雪により大地からの

放射線が遮へいされることにより低下する。また、医療・産業に用いる放射性同位元素等の影響により測定値が上

昇することがある。 
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（ｃ）モニタリングカー（図２－３） 

  定点測定における測定値は 9 ～ 23 nGy/h、走行測定における測定値は9 ～28 nGy/hであり、い

ずれも過去の測定値と同じ水準であった。なお、モニタリングカーの走行測定については平成19年

度から調査を開始した。 

 

②  ＲＰＬＤによる積算線量（図２－４） 

    測定値は 81 ～ 116 μGy/91日 であり、過去の測定値と同じ水準であった。 

   平常の変動幅を外れた測定値については、環境レベルの変動と考えられる。 

 

- 7 -



0
50
100
150
200

0

20

40

60

80

100

120

４
月　

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

 

月

 

月

 

月
１
月　
　

２
月

３
月

年
間

過
去
の
測
定
値

0

20

40

60

80

100

120

４
月　

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

 

月

 

月

 

月
１
月　
　

２
月

３
月

年
間

過
去
の
測
定
値

0

20

40

60

80

100

120

４
月　

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

 

月

 

月

 

月
１
月　
　

２
月

３
月

年
間

過
去
の
測
定
値

0
50
100
150
200

0
50
100
150
200

尾駮 千歳平

平沼

図２－１  モニタリングステーションによる空間放射線量率（ＮａＩ）測定結果

○青森県

空
間
放
射
線
量
率

(nGy/h)

最大積雪深
     (cm)

最大積雪深
     (cm)

最大積雪深
     (cm)

空
間
放
射
線
量
率

空
間
放
射
線
量
率

(nGy/h)

(nGy/h)

平成20年平成20年

平成20年

平成21年平成21年

平成21年

- 8 -



0
50
100
150
200

0

20

40

60

80

100

120

４
月　

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

 

月

 

月

 

月
１
月　
　

２
月

３
月

年
間

過
去
の
測
定
値

0
50
100
150
200

比較対照(青森)

最大積雪深
     (cm)

空
間
放
射
線
量
率

(nGy/h)

平成21年平成20年

0

20

40

60

80

100

120

４
月　

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

 

月

 

月

 

月
１
月　
　

２
月

３
月

年
間

過
去
の
測
定
値

0

20

40

60

80

100

120

４
月　

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

 

月

 

月

 

月
１
月　
　

２
月

３
月

年
間

過
去
の
測
定
値

吹越

0
50
100
150
200

最大積雪深
     (cm)

空
間
放
射
線
量
率

(nGy/h)

最大積雪深
     (cm)

空
間
放
射
線
量
率

(nGy/h)

泊

平成21年平成21年 平成20年平成20年

- 9 -



    （参考）

     過去の測定値の最大値とその測定年月

 測 定 局  最大値   測  定  月 

(nGy/h)

 尾    駮 96  平成16年 1月

 千 歳 平 87  平成19年12月

平成15年11月
平成16年 1月

泊 86  平成15年11月

 吹    越 88  平成16年 1月

 青　　森 102  平成19年12月

 

 老 部 川 77  平成16年 1月

 二    又 91  平成16年 1月

 室ノ久保 77  平成16年 1月 

    注）いずれも降雨等の影響によるものであった。
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（２）環境試料中の放射能 

  大気浮遊じん中の全α（アルファ）及び全β（ベータ）放射能測定、大気中の気体状β放射能測定、

大気中のヨウ素－１３１測定、機器分析及び放射化学分析を実施した。 

    

    ①  大気浮遊じん中の全α及び全β放射能測定※４（表２－１） 

  測定値は、全α放射能が ＊ ～ 0.27 mBq/m3、全β放射能が ＊ ～ ＃1.6※５ mBq/m3であり、いずれ

も過去の測定値※６と同じ水準であった。 

  室ノ久保局の全α放射能並びに吹越局、老部川局、室ノ久保局及び比較対照（青森市）の全β放射

能が平常の変動幅※７を上回ったが、環境レベルの変動と考えられる（付２、付８参照）。 

    ②  大気中の気体状β放射能測定（表２－２） 

  測定値は、尾駮局で ＮＤ ～ 3 kBq/m3、吹越局が ＮＤ ～ 4 kBq/m3、二又局が ＮＤ ～＃8 kBq/m3、

室ノ久保局で ＮＤ ～ ＃6 kBq/m3 であり、その他の測定局はすべて ＮＤ であった。 

         再処理工場のアクティブ試験に伴い※８、測定値が定量下限値以上となった時間数は二又局で6時間、 

       吹越局で3時間、尾駮局及び室ノ久保局で2時間であった。その他はすべて ＮＤ であり、概ね過去 

       の測定値と同じ水準であった（付１、付３、付６参照）。 

     ③  大気中のヨウ素－１３１測定（表２－３） 

 測定値は、これまでと同様にすべて ＮＤ であった。 

        ④ 機器分析及び放射化学分析 

 γ（ガンマ）線放出核種については、ゲルマニウム半導体検出器による機器分析を、トリチウム、

炭素－１４、ストロンチウム－９０、ヨウ素－１２９、プルトニウム、アメリシウム－２４１、キュ

リウム－２４４及びウランについては、放射化学分析を実施した。 

       ○  γ線放出核種分析（表２－４） 

 人工放射性核種であるセシウム－１３７の測定値は、河底土が ＮＤ ～ 4 Bq/kg乾、湖底土が #4 

～ 13 Bq/kg乾、表土が ＮＤ ～ 15 Bq/kg乾、牧草が ＮＤ ～ 0.5 Bq/kg生、その他はすべて Ｎ

Ｄ であり、過去の測定値と同じ水準であった。県及び事業者実施分の湖底土（尾駮沼）は #4 Bq/kg

乾 であり平常の変動幅を下回ったが、環境レベルの変動と考えられる。 

その他の人工放射性核種については、これまでと同様にすべて ＮＤ であった。 

 

※４：168時間集じん終了後72時間放置、1時間測定。 

※５：＃は平常の変動幅を外れた測定値。 

※６：「過去の測定値」は、環境試料中の放射能については、調査を開始した年度から前年度までの測定値。 

※７：「平常の変動幅」は、環境試料中の放射能については、調査を開始した年度から前年度までの測定値の「最小値～最大値」。 

※８：今年度の測定時間数は年間約8,800時間、うち使用済燃料のせん断が行われた時間数は約500時間。 
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○  トリチウム分析（表２－５） 

  ヒラメ（自由水）が ＮＤ、 ＃3 Bq/kg 生、その他はすべて ＮＤ であり、概ね過去の測定値と

同じ水準であった。 

  県実施分のヒラメ（自由水）は ＃3 Bq/kg生であり平常の変動幅を上回った。これは、再処理工

場のアクティブ試験の影響と考えられる。 

  なお、東通原子力発電所に係るモニタリングにおいて、海水中トリチウム濃度が、再処理工場放

出口の北側に位置する東通原子力発電所放水口付近で 4 Bq/ となり、再処理工場のアクティブ試

験の影響と考えられる変動が認められた（付７参照）。 

○ 炭素－１４分析（表２－６） 

精米の放射能濃度※９が 87 ～ 97 Bq/kg生、比放射能※９が 0.24 ～ 0.25 Bq/g炭素、ハクサイ・

キャベツの放射能濃度が 4 ～ 6 Bq/kg生、比放射能が 0.24 Bq/g炭素、ダイコンの放射能濃度が 5 

Bq/kg 生、比放射能が 0.24 Bq/g 炭素、ナガイモ・バレイショの放射能濃度が 17～19 Bq/kg 生、

比放射能が 0.24 ～0.25 Bq/g炭素であり、過去の測定値と同じ水準であった。 

○  ストロンチウム－９０分析（表２－７） 

降下物が 0.10 Bq/m２、河川水が 0.7、1.0 mBq/ 、井戸水が ＮＤ ～ 11 mBq/ 、湖底土が  

ＮＤ ～ 0.4 Bq/kg乾、表土が ＮＤ ～ 2.5 Bq/kg乾、ハクサイ・キャベツが0.07 ～0.10 Bq/kg

生、ダイコンが0.12 Bq/kg 生、牧草が 0.11 ～ 0.60 Bq/kg 生、デントコーンが 0.11 Bq/kg 生、

ヒラツメガニが 0.07 Bq/kg生 チガイソが ＮＤ、0.05 Bq/kg生、その他はすべて ＮＤ であり、

過去の測定値と同じ水準であった。 

 

○  ヨウ素－１２９分析（表２－８） 

 測定値はすべて ＮＤ であり、過去の測定値と同じ水準であった。 

○  プルトニウム分析（表２－９） 

 降下物が0.008 Bq/m２、湖底土が 0.25 ～ 0.73 Bq/kg乾、表土が 0.11 ～ 0.50 Bq/kg乾、海 

 底土が0.33 ～ 0.56 Bq/kg乾、アワビが 0.002 Bq/kg生、コンブが0.002、0.003 Bq/kg生、チ 

 ガイソが 0.002、0.006 Bq/kg生、ムラサキイガイが ＮＤ、0.003 Bq/kg生、その他はすべて  

 ＮＤ であり、過去の測定値と同じ水準であった。 

 

※９：炭素－14の比放射能は、試料中の炭素１ｇに含まれる炭素－14の放射能量(Bq)であり、施設からの影響を評価

する指標となる。放射能濃度（Bq/kg生）は、比放射能（Bq/g炭素）に試料中の炭素量(g炭素/kg生）を乗じて求

められるため、比放射能が等しい場合でも、試料中の炭素量(g炭素/kg生）によって変動する。 
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○ アメリシウム－２４１分析（表２－１０） 

  湖底土が 0.12 ～ 0.29 Bq/kg乾、表土が 0.05 ～ 0.22 Bq/kg乾、海底土が 0.12 ～ 0.21 Bq/kg

乾であり、過去の測定値と同じ水準であった。 

○ キュリウム－２４４分析（表２－１１） 

  測定値は、これまでと同様にすべて ＮＤ であった。 

○  ウラン分析（表２－１２） 

大気浮遊じんが ＮＤ ～ 0.0008 Bq/m3、降下物が 1.6 Bq/m２、河川水が ＮＤ ，3 mBq/ 、湖

沼水が 34 ～ 54 mBq/ 、河底土が 4.9 , 18 Bq/kg乾、湖底土が 65 ～ 130 Bq/kg乾、表土が 8.8 

～ 72 Bq/kg乾、ワカサギが 0.04 Bq/kg生、松葉が 0.04～0.10 Bq/kg 生、その他はすべて ＮＤ で

あり、過去の測定値と同じ水準であった。 
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表２－１   大気浮遊じん中の全α及び全β放射能測定結果                      （単位：mBq/m3） 

測 定 値 平 常 の 変 動 幅
実 施 者 測 定 局 

全 α 全 β 全 α 全 β

尾 駮  ＊  ～  0.18 0.12 ～  1.5 ＊ ～ 0.24 ＊ ～ 1.6 

千 歳 平  ＊  ～  0.20 0.16 ～  1.5 ＊ ～ 0.21 ＊ ～ 1.6 

平 沼  ＊  ～  0.21 0.16 ～  1.5 ＊ ～ 0.23 ＊ ～ 1.6 

泊  ＊  ～  0.15  ＊  ～  1.3 ＊ ～ 0.19 ＊ ～ 1.3 

吹 越  ＊  ～  0.18  ＊  ～ #1.4 ＊ ～ 0.20 ＊ ～ 1.3 

青

 

森

 

県 比較対照(青森市)  ＊  ～  0.21  ＊  ～ #1.6 ＊ ～ 0.22 ＊ ～ 1.5 

老 部 川   ＊  ～  0.16  ＊  ～ #1.1 ＊ ～ 0.22 ＊ ～ 1.0 

二 又   ＊  ～  0.27    ＊  ～  1.1 ＊ ～ 0.37 ＊ ～ 1.3 
事
業
者 室 ノ 久 保   ＊  ～ #0.21    ＊  ～ #1.3 ＊ ～ 0.19 ＊ ～ 1.2 

・ 168 時間集じん終了後 72時間放置、１時間測定。 

・ ｢平常の変動幅」は平成 2～19年度の測定値の「最小値～最大値」。ただし、尾駮局及び二又局については、平成元～ 

   19 年度の測定値の「最小値～最大値」。 

・ ＃は平常の変動幅を外れた測定値。 

表２－２  大気中の気体状β放射能測定結果（クリプトン－８５換算）            （単位：kBq/m3） 

（参 考） 

実施者 測 定 局 
定 量 

下限値 測 定 値 平常の変動幅
定 量 下 限 値 以 上
と な っ た 時 間 数
う ち 、 平 常 の 変 動 
幅を上回った時間数 

ア ク テ ィ ブ
試験開始前の
測定値の範囲

尾 駮 ＮＤ～3 ＮＤ ～ 9 2（0） ＮＤ 

千 歳 平 ＮＤ  ＮＤ ～ 4 0（0） ＮＤ 

平 沼 ＮＤ ＮＤ 0（0） ＮＤ 

泊 ＮＤ ＮＤ ～ 2 0（0） ＮＤ 

吹 越 ＮＤ～4  ＮＤ ～ 11 3（0） ＮＤ 

青

森

県 比較対照(青森市) 

2 

ＮＤ ＮＤ 0（0） ＮＤ 

老 部 川 ＮＤ ＮＤ ～ 3 0（0） ＮＤ 

二 又 ＮＤ～#8 ＮＤ ～ 3 6（3） ＮＤ 
事
業
者 室 ノ 久 保 

2 

ＮＤ～#6 ＮＤ ～ 4 2（1） ＮＤ 

・ 測定値は１時間値。 

・ 測定時間数は年間約 8,800 時間、うち使用済燃料のせん断が行われた時間数は約 500 時間。 

・ ｢平常の変動幅」は平成 6～19年度の測定値の「最小値～最大値」。 

・ ｢アクティブ試験開始前の測定値の範囲」は平成 6～17年度の測定値の「最小値～最大値」。 

・ ＃は平常の変動幅を外れた測定値。 

表２－３ 大気中のヨウ素－１３１測定結果                                    （単位：mBq/m3） 

実施者 測 定 局 
定 量 

下限値 測 定 値 平 常 の 変 動 幅

尾 駮 ＮＤ ＮＤ 

千 歳 平 ＮＤ ＮＤ 

平 沼 ＮＤ ＮＤ 

泊 ＮＤ ＮＤ 

吹 越 ＮＤ ＮＤ 

青

森

県 比較対照(青森市) 

0.2 

ＮＤ ＮＤ 

老 部 川 ＮＤ ＮＤ 

二 又 ＮＤ ＮＤ 
事
業
者 室 ノ 久 保 

0.2 

ＮＤ ＮＤ 

・ ｢平常の変動幅」は、青森県実施分については平成 17～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。事業者実施分に  

   ついては平成 10～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。 
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表２－４  γ線放出核種分析結果 

セ  シ  ウ  ム  －  １３７ 

青   森   県 事 業 者試 料 の 種 類 単 位 
定 量 

下限値 

検 体 数 測 定 値 検 体 数 測 定 値
平常の変動幅

大気浮遊じん mBq/m3 0.02 20 ＮＤ 12 ＮＤ ＮＤ 

降 下 物 Bq/m2 0.2 12 ＮＤ - - ＮＤ ～ 0.7

河 川 水 2 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ 

湖 沼 水 8 ＮＤ 8 ＮＤ ＮＤ 

水 道 水 4 ＮＤ 16 ＮＤ ＮＤ 

井 戸 水 

mBq/  6 

4 ＮＤ 8 ＮＤ ＮＤ 

河 底 土 3 2 ＮＤ, 4 2 ＮＤ ＮＤ ～ 12 

湖 底 土 4 3  #4 ～ 13 1 #4 5 ～ 55 

表 土 

Bq/kg乾 

3 3 ＮＤ ～ 15 2 9 ＮＤ ～ 36 

牛乳（原乳） Bq/  0.4 14 ＮＤ 14 ＮＤ ＮＤ 

精 米 3 ＮＤ 3 ＮＤ ＮＤ ～ 1.0

ハクサイ、キャベツ 2 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ 

ダ イ コ ン 1 ＮＤ - - ＮＤ 
野

菜 ナガイモ、バレイショ 1 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ 

牧 草 4 ＮＤ ～0.5 8 ＮＤ ＮＤ ～ 1.1

デントコーン - - 1 ＮＤ ＮＤ 

ワカサギ 1 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ 淡

水

産

食

品シ ジ ミ 1 ＮＤ - - ＮＤ 

陸 
 
 
 
 
 
 
 

上 
 
 
 
 
 
 
 

試 
 
 
 
 
 
 
 

料 指標生物 松 葉 

Bq/kg生 0.4 

2 ＮＤ - - ＮＤ 

海 水 mBq/  6 6 ＮＤ 12 ＮＤ ＮＤ ～ 6 

海 底 土 Bq/kg乾 3 3 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ 

ヒ ラ メ 1 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ 

イ カ - - 1 ＮＤ ＮＤ 

ホタテ、アワビ 1 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ 

ヒ ラ ツ メ ガ ニ - - 1 ＮＤ ＮＤ 

ウ ニ - - 1 ＮＤ ＮＤ 

海

産

食

品コ ン ブ 1 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ 

チガイソ 2 ＮＤ - - ＮＤ 

海

 

洋

 

試

 
料 

指
標
生
物ムラサキイガイ 

Bq/kg生 0.4 

2 ＮＤ - - ＮＤ 

大気浮遊じん mBq/m3 0.02 4 ＮＤ - - ＮＤ 

表 土 Bq/kg乾 3 1 6 - - ＮＤ ～ 7 

(

青

森

市)

比

較

対

照指標生物 松 葉 Bq/kg生 0.4 2 ＮＤ - - ＮＤ 

計 - - 110 - 100 - - 

・測定対象核種はマンガン-54、コバルト-60、ルテニウム-106、セシウム-134、セシウム-137、セリウム-144、ベリリウ 

  ム-7、カリウム-40、ビスマス-214、アクチニウム-228。 

・ ｢平常の変動幅」は平成元～19年度の測定値の「最小値～最大値」。 

・ ＃は平常の変動幅を外れた測定値。 
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表２－５  トリチウム分析結果 

青 森 県 事 業 者 参 考 

試  料  の  種  類 単位 
定 量 

下限値 検体数 測定値 検体数 測定値

平 常 の

変 動 幅
アクティブ

試験開始前の

測定値の範囲

大気(水蒸気状) mBq/m3 40 24 ＮＤ 36 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 

雨 水 12 ＮＤ - - ＮＤ ＮＤ 

河 川 水 2 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ ～ 2 ＮＤ ～ 2 

湖 沼 水 8 ＮＤ 8 ＮＤ ＮＤ ～ 3 ＮＤ 

水 道 水 4 ＮＤ 16 ＮＤ ＮＤ ～ 3 ＮＤ ～ 3 

陸上試料 

井 戸 水 

Bq/  2 

4 ＮＤ 8 ＮＤ ＮＤ ～ 3 ＮＤ ～ 3 

海 水 Bq/  2 6 ＮＤ 12 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 

海洋試料 海産 

食品 
ヒ  ラ  メ 

(自由水) 
Bq/kg生 2 1 #3 1 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 

比較対照 

(青森市) 
大気(水蒸気状) mBq/m3 40 12 ＮＤ - - ＮＤ ＮＤ 

計 - - 73 - 83 - -  

・「平常の変動幅」は平成元～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。ただし、ヒラメ（自由水）については平成 10～19

年度の測定値の「最小値～最大値」。 

・「アクティブ試験開始前の測定値の範囲」は平成元～17年度の測定値の「最小値～最大値」。ただし、ヒラメ（自由水）

については平成 10～17 年度の測定値の「最小値～最大値」。 

・ ＃は平常の変動幅を外れた測定値。 

 

表２－６  炭素－１４分析結果 

青 森 県 事 業 者 参 考 

試  料  の  種  類 単位 
定 量 

下限値 検体数 測定値 検体数 測定値

平 常 の 

変 動 幅 
ア ク テ ィ ブ

試験開始前の

測定値の範囲

Bq/kg生 2 87～90 95～97  87 ～ 110 87 ～ 110 
精 米 

Bq/g炭素 0.004 
3 

0.24 
3 

0.25 0.23 ～ 0.26 0.23 ～ 0.26

Bq/kg生 2 4, 6 4 3 ～ 7 3 ～ 7 ハクサイ、  

キャベツ 
Bq/g炭素 0.004 

2 
0.24 

1 
0.24 0.24 ～ 0.27 0.24 ～ 0.25

Bq/kg生 2 5 - 4 ～ 5 4 
ダイコン 

Bq/g炭素 0.004 
1 

0.24 
- 

- 0.24 0.24 

Bq/kg生 2 17 18,19 15 ～ 21 16 ～ 18 

陸上試料 野 

 

 

菜 
ナガイモ、 

バレイショ 
Bq/g炭素 0.004 

1 
0.24 

2 
0.24,0.25 0.24 ～ 0.26 0.24 ～ 0.25

Bq/kg生 2 88 - 88 ～ 97 88 ～ 97 比較対照 

(青森市) 
精 米 

Bq/g炭素 0.004 
1 

0.24 
- 

- 0.24 ～ 0.26 0.24 ～ 0.26

計 - - 8 - 6 - -  

・「平常の変動幅」は精米については平成７～19年度の測定値の「最小値～最大値」。野菜については平成 17～19 年度の

測定値の「最小値～最大値」。 

・「アクティブ試験開始前の測定値の範囲」は精米については平成７～17 年度の測定値の「最小値～最大値」。野菜につ

いては平成 17年度の測定値の「最小値～最大値」。 
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表２－７  ストロンチウム－９０分析結果 

青 森 県 事 業 者
試 料 の 種 類 単位 

定 量 

下限値 検体数 測 定 値 検体数 測 定 値
平常の変動幅 

大気浮遊じん mBq/m3 0.004 20 ＮＤ 12 ＮＤ ＮＤ 

降 下 物 Bq/m2 0.08 1 0.10 - - 0.10 ～ 0.26 

河 川 水 - - 2 0.7, 1.0 0.7 ～ 2.5 

湖 沼 水 4 ＮＤ 8 ＮＤ ＮＤ ～ 3 

水 道 水 4 ＮＤ 16 ＮＤ ＮＤ ～ 1.5 

井 戸 水 

mBq/  0.4 

4 ＮＤ 8 ＮＤ ～ 11 ＮＤ ～ 11 

河 底 土 - - 1 ＮＤ ＮＤ ～ 0.6 

湖 底 土 3 ＮＤ ～ 0.4 1 ＮＤ ＮＤ ～ 6.2 

表 土 

Bq/kg乾 0.4 

3 ＮＤ ～ 1.4 2 1.6, 2.5 ＮＤ ～ 9.1 

牛乳（原乳） Bq/  0.04 14 ＮＤ 14 ＮＤ ＮＤ ～ 0.08 

精 米 3 ＮＤ 3 ＮＤ ＮＤ 

ハクサイ、キャベツ 2 0.09, 0.10 1 0.07 ＮＤ ～ 0.87 

ダイコン 1 0.12 - - 0.11 ～ 0.81 
野

菜 ナガイモ、バレイショ 1 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ ～ 0.24 

牧 草 4 0.13 ～ 0.46 8 0.11 ～ 0.60 0.06 ～ 2.5 

デントコーン - - 1 0.11 0.07 ～ 0.72 

ワカサギ 1 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ ～ 0.08 

陸 
 
 
 
 
 
 
 

上 
 
 
 
 
 
 
 

試 
 
 
 
 
 
 
 

料 

淡

水

産

食

品シ ジ ミ 

Bq/kg生 0.04 

1 ＮＤ - - ＮＤ ～ 0.08 

海 水 mBq/  2 6 ＮＤ 12 ＮＤ ＮＤ ～ 3 

海 底 土 Bq/kg乾 0.4 3 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ ～ 0.5 

ヒ ラ メ 1 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ 

イ カ - - 1 ＮＤ ＮＤ 

ホタテ、アワビ 1 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ 

ヒ ラ ツ メ ガ ニ - - 1 0.07 ＮＤ ～ 0.28 

ウ ニ - - 1 ＮＤ ＮＤ 

海

産

食

品コ ン ブ 1 ＮＤ １ ＮＤ ＮＤ ～ 0.14 

チガイソ 2 ＮＤ, 0.05 - - ＮＤ ～ 0.09 

海

洋

試

料 

指
標
生
物ムラサキイガイ 

Bq/kg生 0.04 

2 ＮＤ - - ＮＤ 

大気浮遊じん mBq/m3 0.004 4 ＮＤ - - ＮＤ 

(

青
森
市)

比
較
対
照表 土 Bq/kg乾 0.4 1 1.4 - - 0.4 ～ 2.3 

計 - - 87 - 99 - - 

・ ｢平常の変動幅」は平成元～19年度の測定値の「最小値～最大値」。 

・ 降下物の採取期間は１年間。 
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表２－８ ヨウ素－１２９分析結果 

青 森 県 事 業 者
試 料 の 種 類 単 位 

定 量 

下限値 検体数 測 定 値 検体数 測 定 値
平常の変動幅 

陸上試料 表 土 3 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ 

比較対照 

（青森市） 
表 土 

Bq/kg乾 5 
1 ＮＤ - - ＮＤ 

計 - - 4 - 2 - - 

・ ｢平常の変動幅」は、青森県実施分については平成 14～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。事業者実施分に 

   ついては平成 10～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。 

 

表２－９  プルトニウム分析結果 

青 森 県 事 業 者
試 料 の 種 類 単 位 

定 量 

下限値 検体数 測 定 値 検体数 測 定 値
平常の変動幅 

大気浮遊じん mBq/m3 0.0002 20 ＮＤ 12 ＮＤ ＮＤ 

降 下 物 Bq/m2 0.004 1 0.008 - - ＮＤ ～ 0.029

河 川 水 - - 2 ＮＤ ＮＤ 

湖 沼 水 - - 8 ＮＤ ＮＤ 

水 道 水 

mBq/  0.02 

- - 16 ＮＤ ＮＤ 

河 底 土 - - 2 ＮＤ ＮＤ ～ 0.07 

湖 底 土 3 0.25 ～ 0.71 1 0.73 0.23 ～ 8.0 

表 土 

Bq/kg乾 0.04 

3 0.11 ～ 0.50 2 0.23, 0.27 0.08 ～ 0.79 

精 米 3 ＮＤ 3 ＮＤ ＮＤ 

ハクサイ、キャベツ 2 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ 

ダイコン 1 ＮＤ - - ＮＤ 
野

菜 ナガイモ、バレイショ 1 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ 

牧 草 4 ＮＤ - - ＮＤ 

ワカサギ 1 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ 

陸

 
 

 
 

上

 
 

 
 

試

 
 

 
 

料 

淡

水

産

食

品シジミ 

Bq/kg生 0.002 

1 ＮＤ - - ＮＤ 

海 水 mBq/  0.02 6 ＮＤ 12 ＮＤ ＮＤ 

海 底 土 Bq/kg乾 0.04 3 0.34 ～ 0.56 1 0.33 0.11 ～ 0.90 

ヒ ラ メ 1 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ 

イ カ - - 1 ＮＤ ＮＤ 

ホタテ、アワビ 1 ＮＤ 1 0.002 ＮＤ ～ 0.022

ヒラツメガニ - - 1 ＮＤ ＮＤ 

ウ ニ - - 1 ＮＤ ＮＤ ～ 0.005

海

産

食

品コンブ 1 0.002 1 0.003 ＮＤ ～ 0.007

チガイソ 2 0.002, 0.006 - - ＮＤ ～ 0.017

海

洋

試

料 

指
標
生
物ムラサキイガイ 

Bq/kg生 0.002 

2 ＮＤ, 0.003 - - ＮＤ ～ 0.005

大気浮遊じん mBq/m3 0.0002 4 ＮＤ - - ＮＤ 

(

青
森
市)

比
較
対
照表 土 Bq/kg乾 0.04 1 0.18 - - ＮＤ ～ 0.21 

計 - - 61 - 69 - - 

・ プルトニウムはプルトニウム-(239+240)。 

・ ｢平常の変動幅」は平成元～19年度の測定値の「最小値～最大値」。 

・ 降下物の採取期間は１年間。 
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（３）環境試料中のフッ素 

      モニタリングステーションにおける大気中の気体状フッ素測定及び環境試料中のフッ素測定を実施し

た。 

①  大気中の気体状フッ素（表２－１３） 

  測定値は、これまでと同様にすべて ＮＤ であった。 

②  環境試料中のフッ素（表２－１４） 

  湖沼水が 0.1 ～ 0.9 mg/ 、河底土が 40 ～ 64 mg/kg 乾、湖底土が 110 ～ 190 mg/kg 乾、表土

が 330 mg/kg乾、牧草が ＮＤ ～ 0.2 mg/kg生、ワカサギが13 mg/kg生、その他はすべて ＮＤ で

あり、過去の測定値※10と同じ水準であった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※10 ：「過去の測定値」は、環境試料中のフッ素については、調査を開始した年度から前年度までの測定値。 
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表２－１３ 大気中の気体状フッ素測定結果（ＨＦモニタによる連続測定）        （単位：ppb） 

実 施 者 測  定  局
定 量

下 限 値
測 定 値 平 常 の 変 動 幅

尾 駮 ＮＤ ＮＤ 
青 森 県 

比 較 対 照 ( 青 森 市 ) ＮＤ ＮＤ 

老 部 川 ＮＤ ＮＤ 

二 又 ＮＤ ＮＤ 事  業  者 

室 ノ 久 保

0.04 

ＮＤ ＮＤ 

・ ｢平常の変動幅」は平成 2～19年度の測定値の「最小値～最大値」。ただし、尾駮局及び二又局については、平成元～ 

   19 年度の測定値の「最小値～最大値」。 

 

表２－１４ 環境試料中のフッ素測定結果 

青 森 県 事 業 者
試 料 の 種 類 単位 

定 量 

下限値 検体数 測 定 値 検体数 測 定 値
平常の変動幅 

大 気(粒子状・気体状) μg/m3 0.03 4 ＮＤ 8 ＮＤ ＮＤ 

河 川 水 2 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ 

湖 沼 水 
mg/  0.1 

6 0.1 ～ 0.9 8 0.5 ～ 0.8 ＮＤ～ 0.9

河 底 土 2 40，62 2 58, 64 33 ～ 150 

湖 底 土 2 110，190 1 190 10 ～ 200 

表 土 

mg/kg乾 5 

- - 2 330 230 ～ 390

牛乳（原乳） mg/  0.1 6 ＮＤ 6 ＮＤ ＮＤ ～ 0.1

精 米 1 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ ～ 0.6

ハクサイ - - 1 ＮＤ ＮＤ ～ 0.4野
菜 ナガイモ、バレイショ - - 2 ＮＤ ＮＤ ～ 0.1

牧 草 2 ＮＤ, 0.1 4 ＮＤ ～ 0.2 ＮＤ ～ 0.5

陸    

上    

試    

料 

淡水産食品 ワカサギ

mg/kg生 0.1 

- - 1 13 4.7 ～ 30 

比較対照

(青森市) 
大 気 (粒子状・気体状) μg/m3 0.03 4 ＮＤ - - ＮＤ 

計 - - 29 - 39 - - 

・ ｢平常の変動幅」は平成元～19年度の測定値の「最小値～最大値」。 
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３ 線量の推定・評価 

 「原子燃料サイクル施設に係る環境放射線等モニタリング結果の評価方法（平成 18 年 4 月改

訂、青森県）」及び「六ケ所再処理工場の操業と線量評価について（平成 18 年 2 月、青森県）」

に基づき、平成 20 年度 1 年間の施設起因の放射線及び放射性物質による周辺住民等の線量の推

定・評価を行った。 

 

（１）測定結果に基づく線量 

① 外部被ばく 

 線量評価に用いることとしているＲＰＬＤによる積算線量測定結果については、これま

でと同じ水準であり、施設寄与が認められなかったことから実効線量の算出を省略した。 

 

  ② 内部被ばく 

    魚類（自由水）中トリチウム測定結果について、再処理工場のアクティブ試験による影

響と考えられる変動が認められた。海水魚の経口摂取による預託実効線量（摂取後 50 年

間の総線量）を試算したところ 0.000004 ミリシーベルトであり、法令に定める周辺監視区

域外の線量限度（年間 1ミリシーベルト）を十分に下回っていた。 

 

〔参 考〕 

   測定値の一部に再処理工場の影響が認められた空間放射線量率及び大気中の気体状β放

の測定結果について、「六ケ所再処理工場の操業と線量評価について（平成 18 年 2 月、青森

県）」に基づき、参考として実効線量を試算した。 

試算結果は次のとおりであり、いずれも極めて低い値であった。 

 

○ 空間放射線量率 

    各測定局におけるγ線による外部被ばく実効線量についてＳＣＡ弁別法※１１を用いて試

算した結果は、表３－１のとおりであった。 

    なお、使用済燃料のせん断・溶解が行われていない期間については、施設寄与が認めら

れなかったことから、使用済燃料のせん断・溶解を行った期間を対象とした。 

 

 

 

※11：空間放射線量率、SCA(Bi)及び SCA(Tl)計数率の関係を重回帰分析により求め、自然寄与分の線量率を推定し

実測値から差し引くことにより、施設寄与分を弁別する方法。 
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          表３－１空間放射線（γ線）による外部被ばく実効線量の試算結果 

                                                      （単位：mSv/年） 

測 定 局 算 出 結 果 

尾  駮 0.001 未満 

千 歳 平 0.001 未満 

平  沼 0.001 未満 

泊 0.001 未満 

吹  越 0.001 未満 

老 部 川  0.001 未満 

二  又 0.001 未満 

室ノ久保 0.001 未満 

 

○ 大気中の気体状β放射能 

各測定局におけるβ線による外部被ばく実効線量は、表３－２のとおりであった。 

      表３－２ 大気中の気体状β放射能による外部被ばく実効線量の試算結果 

                                                                 （単位：mSv/年） 

測 定 局 
定量下限値以上となった 

１時間値（注）を用いた場合 

定量下限値未満も含めた 

10 分値（注）を用いた場合 

尾  駮 0.000003 0.000019 

千 歳 平 0.000000 0.000001 

平  沼 0.000000 0.000001 

泊 0.000000 0.000003 

吹  越 0.000004 0.000012 

老 部 川 0.000000 0.000005 

二  又 0.000012 0.000017 

室ノ久保 0.000004 0.000007 

           （注）１時間値：10 分値６個の平均 

                10 分値：10 分間の計測値から求めた大気中の気体状β放射能濃度(kBq/m3) 
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（２）放出源情報に基づく線量（事業者報告） 

 再処理工場から放出された放射性物質に起因する実効線量として、「再処理事業所 再処

理事業変更許可申請書及びその添付書類（平成 17 年 9 月 29 日許可）」に示されるものと同

様の計算モデル及びパラメータを用い、平成 20 年度 1 年間の放出実績をもとに推定・評価

を行った結果は、表３－３のとおりであり、法令に定める周辺監視区域外の線量限度（年間

１ミリシーベルト）を十分に下回っていた。 

 

   表３－３ 放出源情報に基づく実効線量試算結果          （単位：mSv/年） 

放射性気体廃棄物による実効線量    0.00053 

放射性液体廃棄物による実効線量    0.000036 

合    計    0.00057※１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１２：放射性気体廃棄物による実効線量と放射性液体廃棄物による実効線量を加算しても、有効数字の取扱いの関

        係で一致しないこともある。 

〔参考〕原子燃料サイクル施設から環境への影響を評価する場合の参考として、「自然放射線等による線量算出要領

（平成 18 年 4 月改訂、青森県）」に基づき、平成 20 年度１年間の自然放射線等による実効線量を試算した結果は

次のとおりであった（p.88 参照）。 

  ① 外部被ばくによる実効線量は、0.144～0.234 ミリシーベルトであった。 

 なお、この結果は、宇宙線を除いた自然放射線等について試算したものであり、主に大地からの放射線によ

るものである。 

  ② 内部被ばくによる預託実効線量（摂取後 50年間の総線量）は、0.0077 ミリシーベルトであった。 

 なお、この結果は、施設から放出される可能性のある放射性核種の代表的なものを対象核種として試算した

ものであり、今年度の試算結果は、ストロンチウム－９０及び炭素－１４によるものであった。このうちスト

ロンチウム－９０は核実験等に起因するものであり、炭素－１４については、自然に存在するものと核実験等

に起因するものである。 
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４  総合評価 

（１）平成20年度の環境放射線等調査結果 

平成20年度の環境放射線等調査結果は、再処理工場のアクティブ試験に伴い一部の測定値に変動が

認められたが、概ねこれまでと同じ水準であった。 

（２）施設起因の線量の推定・評価 

① 測定結果に基づく線量 

平成 20 年度の測定結果に基づき実施する「施設起因の線量の推定・評価」のうち、外部被ばく

については、線量評価に用いることとしているＲＰＬＤによる積算線量の測定結果に、施設寄与が

認められなかったため省略した。 

魚類（自由水）中トリチウム測定結果について、再処理工場のアクティブ試験による影響と考え

られる変動が認められた。海水魚の経口摂取による預託実効線量（摂取後50年間の総線量）を試算

した結果は 0.001 ミリシーベルト未満であり、法令に定める周辺監視区域外の線量限度（年間 1 ミ

リシーベルト）を十分に下回っていた。 

② 放出源情報に基づく線量 

平成20年度の原子燃料サイクル施設における放射性気体廃棄物、放射性液体廃棄物及びフッ素化合

物の放出状況は、いずれも管理目標値を下回っていた。 

再処理工場から放出された放射性物質に起因する実効線量として、平成 20 年度 1 年間の放出実績

をもとに推定・評価を行った結果は 0.001 ミリシーベルト未満であり、法令に定める周辺監視区域外

の線量限度（年間1ミリシーベルト）を十分に下回っていた。 

（３）平常の変動幅の設定（付１１参照） 

平成20年度の測定結果については、再処理工場のアクティブ試験に伴い平常の変動幅を上回ったと

考えられる「大気中の気体状β放射能」及び「魚類(自由水)中のトリチウム」の測定値も含め、「原子

燃料サイクル施設に係る環境放射線等モニタリング結果の評価方法」に定めている「平常の変動幅」※１３に繰

り入れる。 

平常の変動幅への繰り入れについては、今後も個々の測定値について検討を行い、判断することと

する。 

また、測定値が平常の変動幅の範囲内であっても、施設寄与の有無について詳細に監視していく。 

 

 

 

※１３：「平常の変動幅」は、分析測定上の問題、環境の変化、施設からの予期しない放出などの原因調査が必要な測定値をふるい分

けるために用いている（「平常の変動幅について（平成11 年7 月23 日、青森県）」）。 

- 29 -



 







- 33 -



- 34 -



- 35 -



- 36 -



- 37 -



- 38 -



- 39 -



　　③モニタリングカーによる空間放射線量率（ＮａＩ）測定結果

ア　定点測定

第
１
四
半
期

第
２
四
半
期

第
３
四
半
期

第
４
四
半
期

1  石 川 20 18 20 15 0  0  0  10

2  出 戸 15 14 15 12 0  0  0  11

3  老 部 川 15 15 15 13 0  0  0  10

4  尾 駮 17 17 17 14 0  0  0  14

5  沖 付 15 14 15 11 0  0  0  11

6  新 納 屋 15 13 14 14 0  0  0  0

7  新 栄 18 16 16 16 0  0  0  0

8  市 柳 沼 東 畔 18 16 17 18 0  0  0  0

9  八 森 18 18 17 17 0  0  0  0

10  六 原 17 16 17 15 0  0  0  3

11  笹 崎 23 22 23 19 0  0  0  12

12  千 歳 平 19 20 22 20 0  0  0  11

13  豊 原 17 18 18 9 0  0  0  20

14  千 樽 19 19 18 14 0  0  0  16

15  上 目 ノ 越 19 19 19 16 0  0  0  3

16  尾 駮 沼 南 畔 20 18 20 17 0  0  0  5

17  弥 栄 平 20 20 20 19 0  0  0  4

18  清 掃 セ ン タ ー 18 20 19 16 0  0  0  2

19  北 砂 沼 14 14 13 14 0  0  0  0

20  富 ノ 沢 21 19 20 21 0  0  0  0

21  第 一 明 神 平 19 19 19 18 0  0  0  0

22  第 二 明 神 平 14 14 14 14 0  0  0  0

23  は ま な す 公 園 14 15 14 14 0  0  0  0

24  
比 較 対 照
（ 青 森 市 ）

21 21 21 19 0  0  0  8

・測定値は、10分間測定した値。

・降雨雪のない状況で測定。

イ　走行測定

・測定値は、500ｍ毎の平均値。
・降雨雪のない状況で測定。

15  ～  21

15  ～  24

16　～  23

 9  ～  15

13  ～  20

14  ～  19

12  ～  18

13  ～  20

11  ～  21

12  ～  19

15  ～  21

13  ～  21

12  ～  25

18  ～  22

　Ａルート（千歳～平沼）　

　Ｂルート（平沼～石川）

　Ｃルート（猿子沢～新納屋）

　Ｄルート（尾駮～中吹越）

　Ｈルート（森の踏切～沖付）

　Ｉルート（弥栄平～千歳）

15  ～  24

14  ～  18

14  ～  20

　Ｅルート（中吹越～目ノ越）

16  ～  21　Ｇルート（二又～上弥栄）

　Ｆルート（目ノ越～室ノ久保

15  ～  24 11  ～  20

16  ～  22 16  ～  24 16  ～  23  9  ～  16

16  ～  24 16  ～  23

16  ～  21  9  ～  16

16  ～  23 16  ～  21 16  ～  23 11　～  17

13  ～  20

14  ～  28

11　～  23

14  ～  20

測　定　地　点

測定値の範囲

備 考

第
１
四
半
期

第
２
四
半
期

第
３
四
半
期

第
４
四
半
期

第
４
四
半
期

備 考

番
　
　
号

地　点　名

積 雪 深
(cm)

第
１
四
半
期

第
２
四
半
期

第
３
四
半
期

空間放射線量率
(nGy/h)
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（３）大気浮遊じん中の全α及び全β放射能測定結果 （単位：mBq/m
3
）

最小 最小

H20. 3.31 ～ H20. 6.29 13 < 0.072 0.18 * 0.55 0.96 0.16

H20. 6.30 ～ H20. 9.28 13 < 0.041 0.15 * 0.52 1.2  0.15

H20. 9.29 ～ H20.12.28 13 0.059 0.17 0.016 0.82 1.3 0.62

H20.12.29 ～ H21. 3.29 13 0.049 0.10 0.016 0.91 1.5 0.37

52 < 0.055 0.18 * 0.70 1.5  0.15

H20. 3.31 ～ H20. 6.29 13 0.072 0.20 0.016 0.57 1.1  0.14

H20. 6.30 ～ H20. 9.28 13 < 0.041 0.081 * 0.50 1.1  0.16

H20. 9.29 ～ H20.12.28 13 0.059 0.10 0.028 0.84 1.3 0.61

H20.12.29 ～ H21. 3.29 13 0.050 0.078 0.024 0.93 1.5 0.37

52 < 0.055 0.20 * 0.71 1.5  0.14

H20. 3.31 ～ H20. 6.29 13 0.082 0.21 0.021 0.57 0.99 0.16

H20. 6.30 ～ H20. 9.28 13 < 0.037 0.099 * 0.52 1.2  0.12

H20. 9.29 ～ H20.12.28 13 0.065 0.14 0.026 0.84 1.3 0.67

H20.12.29 ～ H21. 3.29 13 0.058 0.10 0.022 0.95 1.5 0.39

52 < 0.061 0.21 * 0.72 1.5  0.12

H20. 3.31 ～ H20. 6.29 13 0.056 0.15 0.014 0.47 0.80 0.14

H20. 6.30 ～ H20. 9.28 13 < 0.027 0.059 * < 0.40 0.91 *

H20. 9.29 ～ H20.12.28 13 0.048 0.086 0.024 0.71 1.1 0.53

H20.12.29 ～ H21. 3.29 13 0.047 0.074 0.018 0.81 1.3 0.32

52 < 0.044 0.15 * < 0.60 1.3  *

H20. 3.31 ～ H20. 6.29 13 < 0.077 0.18 * 0.53 0.99 0.18

H20. 6.30 ～ H20. 9.28 13 0.042 0.097 0.013 < 0.46 1.0  *

H20. 9.29 ～ H20.12.28 13 0.052 0.12 0.029 0.73 1.2 0.56

H20.12.29 ～ H21. 3.29 13 0.043 0.080 0.017 0.83 1.4 0.34

52 < 0.053 0.18 * < 0.64 1.4  *

H20. 3.31 ～ H20. 6.29 13 0.071 0.21 0.023 0.54 1.0  0.17

H20. 6.30 ～ H20. 9.28 13 0.041 0.087 0.014 < 0.53 1.1  *

H20. 9.29 ～ H20.12.28 13 0.057 0.12 0.025 0.79 1.3 0.57

H20.12.29 ～ H21. 3.29 13 < 0.053 0.096 * 0.92 1.6 0.38

52 < 0.056 0.21 * < 0.70 1.6  *

・168時間集じん後、72時間放置1時間測定。

・平均値の算出においては、測定値に検出限界以下のものが含まれる場合、そのときの検出限界値を測定値

　として算出し、平均値に「＜」を付ける。全ての平均値が検出限界以下の場合、平均値も検出限界以下とし

　「*」と表示する。

吹　越

測定局 検体数

比較対照
（青森）

年　　　間

年　　　間

年　　　間

年　　　間

年　　　間

全　　　β

最大
備　　考

尾　駮

採 取 期 間
平均 平均

年　　　間

全　　　α

最大

泊

千歳平

平　沼
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（４）大気中の気体状β放射能測定結果（クリプトン－８５換算） （単位：kBq/ ）

アクティブ
試験開始前
の測定値の
範囲○○○

４　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

５　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

６　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

７　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

８　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

９　月 ＜ 2 3 ＮＤ 2 ( 0 )

10　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

11　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

12　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

１　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

２　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

３　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

年　間 ＜ 2 3 ＮＤ 2 ( 0 )

４　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

５　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

６　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

７　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

８　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

９　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

10　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

11　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

12　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

１　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

２　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

３　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

年　間 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

４　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

５　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

６　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

７　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

８　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

９　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

10　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

11　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

12　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

１　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

２　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

３　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

年　間 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

ＮＤ～9尾　　駮

最　小
平常の
変動幅

測　定　局 測 定 月 平　均 最　大 備　考

ＮＤ

ＮＤ

ＮＤ

(参考)

定量下限値以上
となった時間数

うち、平常の変動幅
を上回った時間数

○○○

ＮＤ～4

ＮＤ

千 歳 平

平　　沼
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アクティブ
試験開始前
の測定値の
範囲○○○

４　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

５　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

６　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

７　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

８　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

９　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

10　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

11　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

12　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

１　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

２　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

３　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

年　間 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

４　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

５　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

６　月 ＜ 2 4 ＮＤ 3 ( 0 )

７　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

８　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

９　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

10　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

11　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

12　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

１　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

２　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

３　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

年　間 ＜ 2 4 ＮＤ 3 ( 0 )

４　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

５　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

６　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

７　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

８　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

９　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

10　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

11　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

12　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

１　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

２　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

３　月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

年　間 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0 ( 0 )

・測定値は１時間値。

・測定時間数は1年間で約8,800時間、うち使用済燃料のせん断が行われた時間数は約500時間。

・平均値の算出においては、測定値に定量下限値未満のものが含まれる場合、定量下限値を測定値と

　して算出し、平均値に｢＜｣を付ける。すべての測定値が定量下限値未満の場合、平均値も定量下限

　値未満とし「ＮＤ」と表示する。

・「平常の変動幅」は、平成6～19年度の測定値の「最小値～最大値」。

・「アクティブ試験開始前の測定値の範囲」は、平成6～17年度の測定値。

(参考)

備　考

ＮＤ

定量下限値以上
となった時間数

うち、平常の変動幅
を上回った時間数

吹　　越

比較対照
（青　森）

最　小
平常の
変動幅

測 定 月 平　均 最　大

ＮＤ

ＮＤ～２

ＮＤ～11

ＮＤ

ＮＤ泊

測　定　局
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（５）大気中のヨウ素－１３１測定結果 　（単位：mBq/m3）

測 定 局 採 取 期 間 検体数 平　均 最　大 最　小 備　　考

H20. 3.31～H20. 6.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 6.30～H20. 9.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 9.29～H20.12.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.12.29～H21. 3.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

年        間 52 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 3.31～H20. 6.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 6.30～H20. 9.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 9.29～H20.12.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.12.29～H21. 3.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

年        間 52 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 3.31～H20. 6.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 6.30～H20. 9.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 9.29～H20.12.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.12.29～H21. 3.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

年        間 52 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 3.31～H20. 6.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 6.30～H20. 9.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 9.29～H20.12.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.12.29～H21. 3.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

年        間 52 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 3.31～H20. 6.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 6.30～H20. 9.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 9.29～H20.12.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.12.29～H21. 3.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

年        間 52 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 3.31～H20. 6.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 6.30～H20. 9.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 9.29～H20.12.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.12.29～H21. 3.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

年        間 52 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

 ・測定値は、試料採取日に補正した値。

吹　　越

比較対照
(青　森)

尾　　駮

千 歳 平

平　　沼

泊
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（６）環境試料中の放射能測定結果
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H20. 3.31～
H20. 6.29

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.5 ＮＤ － －

H20.6.30～
H20. 9.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.1 ＮＤ － －

H20. 9.29～
H20.12.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.7 ＮＤ － －

H20.12.29～
H21. 3.29

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 3.2 ＮＤ － －

H20. 3.31～
H20. 6.29

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.5 ＮＤ － －

H20.6.30～
H20. 9.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.1 ＮＤ － －

H20. 9.29～
H20.12.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.7 ＮＤ － －

H20.12.29～
H21. 3.29

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 3.0 ＮＤ － －

H20. 3.31～
H20. 6.29

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.5 ＮＤ － －

H20.6.30～
H20. 9.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.1 ＮＤ － －

H20. 9.29～
H20.12.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.7 ＮＤ － －

H20.12.29～
H21. 3.29

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 3.2 ＮＤ － －

H20. 3.31～
H20. 6.29

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.5 ＮＤ － －

H20.6.30～
H20. 9.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 1.9 ＮＤ － －

H20. 9.29～
H20.12.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.9 ＮＤ － －

H20.12.29～
H21. 3.29

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 3.1 ＮＤ － －

H20. 3.31～
H20. 6.29

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.3 ＮＤ － －

H20.6.30～
H20. 9.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.0 ＮＤ － －

H20. 9.29～
H20.12.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.7 ＮＤ － －

H20.12.29～
H21. 3.29

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.9 ＮＤ － －

H20. 3.31～
H20. 6.29

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.4 ＮＤ － －

H20.6.30～
H20. 9.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.0 ＮＤ － －

H20. 9.29～
H20.12.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 2.7 ＮＤ － －

H20.12.29～
H21. 3.29

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 3.0 ＮＤ － －

単 位試 料 名 採取地点 採取年月日

横 浜 町

平 沼

泊

千 歳 平

大 気 浮 遊
じ ん

尾 駮

比較対照
(青森市) mBq/m3

mBq/m3
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－ － ＮＤ － ＮＤ － － 0.0008

－ － ＮＤ － ＮＤ － － ＮＤ

－ － ＮＤ － ＮＤ － － ＮＤ

－ － ＮＤ － ＮＤ － － ＮＤ

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － ＮＤ

－ － ＮＤ － ＮＤ － － ＮＤ

－ － ＮＤ － ＮＤ － － ＮＤ

－ － ＮＤ － ＮＤ － － ＮＤ

備 考
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単 位試 料 名 採取地点 採取年月日

H20. 3.31～
H20. 4.30

－ － － － － － － － － －

H20. 4.30～
H20. 5.30

－ － － － － － － － － －

H20. 5.30～
H20. 6.30

－ － － － － － － － － －

H20. 6.30～
H20. 7.31

－ － － － － － － － － －

H20. 7.31～
H20. 8.29

－ － － － － － － － － －

H20. 8.29～
H20. 9.30

－ － － － － － － － － －

H20. 9.30～
H20.10. 31

－ － － － － － － － － －

H20.10.31～
H20.11.28

－ － － － － － － － － －

H20.11.28～
H20.12.26

－ － － － － － － － － －

H20.12.26～
H21. 1.30

－ － － － － － － － － －

H21. 1.30～
H21. 2.27

－ － － － － － － － － －

H21. 2.27～
H21. 3.31

－ － － － － － － － － －

H20. 3.31～
H20. 4.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 100 ＮＤ － －

H20. 4.30～
H20. 5.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 84 5 － －

H20. 5.30～
H20. 6.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 290 ＮＤ － －

H20. 6.30～
H20. 7.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 180 ＮＤ － －

H20. 7.31～
H20. 8.29

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 260 ＮＤ － －

H20. 8.29～
H20. 9.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 110 ＮＤ － －

H20. 9.30～
H20.10.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 140 ＮＤ － －

H20.10.31～
H20.11.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 270 ＮＤ － －

H20.11.28～
H20.12.26

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 260 ＮＤ － －

H20.12.26～
H21. 1.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 450 ＮＤ － －

H21. 1.30～
H21. 2.27

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 300 ＮＤ － －

H21. 2.27～
H21. 3.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 190 ＮＤ － －

H20. 3.31～
H21. 3.31

－ － － － － － － － － －

雨 水 千 歳 平

降 下 物

Bq/

Bq/m2千 歳 平
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備 考

ＮＤ － － － － － － －

ＮＤ － － － － － － －

ＮＤ － － － － － － －

ＮＤ － － － － － － －

ＮＤ － － － － － － －

ＮＤ － － － － － － －

ＮＤ － － － － － － －

ＮＤ － － － － － － －

ＮＤ － － － － － － －

ＮＤ － － － － － － －

ＮＤ － － － － － － －

ＮＤ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － 0.10 － 0.008 － － 1.6 採取期間は１年間
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単 位試 料 名 採取地点 採取年月日

老 部 川
上 流

H20.10.10 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － －

老 部 川
下 流

H20.10.10 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － －

H20. 4.16 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － － －

H20. 7.15 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － － －

H20.10. 3 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － － －

H20.12. 4 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － － －

H20. 4.16 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － － －

H20.10. 3 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － － －

H20. 4.24 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 750 － －

H20.10.16 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 550 － －

H20. 4. 8 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － －

H20. 7. 3 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － －

H20.10. 1 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － －

H21. 1. 6 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － －

H20. 4. 8 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － －

H20. 7. 3 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － －

H20.10. 1 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － －

H21. 1. 6 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － －

老 部 川
上 流

H20.10.10 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 4 ＮＤ ＮＤ 120 ＮＤ ＮＤ

老 部 川
下 流

H20.10.10 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 120 ＮＤ ＮＤ

尾 駮 沼 H20.10. 3 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 4 ＮＤ ＮＤ 290 ＮＤ ＮＤ

鷹 架 沼 H20.10. 3 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 13 ＮＤ ＮＤ 220 ＮＤ ＮＤ

小川原湖 H20.10.16 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 5 ＮＤ ＮＤ 180 ＮＤ ＮＤ

井 戸 水 尾 駮

水 道 水

河 底 土

湖 底 土

尾 駮

河 川 水

湖 沼 水

鷹 架 沼

小川原湖

尾 駮 沼

Bq/kg乾

mBq/

トリチウム

については

Bq/
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備 考

ＮＤ － － － － － － －

ＮＤ － － － － － － －

ＮＤ － ＮＤ － － － － － 塩分 13  

ＮＤ － ＮＤ － － － － － 塩分 15  

ＮＤ － ＮＤ － － － － － 塩分 24  

ＮＤ － ＮＤ － － － － － 塩分 21  

ＮＤ － － － － － － － 塩分 1.8

ＮＤ － － － － － － － 塩分 7.8

ＮＤ － － － － － － － （海水の塩分は約３５）

ＮＤ － － － － － － －

ＮＤ － ＮＤ － － － － －  

ＮＤ － ＮＤ － － － － －

ＮＤ － ＮＤ － － － － －

ＮＤ － ＮＤ － － － － －

ＮＤ － ＮＤ － － － － －

ＮＤ － ＮＤ － － － － －

ＮＤ － ＮＤ － － － － －

ＮＤ － ＮＤ － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － ＮＤ － 0.68 0.29 ＮＤ 130

－ － 0.4 － 0.71 0.29 ＮＤ 65

－ － ＮＤ － 0.25 0.12 ＮＤ －
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機            器            分            析

54Ｍｎ 60Ｃｏ 106Ｒｕ 134Ｃｓ 137Ｃｓ 144Ｃｅ 7Ｂｅ 40Ｋ 214Ｂｉ 228Ａｃ

単 位試 料 名 採取地点 採取年月日

尾 駮 H20. 7. 16 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 9 ＮＤ ＮＤ 150 ＮＤ ＮＤ

千 歳 平 H20. 7. 16 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 180 8 ＮＤ

横 浜 町 H20. 7. 16 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 15 ＮＤ ＮＤ 360 25 34

比較対照
(青森市)

H20. 7. 17 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 6 ＮＤ ＮＤ 310 21 29

H20. 4.10 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 53 － －

H20.10. 9 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 56 － －

H20. 4.10 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 51 － －

H20. 7.11 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 51 － －

H20.10. 9 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 51 － －

H21. 1.15 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 50 － －

H20. 4.15 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 49 － －

H20. 7.11 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 51 － －

H20.10.23 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 48 － －

H21. 1.15 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 51 － －

H20. 4.24 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 49 － －

H20. 7.11 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 49 － －

H20.10.23 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 51 － －

H21. 1.15 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 49 － －

二 又 H20.10.15 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 27 － －

千 樽 H20.10.10 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 32 － －

野辺地町 H20.10.15 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 34 － －

比較対照
(青森市)

H20.10.13 － － － － － － － － － －

ハ ク サ イ 出 戸 H20.11. 5 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 58 － －

ダ イ コ ン 出 戸 H20.11. 5 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 43 － －

ナ ガ イ モ 東 北 町 H20.12. 5 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 120 － －

キ ャ ベ ツ 横 浜 町 H20.10.30 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 62 － －

牛 乳 ( 原 乳 )

精 米

東 北 町

表 土

庄 内

横 浜 町

Bq/kg生
14Cに

ついては
上:Bq/kg生
下:Bq/g炭素

富 ノ 沢

Bq/

Bq/kg乾
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放　　射　　化　　学　　分　　析

3Ｈ 14Ｃ 90Ｓｒ 129Ｉ 239+240Ｐｕ 241Ａｍ 244Ｃｍ Ｕ

備 考

－ － 1.4 ＮＤ 0.26 0.11 ＮＤ 8.8

－ － ＮＤ ＮＤ 0.11 0.05 ＮＤ 14

－ － 0.9 ＮＤ 0.50 0.22 ＮＤ 72

－ － 1.4 ＮＤ 0.18 0.07 ＮＤ 32

－ － ＮＤ － － － － ＮＤ

－ － ＮＤ － － － － ＮＤ

－ － ＮＤ － － － － ＮＤ

－ － ＮＤ － － － － ＮＤ

－ － ＮＤ － － － － ＮＤ

－ － ＮＤ － － － － ＮＤ

－ － ＮＤ － － － － －

－ － ＮＤ － － － － －

－ － ＮＤ － － － － －

－ － ＮＤ － － － － －

－ － ＮＤ － － － － －

－ － ＮＤ － － － － －

－ － ＮＤ － － － － －

－ － ＮＤ － － － － －

－
87

0.24
ＮＤ － ＮＤ － － ＮＤ

－
90

0.24
ＮＤ － ＮＤ － － ＮＤ

－
87

0.24
ＮＤ － ＮＤ － － －

－
88

0.24
－ － － － － －

－
4

0.24
0.09 － ＮＤ － － ＮＤ

－
5

0.24
0.12 － ＮＤ － － ＮＤ

－
17

0.24
ＮＤ － ＮＤ － － －

－
6

0.24
0.10 － ＮＤ － － －
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機            器            分            析

54Ｍｎ 60Ｃｏ 106Ｒｕ 134Ｃｓ 137Ｃｓ 144Ｃｅ 7Ｂｅ 40Ｋ 214Ｂｉ 228Ａｃ

単 位試 料 名 採取地点 採取年月日

H20. 5.22 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 25 180 － －

H20. 8. 5 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 16 160 － －

H20. 5.22 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 17 140 － －

H20. 8. 8 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 0.5 ＮＤ 15 140 － －

ワ カ サ ギ 尾 駮 沼 H20.10.28 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 110 － －

シ ジ ミ 小川原湖 H20.10.16 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － －

H20. 4.21 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 43 56 － －

H20.10.10 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 61 58 － －

H20. 4.18 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 37 78 － －

H20.10. 6 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 49 74 － －

H20. 4.23 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － － －

H20.10.14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － － －

H20. 4.23 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － － －

H20.10.14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － － －

H20. 4.23 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － － －

H20.10.14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ － － －

放 出 口
付 近

H20.10.14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 240 ＮＤ ＮＤ

放 出 口
北20ｋｍ
地 点

H20.10.14 Bq/kg乾 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 150 ＮＤ ＮＤ

放 出 口
南20ｋｍ
地 点

H20.10.14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 130 ＮＤ ＮＤ

魚 類
（ ヒ ラ メ ）

六ヶ所村
前面海域

H20.10.14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 140 － －

海 藻 類
( コ ン ブ )

六ヶ所村
前面海域

H20.10.23 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 430 － －

貝 類
（ ホ タ テ ）

む つ 湾 H20. 7. 4 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 86 － －

H20. 4. 8 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 200 － －

H20.10.12 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 190 － －

H20. 4. 9 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 34 － －

H20.10.12 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 33 － －

・Ｕは、２３４Ｕ、２３５Ｕ及び２３８Ｕの合計。

・γ線スペクトロメトリ、３Ｈ及び９０Ｓｒの測定値は、試料採取日に補正した値。

海 水

海 藻 類
（チガイソ）

放 出 口
付 近

貝 類
（ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ）

六ヶ所村
前面海域

六ヶ所村
前面海域

海 底 土

Bq/kg生

尾 駮

比較対照
(青森市)

松 葉

牧 草

第３団地

横 浜 町

Bq/kg生
トリチウム
については
上:Bq/kg生

下:Bq/

mBq/
トリチウム

については

Bq/

放 出 口
北20ｋｍ
地 点

放 出 口
南20ｋｍ
地 点
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放　　射　　化　　学　　分　　析

3Ｈ 14Ｃ 90Ｓｒ 129Ｉ 239+240Ｐｕ 241Ａｍ 244Ｃｍ Ｕ

備 考

－ － 0.13 － ＮＤ － － ＮＤ チモシー（一番草）

－ － 0.22 － ＮＤ － － ＮＤ チモシー（二番草）

－ － 0.22 － ＮＤ － － ＮＤ リードカナリー（一番草）

－ － 0.46 － ＮＤ － － ＮＤ チモシー（二番草）

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － － － － － － 0.09

－ － － － － － － 0.04

－ － － － － － － 0.10

－ － － － － － － 0.08

ＮＤ － ＮＤ － ＮＤ － － －

ＮＤ － ＮＤ － ＮＤ － － －

ＮＤ － ＮＤ － ＮＤ － － －

ＮＤ － ＮＤ － ＮＤ － － －

ＮＤ － ＮＤ － ＮＤ － － －

ＮＤ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － 0.56 0.21 ＮＤ －

－ － ＮＤ － 0.34 0.18 ＮＤ －

－ － ＮＤ － 0.41 0.19 ＮＤ －

3
3

－ ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － 0.002 － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －

－ － ＮＤ － 0.002 － － －

－ － 0.05 － 0.006 － － －

－ － ＮＤ － 0.003 － － －

－ － ＮＤ － ＮＤ － － －
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（７）大気中の水蒸気状トリチウム測定結果

大気中濃度 水分中濃度 大気中濃度 水分中濃度

 (mBq/m３)  (Bq/ ) (g/m３) (mBq/m
3
) (Bq/ )

H20. 3.31 ～ H20. 4.30 ＮＤ ＮＤ 5.3

H20. 4.30 ～ H20. 5.30 ＮＤ ＮＤ 7.4

H20. 5.30 ～ H20. 6.30 ＮＤ ＮＤ 9.8

H20. 6.30 ～ H20. 7.31 ＮＤ ＮＤ 14

H20. 7.31 ～ H20. 8.29 ＮＤ ＮＤ 15

H20. 8.29 ～ H20. 9.30 ＮＤ ＮＤ 13

H20. 9.30 ～ H20.10.31 ＮＤ ＮＤ 8.9

H20.10.31 ～ H20.11.28 ＮＤ ＮＤ 5.2

H20.11.28 ～ H20.12.26 ＮＤ ＮＤ 4.4

H20.12.26 ～ H21. 1.30 ＮＤ ＮＤ 3.4

H21. 1.30 ～ H21. 2.27 ＮＤ ＮＤ 3.2

H21. 2.27 ～ H21. 3.31 ＮＤ ＮＤ 3.7

H20. 3.31 ～ H20. 4.30 ＮＤ ＮＤ 5.3

H20. 4.30 ～ H20. 5.30 ＮＤ ＮＤ 7.8

H20. 5.30 ～ H20. 6.30 ＮＤ ＮＤ 10

H20. 6.30 ～ H20. 7.31 ＮＤ ＮＤ 15

H20. 7.31 ～ H20. 8.29 ＮＤ ＮＤ 15

H20. 8.29 ～ H20. 9.30 ＮＤ ＮＤ 13

H20. 9.30 ～ H20.10.31 ＮＤ ＮＤ 9.1

H20.10.31 ～ H20.11.28 ＮＤ ＮＤ 5.4

H20.11.28 ～ H20.12.26 ＮＤ ＮＤ 4.5

H20.12.26 ～ H21. 1.30 ＮＤ ＮＤ 3.5

H21. 1.30 ～ H21. 2.27 ＮＤ ＮＤ 3.4

H21. 2.27 ～ H21. 3.31 ＮＤ ＮＤ 3.9

H20. 3.31 ～ H20. 4.30 ＮＤ ＮＤ 5.2

H20. 4.30 ～ H20. 5.30 ＮＤ ＮＤ 7.6

H20. 5.30 ～ H20. 6.30 ＮＤ ＮＤ 11

H20. 6.30 ～ H20. 7.31 ＮＤ ＮＤ 16

H20. 7.31 ～ H20. 8.29 ＮＤ ＮＤ 15

H20. 8.29 ～ H20. 9.30 ＮＤ ＮＤ 13

H20. 9.30 ～ H20.10.31 ＮＤ ＮＤ 8.8

H20.10.31 ～ H20.11.28 ＮＤ ＮＤ 5.5

H20.11.28 ～ H20.12.26 ＮＤ ＮＤ 4.6

H20.12.26 ～ H21. 1.30 ＮＤ ＮＤ 3.5

H21. 1.30 ～ H21. 2.27 ＮＤ ＮＤ 3.5

H21. 2.27 ～ H21. 3.31 ＮＤ ＮＤ 3.8

・測定値は、試料採取日に補正した値。

・ ｢アクティブ試験開始前の測定値の範囲」は、尾駮については平成元～17年度の測定値の「最小値～最大値」、

　　横浜町及び比較対照（青森市）については平成２～１７年度の測定値の「最小値～最大値」。

比 較 対 照
（青森市）

測　　定　　値

尾 駮

横 浜 町

大気中水分量
測 定 地 点 備　考 採  取  期  間

( 参 考 ) ア ク テ ィ ブ 試 験
開 始 前 の 測 定 値 の 範 囲

ＮＤ ＮＤ～２

ＮＤ ＮＤ～２

ＮＤ ＮＤ
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（９）環境試料中のフッ素測定結果

試　料　名 採 取 地 点 採 取 年 月 日 単   位 測 定 値 備   考

H20. 4. 8 ～ H20. 4.15 ＮＤ

H20. 7. 8 ～ H20. 7.15 ＮＤ

H20.10. 7 ～ H20.10.14 ＮＤ

H21. 1. 6 ～ H21. 1.13 ＮＤ

H20. 4. 8 ～ H20. 4.15 ＮＤ

H20. 7. 8 ～ H20. 7.15 ＮＤ

H20.10. 7 ～ H20.10.14 ＮＤ

H21. 1. 6 ～ H21. 1.13 ＮＤ

老 部 川 上 流 H20.10.10 ＮＤ

老 部 川 下 流 H20.10.10 ＮＤ

H20. 4.16 0.5  塩分 13

H20. 7.15 0.5  塩分 15

H20.10. 3 0.9  塩分 24

H20.12. 4 0.7  塩分 21

H20. 4.16 0.1  塩分 1.8

H20.10. 3 0.3  塩分 7.8
(海水の塩分は約３５）

老 部 川 上 流 H20.10.10 62

老 部 川 下 流 H20.10.10 40

尾 駮 沼 H20.10. 3 190

鷹 架 沼 H20.10. 3 110

H20. 4.10 ＮＤ

H20.10. 9 ＮＤ

H20. 4.10 ＮＤ

H20. 7.11 ＮＤ

H20.10. 9 ＮＤ

H21. 1.15 ＮＤ

精 米 二 又 H20.10.15 ＮＤ

H20. 5.22 0.1 ﾁﾓｼｰ(1番草)

H20. 8. 5 ＮＤ ﾁﾓｼｰ(2番草)

   ・「大気」の測定値は粒子状フッ素及び気体状フッ素の合計。

第 ３ 団 地

尾 駮 沼

河 川 水

河 底 土

庄 内

鷹 架 沼

湖 沼 水

mg/ 

湖 底 土

mg/kg乾

mg/kg生

mg/ 

牧 草

牛 乳 ( 原 乳 )

富 ノ 沢

大 気

尾 駮

比 較 対 照
( 青 森 市 )

μg/m
3
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（10）気象観測結果

　　①風速・気温・湿度・降水量・積雪深

平均 最大

４　月 3.2 10.2 7.9 18.4 0.9 73 19 43.5 0 0 0 1 44

５　月 3.1 10.6 11.7 26.7 2.4 78 20 57.5 0 0 0 0 0

６　月 2.5 8.7 15.1 26.5 9.6 82 31 183.5 0 0 0 0 0

７　月 1.8 7.1 19.8 27.3 10.3 86 37 158.5 0 0 0 0 0

８　月 2.6 9.2 20.8 31.2 14.2 84 36 193.0 0 0 0 0 0

９　月 2.4 9.6 19.3 26.9 7.6 78 29 25.5 0 1 0 0 0

10　月 2.6 11.3 14.4 23.0 3.8 77 32 68.0 0 0 0 0 0

11　月 3.1 11.1 7.6 19.2 -2.0 72 36 56.0 0 8 0 0 22

12　月 3.7 15.3 2.8 14.4 -6.0 77 41 99.5 7 36 0 13 68

１　月 3.6 14.0 0.4 10.4 -7.3 78 38 103.0 19 48 6 42 112

２　月 3.9 14.4 0.3 10.3 -6.5 72 36 85.5 10 27 0 65 157

３　月 4.0 12.1 2.7 19.4 -4.2 73 35 36.0 3 15 0 34 149

年　間 3.0 15.3 10.3 31.2 -7.3 78 19 1109.5 3 48 0 12 157

４　月 3.0 8.8 7.8 18.1 1.1 63 17 46.5 0 0 0 4 88

５　月 3.2 9.1 12.0 28.2 2.7 67 15 48.0 0 0 0 0 0

６　月 2.4 6.6 15.1 26.4 8.9 76 26 160.5 0 0 0 0 0

７　月 2.0 4.9 20.2 28.4 10.5 80 35 170.0 0 0 0 0 0

８　月 2.7 7.9 20.4 30.6 13.7 79 35 223.5 0 0 0 0 0

９　月 2.3 8.0 18.8 29.6 7.9 74 29 39.5 0 0 0 0 0

10　月 2.4 8.4 13.9 22.3 2.7 72 32 57.0 0 0 0 0 0

11　月 2.8 10.2 6.6 18.3 -3.4 71 35 56.5 3 41 0 1 32

12　月 3.1 11.2 2.4 14.1 -6.0 69 34 74.5 8 35 0 20 90

１　月 3.1 11.0 -0.3 8.7 -8.6 71 31 156.0 48 81 10 53 125

２　月 3.4 13.9 -0.3 10.1 -6.9 64 25 71.5 62 83 40 76 189

３　月 3.4 12.3 2.2 18.2 -5.1 63 23 41.5 20 54 0 48 190

年　間 2.8 13.9 10.0 30.6 -8.6 71 15 1145.0 12 83 0 17 190

４　月 － － － － － － － 31.5 0 2 0 0 3

５　月 － － － － － － － 34.5 0 0 0 0 0

６　月 － － － － － － － 120.5 0 0 0 0 0

７　月 － － － － － － － 188.5 0 0 0 0 0

８　月 － － － － － － － 158.0 0 0 0 0 0

９　月 － － － － － － － 34.5 0 0 0 0 0

10　月 － － － － － － － 34.0 0 0 0 0 0

11　月 － － － － － － － 61.5 3 31 0 0 17

12　月 － － － － － － － 86.0 3 17 0 10 64

１　月 － － － － － － － 220.0 11 42 0 29 75

２　月 － － － － － － － 88.5 11 34 0 36 106

３　月 － － － － － － － 31.5 2 13 0 18 128

年　間 － － － － － － － 1089.0 2 42 0 8 128

最 小

千歳平

平　沼

尾　駮

風速(m/sec) 気温(℃) 湿度(％)

平 均 最 高
測定局 測 定 月

最 低 平 均

積雪深(cm)

平 均 最 大

降水量
(mm) 平 均 最 大 最 小

過去の値
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平均 最大

４　月 － － － － － － － 54.5 0 0 0 0 14

５　月 － － － － － － － 70.5 0 0 0 0 1

６　月 － － － － － － － 183.0 0 0 0 0 0

７　月 － － － － － － － 198.5 0 0 0 0 0

８　月 － － － － － － － 246.5 0 0 0 0 0

９　月 － － － － － － － 50.0 0 0 0 0 0

10　月 － － － － － － － 83.5 0 0 0 0 0

11　月 － － － － － － － 102.0 1 15 0 0 14

12　月 － － － － － － － 139.5 3 14 0 7 61

１　月 － － － － － － － 89.0 4 23 0 30 77

２　月 － － － － － － － 130.5 6 23 0 37 93

３　月 － － － － － － － 75.0 2 12 0 17 105

年　間 － － － － － － － 1422.5 1 23 0 7 105

４　月 － － － － － － － 23.5 0 0 0 0 5

５　月 － － － － － － － 35.5 0 0 0 0 0

６　月 － － － － － － － 89.0 0 0 0 0 0

７　月 － － － － － － － 157.0 0 0 0 0 0

８　月 － － － － － － － 154.5 0 0 0 0 0

９　月 － － － － － － － 32.5 0 0 0 0 0

10　月 － － － － － － － 51.0 0 0 0 0 0

11　月 － － － － － － － 77.5 1 9 0 0 7

12　月 － － － － － － － 103.0 1 10 0 4 33

１　月 － － － － － － － 129.5 9 29 0 19 59

２　月 － － － － － － － 92.5 6 15 0 23 67

３　月 － － － － － － － 50.0 1 8 0 12 73

年　間 － － － － － － － 995.5 1 29 0 5 73

４　月 － － － － － － － 16.5 0 0 0 4 93

５　月 － － － － － － － 46.0 0 0 0 0 0

６　月 － － － － － － － 100.5 0 0 0 0 0

７　月 － － － － － － － 124.5 0 0 0 0 0

８　月 － － － － － － － 156.5 0 0 0 0 0

９　月 － － － － － － － 35.5 0 0 0 0 0

10　月 － － － － － － － 69.5 0 0 0 0 0

11　月 － － － － － － － 84.5 1 12 0 0 17

12　月 － － － － － － － 142.5 5 29 0 12 79

１　月 － － － － － － － 111.0 23 51 10 44 125

２　月 － － － － － － － 102.0 23 48 3 65 165

３　月 － － － － － － － 57.5 7 30 0 43 173

年　間 － － － － － － － 1046.5 5 51 0 14 173

　・積雪深における「過去の値」は、平成１５～１９年度の同一時期の平均値及び最大値。

測定局 測 定 月

比較対照
（青森）

泊

吹　越

風速(m/sec)

平 均 最 大 平 均平 均 最 高 最 低

  ・測定値は「地上気象観測指針(平成14年 気象庁）」に基づく1時間値。

降水量
(mm)

積雪深(cm)

最 小 平 均 最 大 最 小
過去の値

気温(℃) 湿度(％)
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　　②大気安定度出現頻度表 単位：時間（括弧内は％）

測定局
　　 分類

測定月
Ａ Ａ－Ｂ Ｂ Ｂ－Ｃ Ｃ Ｃ－Ｄ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 計 備考

4 47 56 16 67 18 364 24 27 97 720
(0.6) (6.5) (7.8) (2.2) (9.3) (2.5) (50.6) (3.3) (3.8) (13.5) (100)

7 42 73 18 85 17 354 28 23 96 743
(0.9) (5.7) (9.8) (2.4) (11.4) (2.3) (47.6) (3.8) (3.1) (12.9) (100)

6 52 79 18 77 10 364 16 21 71 714
(0.8) (7.3) (11.1) (2.5) (10.8) (1.4) (51.0) (2.2) (2.9) (9.9) (100)

20 77 118 7 40 0 414 9 1 58 744
(2.7) (10.3) (15.9) (0.9) (5.4) (0.0) (55.6) (1.2) (0.1) (7.8) (100)

15 43 65 19 59 10 444 14 21 53 743
(2.0) (5.8) (8.7) (2.6) (7.9) (1.3) (59.8) (1.9) (2.8) (7.1) (100)

10 49 87 9 63 13 271 24 30 164 720
(1.4) (6.8) (12.1) (1.3) (8.8) (1.8) (37.6) (3.3) (4.2) (22.8) (100)

4 45 55 13 26 24 337 41 23 176 744
(0.5) (6.0) (7.4) (1.7) (3.5) (3.2) (45.3) (5.5) (3.1) (23.7) (100)

0 16 45 12 22 17 359 19 28 149 667
(0.0) (2.4) (6.7) (1.8) (3.3) (2.5) (53.8) (2.8) (4.2) (22.3) (100)

0 8 30 6 15 8 533 18 21 105 744
(0.0) (1.1) (4.0) (0.8) (2.0) (1.1) (71.6) (2.4) (2.8) (14.1) (100)

1 14 28 13 14 12 505 17 20 120 744
(0.1) (1.9) (3.8) (1.7) (1.9) (1.6) (67.9) (2.3) (2.7) (16.1) (100)

1 7 27 10 28 18 448 44 13 75 671
(0.1) (1.0) (4.0) (1.5) (4.2) (2.7) (66.8) (6.6) (1.9) (11.2) (100)

3 13 40 17 61 21 402 24 19 144 744
(0.4) (1.7) (5.4) (2.3) (8.2) (2.8) (54.0) (3.2) (2.6) (19.4) (100)

71 413 703 158 557 168 4,795 278 247 1,308 8,698
(0.8) (4.7) (8.1) (1.8) (6.4) (1.9) (55.1) (3.2) (2.8) (15.0) (100)

4 35 47 19 69 25 340 20 49 111 719
(0.6) (4.9) (6.5) (2.6) (9.6) (3.5) (47.3) (2.8) (6.8) (15.4) (100)

14 31 56 27 75 28 345 29 30 109 744
(1.9) (4.2) (7.5) (3.6) (10.1) (3.8) (46.4) (3.9) (4.0) (14.7) (100)

18 49 82 19 74 13 328 16 23 92 714
(2.5) (6.9) (11.5) (2.7) (10.4) (1.8) (45.9) (2.2) (3.2) (12.9) (100)

17 62 104 25 57 2 388 5 8 76 744
(2.3) (8.3) (14.0) (3.4) (7.7) (0.3) (52.2) (0.7) (1.1) (10.2) (100)

8 38 78 17 53 11 431 13 24 70 743
(1.1) (5.1) (10.5) (2.3) (7.1) (1.5) (58.0) (1.7) (3.2) (9.4) (100)

16 44 85 22 58 13 259 20 35 168 720
(2.2) (6.1) (11.8) (3.1) (8.1) (1.8) (36.0) (2.8) (4.9) (23.3) (100)

2 50 50 22 36 26 298 37 42 181 744
(0.3) (6.7) (6.7) (3.0) (4.8) (3.5) (40.1) (5.0) (5.6) (24.3) (100)

0 24 49 11 22 17 406 23 28 139 719
(0.0) (3.3) (6.8) (1.5) (3.1) (2.4) (56.5) (3.2) (3.9) (19.3) (100)

0 16 29 7 23 11 508 19 20 104 737
(0.0) (2.2) (3.9) (0.9) (3.1) (1.5) (68.9) (2.6) (2.7) (14.1) (100)

0 21 41 9 30 18 475 37 25 88 744
(0.0) (2.8) (5.5) (1.2) (4.0) (2.4) (63.8) (5.0) (3.4) (11.8) (100)

0 21 29 9 16 34 438 34 25 65 671
(0.0) (3.1) (4.3) (1.3) (2.4) (5.1) (65.3) (5.1) (3.7) (9.7) (100)

8 22 52 13 74 34 347 20 35 136 741
(1.1) (3.0) (7.0) (1.8) (10.0) (4.6) (46.8) (2.7) (4.7) (18.4) (100)

87 413 702 200 587 232 4,563 273 344 1,339 8,740
(1.0) (4.7) (8.0) (2.3) (6.7) (2.7) (52.2) (3.1) (3.9) (15.3) (100)

    を用いて分類。 
・分類
　Ａ：強不安定　　Ｂ：並不安定　　Ｃ：弱不安定 　Ｄ：中 　立
　Ｅ：弱 安 定　　Ｆ：並 安 定　　Ｇ：強 安 定

７　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

・「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針（平成13年３月  原子力安全委員会）」に基づく1時間値

尾　駮

千歳平

４　月

５　月

６　月

６　月

７　月

８　月

９　月

３　月

年　間

４　月

５　月

10　月

３　月

年　間

11　月

12　月

１　月

２　月
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（５）大気中のヨウ素－１３１測定結果 （単位：mBq/m
3
）

測定地点 平 均 最 大 最 小 備 考

H20. 3.31 ～ H20. 6.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 6.30 ～ H20. 9.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 9.29 ～ H20.12.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.12.29 ～ H21. 3.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

52 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 3.31 ～ H20. 6.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 6.30 ～ H20. 9.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 9.29 ～ H20.12.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.12.29 ～ H21. 3.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

52 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 3.31 ～ H20. 6.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 6.30 ～ H20. 9.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 9.29 ～ H20.12.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.12.29 ～ H21. 3.30 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

52 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

・測定値は試料採取日に補正した値である。

老 部 川

二 又

室 ノ 久 保

採 取 期 間

年 間

年 間

年 間

検 体 数

- 71 -



- 72 -



- 73 -



- 74 -



- 75 -



- 76 -



- 77 -



- 78 -



- 79 -



（９）環境試料中のフッ素測定結果

試 料 名 採 取 地 点 採取年月日 単 位 測 定 値

H20. 4. 1～
H20. 4.11

ＮＤ

H20. 7. 1～
H20. 7.11

ＮＤ

H20.10.10～
H20.10.20

ＮＤ

H21. 1. 9～
H21. 1.19

ＮＤ

H20. 4. 1～
H20. 4.11

ＮＤ

H20. 7. 1～
H20. 7.11

ＮＤ

H20.10.10～
H20.10.20

ＮＤ

H21. 1. 9～
H21. 1.19

ＮＤ

老 部 川 下 流 H20. 8. 7 ＮＤ

二 又 川 下 流 H20. 8. 7 ＮＤ

H20. 4.16 0.5 塩分 13

H20. 7.16 0.5 塩分 15

H20.10. 3 0.8 塩分 24

H20.12. 4 0.7 塩分 21

H20. 4.16 0.5 塩分 13

H20. 7.16 0.6 塩分 16

H20.10. 3 0.6 塩分 24

H20.12. 4 0.7 塩分 21

（海水の塩分は約35）

老 部 川 下 流 H20. 8. 7 58

二 又 川 下 流 H20. 8. 7 64

湖 底 土 尾 駮 沼 H20.10. 3 190

尾 駮 H20. 8. 5 330

千 樽 H20. 8. 5 330

備 考

尾 駮 沼 １

尾 駮 沼 ２

大 気

河 川 水

二 又

室 ノ 久 保

河 底 土

湖 沼 水

表 土

μg/m
3

mg/

mg/kg乾
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（10）気象観測結果

①風速・気温・湿度・降水量・積雪深

降水量

平　均 最　大

測 定 局 測定月
風速(m/sec) 

老部川

気温(℃) 湿度(％)

平均 最大 平均 最高 最小

積雪深(cm)

過去の値
最低 平均 最小 (mm) 平均 最大

　４月 － － － － － － － 44.0 0 0 0 0 3

　５月 － － － － － － － 55.0 0 0 0 0 0

　６月 － － － － － － － 173.5 0 0 0 0 0

　７月 － － － － － － － 172.5 0 0 0 0 0

　８月 － － － － － － － 205.5 0 0 0 0 0

　９月 － － － － － － － 30.5 0 0 0 0 0

１０月 － － － － － － － 72.5 0 0 0 0 0

１１月 － － － － － － － 84.0 0 12 0 0 22

１２月 － － － － － － － 108.0 2 12 0 8 57

　１月 － － － － － － － 87.0 4 25 0 31 91

　２月 － － － － － － － 45.0 4 20 0 38 110

　３月 － － － － － － － 38.0 0 4 0 15 101

年間 － － － － － － － 1115.5 1 25 0 8 110

　４月 3.2 9.7 7.2 18.9 -2.6 71 24 45.5 0 0 0 0 32

　５月 3.2 8.7 11.0 27.5 -3.0 75 25 43.5 0 0 0 0 0

　６月 2.4 6.4 14.4 24.9 4.4 81 29 163.0 0 0 0 0 0

　７月 2.0 5.3 19.9 28.0 8.6 83 45 162.0 0 0 0 0 0

　８月 2.4 8.5 20.2 30.5 13.0 81 42 233.5 0 0 0 0 0

　９月 2.0 8.3 18.0 28.4 4.1 77 35 40.5 0 0 0 0 0

１０月 2.2 9.3 12.8 21.9 0.3 74 34 75.5 0 0 0 0 0

１１月 2.9 11.5 5.8 18.5 -5.0 72 36 88.5 0 0 0 0 7

１２月 3.7 13.5 2.2 14.5 -5.9 76 45 96.5 0 4 0 8 55

　１月 3.5 12.4 -0.2 9.2 -13.0 74 36 136.5 5 26 0 33 83

　２月 3.9 16.2 0.1 8.9 -7.3 69 31 80.0 1 9 0 51 124

　３月 3.9 11.4 1.8 17.3 -6.5 70 27 28.0 0 1 0 29 118

年間 2.8 16.2 10.2 30.5 -13.0 76 24 1193.0 1 26 0 10 124

　４月 － － － － － － － 44.0 0 0 0 4 82

　５月 － － － － － － － 57.0 0 0 0 0 0

　６月 － － － － － － － 164.5 0 0 0 0 0

　７月 － － － － － － － 173.0 0 0 0 0 0

　８月 － － － － － － － 242.0 0 0 0 0 0

　９月 － － － － － － － 36.5 0 0 0 0 0

１０月 － － － － － － － 75.5 0 0 0 0 0

１１月 － － － － － － － 90.0 1 26 0 0 10

１２月 － － － － － － － 105.0 6 29 0 15 68

　１月 － － － － － － － 206.5 38 71 11 44 112

　２月 － － － － － － － 98.5 46 57 32 67 169

　３月 － － － － － － － 46.0 17 47 0 46 172

年間 － － － － － － － 1338.5 8 71 0 15 172

・ 積雪深における「過去の値」は、平成１５～１９年度の同一時期の平均値及び最大値。

・ 測定値は「地上気象観測指針(平成14年 気象庁）」に基づく1時間値。

室ノ久保

二　又

老部川
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②大気安定度出現頻度表 単位：時間数（括弧内は％）

分類

測定月

4 17 37 15 87 20 366 28 31 115 720
(0.6) (2.4) (5.1) (2.1) (12.1) (2.8) (50.8) (3.9) (4.3) (16.0) (100)

12 24 59 16 79 23 367 27 18 107 732
(1.6) (3.3) (8.1) (2.2) (10.8) (3.1) (50.1) (3.7) (2.5) (14.6) (100)

9 25 76 22 97 8 361 8 10 92 708
(1.3) (3.5) (10.7) (3.1) (13.7) (1.1) (51.0) (1.1) (1.4) (13.0) (100)

12 52 78 21 87 7 423 3 0 61 744
(1.6) (7.0) (10.5) (2.8) (11.7) (0.9) (56.9) (0.4) (0.0) (8.2) (100)

13 36 66 9 54 10 458 21 7 70 744
(1.7) (4.8) (8.9) (1.2) (7.3) (1.3) (61.6) (2.8) (0.9) (9.4) (100)

12 48 72 9 48 9 288 11 16 207 720
(1.7) (6.7) (10.0) (1.3) (6.7) (1.3) (40.0) (1.5) (2.2) (28.8) (100)

6 29 56 10 35 14 362 21 12 199 744
(0.8) (3.9) (7.5) (1.3) (4.7) (1.9) (48.7) (2.8) (1.6) (26.7) (100)

0 23 44 13 13 10 447 12 12 146 720
(0.0) (3.2) (6.1) (1.8) (1.8) (1.4) (62.1) (1.7) (1.7) (20.3) (100)

0 8 32 7 10 2 538 9 8 90 704
(0.0) (1.1) (4.5) (1.0) (1.4) (0.3) (76.4) (1.3) (1.1) (12.8) (100)

0 12 35 5 21 9 496 18 11 96 703
(0.0) (1.7) (5.0) (0.7) (3.0) (1.3) (70.6) (2.6) (1.6) (13.7) (100)

1 10 25 5 36 21 492 26 11 43 670
(0.1) (1.5) (3.7) (0.7) (5.4) (3.1) (73.4) (3.9) (1.6) (6.4) (100)

3 17 32 13 49 20 404 21 14 122 695
(0.4) (2.4) (4.6) (1.9) (7.1) (2.9) (58.1) (3.0) (2.0) (17.6) (100)

72 301 612 145 616 153 5002 205 150 1348 8604
(0.8) (3.5) (7.1) (1.7) (7.2) (1.8) (58.1) (2.4) (1.7) (15.7) (100)

・「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針（平成13年３月  原子力安全委員会）」による1時間値を用いて分類。

測 定 局 Ａ Ａ－Ｂ Ｂ 計 備 考

４ 月

Ｂ－Ｃ Ｃ Ｃ－Ｄ Ｄ Ｅ  Ｆ

１ １ 月

１ ２ 月

１ 月

Ｇ

2 月

3 月

年 間

二　又

７ 月

８ 月

９ 月

５ 月

６ 月

１ ０ 月

強不安定（Ａ型）

並不安定（Ｂ型）

弱不安定（Ｃ型）

大気安定度と煙の型との模式図

弱安定（Ｅ型）

中立（Ｄ型）

並安定（Ｆ型）

強安定  （ Ｇ 型 ）

大気安定度分類表

Ｔ≧0.60
0.60＞Ｔ
≧0.30

0.30＞Ｔ
≧0.15

0.15＞Ｔ
Ｑ≧

-0.020
-0.020＞

Ｑ≧-0.040
-0.040
＞Ｑ

　　Ｕ＜２ Ａ Ａ－Ｂ Ｂ Ｄ Ｄ Ｇ Ｇ

２≦Ｕ＜３ Ａ－Ｂ Ｂ Ｃ Ｄ Ｄ Ｅ Ｆ

３≦Ｕ＜４ Ｂ Ｂ－Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ

４≦Ｕ＜６ Ｃ Ｃ－Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

６≦Ｕ　　 Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

　発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針（平成13年３月  原子力安全委員会）

日射量（Ｔ）　kW/m2 放射収支量（Ｑ）　kW/m2

風速(Ｕ)
m/s
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（１）測定結果に基づく線量 

 「原子燃料サイクル施設に係る環境放射線等モニタリング結果の評価方法（平成 18 年 4 月

改訂、青森県）」及び「六ケ所再処理工場の操業と線量評価について（平成 18 年 2 月、青森県）」

に基づき、平成 20 年度 1 年間の施設起因の放射線及び放射性物質による周辺住民等の線量の

推定・評価を行った。 

 ① 外部被ばく 

 線量評価に用いることとしているＲＰＬＤによる積算線量測定結果については、これまで

と同じ水準であり、施設寄与が認められなかったことから実効線量の算出を省略した。 

 ② 内部被ばく 

    魚類（自由水）中トリチウム測定結果について、再処理工場のアクティブ試験による影響

と考えられる変動が認められた。海水魚(3Bq/kg 生)を 1 年間経口摂取するものとして預託実

効線量（摂取後 50 年間の総線量）を試算したところ 0.000004 ミリシーベルトであった。 

 

〔参 考〕 

    測定値の一部に再処理工場の影響が認められた空間放射線量率及び大気中の気体状β放

射能の測定結果について、「六ケ所再処理工場の操業と線量評価について（平成 18 年 2 月、

青森県）」に基づき、参考として実効線量を試算した。 
 

○ 空間放射線量率 

 各測定局におけるγ線による外部被ばく実効線量は、使用済燃料のせん断・溶解が行わ

れていない期間については施設寄与が認められなかったことから、使用済燃料のせん断・

溶解を行った期間（使用済燃料のせん断が行われた時間数は約 500 時間）を対象とし、Ｓ

ＣＡ弁別法※１を用いて試算した。試算結果を表１に示す。 

         

          表１ 各測定局におけるγ線による実効線量試算結果 (単位：mSv/年） 

測 定 局 算出結果 

尾  駮    0.001 未満  (0.000059)(注) 

千 歳 平    0.001 未満  (0.000015) 

平  沼    0.001 未満  (0.000015) 

泊    0.001 未満  (0.000033) 

吹  越    0.001 未満  (0.000033) 

老 部 川           0.001 未満  (0.000010) 

二  又     0.001 未満  (0.000032) 

室ノ久保     0.001 未満  (0.000011) 

            (注)：参考として計算値をそのまま括弧内に示す。 

※1：空間放射線量率、SCA(Bi)及び SCA(Tl)計数率の関係を重回帰分析により求め、自然寄与分の線量率を推定し実

測値から差し引くことにより、施設寄与分を弁別する方法 
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     ○ 大気中の気体状β放射能 

   

   各測定局におけるβ線による外部被ばく実効線量を試算※2した結果を表２に示す。 

 

表２ 各測定局におけるβ線による実効線量試算結果（単位：mSv/年） 

測 定 局 
定量下限値以上となった

１時間値を用いた場合 

定量下限値未満も含めた

10 分値を用いた場合 

尾  駮 0.000003 0.000019 

千 歳 平 0.000000 0.000001 

平  沼 0.000000 0.000001 

泊 0.000000 0.000003 

吹  越 0.000004 0.000012 

老 部 川 0.000000 0.000005 

二  又 0.000012 0.000017 

室ノ久保 0.000004 0.000007 

 

（２）放出源情報に基づく線量（事業者報告） 

 再処理工場から放出された放射性物質に起因する実効線量として、「再処理事業所 再処理

事業変更許可申請書及びその添付書類（平成 17 年 9 月 29 日許可）」に示されるものと同様の

計算モデル及びパラメータを用い、平成 20 年度 1 年間の放出実績をもとに試算した結果を表

３に示す。 

  表３  放出源情報に基づく実効線量試算結果         （単位：mSv/年） 

放射性気体廃棄物による実効線量 0.00053  

放射性液体廃棄物による実効線量 0.000036 

合    計 0.00057※３ 

 放射性気体廃棄物による、放射性雲からの外部被ばく、地表沈着による外部被ばく及び呼吸

摂取による内部被ばくの合計が最大と評価されたのは、主排気筒を基準として方位ＥＳＥ、距

離 1.1 km の地点であった。 

 

 

※2：六ヶ所再処理施設の安全審査における Kr-85 からのβ線による実効線量の算出方法による 

β線による皮膚等価線量係数 ： 4.1×10-7(Sv/y)/(Bq/m3)*１ 
 体表面積の平均化係数    ： １ *２ 

   皮膚の組織荷重係数      ： 0.01 *３ 
出典  *1   D.C.Kocher,“Dose－Rate Conversion Factors for External Exposure to Photons and Electrons” 

,NUREG/CR-1918,ORNL/NUREG-79(1981) 
*2  ｢発電用軽水型原子炉施設の安全審査における一般公衆の線量評価について｣（平成元年 3 月
原子力安全委員会了承、一部改訂平成 13 年 3 月原子力安全委員会） 原子炉安全基準専門部会
報告書 

*3 “1990 Recommendations of the International Commission on Radiological Protection” , ICRP 
Publication 60 (1991) 

※3：放射性気体廃棄物による実効線量と放射性液体廃棄物による実効線量を加算しても、有効数字の取扱いの関係で

     一致しないこともある。 
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（３）自然放射線等による線量 

 原子燃料サイクル施設から環境への影響を評価する場合の参考として、「自然放射線等によ

る線量算出要領（平成 18 年 4 月改訂、青森県）」に基づき、平成 20 年度 1 年間の自然放射線

等による実効線量を試算した。 

  ① 外部被ばく 

 表４に示すとおり、平成 20 年度の外部被ばくによる実効線量は、0.144 ～ 0.234 ミリシ

ーベルト※４であった。 

 外部被ばくによる実効線量は、宇宙線を除いた自然放射線等について試算したものである。

算出された結果は主に大地からの放射線によるものである。 

  ② 内部被ばく 

 表５に示すとおり、平成 20 年度の内部被ばくによる預託実効線量（摂取後 50 年間の総線

量）は、合計として 0.0077 ミリシーベルト※４であった。 

  内部被ばくによる預託実効線量は、施設から放出される可能性のある放射性核種の代表的

なものを対象核種として試算したものであり、今年度の試算結果は、ストロンチウム－９０

及び炭素－１４によるものであった。このうちストロンチウム－９０は、核実験等に起因す

るものであり、炭素－１４については、自然に存在するものと核実験等に起因するものであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４：過去の自然放射線等による実効線量 

   外部被ばく：0.140～0.232 ミリシーベルト（平成 19 年度） 

   内部被ばく：0.0068～0.0088 ミリシーベルト（平成 7～19 年度） 

〔参考〕 世界の年間一人当たりの自然放射線による実効線量は、外部被ばくとして、宇宙から約 0.39 ミリシーベルト、

大地から約 0.48 ミリシーベルトであり、また、内部被ばくとして、空気中のラドンから約 1.26 ミリシーベルト、

食物から約 0.29 ミリシーベルトであり、合計で約 2.4 ミリシーベルトである。 

  （出典：「原子放射線の影響に関する国連科学委員会の総会に対する 2000 年報告書」） 

- 88 -



実 効 線 量
(mSv)

尾 駮 0.182 老 部 川 0.150
千 歳 平 0.182 二 又 0.160
平 沼 0.179 室 ノ 久 保 0.162

泊 0.169 石 川 0.186
出 戸 0.149 新 町 0.200
老 部 川 0.144 大 石 平 0.198
富 ノ 沢 0.198 富 ノ 沢 0.179
二 又 0.175 雲 雀 平 0.179

むつ小川原
石 油 備 蓄

0.170
むつ小川原
石 油 備 蓄

0.155

室 ノ 久 保 0.176 千 樽 0.166
六 原 0.206 豊 原 0.166
倉 内 0.174 千 歳 平 0.190
吹 越 0.171 六 原 0.186
明 神 平 0.234
横浜町役場 0.206
有 戸 0.210
野辺地町役場 0.178

東 通 村 白 糠 0.193
西 公 園 0.160
水 喰 0.172
淋 代 0.187
東北町役場 0.158

三 沢 市 三沢市役所 0.222

比較対照
(青森市)

環 境 保 健
セ ン タ ー

0.212

・外部被ばくによる実効線量は、対照用ＲＰＬＤの線量を差し引いたＲＰＬＤの測定値（年間積
　算線量）から算出した。
・測定地点においてＲＰＬＤは、大地などの放射線、宇宙線及びＲＰＬＤ自身に含まれる放射性
　物質からの放射線（自己照射）による線量を合わせて測定している。
　一方、対照用ＲＰＬＤは鉛容器に収納しているため、大地などからの放射線がさえぎられ、主
　に自己照射と宇宙線（一部は鉛しゃへいにより吸収される）による線量を測定している。
・表４に示す外部被ばくによる実効線量は、主に大地などからの放射線による実効線量に相当す
　る。
・対照用ＲＰＬＤの設置条件は以下のとおりである。
　設置場所　　県　：青森県原子力センター（鉄筋コンクリート２階建）の１階（六ケ所村）
　　　　　　事業者：日本原燃㈱環境管理センター(鉄筋コンクリート２階建)の１階(六ケ所村)
　容器　　　鉛 5cm厚

六ヶ所村
六ケ所村

表４　外部被ばくによる実効線量（平成20年度）

横 浜 町

東 北 町

野辺地町

事　　　業　　　者

測  定  地  点

青　　　森　　　県
実 効 線 量

(mSv)
測  定  地  点
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（４） 再 処 理 工 場 の 操 業 状 況 
 

①  使用済燃料受入れ量、再処理量及び在庫量（貯蔵数量）並びに主要な保守状況（平成20年4月～平成21年3月） 
 第１四半期 第２四半期 

２８ 体 １１２ 体 
ＰＷＲ

燃料 
約１３ t･Upr 約４５ t･Upr 

１２８ 体 ４５４ 体 

受 

入 

れ 

量 ＢＷＲ

燃料 
約２２ t･Upr 約７８ t･Upr 

０ 体 ０ 体 
ＰＷＲ

燃料 
０ t･Upr ０ t･Upr 

３１２ 体 ２６０ 体 

再  

処  

理  

量 

ＢＷＲ

燃料 
約５５ t･Upr 約４５ t･Upr 

２，０９８ 体 ２，２１０ 体 
ＰＷＲ 
燃料 

約８８８ t･Upr 約９３３ t･Upr 

７，５３７ 体 ７，７３１ 体 

在 

庫 

量(

四
半
期
末) 

ＢＷＲ

燃料 
約１，３０５ t･Upr 約１，３３７ t･Upr 

主 

要 

な 

保 

守 

状 

況 

再処理施設保安規定に基づく施設定期自主検査 
 
（使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設、プール水浄化・冷却設備、安全

冷却水系（使用済燃料の受入れ及び貯蔵用）、せん断処理・溶解廃ガス処理

設備、溶解設備、分配設備、精製施設、プルトニウム精製設備、脱硝施設、

ウラン脱硝設備、ウラン・プルトニウム混合脱硝設備、高レベル廃液ガラ

ス固化設備、高レベル廃液ガラス固化廃ガス処理設備、前処理建屋塔槽類

廃ガス処理設備、分離建屋塔槽類廃ガス処理設備、精製建屋塔槽類廃ガス

処理設備、ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋塔槽類廃ガス処理設備、高

レベル廃液ガラス固化建屋塔槽類廃ガス処理設備、分離建屋換気設備、精

製建屋換気設備、液体廃棄物の廃棄施設、固体廃棄物の廃棄施設、安全圧

縮空気系、補給水設備、非常用所内電源系統、漏えい検知装置等、放射線

管理施設、その他再処理設備の附属施設） 

再処理施設保安規定に基づく施設定期自主検査 
 
（使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設、プール水浄化・冷却設備、燃料

取出し設備、安全冷却水系（使用済燃料の受入れ及び貯蔵用）、再処理施設

（使用済燃料の受入れ及び貯蔵に係る施設に限る）全体、せん断処理・溶

解廃ガス処理設備、溶解設備、分配設備、精製施設、プルトニウム精製設

備、ウラン・プルトニウム混合脱硝設備、高レベル廃液ガラス固化設備、

高レベル廃液ガラス固化廃ガス処理設備、前処理建屋塔槽類廃ガス処理設

備、分離建屋塔槽類廃ガス処理設備、精製建屋塔槽類廃ガス処理設備、ウ

ラン・プルトニウム混合脱硝建屋塔槽類廃ガス処理設備、高レベル廃液ガ

ラス固化建屋塔槽類廃ガス処理設備、液体廃棄物の廃棄施設、安全圧縮空

気系、安全冷却水系、補給水設備、非常用所内電源系統、漏えい検知装置

等、放射線管理施設、その他再処理設備の附属施設） 

備 考 

・「 t･Upr」：照射前金属ウラン質量換算 
・受入れ量及び再処理量のウラン量については端数処理しているため、必ずしも一致しない。 
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１．モニタリングポスト測定結果

　 　再処理事業所モニタリングポスト（平成20年4月　～平成21年3月）

　　①　空間放射線量率 （単位：nGy/h）

測定地点 測 定 月 平　均 最　大 最　小
過　去
最大値

備　　考

　４月 16 27 15

　５月 16 33 15

　６月 16 31 14

　７月 17 40 14

　８月 16 36 14

　９月 16 36 14

１０月 17 39 15

１１月 18 40 14

１２月 17 48 13

　１月 15 58 10

　２月 15 36 12

　３月 16 34 13

年　間 16 58 10

　４月 16 30 15

　５月 16 34 15

　６月 16 31 15

　７月 17 41 15

　８月 17 40 15

　９月 17 41 15

１０月 18 40 16

１１月 20 41 16

１２月 19 51 15

　１月 17 62 12

　２月 17 37 13

　３月 18 38 15

年　間 17 62 12

　４月 15 30 14

　５月 15 35 14

　６月 15 31 14

　７月 16 46 13

　８月 16 41 13

　９月 16 39 14

１０月 17 42 15

１１月 17 42 13

１２月 17 48 12

　１月 14 54 10

　２月 14 40 11

　３月 15 38 12

年　間 16 54 10

・2″φ×2″NaI(Tl)シンチレーション検出器(温度補償型)､局舎屋根(地上約4m）に設置

・測定値は1時間値。

・測定値は3MeVを超える高エネルギー成分を含まない。

・「過去最大値」は、平成7～19年度の測定値の最大値である。

ＭＰ－３ 71

73

ＭＰ－２

ＭＰ－１

64
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（単位：nGy/h）

測定地点 測 定 月 平　均 最　大 最　小
過　去
最大値

備　　考

　４月 17 31 15

　５月 17 35 15

　６月 17 32 15

　７月 17 45 15

　８月 17 43 15

　９月 17 37 15

１０月 18 45 15

１１月 18 41 14

１２月 18 49 13

　１月 15 49 11

　２月 15 44 12

　３月 16 38 13

年　間 17 49 11

　４月 15 27 13

　５月 15 30 13

　６月 15 28 13

　７月 15 38 13

　８月 15 33 13

　９月 15 35 13

１０月 16 41 14

１１月 17 37 14

１２月 17 48 13

　１月 15 47 11

　２月 15 40 12

　３月 15 32 13

年　間 15 48 11

　４月 15 29 14

　５月 16 33 14

　６月 16 30 14

　７月 16 39 14

　８月 16 33 14

　９月 16 38 14

１０月 17 42 15

１１月 18 42 14

１２月 18 49 13

　１月 15 53 11

　２月 15 40 12

　３月 15 33 12

年　間 16 53 11

・2″φ×2″NaI(Tl)シンチレーション検出器(温度補償型)､局舎屋根(地上約4m）に設置

・測定値は1時間値。

・測定値は3MeVを超える高エネルギー成分を含まない。

・「過去最大値」は、平成7～19年度の測定値の最大値である。

ＭＰ－５ 72

ＭＰ－６ 81

ＭＰ－４ 80
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（単位：nGy/h）

測定地点 測 定 月 平　均 最　大 最　小
過　去
最大値

備　　考

　４月 17 32 16

　５月 17 35 16

　６月 17 33 15

　７月 17 41 15

　８月 17 36 15

　９月 17 39 15

１０月 19 43 16

１１月 20 46 15

１２月 19 51 13

　１月 15 58 11

　２月 16 39 12

　３月 16 34 13

年　間 17 58 11

　４月 15 27 14

　５月 15 32 14

　６月 15 31 14

　７月 16 40 14

　８月 16 36 14

　９月 16 35 14

１０月 17 40 15

１１月 17 44 13

１２月 17 50 13

　１月 15 54 11

　２月 15 34 12

　３月 15 32 13

年　間 16 54 11

　４月 17 28 15

　５月 17 33 15

　６月 17 30 15

　７月 17 39 15

　８月 17 34 15

　９月 17 36 15

１０月 18 41 16

１１月 18 42 15

１２月 18 50 14

　１月 16 55 11

　２月 16 37 13

　３月 17 33 14

年　間 17 55 11

・2″φ×2″NaI(Tl)シンチレーション検出器(温度補償型)､局舎屋根(地上約4m）に設置

・測定値は1時間値。

・測定値は3MeVを超える高エネルギー成分を含まない。

・「過去最大値」は、平成7～19年度の測定値の最大値である。

ＭＰ－９ 69

ＭＰ－７ 81

ＭＰ－８ 80
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（単位：kBq/ ）

測定地点 測 定 月 平　均 最　大 最　小
過　去
最大値

備　　考

　４月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　５月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　６月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　７月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　８月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　９月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

１０月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

１１月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

１２月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　１月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　２月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　３月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 定量下限値以上となった回数

年　間 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ：0回

　４月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　５月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　６月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　７月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　８月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　９月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

１０月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

１１月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

１２月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　１月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　２月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　３月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 定量下限値以上となった回数

年　間 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ：0回

　４月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　５月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　６月 ＜2 5 ＮＤ

　７月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　８月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　９月 ＜2 5 ＮＤ

１０月 ＜2 3 ＮＤ

１１月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

１２月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　１月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　２月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　３月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 定量下限値以上となった回数

年　間 ＜2 5 ＮＤ ：11回

・プラスチックシンチレーション検出器（350×300×2㎜）

・測定値は1時間値。

・ＮＤは定量下限値（2kBq/ ）未満を示す。

・「過去最大値」は、平成7～19年度の測定値の最大値である。

　算出し、平均値に「＜」を付けた。全ての測定値が定量下限値未満の場合、平均値も定量下限値とし

ＭＰ－５ 5

ＭＰ－６ 11

　「ＮＤ」と示した。

・平均値の算出においては、測定値に定量下限値未満のものが含まれる場合、定量下限値を測定値として

ＭＰ－４ 3
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（単位：kBq/ ）

測定地点 測 定 月 平　均 最　大 最　小
過　去
最大値

備　　考

　４月 ＜2 3 ＮＤ

　５月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　６月 ＜2 4 ＮＤ

　７月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　８月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　９月 ＜2 6 ＮＤ

１０月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

１１月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

１２月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　１月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　２月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　３月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 定量下限値以上となった回数

年　間 ＜2 6 ＮＤ ：6回

　４月 ＜2 2 ＮＤ

　５月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　６月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　７月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　８月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　９月 ＜2 2 ＮＤ

１０月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

１１月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

１２月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　１月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　２月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　３月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 定量下限値以上となった回数

年　間 ＜2 2 ＮＤ ：2回

　４月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　５月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　６月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　７月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　８月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　９月 ＜2 3 ＮＤ

１０月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

１１月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

１２月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　１月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　２月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

　３月 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 定量下限値以上となった回数

年　間 ＜2 3 ＮＤ ：1回

・プラスチックシンチレーション検出器（350×300×2㎜)

・測定値は1時間値。

・ＮＤは定量下限値（2kBq/ ）未満を示す。

・「過去最大値」は、平成7～19年度の測定値の最大値である。

　算出し、平均値に「＜」を付けた。全ての測定値が定量下限値未満の場合、平均値も定量下限値とし

　「ＮＤ」と示した。

・平均値の算出においては、測定値に定量下限値未満のものが含まれる場合、定量下限値を測定値として

ＭＰ－９ 3

ＭＰ－７ 16

ＭＰ－８ 9
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　 　濃縮・埋設事業所モニタリングポスト（平成20年4月　～平成21年3月）

　　①　空間放射線量率 （単位：nGy/h）

測定地点 測 定 月 平　均 最　大 最　小
過　去
最大値

備　　考

　４月 19 34 18

　５月 19 39 18

　６月 19 35 18

　７月 20 49 18

　８月 20 46 18

　９月 20 39 18

１０月 21 52 19

１１月 22 48 17

１２月 21 54 14

　１月 17 64 12

　２月 18 70 14

　３月 19 42 15

年　間 20 70 12

　４月 24 37 22

　５月 24 40 23

　６月 24 37 22

　７月 24 48 22

　８月 24 48 22

　９月 24 41 22

１０月 25 51 23

１１月 25 46 21

１２月 24 51 19

　１月 22 57 17

　２月 22 63 18

　３月 23 41 20

年　間 24 63 17

　４月 23 36 22

　５月 23 41 22

　６月 23 36 22

　７月 24 47 22

　８月 24 47 22

　９月 24 41 22

１０月 25 51 23

１１月 25 50 20

１２月 24 56 18

　１月 19 63 14

　２月 20 65 16

　３月 22 44 17

年　間 23 65 14

・2″φ×2″NaI(Tl)シンチレーション検出器(温度補償型)、地上約1.8ｍに設置

・測定値は1時間値。

・測定値は、3MeVを超える高エネルギー成分を含まない。

・「過去最大値」は、平成15～19年度の測定値の最大値である。

ＭＰ－３ 82

75

ＭＰ－２

ＭＰ－１

77
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２．再処理工場の気体廃棄物の放出量測定結果（平成20年4月　～　平成21年3月）

（単位：Bq）

　４月 4.3×1015 6.9×1011 3.5×1011 5.9×107 6.1×105 * *

　５月 * 1.7×1011 1.7×1010 1.8×106 * * *

　６月 4.6×1015 7.4×1011 2.9×1011 3.9×107 8.9×105 * *

　７月 2.5×1015 4.5×1011 1.6×1011 2.3×107 4.4×105 * *

　８月 * 3.3×1011 1.9×1010 3.2×106 * * *

　９月 6.1×1015 7.2×1011 3.7×1011 5.6×107 7.3×105 * *

　１０月 7.9×1014 3.9×1011 1.3×1011 1.3×107 1.1×106 * *

　１１月 * 2.9×1010 2.3×1010 * 1.2×106 * *

　１２月 * 3.4×1010 1.2×1010 7.5×105 7.7×105 * *

　１月 * 3.9×1010 4.5×109 * * * *

　２月 * 4.9×1010 * * * * 2.6×105

　３月 * 2.7×1010 * * * * *

年　間 1.8×1016 3.7×1012 1.4×1012 2.0×108 5.8×106 * 2.6×105

注）「その他α線を放出する核種」は全α、「その他α線を放出しない核種」は全β(γ)及び揮発性
106

Ruである。

       全α又は全β（γ）が検出限界以上の場合は、当該試料について核種別に測定した結果を用いて算出している。

（参考）その他α線を放出する核種及びその他α線を放出しない核種の核種ごとの放出量（単位：Bq）

　４月 * * *

　５月 * * * *

　６月 * * *

　７月 * * *

　８月 * * * *

　９月 * * *

１０月 * * *

１１月 * * * *

１２月 * * *

　１月 * * *

　２月 * * * 2.6×105

　３月 * * *

年　間 * * * 2.6×105

注）
９０

Srは、四半期ごとに測定し、１年分合計している。

その他α
線を放出
する核種

備　考
その他α線
を放出しな

い核種

１２９Ｉ３Ｈ １４Ｃ

備考９０Ｓｒ

１３１Ｉ

Pu(α)

測 定 月 ８５Ｋｒ

測 定 月 １０６Ru １37Cs
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３．再処理工場の液体廃棄物の放出量測定結果（平成20年4月　～　平成21年3月）

（単位：Bq）

　４月 6.3×1013 5.1×107 * * *

　５月 2.0×1013 1.2×107 * * *

　６月 3.2×1012 5.0×106 * * *

　７月 7.8×1013 2.1×107 1.0×106 * *

　８月 5.8×1013 2.1×107 8.5×105 * *

　９月 5.7×1012 3.0×106 * * *

１０月 1.2×1014 5.3×107 1.4×107 * *

１１月 9.0×1012 2.3×107 1.9×107 * *

１２月 1.1×1012 9.1×106 1.1×107 * *

　１月 8.9×1011 1.0×107 2.5×106 * *

　２月 4.1×1011 2.1×106 * * *

　３月 2.2×1011 2.3×106 * * *

年　間 3.6×1014 2.1×108 4.9×107 * *

注）「その他α線を放出する核種」は全α、「その他α線を放出しない核種」は全β(γ)である。

       全α又は全β（γ）が検出限界以上の場合は、当該試料について核種別に測定した結果を用いて算出している。

（参考）その他α線を放出する核種及びその他α線を放出しない核種の核種ごとの放出量（単位：Bq）

　４月 * * * * * * * *

　５月 * * * * * * * *

　６月 * * * * * * * *

　７月 * * * * * * * *

　８月 * * * * * * * *

　９月 * * * * * * * *

１０月 * * * * * * * *

１１月 * * * * * * * *

１２月 * * * * * * * *

　１月 * * * * * * * *

　２月 * * * * * * * *

　３月 * * * * * * * *

年　間 * * * * * * * *

測 定 月 １２９Ｉ １３１Ｉ 備　考

測 定 月

その他α線
を放出しな

い核種

その他α
線を放出
する核種

Ｐｕ(α) Ａｍ(α) Cｍ(α) 241Ｐｕ １０６Ru

３Ｈ

134Cs １37Cs60Co

- 113 -



（単位：Bq）

　４月 * *

　５月 * * *

　６月 * *

　７月 * *

　８月 * * *

　９月 * *

１０月 * *

１１月 * * *

１２月 * *

　１月 * *

　２月 * * *

　３月 * *

年　間 * * *

注）
９０

Srは、四半期ごとに測定し、１年分合計している。

測 定 月 備　考154Eu ９０Ｓｒ  １44Ce
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○放出量測定結果における検出限界濃度

（１）　気体廃棄物の検出限界濃度

核　　　　　種 検出限界濃度
８５

Ｋｒ 2×10
-2

(Bq/cm
3
）以下

３
Ｈ 4×10

-5
(Bq/cm

3
）以下

１４
Ｃ 4×10

-5
(Bq/cm

3
）以下

１２９
Ｉ 4×10

-8
(Bq/cm

3
）以下

１３１
Ｉ 7×10

-9
(Bq/cm

3
）以下

全α 4×10
-10

(Bq/cm
3
）以下

全β(γ) 4×10
-9

(Bq/cm
3
）以下

Pu(α) 4×10
-10

(Bq/cm
3
）以下

１０６
Ru 4×10

-9
(Bq/cm

3
）以下

１37
Cs 4×10

-9
(Bq/cm

3
）以下

９０
Ｓｒ 4×10

-10
(Bq/cm

3
）以下

注）１０６Ruは粒子状１０６Ru及び揮発性１０６Ruそれぞれに対する値を示した。

（２）　液体廃棄物の検出限界濃度

核　　　　　種 検出限界濃度
３
Ｈ 2×10

-1
(Bq/cm

3
）以下

１２９
Ｉ 2×10

-3
(Bq/cm

3
）以下

１３１
Ｉ 2×10

-2
(Bq/cm

3
）以下

全α 4×10
-3

(Bq/cm
3
）以下

全β(γ) 4×10-2(Bq/cm3）以下

Ｐｕ(α) 1×10
-3

(Bq/cm
3
）以下

Ａｍ(α) 6×10
-5

(Bq/cm
3
）以下

Cｍ(α) 6×10
-5

(Bq/cm
3
）以下

241
Ｐｕ 3×10

-2
(Bq/cm

3
）以下

60
Co 2×10

-2
(Bq/cm

3
）以下

１０６
Ru 2×10

-2
(Bq/cm

3
）以下

134
Cs 2×10

-2
(Bq/cm

3
）以下

１37
Cs 2×10

-2
(Bq/cm

3
）以下

154
Eu 2×10

-2
(Bq/cm

3
）以下

  １44
Ce 2×10

-2
(Bq/cm

3
）以下

９０
Ｓｒ 7×10

-4
(Bq/cm

3
）以下
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４．気象観測結果（平成20年4月　～平成21年3月）

　①　風　速

4.5

4.7

3.7

3.0

3.9

3.5

3.6

4.6

5.1

4.5

5.2

5.2

4.3

7.8

8.2

6.4

4.9

6.7

6.7

7.3

8.5

9.4

9.1

9.4

9.3

7.8

・測定値は「地上気象観測指針(平成14年 気象庁）」に基づく1時間値。

・地 上 １０ｍ：風向風速計［超音波式］（気象庁検定付）

・地上１５０ｍ：ドップラーソーダ

　②　降水量

・雨雪量計［転倒ます型］（気象庁検定付）

・測定値は「地上気象観測指針(平成14年 気象庁）」に基づく1時間値を用いて算出。

107.5

67.5

26.5

1118.0

37.0

70.0

83.5

78.0

59.5

166.0

166.0

214.0

24.1

24.1

27.2

42.5

14.3

13.4

15.8

20.3

17.1

14.0

22.4

15.7

11.0

11.9

12.0

12.5

13.0

9.1

7.5

　１月

１２月 27.2

23.1

１０月 20.6

23.2

　１月

　７月

　５月

22.4

18.9

　９月

１０月

１１月 13.9

１２月

　５月

　６月

　７月

　８月

測定高さ 測 定 月

　４月

　２月

　３月

年　間

地上10ｍ

平　均 最　大

風　速（m/sec）
備　　考

　２月

　４月

　６月

　９月

　８月

１１月

測定地点 測定月 備　　考

年　間

地上150ｍ

　３月

降水量（㎜）

21.8

　５月

　６月

　４月

　７月

　２月

　３月

年　間

　８月

　９月

１０月

１１月

１２月

　１月

露　場
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　③　大気安定度 （単位：時間〔括弧内は％〕）

分類

1 14 35 17 82 19 427 35 46 44 720
(0.1) (1.9) (4.9) (2.4) (11.4) (2.6) (59.3) (4.9) (6.4) (6.1) (100)

6 13 33 13 94 29 437 28 14 76 743
(0.8) (1.7) (4.4) (1.7) (12.7) (3.9) (58.8) (3.8) (1.9) (10.2) (100)

2 20 44 14 103 30 405 19 30 53 720
(0.3) (2.8) (6.1) (1.9) (14.3) (4.2) (56.3) (2.6) (4.2) (7.4) (100)

3 30 52 49 71 24 417 23 9 50 728
(0.4) (4.1) (7.1) (6.7) (9.8) (3.3) (57.3) (3.2) (1.2) (6.9) (100)

5 25 50 10 75 20 474 26 23 36 744
(0.7) (3.4) (6.7) (1.3) (10.1) (2.7) (63.7) (3.5) (3.1) (4.8) (100)

9 21 42 18 96 22 309 36 57 110 720
(1.3) (2.9) (5.8) (2.5) (13.3) (3.1) (42.9) (5.0) (7.9) (15.3) (100)

3 23 41 12 49 28 376 24 39 149 744
(0.4) (3.1) (5.5) (1.6) (6.6) (3.8) (50.5) (3.2) (5.2) (20.0) (100)

1 14 32 16 20 13 453 26 34 108 717
(0.1) (2.0) (4.5) (2.2) (2.8) (1.8) (63.2) (3.6) (4.7) (15.1) (100)

0 7 22 7 18 8 539 21 25 57 704
(0.0) (1.0) (3.1) (1.0) (2.6) (1.1) (76.6) (3.0) (3.6) (8.1) (100)

0 12 38 4 18 10 513 25 20 67 707
(0.0) (1.7) (5.4) (0.6) (2.5) (1.4) (72.6) (3.5) (2.8) (9.5) (100)

0 9 17 6 32 11 497 28 14 36 650
(0.0) (1.4) (2.6) (0.9) (4.9) (1.7) (76.5) (4.3) (2.2) (5.5) (100)

2 10 26 17 61 21 447 20 34 98 736
(0.3) (1.4) (3.5) (2.3) (8.3) (2.9) (60.7) (2.7) (4.6) (13.3) (100)

32 198 432 183 719 235 5294 311 345 884 8633

(0.4) (2.3) (5.0) (2.1) (8.3) (2.7) (61.3) (3.6) (4.0) (10.2) (100)

・「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針（平成13年３月  原子力安全委員会）」に基づく1時間値を

   用いて分類。

・風向風速計［超音波式］（気象庁検定付）、日射計［電気式］（気象庁検定付）、放射収支計［熱電対式］

　３月

年　間

露　場

C C－D測定地点
測定月

A A－B 計 備　考

　４月

　２月

D E F GB B－C

　１月

　８月

　９月

１０月

１１月

　５月

　６月

　７月

１２月

Ｔ≧0.60
0.60＞Ｔ
≧0.30

0.30＞Ｔ
≧0.15

0.15＞Ｔ
Ｑ≧

-0.020
-0.020＞Ｑ
≧-0.040

-0.040
＞Ｑ

　　Ｕ＜２ Ａ Ａ－Ｂ Ｂ Ｄ Ｄ Ｇ Ｇ
２≦Ｕ＜３ Ａ－Ｂ Ｂ Ｃ Ｄ Ｄ Ｅ Ｆ
３≦Ｕ＜４ Ｂ Ｂ－Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｅ
４≦Ｕ＜６ Ｃ Ｃ－Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ
６≦Ｕ　　 Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

　発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針（平成13年３月  原子力安全委員会）

日射量（Ｔ）　kW/m2 放射収支量（Ｑ）　kW/m2

風速(Ｕ)
m/s

大気安定度分類表
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    ５．原 子 燃 料 サ イ ク ル 施 設 に 係 る                 

        環境放射線等モニタリング実施要領 
 

 

 

 

 

平成 元年  ３月策定 

平成 ５年  ３月改訂 

平成 ７年  ６月改訂 

平成 ９年１１月改訂 

平成１３年 ４月改訂 

平成１４年 ４月改訂 

平成１５年 ４月改訂 

平成１５年 ８月改訂 

平成１７年１０月改訂 

平成１９年 ３月改訂 

平成２１年 ４月改訂 

 

 

 

青        森        県 
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原子燃料サイクル施設に係る環境放射線等モニタリング実施要領 

平成 元 年 ３月策定

平成 ５ 年 ３月改訂

平成 ７ 年 ６月改訂

平成 ９ 年１１月改訂

平成１３年 ４月改訂

平成１４年 ４月改訂

平成１５年 ４月改訂

平成１５年 ８月改訂

平成１７年１０月改訂

平成１９年 ３月改訂

平成２１年 ４月改訂

 
 
１．趣旨 

「原子燃料サイクル施設に係る環境放射線等モニタリング基本計画」により環境放射線等の測定

方法、分析方法等について必要な事項を定めるものとする。 
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(5) 気  象 

青   森   県 日 本 原 燃 株 式 会 社 
項 目 

測 定 装 置 測 定 方 法 測 定 装 置 測 定 方 法 

風向・風速 
・風向風速計[プロペラ型] 

（気象庁検定付） 

測 定 法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 10 m 
・同 左 

測 定 法:同 左 

測定位置:同 左 

気 温 
・温度計[白金測温抵抗式] 

（気象庁検定付） 

測 定 法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 2 m 
・同 左 

測 定 法:同 左 

測定位置:同 左 

降 水 量 
・雨雪量計[転倒升方式] 

（気象庁検定付） 

測 定 法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 2 m 
・同 左 

測 定 法:同 左 

測定位置:同 左 

感 雨 ・感雨雪器[電極式] 
測 定 法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 2、6 m 
・同 左 

測 定 法:同 左 

測定位置:地上約 2 m

積 雪 深 
・積雪計[超音波式] 

（気象庁検定付） 

測 定 法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 3 m 
・同 左 

測 定 法:同 左 

測定位置:同 左 

日 射 量 
・日射計[熱電対式] 

（気象庁検定付） 

測 定 法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 10 m 
・同 左 

測 定 法:同 左 

測定位置:同 左 

放射収支量 ・放射収支計[熱電対式] 
測 定 法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 2 m 
・同 左 

測 定 法:同 左 

測定位置:同 左 

湿 度 
・湿度計[毛髪式] 

（気象庁検定付） 

測 定 法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 2 m 

・湿度計[静電容量式]

（気象庁検定付）

測 定 法:同 左 

測定位置:同 左 

大気安定度 － 測 定 法:指針※に準拠 － 測 定 法:同 左 

※：「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針」（平成 13 年改訂 原子力安全委員会） 

３．環境試料中の放射能測定対象核種 

 54Mn、60Co、106Ru、134Cs、137Cs、144Ce、7Be、40K、214Bi、228Ac、3H、14C、90Sr、239+240Pu、U、241Am、

244Cm、129I、131I 

 なお、214Bi、228Ac については、土試料のみとする。 

 上記核種以外で次の核種が検出された場合は、報告書の備考欄に記載する。 

51Cr、59Fe、58Co、65Zn、95Zr、95Nb、103Ru、125Sb、140Ba、140La、154Eu 

４．数値の取扱方法 

(1) 空間放射線量率 

単 位 表  示  方  法 

nGy/h 整数で示す。 

 

(2) 積算線量 

単 位 表  示  方  法 

μGy/91 日 

μGy/365 日 

3 箇月積算線量は、測定期間の測定値を 91 日当たりに換算し、整数で示す。 

年間積算線量は、各期間の測定値を合計した後、365 日当たりに換算し、整数で

示す。 
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(3) 大気浮遊じん中の全α及び全β放射能 

単 位 表  示  方  法 

mBq/m3 

有効数字 2 桁で示す。 

測定値がその計数誤差の 3 倍以下の場合検出限界以下とし「*」と表示する。 

平均値の算出においては、測定値に検出限界以下のものが含まれる場合、そのと

きの検出限界値を測定値として算出し、平均値に「<」を付ける。全ての測定値

が検出限界以下の場合、平均値も検出限界以下とし「*」と表示する。 

 

(4) 大気中の気体状β放射能 

単 位 表  示  方  法 

kBq/m3 

クリプトン－85 換算濃度として、有効数字 2 桁で示す。最小位は 1 位。 

定量下限値は「2 kBq/m3」とし、定量下限値未満は「ND」と表示する。 

平均値の算出においては、測定値に定量下限値未満のものが含まれる場合、定量

下限値を測定値として算出し、平均値に「<」を付ける。全ての測定値が定量下

限値未満の場合、平均値も定量下限値未満とし「ND」と表示する。 

 

(5) 環境試料中の放射性核種 

試     料 単 位 表  示  方  法 

大  気  浮  遊  じ  ん mBq/m3 

大 気 中 濃 度 mBq/m3 大 気 

（水蒸気状トリチウム） 水 分 中 濃 度 Bq/  

大      気 ヨ  ウ  素 mBq/m3 

降    下    物 Bq/m2 

雨        水 Bq/  

ト リ チ ウ ム Bq/  
陸 水 、 海 水 

そ  の  他 mBq/  

河 底 土 、 湖 底 土 、 表 土 、 海 底 土 Bq/kg 乾 

牛 乳 Bq/  

ト リ チ ウ ム

( 自 由 水 )

Bq/kg 生、 

Bq/ 

炭 素 － 1 4
Bq/kg 生、 

Bq/g 炭素 

農産物、淡水産食品、 

海産食品、指標生物 

そ  の  他 Bq/kg 生 

有効数字 2 桁で示す。最小位は定量下限

値の最小の位。 

定量下限値は別表 1 に示す。 

定量下限値未満は「ND」と表示する。 

計数誤差は記載しない。 
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５．試料の採取方法等 

試  料 採  取  方  法  等 

大 気 浮 遊 じ ん ろ紙（HE-40T）に捕集する。 

大気中の水蒸気状トリチウム モレキュラーシーブに捕集する。 

大 気 中 の ヨ ウ 素 活性炭カートリッジに捕集する。 

大 気 中 の フ ッ 素 メンブランフィルター及びアルカリろ紙に捕集する。 

降 下 物 大型水盤で採取する。 

雨 水 降水採取器で採取する。 

河 川 水 、 湖 沼 水 表面水を採取する。 

水 道 水 、 井 戸 水 給水栓から採取する。 

河 底 土 、 湖 底 土 表面底質を採泥器等により採取する。 

表 土 表層（0～5 cm）を採土器により採取する。 

牛 乳 原乳を採取する。 

精 米 玄米を精米して試料とする。 

ハ ク サ イ 、 キ ャ ベ ツ 葉部を試料とする。 

ダイコン、ナガイモ、バレイショ 
外皮を除き、ダイコン及びナガイモは根部を、バレイショは塊

茎部を試料とする。 

牧 草 地上約 10 cm の位置で刈り取る。 

松 葉 二年生葉を採取する。 

海 水 表面海水を採取する。 

海 底 土 表面底質を採泥器により採取する。 

ワ カ サ ギ 、 ヒ ラ ツ メ ガ ニ 全体を試料とする。 

ヒ ラ メ 、 カ レ イ 、 イ カ 頭、骨、内臓を除き、可食部を試料とする。 

ア ワ ビ 貝殻、内臓を除き、軟体部を試料とする。 

ホタテ、シジミ、ムラサキイガイ 貝殻を除き、軟体部を試料とする。 

コ ン ブ 、 チ ガ イ ソ 根を除く全体を試料とする。 

ウ ニ 殻を除き、可食部を試料とする。 
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６．空 間 放 射 線 等 測 定 地 点 図 

           及 び 環 境 試 料 の 採 取 地 点 図 
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 ７．原 子 燃 料 サ イ ク ル 施 設 に 係 る                    

     環境放射線等モニタリング結果の評価方法 
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Comparaison des modèles gaussiens de dispersion atmosphérique de Doury, Pasquill et Caire avec 

les résultats des mesures du Krypton 85 réalisées autour de l'usine de retraitement des 
combustibles irradiés de La Hague, IRSN, Rapport DPRE/SERNAT 2000-021 (2000) 

R.Gurriaran et al., In situ metrology of 85Kr plumes released by the COGEMALa Hague nuclear 
reprocessing plant, J.Environ.Radioact.(2004)  
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表中の記号（資料  ４．東通原子力発電所の運転状況を除く） 

－： 
ＮＤ： 

 
 

＊： 

 

モニタリング対象外を示す。 

定 量 下 限 値 未 満 を示 す。分 析 室 等 で実 施 する環 境 試 料 中 放 射 性 核 種 の分 析

測 定 については、測 定 条 件 や精 度 を一 定 の水 準 に保 つため、試 料 ・核 種 毎 に

定 量 下 限 値 を定 めている。 

検出限界以下を示 す。モニタリングステーションにおいて自 動 的 に採 取 ・測 定

している大 気 浮 遊 じん中 の全 ベータ放 射 能 については、測 定 条 件 （採 取 空 気

量 等 ）が変 動 するため、計 数 誤 差 の３倍 を検 出 限 界 として設 定 している。 
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２  調査結果 

平成20年度（平成20年4月～平成21年3月）における空間放射線及び環境試料中の放射能濃度

は、概ねこれまでと同じ水準であった。 

 

（１）空間放射線 

  モニタリングステーション、モニタリングポスト及びモニタリングカーにおける空間放射線量率測定

並びにＲＰＬＤによる積算線量測定を実施した。 

    ①  空間放射線量率（ＮａＩ） 

    （ａ）モニタリングステーション及びモニタリングポスト（図２－１） 

各測定局における測定値は、過去の測定値※１と同じ水準であった。 

各測定局における年間の平均値は17 ～ 24 nGy/h、最大値は 55 ～ 65 nGy/h 、最小値は 13 ～

17 nGy/h であった。また、月の平均値は 16 ～ 26 nGy/h であった。 

平常の変動幅※２を上回った測定値は、すべて降雨等※３によるものであった。 

なお、一部の測定局において、再処理工場のアクティブ試験に伴い測定値に一時的な変動が認め

られた（付３参照）。 

（ｂ）モニタリングカー（図２－２） 

定点測定の測定値は11 ～ 21 nGy/h、走行測定の測定値は 10 ～ 23 nGy/hであり、過去の測定

値と同じ水準であった。 

  ②  ＲＰＬＤによる積算線量（図２－３） 

  測定値は 83 ～ 115 μGy/91日 であり、過去の測定値と同じ水準であった。 

 平常の変動幅を外れた測定値については、環境レベルの変動と考えられる。 

 

 

 

 

 

※１：「過去の測定値」は空間放射線については前年度までの5年間（平成15～19年度）の測定値。 

       ただし、 

       ・モニタリングカーの走行測定については平成17～19年度の測定値。 

       ・積算線量の砂子又については平成17年１月～平成20年３月の測定値。 

※２：「平常の変動幅」は、空間放射線量率（モニタリングステーション及びモニタリングポスト）については「過去の測定値」の

「平均値±(標準偏差の３倍)」。RPLDによる積算線量については「過去の測定値」の「最小値～最大値」。 

※３：「降雨等」とは、「降雨、降雪、雷雨、積雪等の気象要因及び地理・地形上の要因等の自然条件の変化」、「医療・産業に用い

る放射性同位元素等の影響」、「国内外の他の原子力施設からの影響」などである。空間放射線量率は、降雨雪時に雨や雪に取り

込まれて地表面に落下したラドンの壊変生成物の影響により上昇し、積雪により大地からの放射線が遮へいされることにより低

下する。また、医療・産業に用いる放射性同位元素等の影響により測定値が上昇することがある。 
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（参考）

 過去の測定値の最大値とその測定年月

最大値

(nGy/h)

注）いずれも降雨等の影響によるもので
  あった。

小 川 町 79 平成19年12月

林 ノ 脇 86 平成19年12月

砂 子 又 87 平成15年12月

泊 86 平成15年11月

老　　部 85 平成19年12月

近　　川 94 平成19年12月

測定局 測定年月

小田野沢 81 平成19年12月
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(注1)「平常の変動幅」は、平成15～19年度の測定値の「平均値±（標準偏差の3倍）」。
(注2)「過去の測定値」は、平成15～19年度の測定値。

（注1)
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（２）環境試料中の放射能 

  大気浮遊じん中の全β（ベータ）放射能測定、大気中のヨウ素－１３１測定、機器分析及び放射化学

分析を実施した。 

   

①  大気浮遊じん中の全β放射能測定※４（表２－１） 

 全β放射能の測定値は、0.026～＃12※５Bq/m3であり、過去の測定値※６と同じ水準であった。 

老部局及び近川局において平常の変動幅を上回ったが、環境レベルの変動と考えられる。 

    ②  大気中のヨウ素－１３１測定（表２－２） 

 測定値は、これまでと同様にすべて ＮＤ であった。 

③ 機器分析及び放射化学分析 

 γ（ガンマ）線放出核種及びヨウ素－１３１については、ゲルマニウム半導体検出器による機器

分析を、トリチウム、ストロンチウム－９０、プルトニウムについては、放射化学分析を実施した。 

 ○  γ線放出核種分析（表２－３） 

人工放射性核種であるセシウム－１３７の測定値は、表土が ＮＤ～40 Bq/kg乾、その他はすべて 

ＮＤ であり、過去の測定値と同じ水準であった。 

   ○ ヨウ素－１３１分析（表２－４） 

測定値は、これまでと同様にすべて ＮＤ であった。 

○  トリチウム分析（表２－５） 

海水が ＮＤ～♯４ Bq/ 、その他はすべて ＮＤ であり、概ね過去の測定値と同じ水準であった。 

事業者実施分の海水（放水口付近※７）が♯４ Bq/ となり平常の変動幅を上回った。これは再処

理工場のアクティブ試験の影響によるものと考えられる（付７参照）。 

 

 

 

※４：３時間集じん直後１０分間測定。 

※５：＃は、平常の変動幅を外れた測定値。 

※６：「過去の測定値」は、環境試料中の放射能については調査を開始した平成 15年度から前年度までの測定値。 

※７：放水口付近：放水口から東側へ約 0.5km の地点。 
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○  ストロンチウム－９０分析（表２－６） 

降下物が 0.11、0.19 Bq/m2、ダイコンが ＮＤ～0.23 Bq/kg生、ハクサイ・キャベツが 0.09 ～

0.22 Bq/kg生、アブラナが 0.26 Bq/kg生、牛乳（原乳）が ＮＤ ～ 0.04 Bq/ 、松葉が 0.07 ～

＃3.5 Bq/kg生、チガイソが ＮＤ、0.05 Bq/kg生、その他はすべて ＮＤ であり、過去の測定値と

同じ水準であった。 

松葉（老部）は ＃3.5 Bq/kg生、松葉（比較対照（むつ市川内町））は ＃1.4 Bq/kg生であり、

平常の変動幅を上回ったが、環境レベルの変動と考えられる。 

○  プルトニウム分析（表２－７） 

降下物が ＃ＮＤ 、表土が ＮＤ ～ 0.16 Bq/kg 乾、海底土が 0.32 ～ 0.58 Bq/kg 乾、アワビ

が 0.017 Bq/kg 生、コンブが ＮＤ、0.002 Bq/kg 生、その他はすべて ＮＤ であり、過去の測定

値と同じ水準であった。 

降下物は ＃ＮＤ であり、平常の変動幅を下回ったが、環境レベルの変動と考えられる。 
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表２－１   大気浮遊じん中の全β放射能測定結果  （単位：Bq/m3）                  

実施者 測 定 局 測  定  値 平常の変動幅 

小田野沢 0.026 ～ 6.0   ＊ ～9.1 

老   部  0.049 ～ #9.9 0.012～8.3 

青 

森 

県 近   川   0.029 ～ #12  ＊ ～10 

・３時間集じん終了直後１０分間測定。 

・「平常の変動幅」は平成15～19年度の測定値の「最小値～最大値」。 

・＃は、平常の変動幅を外れた測定値。 

 

 

表２－２  大気中のヨウ素－１３１測定結果    （単位：mBq/m3） 

・「平常の変動幅」は平成15～19年度の測定値の「最小値～最大値」。 

 

 

実施者 測  定  局 定 量 下 限 値 測  定  値 平 常 の 変 動 幅

小 田 野 沢 ＮＤ ＮＤ 

老    部 ＮＤ ＮＤ 

青

森

県 近    川 

20 

ＮＤ ＮＤ 
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表２－３  γ線放出核種分析結果 

セ  シ  ウ  ム  －  １３７ 

青 森 県 事 業 者試 料 の 種 類 単 位 
定 量

下限値

検体数 測 定 値 検体数 測 定 値
平常の変動幅

大気浮遊じん mBq/m3 0.02 36 ＮＤ 24 ＮＤ ＮＤ 

降 下 物 Bq/m2 0.2 12 ＮＤ 12 ＮＤ ＮＤ ～ 0.2 

河 川 水 2 ＮＤ - - ＮＤ 

水 道 水 16 ＮＤ 12 ＮＤ ＮＤ 

井 戸 水 

mBq/  6 

4 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ 

表 土 Bq/kg乾 3 2 ＮＤ 2 13,40 ＮＤ ～ 47 

精 米 2 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ 

バレイショ 1 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ ～ 0.4 

ダ イ コ ン 2 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ 

ハクサイ、キャベツ 1 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ 

野

菜ア ブ ラ ナ 

Bq/kg生 0.4 

1 ＮＤ - - ＮＤ 

牛 乳(原乳) Bq/  0.4 8 ＮＤ 8 ＮＤ ＮＤ 

牛 肉 1 ＮＤ - - ＮＤ 

牧 草 2 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ ～ 2.8 

陸 
 
 
 
 
 
 
 

上 
 
 
 
 
 
 
 

試 
 
 
 
 
 
 
 

料 指標生物 松 葉 

Bq/kg生 0.4 

2 ＮＤ 4 ＮＤ ＮＤ 

海 水 mBq/  6 6 ＮＤ 8 ＮＤ ＮＤ 

海 底 土 Bq/kg乾 3 3 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ 

ヒラメ、カレイ、ウ

スメバル、コウナ

ゴ 、 ア イ ナ メ 

4 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ 

ホタテ、アワビ 2 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ 

 コ ン ブ 2 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ 

タ コ 1 ＮＤ - - ＮＤ 

海

産

食

品ウ ニ - - 1 ＮＤ ＮＤ 

チ ガ イ ソ - - 2 ＮＤ ＮＤ 

海

 

洋

 

試

 

料 
指
標
生
物ムラサキイガイ 

Bq/kg生 0.4 

2 ＮＤ - - ＮＤ 

表 土 Bq/kg乾 3 1 8 - - 8 ～ 10 比
較
対
照 

(

む
つ
市) 指標生物 松 葉 Bq/kg生 0.4 2 ＮＤ - - ＮＤ 

計 - - 115 - 90 - - 
・ 測定対象核種はマンガン-54、鉄-59、コバルト-58、コバルト-60、セシウム-134、セシウム-137、ベリリウム-7、 

カリウム-40、ビスマス-214、アクチニウム-228。 

・ ｢平常の変動幅」は平成 15～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。ただし、「ヒラメ、カレイ、ウスメバル、コウナ

ゴ、アイナメ」及び「ホタテ、アワビ」については平成元～19年度の測定値の「最小値～最大値」。 
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表２－４ ヨウ素－１３１分析結果 

青 森 県 事 業 者
試 料 の 種 類 単 位 

定 量

下限値 検体数 測 定 値 検体数 測 定 値
平常の変動幅

ハクサイ、キャベツ 1 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ 野

菜 ア ブ ラ ナ 
Bq/kg生 0.4 

1 ＮＤ - - ＮＤ 

牛乳（原乳） Bq/  0.4 8 ＮＤ 8 ＮＤ ＮＤ 

牧 草 1 ＮＤ - - ＮＤ 

陸

上

試

料 指 標 生 物 松 葉 
Bq/kg生 0.4 

- - 2 ＮＤ ＮＤ 

海
洋
試
料 

海 産 食 品 コンブ Bq/kg生 0.4 2 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ 

計 - - 13 - 14 - - 

・ ｢平常の変動幅」は平成 15～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。 

 

表２－５  トリチウム分析結果 

青 森 県 事 業 者 参 考

試 料 の 種 類 単 位 
定 量 

下限値 検体数 測 定 値 検体数 測 定 値

平常の

変動幅
過 去 の

測定値の

範    囲

河 川 水 2 ＮＤ - - ＮＤ ＮＤ 

水 道 水 16 ＮＤ 12 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 

陸
上
試
料 井 戸 水 4 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ ＮＤ 

海
洋
試
料 

海 水 

Bq/  2 

6 ＮＤ 8 ＮＤ～♯4 ＮＤ ＮＤ～4

計 - - 28 - 22 - -  

・｢平常の変動幅」は平成 15～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。ただし、再処理工場のアクティブ試験による影響

が考えられたものは、東通原子力発電所に係る測定値のふるい分けに用いることは適切でないことから、「平常の変動

幅」に繰り入れていない。 

・「過去の測定値の範囲」は平成 15～19 年度の測定値の「最小値～最大値」（再処理工場のアクティブ試験の影響による

と考えられるものを含む）。 

・ ＃は、平常の変動幅を外れた測定値。 
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表２－６  ストロンチウム－９０分析結果 

青   森   県 事 業 者
試 料 の 種 類 単 位 

定 量 

下限値 検体数 測 定 値 検体数 測 定 値
平常の変動幅

降 下 物 Bq/m2 0.08 1 0.11 1 0.19 0.08 ～ 0.23

精 米 2 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ 

バレイショ 1 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ 

ダ イ コ ン 2 0.06，0.23 1 ＮＤ ＮＤ ～0.27

ハクサイ、キャベツ 1 0.09 2 0.17，0.22 ＮＤ ～0.29

野

菜 ア ブ ラ ナ 

Bq/kg生 0.04 

1 0.26 - - 0.22 ～ 0.56

牛 乳 ( 原 乳 ) Bq/  0.04 8 ＮＤ～0.04 8 ＮＤ ＮＤ～ 0.06 

牛 肉 1 ＮＤ - - ＮＤ 

陸     

上      

試     

料指標生物 松 葉 
Bq/kg生 0.04 

2 0.07,0.09 4 0.89～♯3.5 0.06 ～ 3.4

ヒラメ、カレイ、ウ

スメバル、コウナ

ゴ、アイナメ 

4 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ 

ホタテ、アワビ 2 ＮＤ 1 ＮＤ ＮＤ 

 コ ン ブ 2 ＮＤ 2 ＮＤ ＮＤ 

タ コ 1 ＮＤ - - ＮＤ 

海

産

食

品ウ ニ - - 1 ＮＤ ＮＤ 

チ ガ イ ソ - - 2 ＮＤ，0.05 ＮＤ ～0.05

海

 

洋

 

試

 

料

指
標
生
物ムラサキイガイ 

Bq/kg生 0.04 

2 ＮＤ - - ＮＤ 

比
較
対
照 

(

む
つ
市)

指
標
生
物 

松 葉 Bq/kg生 0.04 2 0.51,♯1.4 - - 0.39 ～ 1.1

計 - - 32 - 27 - - 
・ ｢平常の変動幅」は平成 15～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。ただし、「ヒラメ、カレイ、ウスメバル、コウナ

ゴ、アイナメ」及び「ホタテ、アワビ」については平成元～19年度の測定値の「最小値～最大値」。 

・ 降下物の採取期間は１年間。 

・＃は、平常の変動幅を外れた測定値。 
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表２－７  プルトニウム分析結果 

青 森 県
試 料 の 種 類 単 位

定  量

下 限 値 検 体 数 測 定 値
平常の変動幅

降 下 物 Bq/m2 0.004 1 ＃ＮＤ 0.004 ～ 0.011陸
上
試
料 表 土 Bq/kg乾 0.04 2 ＮＤ，0.09 ＮＤ ～ 0.11 

海 底 土 Bq/kg乾 0.04 3 0.32～0.58 0.28 ～ 0.88 

ホタテ、アワビ 2 ＮＤ，0.017 ＮＤ ～ 0.023 海
産
食
品 コ ン ブ 2 ＮＤ，0.002 ＮＤ ～ 0.004 

海 

洋 

試 

料
指標 
生物 ムラサキイガイ 

Bq/kg生 0.002 

2 ＮＤ ＮＤ ～ 0.003 

比
較
対
照 

(

む
つ
市) 

表 土 Bq/kg乾 0.04 1 0.16 0.10 ～ 0.16 

計 - - 13 - - 
・ プルトニウムはプルトニウム-(239+240）。 

・ ｢平常の変動幅」は平成 15～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。ただし、「ホタテ、アワビ」については平成元～

19年度の測定値の「最小値～最大値」。 

・ 降下物の採取期間は１年間。 

・ ＃は、平常の変動幅を外れた測定値。 
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３ 線量の推定・評価 

 「東通原子力発電所に係る環境放射線モニタリング結果の評価方法」（平成 18 年 4 月改訂、青森県）に

基づき、平成20年度1年間の施設起因の放射線及び放射性物質による周辺住民等の線量の推定・評価を行

った。 

（１）測定結果に基づく線量 

  平成20年度の測定結果に基づき実施する「施設起因の線量の推定・評価」については、施設寄与が

認められなかったので省略した。 

（２）放出源情報に基づく線量（事業者報告） 

 東通原子力発電所から放出された放射性物質に起因する実効線量として、「発電用軽水型原子炉施設

周辺の線量目標値に対する評価指針」（平成13年3月改訂、原子力安全委員会）に示された方法及び「東

通原子力発電所原子炉設置変更許可申請書」（平成13年9月10日許可）に示されたパラメータを用い、

平成20年度1年間の放出実績をもとに推定・評価を行った結果は、表３－１のとおりであり、法令に

定める周辺監視区域外の線量限度（年間1ミリシーベルト）を十分に下回っていた。 

表３－１ 放出源情報に基づく実効線量算出結果 

周辺監視区域外

における最大線量
※     ｍＳｖ／年

放射性希ガス 

による実効線量 線量目標値評価地点

における最大線量
※     ｍＳｖ／年

放射性気体廃棄物 

による実効線量 

放射性ヨウ素 

による実効線量 

線量目標値評価地点

における最大線量
※     ｍＳｖ／年

放 射 性 液 体 廃 棄 物 に よ る 実 効 線 量 ＜ 0.001   ｍＳｖ／年

合     計 ＜ 0.001   ｍＳｖ／年

   ※：放射性気体廃棄物による実効線量については、放射性希ガス及び放射性ヨウ素の放出量が検出限界 

       未満であるため、算出を省略した。 

 

 

〔参考〕東通原子力発電所から環境への影響を評価する場合の参考として、「自然放射線等による線量算出要領（平成18年4月改訂、青

森県）」に基づき、平成20年度１年間の自然放射線等による実効線量を試算した結果は次のとおりであった（p.217参照）。 

  ① 外部被ばくによる実効線量は、0.140～0.230ミリシーベルトであった。 

 なお、この結果は、宇宙線を除いた自然放射線等について試算したものであり、主に大地からの放射線によるものである。 

  ② 内部被ばくによる預託実効線量（摂取後50年間の総線量）は、0.0010ミリシーベルトであった。 

        なお、この結果、施設から放出される可能性のある放射性核種の代表的なものを対象核種として試算したものであり、 

        算出された結果は、核実験等に起因する人工放射性核種によるものである。 
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４  総合評価 

（１）平成20年度の環境放射線調査結果 

平成20年度の環境放射線調査結果は、概ねこれまでと同じ水準であった。 

（２）施設起因の線量の推定・評価 

① 測定結果に基づく線量 

平成20年度の測定結果に基づき実施する「施設起因の線量の推定・評価」については、施設寄与

が認められなかったので省略した。 

② 放出源情報に基づく線量 

平成 20 年度の東通原子力発電所における放射性気体廃棄物及び放射性液体廃棄物の放出状況は、

いずれも管理目標値を下回っていた。 

東通原子力発電所から放出された放射性物質に起因する実効線量として、平成20年度1年間の放

出実績をもとに推定・評価を行った結果は0.001ミリシーベルト未満であり、法令に定める周辺監視

区域外の線量限度（年間1ミリシーベルト）を十分に下回っていた。 

なお、「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に関する指針」（平成13年3月改訂、原子力安

全委員会）に定める線量目標値は、年間0.05ミリシーベルトである。 

（３）平常の変動幅の設定（付１１参照） 

   平成20年度の測定結果については、再処理工場のアクティブ試験に伴い平常の変動幅を上回ったと

考えられる「海水(放水口付近)中のトリチウム」の測定値を除き、「東通原子力発電所に係る環境放射

線モニタリング結果の評価方法」に定めている「平常の変動幅」に繰り入れる。 
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（２）積算線量測定結果（ＲＰＬＤ）

小 田 野 沢 346 86 86 88 87 81 ～ 88

老 部 352 87 88 89 88 77 ～ 90

砂 子 又 383 95 96 98 93 83 ～ 97

大 平 滝 浄 水 場 365 93 93 94 83 73 ～ 97

猿 ヶ 森 435 109 110 111 104 84 ～ 113

目 名 390 97 98 100 94 75 ～ 100

入 口 434 108 108 112 105 88 ～ 114

尻 労 386 96 95 99 95 86 ～ 98

近 川 385 96 97 97 94 83 ～ 100

一 里 小 屋 407 101 101 103 100 88 ～ 105

桜 木 町 370 94 94 96 85 76 ～ 96

関 根 395 102 100 103 89 78 ～ 104

横 浜 町 有 畑 447 111 112 115 109 88 ～ 114

六 ケ 所 村 泊 370 90 94 92 92 80 ～ 99

比 較 対 照
(むつ市川内町)

中 道 407 101 102 104 98 77 ～ 105

・測定値は宇宙線の一部及び自己照射の線量を含む。

・３箇月積算線量は、測定期間の測定値を91日当たりに換算し整数で示した値。

　年間積算線量は、各測定期間の測定値を合計した後、365日当たりに換算し整数で示した値。

・「平常の変動幅」は平成15年４月～平成20年３月の測定値の「最小値～最大値」。

　ただし、砂子又については平成17年１月～平成20年３月の測定値の「最小値～最大値」。

　

年間積算線量
(μGy/365日)

備　考

む つ 市

東 通 村

平 常 の
変 動 幅

３箇月積算線量(μGy/91日)

第
３
四
半
期

第
４
四
半
期

測 定 地 点

第
１
四
半
期

第
２
四
半
期
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（３）大気浮遊じん中の全β放射能測定結果 （単位：Bq/m
3
）

H20. 4. 1 ～ H20. 6.30 718 1.0 5.8 0.052

H20. 7. 1 ～ H20. 9.30 729 1.2 5.9 0.068

H20.10. 1 ～ H20.12.31 726 1.7 5.1 0.38

H21. 1. 1 ～ H21. 3.31 712 1.6 6.0 0.11

2,885 1.4 6.0 0.052

H20. 4. 1 ～ H20. 6.30 719 0.92 3.7 0.049

H20. 7. 1 ～ H20. 9.30 727 1.2 9.9 0.074

H20.10. 1 ～ H20.12.31 726 1.5 4.9 0.23

H21. 1. 1 ～ H21. 3.31 713 1.5 6.9 0.097

2,885 1.3 9.9 0.049

H20. 4. 1 ～ H20. 6.30 718 1.2 7.5 0.041

H20. 7. 1 ～ H20. 9.30 729 1.7 12 0.029

H20.10. 1 ～ H20.12.31 725 1.9 7.6 0.26

H21. 1. 1 ～ H21. 3.31 712 1.7 6.9 0.11

2,884 1.6 12 0.029

・３時間集じん終了直後、１０分間測定。

・平均値の算出においては、測定値に検出限界以下のものが含まれる場合、そのときの検出限界値を

  測定値として算出し、平均値に「＜」を付ける。全ての平均値が検出限界以下の場合、平均値も

　検出限界以下とし「*」と表示する。

（４）大気中のヨウ素－１３１測定結果 （単位：mBq/m
3
）

H20. 3.31 ～ H20. 6.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 6.30 ～ H20. 9.28 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 9.29 ～ H20.12.28 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.12.29 ～ H21. 3.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

52 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 3.31 ～ H20. 6.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 6.30 ～ H20. 9.28 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 9.29 ～ H20.12.28 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.12.29 ～ H21. 3.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

52 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 3.31 ～ H20. 6.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 6.30 ～ H20. 9.28 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 9.29 ～ H20.12.28 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.12.29 ～ H21. 3.29 13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

52 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

・168時間集じん後、１時間測定。

検体数

老　　部

年　　　間

近　　川

年　　　間

測 定 局 採 取 期 間

小田野沢

年　　　間

備　　考平均 最大 最小

年　　　間

年　　　間

老　　部

近　　川

検体数 備　　考平均 最大 最小

小田野沢

採 取 期 間

年　　　間

測 定 局
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（５）環境試料中の放射能測定結果

54Ｍｎ 59Ｆｅ 58Ｃｏ 60Ｃｏ 134Ｃｓ 137Ｃｓ

H20. 4. 1～
H20. 4.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 5. 1～
H20. 5.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 6. 1～
H20. 6.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 7. 1～
H20. 7.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 8. 1～
H20. 8.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 9. 1～
H20. 9.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.10. 1～
H20. 10.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.11. 1～
H20.11.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.12. 1～
H20.12.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 1. 1～
H21. 1.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 2. 1～
H21. 2.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 3. 1～
H21. 3.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 4. 1～
H20. 4.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 5. 1～
H20. 5.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 6. 1～
H20. 6.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 7. 1～
H20. 7.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 8. 1～
H20. 8.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 9. 1～
H20. 9.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.10. 1～
H20. 10.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.11. 1～
H20.11.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.12. 1～
H20.12.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 1. 1～
H21. 1.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 2. 1～
H21. 2.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 3. 1～
H21. 3.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

機            器           

mBq/m3

小 田 野 沢

老 部

採取年 月日 単 位試 料 名 採 取 地 点

大気浮遊じん
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7Ｂｅ 40Ｋ 214Ｂｉ 228Ａｃ 131Ｉ 3Ｈ 90Ｓｒ 239+240Ｐｕ

5.4 － － － － － － －

3.3 － － － － － － －

1.8 － － － － － － －

2.3 － － － － － － －

2.1 － － － － － － －

3.5 － － － － － － －

4.1 － － － － － － －

4.0 － － － － － － －

3.7 － － － － － － －

3.9 － － － － － － －

4.8 － － － － － － －

4.4 － － － － － － －

5.7 － － － － － － －

3.4 － － － － － － －

2.0 － － － － － － －

2.1 － － － － － － －

2.1 － － － － － － －

3.7 － － － － － － －

4.6 － － － － － － －

3.9 － － － － － － －

3.3 － － － － － － －

3.7 － － － － － － －

4.9 － － － － － － －

4.7 － － － － － － －

備 考

 分            析 放射化学分析
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54Ｍｎ 59Ｆｅ 58Ｃｏ 60Ｃｏ 134Ｃｓ 137Ｃｓ

機            器           

採取年 月日 単 位試 料 名 採 取 地 点

H20. 4. 1～
H20. 4.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 5. 1～
H20. 5.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 6. 1～
H20. 6.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 7. 1～
H20. 7.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 8. 1～
H20. 8.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 9. 1～
H20. 9.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.10. 1～
H20. 10.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.11. 1～
H20.11.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.12. 1～
H20.12.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 1. 1～
H21. 1.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 2. 1～
H21. 2.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 3. 1～
H21. 3.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 3.31～
H20. 4.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 4.30～
H20. 5.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 5.30～
H20. 6.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 6.30～
H20. 7.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 7.31～
H20. 8.29

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 8.29～
H20. 9.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 9.30～
H20.10.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.10.31～
H20.11.28

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.11.28～
H20.12.26

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.12.26～
H21. 1.30

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 1.30～
H21. 2.27

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 2.27～
H21. 3.31

ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 3.31～
H21. 3.31

－ － － － － －

mBq/m3

Bq/m2

近 川

降 下 物 砂 子 又

大気浮遊じん
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6.0 － － － － － － －  

3.7 － － － － － － －  

2.2 － － － － － － －  

2.3 － － － － － － －

2.2 － － － － － － －

3.7 － － － － － － －

4.2 － － － － － － －

4.1 － － － － － － －

3.8 － － － － － － －

3.8 － － － － － － －

5.1 － － － － － － －

4.5 － － － － － － －

120 ＮＤ － － － － － －  

150 ＮＤ － － － － － －  

180 ＮＤ － － － － － －  

200 ＮＤ － － － － － －

200 ＮＤ － － － － － －

84 ＮＤ － － － － － －

140 ＮＤ － － － － － －

230 ＮＤ － － － － － －

310 ＮＤ － － － － － －

280 ＮＤ － － － － － －

260 ＮＤ － － － － － －

240 ＮＤ － － － － － －

－ － － － － － 0.11 ＮＤ 採取期間は１年間
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採取年 月日 単 位試 料 名 採 取 地 点

H20. 4.23 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.10.21 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 4.14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 7. 8 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.10.15 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 1. 14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 4.14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 7. 8 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.10.15 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 1. 14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 4.14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 7. 8 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.10.15 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 1. 14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 4.14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 7. 8 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.10.15 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 1. 14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 7. 9 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 1. 21 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 7. 9 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 1. 21 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

河 川 水
小 老 部 川
上 流

有 畑

浜 奥 内

mBq/ 
トリチウム
については

Bq/ 

老 部

砂 子 又

有 畑

一 里 小 屋

井 戸 水

水 道 水
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 分            析 放射化学分析

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －  

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －  

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －  

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －  

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －

ＮＤ ＮＤ － － － ＮＤ － －
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機            器           

採取年 月日 単 位試 料 名 採 取 地 点

周辺監視区域境界付近 H20. 7.18 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

小 田 野 沢 H20. 7.18 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

比 較 対 照
（ む つ 市 川 内 町 ）

H20. 7.18 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 8

老 部 H20. 9.28 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

奥 内 H20. 9.26 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

バ レ イ シ ョ 有 畑 H20. 7.31 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

向 野 H20.10.31 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

泊 H20.10.22 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

ハ ク サ イ 上 田 屋 H20. 7. 9 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

ア ブ ラ ナ 大 豆 田 H20. 4.25 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 4.25 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 7.15 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.10.21 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 1.21 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 4.23 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 7.15 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.10.21 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 1.21 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

牛 肉 野 牛 H21. 1. 8 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

小 田 野 沢 H20. 5.29 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

野 牛 H20. 5.29 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 5.14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.11.12 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 5.14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20.11.12 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

Bq/

Bq/kg生

精 米

ダ イ コ ン

東 栄

牛乳（原乳）

松 葉

小 田 野 沢

豊 栄

Bq/kg乾表 土

Bq/kg生

比 較 対 照
( む つ 市 川 内 町 )

牧 草
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ＮＤ 220 9 ＮＤ － － － ＮＤ

ＮＤ 170 ＮＤ ＮＤ － － － 0.09

ＮＤ 290 20 29 － － － 0.16

ＮＤ 24 － － － － ＮＤ －

ＮＤ 29 － － － － ＮＤ －

ＮＤ 120 － － － － ＮＤ －

ＮＤ 60 － － － － 0.23 －

ＮＤ 57 － － － － 0.06 －

ＮＤ 57 － － ＮＤ － 0.09 －

ＮＤ 120 － － ＮＤ － 0.26 －

ＮＤ 46 － － ＮＤ － ＮＤ －

ＮＤ 48 － － ＮＤ － ＮＤ －

ＮＤ 51 － － ＮＤ － ＮＤ －

ＮＤ 49 － － ＮＤ － ＮＤ －

ＮＤ 50 － － ＮＤ － ＮＤ －

ＮＤ 50 － － ＮＤ － 0.04 －

ＮＤ 50 － － ＮＤ － ＮＤ －

ＮＤ 51 － － ＮＤ － ＮＤ －

ＮＤ 97 － － － － ＮＤ －

34 130 － － ＮＤ － － － チモシー、オーチャードグラス、クローバー

23 140 － － － － － －
チモシー、リードカナリー、オーチャードグラ
ス、クローバー

27 55 － － － － 0.07 －

67 69 － － － － 0.09 －

35 56 － － － － 0.51 －

54 73 － － － － 1.4 －
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機            器           

採取年 月日 単 位試 料 名 採 取 地 点

H20. 7.25 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 1.26 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 7.25 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 1.26 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 7.25 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 1.26 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

放 水 口
付 近

H20. 7.25 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

放 水 口 沖 北 2km 地 点 H20. 7.25 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

放 水 口 沖 南 2km 地 点 H20. 7.25 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

ヒ ラ メ ※1 六 ヶ 所 村 前 面 海 域 H20.10.14 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

カ レ イ 東 通 村 太 平 洋 側 海 域 H20. 7.23 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

ウ ス メ バ ル 東 通 村 太 平 洋 側 海 域 H20. 5.16 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

コ ウ ナ ゴ 東 通 村 太 平 洋 側 海 域 H20. 5. 1 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

ア ワ ビ 小 田 野 沢 沖 H20.11.13 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

ホ タ テ ※ １ 横 浜 町 前 面 海 域 H20. 7. 4 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

放 水 口 付 近 H20. 8. 9 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

老 部 沖 H20. 8. 9 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

タ コ 小 田 野 沢 沖 H20.11.27 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H20. 7.24 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

H21. 1.18 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

・ γ線スペクトロメトリ、３Ｈ及び９０Ｓｒの測定値は、試料採取日に補正した値。

・ ※１：ヒラメ及びホタテは、原子燃料サイクル施設環境放射線等調査試料も兼ねる。

コ ン ブ

ム ラ サ キ
イ ガ イ

小 田 野 沢

海 底 土

Bq/kg生

mBq/ 
トリチウム
については

Bq/ 

Bq/kg乾

海 水

放 水 口
付 近

放 水 口 沖 北 2km 地 点

放 水 口 沖 南 2km 地 点
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ＮＤ － － － － ＮＤ － －

ＮＤ － － － － ＮＤ － －

ＮＤ － － － － ＮＤ － －

ＮＤ － － － － ＮＤ － －

ＮＤ － － － － ＮＤ － －

ＮＤ － － － － ＮＤ － －

ＮＤ 190 ＮＤ ＮＤ － － － 0.58

ＮＤ 130 ＮＤ ＮＤ － － － 0.32

ＮＤ 150 ＮＤ ＮＤ － － － 0.45

ＮＤ 140 － － － － ＮＤ －

ＮＤ 120 － － － － ＮＤ －

ＮＤ 110 － － － － ＮＤ －

ＮＤ 130 － － － － ＮＤ －

ＮＤ 73 － － － － ＮＤ 0.017

ＮＤ 86 － － － － ＮＤ ＮＤ

ＮＤ 420 － － ＮＤ － ＮＤ 0.002

ＮＤ 430 － － ＮＤ － ＮＤ ＮＤ

ＮＤ 60 － － － － ＮＤ －

ＮＤ 27 － － － － ＮＤ ＮＤ

ＮＤ 30 － － － － ＮＤ ＮＤ
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（６）気象観測結果

　　①風速・気温・湿度・降水量・積雪深

平均 最大

４　月 － － － － － － － 34.5 0 0 0 0 1

５　月 － － － － － － － 50.0 0 0 0 0 0

６　月 － － － － － － － 112.0 0 0 0 0 0 ＭＳ

７　月 － － － － － － － 147.0 0 0 0 0 0

８　月 － － － － － － － 147.0 0 0 0 0 0

９　月 － － － － － － － 28.0 0 0 0 0 0

10　月 － － － － － － － 72.0 0 0 0 0 1

11　月 － － － － － － － 75.5 0 7 0 0 2

12　月 － － － － － － － 87.5 1 8 0 1 14

１　月 － － － － － － － 58.0 1 13 0 6 49

２　月 － － － － － － － 81.5 1 6 0 8 51

３　月 － － － － － － － 55.0 0 5 0 2 29

年　間 － － － － － － － 948.0 0 13 0 2 51

４　月 2.5 7.8 7.3 18.3 0.2 75 28 50.5 0 0 0 0 5

５　月 2.9 8.8 10.6 22.8 1.8 81 28 81.0 0 0 0 0 0

６　月 2.0 7.1 13.9 25.2 8.5 85 43 169.5 0 0 0 0 0 ＭＳ

７　月 1.5 6.8 18.5 26.3 8.3 89 51 261.0 0 0 0 0 0

８　月 2.8 9.0 20.0 29.0 14.7 87 41 203.5 0 0 0 0 0

９　月 2.0 8.3 18.7 26.6 7.6 82 34 38.0 0 0 0 0 0

10　月 2.3 8.6 14.0 20.6 4.1 80 33 83.5 0 0 0 0 1

11　月 2.2 7.4 6.9 18.2 -2.5 78 37 85.0 0 6 0 0 7

12　月 2.1 7.6 2.9 14.9 -5.9 73 35 131.5 3 15 0 6 53

１　月 2.8 10.4 0.9 9.9 -5.4 68 36 90.0 6 30 0 24 64

２　月 2.4 8.1 0.3 9.8 -6.5 64 28 111.5 4 14 0 30 86

３　月 2.8 10.8 2.7 16.8 -4.9 66 24 81.5 1 8 0 10 74

年　間 2.4 10.8 9.8 29.0 -6.5 77 24 1386.5 1 30 0 6 86

４　月 2.0 7.0 8.0 19.1 -1.7 74 20 23.0 0 0 0 0 23

５　月 2.2 8.6 11.7 26.2 -0.2 79 28 63.0 0 0 0 0 0

６　月 1.8 6.3 15.3 26.1 6.9 82 26 89.0 0 0 0 0 0 ＭＳ

７　月 1.4 6.1 20.9 29.4 7.2 84 43 149.0 0 0 0 0 0

８　月 2.0 9.0 20.5 29.0 10.0 86 40 154.5 0 0 0 0 0

９　月 1.5 5.2 18.7 27.9 7.7 82 35 24.0 0 0 0 0 0

10　月 1.7 5.5 13.6 21.4 4.2 80 34 57.0 0 0 0 0 1

11　月 1.8 5.7 6.5 17.6 -2.3 78 40 89.0 0 6 0 0 4

12　月 1.8 6.7 2.8 15.6 -5.6 73 38 99.0 3 13 0 6 52

１　月 1.8 7.4 0.4 9.8 -8.4 72 40 124.0 12 37 0 23 65

２　月 2.2 8.5 0.3 8.8 -7.2 66 30 85.0 9 18 0 33 96

３　月 2.2 8.1 2.7 14.9 -5.8 69 26 58.0 1 7 0 16 87

年　間 1.9 9.0 10.2 29.4 -8.4 77 20 1014.5 2 37 0 6 96

積雪深(cm)

備 考
降水量
(mm)平 均 最 大 平 均 最 高

気温(℃)風速(m/sec) 湿度(％)

最 小
過去の値

最 大

老　　部

近　　川

小田野沢

平 均 最 小 平 均最 低
測定局 測 定 月
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平均 最大

４　月 － － － － － － － 36.0 0 0 0 0 13

５　月 － － － － － － － 68.0 0 0 0 0 0

６　月 － － － － － － － 98.5 0 0 0 0 0 ＭＰ

７　月 － － － － － － － 165.5 0 0 0 0 0

８　月 － － － － － － － 210.5 0 0 0 0 0

９　月 － － － － － － － 24.5 0 0 0 0 0

10　月 － － － － － － － 61.5 0 0 0 0 0

11　月 － － － － － － － 84.0 0 11 0 0 9

12　月 － － － － － － － 114.5 6 26 0 8 56

１　月 － － － － － － － 88.5 14 42 1 27 64

２　月 － － － － － － － 91.0 9 21 0 36 94

３　月 － － － － － － － 77.5 2 16 0 22 56

年　間 － － － － － － － 1120.0 3 42 0 9 94

４　月 － － － － － － － 54.5 0 0 0 0 14

５　月 － － － － － － － 70.5 0 0 0 0 0

６　月 － － － － － － － 183.0 0 0 0 0 0 ＭＰ

７　月 － － － － － － － 198.5 0 0 0 0 0

８　月 － － － － － － － 246.5 0 0 0 0 0

９　月 － － － － － － － 50.0 0 0 0 0 0

10　月 － － － － － － － 83.5 0 0 0 0 0

11　月 － － － － － － － 102.0 1 15 0 0 14

12　月 － － － － － － － 139.5 3 14 0 7 61

１　月 － － － － － － － 89.0 4 23 0 30 77

２　月 － － － － － － － 130.5 6 23 0 37 93

３　月 － － － － － － － 75.0 2 12 0 17 105

年　間 － － － － － － － 1422.5 1 23 0 7 105

・積雪深における「過去の値」は、平成１５～１９年度の同一時期の平均値及び最大値。

・ＭＳ：モニタリングステーション

・ＭＰ：モニタリングポスト

・測定値は「地上気象観測指針(平成14年 気象庁）」に基づく1時間値。

最 小
過去の値

積雪深(cm)

平 均 最 大 平 均 最 高 最 低 平 均

泊

風速(m/sec) 気温(℃)

測 定 月

砂 子 又

測定局 備 考

湿度(％)
降水量
(mm)最 小 平 均 最 大
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　　②大気安定度出現頻度表 単位：時間数（括弧内は％）

測定局
　　分類

測定月
Ａ Ａ－Ｂ Ｂ Ｂ－Ｃ Ｃ Ｃ－Ｄ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 計 備考

10 53 68 22 46 15 330 28 35 113 720
(1.4) (7.4) (9.4) (3.1) (6.4) (2.1) (45.8) (3.9) (4.9) (15.7) (100.0)

27 58 62 15 51 21 353 23 23 111 744
(3.6) (7.8) (8.3) (2.0) (6.9) (2.8) (47.4) (3.1) (3.1) (14.9) (100.0)

25 79 91 9 30 8 374 14 7 83 720
(3.5) (11.0) (12.6) (1.3) (4.2) (1.1) (51.9) (1.9) (1.0) (11.5) (100.0)

24 82 90 15 33 2 424 6 5 63 744
(3.2) (11.0) (12.1) (2.0) (4.4) (0.3) (57.0) (0.8) (0.7) (8.5) (100.0)

9 51 70 10 39 9 466 21 14 55 744
(1.2) (6.9) (9.4) (1.3) (5.2) (1.2) (62.6) (2.8) (1.9) (7.4) (100.0)

9 62 106 13 34 2 253 20 50 171 720
(1.3) (8.6) (14.7) (1.8) (4.7) (0.3) (35.1) (2.8) (6.9) (23.8) (100.0)

5 51 71 18 31 6 288 32 33 209 744
(0.7) (6.9) (9.5) (2.4) (4.2) (0.8) (38.7) (4.3) (4.4) (28.1) (100.0)

0 27 56 15 28 7 340 28 40 179 720
(0.0) (3.8) (7.8) (2.1) (3.9) (1.0) (47.2) (3.9) (5.6) (24.9) (100.0)

0 13 32 6 29 6 440 28 30 135 719
(0.0) (1.8) (4.5) (0.8) (4.0) (0.8) (61.2) (3.9) (4.2) (18.8) (100.0)

0 11 36 19 32 4 430 50 25 137 744
(0.0) (1.5) (4.8) (2.6) (4.3) (0.5) (57.8) (6.7) (3.4) (18.4) (100.0)

0 14 55 20 32 11 321 43 54 122 672
(0.0) (2.1) (8.2) (3.0) (4.8) (1.6) (47.8) (6.4) (8.0) (18.2) (100.0)

6 39 71 14 54 22 310 35 43 150 744
(0.8) (5.2) (9.5) (1.9) (7.3) (3.0) (41.7) (4.7) (5.8) (20.2) (100.0)
115 540 808 176 439 113 4329 328 359 1528 8735

(1.3) (6.2) (9.3) (2.0) (5.0) (1.3) (49.6) (3.8) (4.1) (17.5) (100.0)
20 64 75 18 39 8 294 7 24 171 720

(2.8) (8.9) (10.4) (2.5) (5.4) (1.1) (40.8) (1.0) (3.3) (23.8) (100.0)
37 63 58 34 49 7 304 21 12 159 744

(5.0) (8.5) (7.8) (4.6) (6.6) (0.9) (40.9) (2.8) (1.6) (21.4) (100.0)
39 77 87 14 35 12 319 8 5 124 720

(5.4) (10.7) (12.1) (1.9) (4.9) (1.7) (44.3) (1.1) (0.7) (17.2) (100.0)
42 95 103 9 24 5 318 7 9 132 744

(5.6) (12.8) (13.8) (1.2) (3.2) (0.7) (42.7) (0.9) (1.2) (17.7) (100.0)
31 54 81 5 30 4 386 3 14 136 744

(4.2) (7.3) (10.9) (0.7) (4.0) (0.5) (51.9) (0.4) (1.9) (18.3) (100.0)
31 76 89 11 25 4 202 13 24 245 720

(4.3) (10.6) (12.4) (1.5) (3.5) (0.6) (28.1) (1.8) (3.3) (34.0) (100.0)
2 68 70 20 33 2 268 23 23 235 744

(0.3) (9.1) (9.4) (2.7) (4.4) (0.3) (36.0) (3.1) (3.1) (31.6) (100.0)
0 33 53 13 23 0 330 39 29 200 720

(0.0) (4.6) (7.4) (1.8) (3.2) (0.0) (45.8) (5.4) (4.0) (27.8) (100.0)
0 14 36 2 16 2 461 34 26 151 742

(0.0) (1.9) (4.9) (0.3) (2.2) (0.3) (62.1) (4.6) (3.5) (20.4) (100.0)
0 19 40 8 30 3 432 37 18 157 744

(0.0) (2.6) (5.4) (1.1) (4.0) (0.4) (58.1) (5.0) (2.4) (21.1) (100.0)
3 13 60 16 36 12 316 41 44 130 671

(0.4) (1.9) (8.9) (2.4) (5.4) (1.8) (47.1) (6.1) (6.6) (19.4) (100.0)
9 52 70 22 41 11 298 41 34 166 744

(1.2) (7.0) (9.4) (3.0) (5.5) (1.5) (40.1) (5.5) (4.6) (22.3) (100.0)
214 628 822 172 381 70 3,928 274 262 2,006 8,757

(2.4) (7.2) (9.4) (2.0) (4.4) (0.8) (44.9) (3.1) (3.0) (22.9) (100.0)

　  を用いて分類。
・分類
　Ａ：強不安定　　Ｂ：並不安定　　Ｃ：弱不安定 　Ｄ：中 　立
　Ｅ：弱 安 定　　Ｆ：並 安 定　　Ｇ：強 安 定

・「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針（平成13年３月  原子力安全委員会）」に基づく1時間値

老　部

近　川

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

８ 月

９ 月

10 月

11 月

12 月

１ 月

２ 月

３ 月

年 間

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

８ 月

９ 月

10 月

３ 月

年 間

11 月

12 月

１ 月

２ 月
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③風配図

老　　部

（４月） （５月） （６月）

（７月） （８月） （９月）

（１０月） （１１月） （１２月）

（１月） （２月） （３月）

（年間）

Calm：風速0.4m/sec以下
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（１）空間放射線量率測定結果

　　①モニタリングポストによる空間放射線量率（ＮａＩ）測定結果 （単位：nGy/h）

測定局 測 定 月 備考

４ 月 16 33 15 1.8 5 0 5

５ 月 16 32 15 1.4 1 0 1

６ 月 16 28 15 1.5 2 0 2

７ 月 17 39 15 2.7 17 0 17

８ 月 17 38 15 2.3 9 0 9

９ 月 17 32 15 1.6 4 0 4

１ ０ 月 17 45 15 2.9 14 0 14

１ １ 月 18 40 15 4.4 47 0 47

１ ２ 月 19 55 14 5.5 50 0 50

１ 月 17 43 13 4.0 26 0 26

２ 月 18 45 15 4.6 32 0 32

３ 月 18 43 15 3.5 24 0 24

年 間 17 55 13 3.4 231 0 231

４ 月 21 37 20 1.5 2 0 2

５ 月 21 39 20 1.4 4 0 4

６ 月 21 38 20 1.6 4 0 4

７ 月 22 47 20 2.8 15 0 15

８ 月 22 39 20 2.1 5 0 5

９ 月 22 43 20 1.7 4 0 4

１ ０ 月 22 56 20 2.8 10 0 10

１ １ 月 23 45 20 4.2 39 0 39

１ ２ 月 23 62 19 5.4 41 0 41

１ 月 21 43 15 3.6 14 0 14

２ 月 21 44 17 4.1 26 0 26

３ 月 22 47 19 3.1 11 0 11

年 間 22 62 15 3.2 175 0 175

・

・ 測定時間数は１年間で約8,800時間。

・

・

・

・

・

・

響」などが挙げられる。

・

林ノ脇

平均

小川町

標　準

偏　差
れた時間

平常の変

動幅を外

最大 最小

平常の変動幅を

外れた原因と時間
過去の
測定値
の範囲

平常の

変動幅
（単位：時間）

施設起因 降雨等

7～27
（17±10）

12～79

10～32
（21±11）

11～86

自然条件の変化」、「医療・産業に用いる放射性同位元素等の影響」、「国内外の他の原子力施設からの影

「施設起因」と「降雨等」が同時に認められた場合は、その主たる原因に分類している。

(単位：

時間）

「施設起因」は、監視対象施設である東通原子力発電所に起因するもの。

「降雨等」に分類する要因としては、「降雨、降雪、雷雨、積雪等の気象要因及び地理・地形上の要因等の

測定値は１時間値。

測定値は３MeVを超える高エネルギー成分を含まない。

「平常の変動幅」は、「過去の測定値」の「平均値±（標準偏差の３倍）」。

「過去の測定値」の範囲は、平成１５～１９年度の測定値の「最小値～最大値」。
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（３）環境試料中の放射能測定結果

54Ｍｎ 59Ｆｅ 58Ｃｏ 60Ｃｏ 134Ｃｓ 137Ｃｓ

H20. 4. 1～
H20. 5. 2

ND ND ND ND ND ND

H20. 5. 2～
H20. 6. 2

ND ND ND ND ND ND

H20. 6. 2～
H20. 7. 1

ND ND ND ND ND ND

H20. 7. 1～
H20. 8. 1

ND ND ND ND ND ND

H20. 8. 1～
H20. 9. 1

ND ND ND ND ND ND

H20. 9. 1～
H20.10. 1

ND ND ND ND ND ND

H20.10. 1～
H20.10.31

ND ND ND ND ND ND

H20.10.31～
H20.12. 1

ND ND ND ND ND ND

H20.12. 1～
H21. 1. 5

ND ND ND ND ND ND

H21. 1. 5～
H21. 2. 2

ND ND ND ND ND ND

H21. 2. 2～
H21. 3. 2

ND ND ND ND ND ND

H21. 3. 2～
H21. 4. 1

ND ND ND ND ND ND

H20. 4. 1～
H20. 5. 2

ND ND ND ND ND ND

H20. 5. 2～
H20. 6. 2

ND ND ND ND ND ND

H20. 6. 2～
H20. 7. 1

ND ND ND ND ND ND

H20. 7. 1～
H20. 8. 1

ND ND ND ND ND ND

H20. 8. 1～
H20. 9. 1

ND ND ND ND ND ND

H20. 9. 1～
H20.10. 1

ND ND ND ND ND ND

H20.10. 1～
H20.10.31

ND ND ND ND ND ND

H20.10.31～
H20.12. 1

ND ND ND ND ND ND

H20.12. 1～
H21. 1. 5

ND ND ND ND ND ND

H21. 1. 5～
H21. 2. 2

ND ND ND ND ND ND

H21. 2. 2～
H21. 3. 2

ND ND ND ND ND ND

H21. 3. 2～
H21. 4. 1

ND ND ND ND ND ND

試 料 名 採 取 地 点 採取年月日 単 位

                機                        器                           

mBq/m3

mBq/m3

周辺監視区域境界
付近（南側）

大気浮遊じん
周辺監視区域境界

付近（西側）

大気浮遊じん
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7Ｂｅ 40Ｋ 214Ｂｉ 228Ａｃ 131Ｉ 3Ｈ 90Ｓｒ

6.4 ― ― ― ― ― ―

3.3 ― ― ― ― ― ―

2.3 ― ― ― ― ― ―

2.5 ― ― ― ― ― ―

2.4 ― ― ― ― ― ―

4.0 ― ― ― ― ― ―

4.8 ― ― ― ― ― ―

4.3 ― ― ― ― ― ―

3.6 ― ― ― ― ― ―

4.5 ― ― ― ― ― ―

5.4 ― ― ― ― ― ―

4.9 ― ― ― ― ― ―

6.0 ― ― ― ― ― ―

3.2 ― ― ― ― ― ―

2.1 ― ― ― ― ― ―

2.3 ― ― ― ― ― ―

2.3 ― ― ― ― ― ―

3.6 ― ― ― ― ― ―

4.5 ― ― ― ― ― ―

4.2 ― ― ― ― ― ―

3.4 ― ― ― ― ― ―

4.3 ― ― ― ― ― ―

5.0 ― ― ― ― ― ―

4.7 ― ― ― ― ― ―

備 考

                            分                        析 放射化学分析

- 207 -



54Ｍｎ 59Ｆｅ 58Ｃｏ 60Ｃｏ 134Ｃｓ 137Ｃｓ

試 料 名 採 取 地 点 採取年月日 単 位

                機                        器                           

H20. 3.31～
H20. 4.30

ND ND ND ND ND ND

H20. 4.30～
H20. 5.30

ND ND ND ND ND ND

H20. 5.30～
H20. 6.30

ND ND ND ND ND ND

H20. 6.30～
H20. 7.31

ND ND ND ND ND ND

H20. 7.31～
H20. 8.29

ND ND ND ND ND ND

H20. 8.29～
H20. 9.30

ND ND ND ND ND ND

H20. 9.30～
H20.10.31

ND ND ND ND ND ND

H20.10.31～
H20.11.28

ND ND ND ND ND ND

H20.11.28～
H20.12.26

ND ND ND ND ND ND

H20.12.26～
H21. 1.30

ND ND ND ND ND ND

H21. 1.30～
H21. 2.27

ND ND ND ND ND ND

H21. 2.27～
H21. 3.31

ND ND ND ND ND ND

H20. 3.31～
H21. 3.31

― ― ― ― ― ―

H20. 4. 1 ND ND ND ND ND ND

H20. 7. 2 ND ND ND ND ND ND

H20.10. 2 ND ND ND ND ND ND

H21. 1. 8 ND ND ND ND ND ND

H20. 4. 1 ND ND ND ND ND ND

H20. 7. 2 ND ND ND ND ND ND

H20.10. 2 ND ND ND ND ND ND

H21. 1. 8 ND ND ND ND ND ND

H20. 4. 1 ND ND ND ND ND ND

H20. 7. 2 ND ND ND ND ND ND

H20.10. 2 ND ND ND ND ND ND

H21. 1. 8 ND ND ND ND ND ND

降 下 物

水 道 水

小 田 野 沢

泊

近 川

周辺監視区域境界
付 近 Bq/m2

ｍBq/ 
トリチウム
については

Bq/ 
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7Ｂｅ 40Ｋ 214Ｂｉ 228Ａｃ 131Ｉ 3Ｈ 90Ｓｒ

備 考

                            分                        析 放射化学分析

140 ND ― ― ― ― ―

190 ND ― ― ― ― ―

340 ND ― ― ― ― ―

330 ND ― ― ― ― ―

300 ND ― ― ― ― ―

86 ND ― ― ― ― ―

190 ND ― ― ― ― ―

300 ND ― ― ― ― ―

330 ND ― ― ― ― ―

270 ND ― ― ― ― ―

340 ND ― ― ― ― ―

190 ND ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― 0.19 採取期間は１年間

ND ND ― ― ― ND ―

ND ND ― ― ― ND ―

ND ND ― ― ― ND ―

ND ND ― ― ― ND ―

ND ND ― ― ― ND ―

ND ND ― ― ― ND ―

ND ND ― ― ― ND ―

ND ND ― ― ― ND ―

ND ND ― ― ― ND ―

ND ND ― ― ― ND ―

ND ND ― ― ― ND ―

ND ND ― ― ― ND ―
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54Ｍｎ 59Ｆｅ 58Ｃｏ 60Ｃｏ 134Ｃｓ 137Ｃｓ

試 料 名 採 取 地 点 採取年月日 単 位

                機                        器                           

H20. 7. 2 ND ND ND ND ND ND

H21. 1. 8 ND ND ND ND ND ND

敷 地 境 界 付 近 H20. 7. 3 ND ND ND ND ND 13

老 部 H20. 7. 3 ND ND ND ND ND 40

小 田 野 沢 H20.10. 7 ND ND ND ND ND ND

大 豆 田 H20.10. 8 ND ND ND ND ND ND

バ レ イ シ ョ 白 糠 H20. 8. 5 Bq/kg生 ND ND ND ND ND ND

ダ イ コ ン 近 川 H20.10.15 Bq/kg生 ND ND ND ND ND ND

キ ャ ベ ツ 砂 子 又 H20.10. 8 Bq/kg生 ND ND ND ND ND ND

ハ ク サ イ 今 泉 H20.10.21 Bq/kg生 ND ND ND ND ND ND

H20. 4. 2 ND ND ND ND ND ND

H20. 7. 2 ND ND ND ND ND ND

H20.10. 2 ND ND ND ND ND ND

H21. 1. 8 ND ND ND ND ND ND

H20. 4. 2 ND ND ND ND ND ND

H20. 7. 2 ND ND ND ND ND ND

H20.10. 2 ND ND ND ND ND ND

H21. 1. 8 ND ND ND ND ND ND

H20. 5.19 ND ND ND ND ND ND

H20. 7.16 ND ND ND ND ND ND

H20. 5.12 ND ND ND ND ND ND

H20.11.11 ND ND ND ND ND ND

H20. 5.12 ND ND ND ND ND ND

H20.11.12 ND ND ND ND ND ND

金 谷 沢

Bq/ 

老 部

大 豆 田

Bq/kg生

牧 草

松 葉

牛 乳 （ 原 乳 ）

井 戸 水 白 糠

鶏 沢

金 谷 沢

精 米

表 土

ｍBq/ 
トリチウム
については

Bq/ 

Bq/kg生

Bq/kg生

Bq/kg乾
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7Ｂｅ 40Ｋ 214Ｂｉ 228Ａｃ 131Ｉ 3Ｈ 90Ｓｒ

備 考

                            分                        析 放射化学分析

ND ND ― ― ― ND ―

ND ND ― ― ― ND ―

ND 230 17 28 ― ― ―

ND 330 24 36 ― ― ―

ND 26 ― ― ― ― ND

ND 29 ― ― ― ― ND

ND 110 ― ― ― ― ND

ND 78 ― ― ― ― ND

ND 79 ― ― ND ― 0.17

ND 70 ― ― ND ― 0.22

ND 50 ― ― ND ― ND

ND 50 ― ― ND ― ND

ND 49 ― ― ND ― ND

ND 49 ― ― ND ― ND

ND 40 ― ― ND ― ND

ND 50 ― ― ND ― ND

ND 43 ― ― ND ― ND

ND 49 ― ― ND ― ND

9 130 ― ― ― ― ―

33 140 ― ― ― ― ―

38 68 ― ― ND ― 1.5

53 75 ― ― ND ― 3.5

55 72 ― ― ― ― 0.89

62 82 ― ― ― ― 1.2
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54Ｍｎ 59Ｆｅ 58Ｃｏ 60Ｃｏ 134Ｃｓ 137Ｃｓ

試 料 名 採 取 地 点 採取年月日 単 位

                機                        器                           

H20. 4.23 ND ND ND ND ND ND

H20. 7. 9 ND ND ND ND ND ND

H20.10.14 ND ND ND ND ND ND

H21. 1.14 ND ND ND ND ND ND

H20. 4.23 ND ND ND ND ND ND

H20. 7. 9 ND ND ND ND ND ND

H20.10.14 ND ND ND ND ND ND

H21. 1.14 ND ND ND ND ND ND

放 水 口 付 近 H20. 7. 9 ND ND ND ND ND ND

放 水 口 沖 H20. 7. 9 ND ND ND ND ND ND

ヒ ラ メ 東 通 村 太 平 洋 側 海域 H20. 7. 7 Bq/kg生 ND ND ND ND ND ND

ア イ ナ メ 東 通 村 太 平 洋 側 海域 H20. 7.24 Bq/kg生 ND ND ND ND ND ND

ホ タ テ 浜 奥 内 沖 H21. 1.20 Bq/kg生 ND ND ND ND ND ND

小 田 野 沢 沖 H20. 7.17 ND ND ND ND ND ND

放 水 口 付 近 H20.10.14 ND ND ND ND ND ND

ウ ニ 小 田 野 沢 沖 H20. 7.17 Bq/kg生 ND ND ND ND ND ND

H20. 4.18 ND ND ND ND ND ND

H20.10.14 ND ND ND ND ND ND

 ・γ線スペクトロメトリ、３Ｈ及び９０Ｓｒの測定値は、試料採取日に補正した値。

ｍBq/ 
トリチウム
については

Bq/ 

チ ガ イ ソ

放 水 口 付 近

海 底 土

海 水

Bq/kg生

白 糠 Bq/kg生

コ ン ブ

Bq/kg乾

放 水 口 沖
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7Ｂｅ 40Ｋ 214Ｂｉ 228Ａｃ 131Ｉ 3Ｈ 90Ｓｒ

備 考

                            分                        析 放射化学分析

ND ― ― ― ― ND ―

ND ― ― ― ― ND ―

ND ― ― ― ― 4 ―

ND ― ― ― ― ND ―

ND ― ― ― ― ND ―

ND ― ― ― ― ND ―

ND ― ― ― ― ND ―

ND ― ― ― ― ND ―

ND 180 ND ND ― ― ―

ND 150 ND ND ― ― ―

ND 120 ― ― ― ― ND

ND 120 ― ― ― ― ND

ND 83 ― ― ― ― ND

ND 410 ― ― ND ― ND

ND 220 ― ― ND ― ND

ND 100 ― ― ― ― ND

ND 220 ― ― ― ― ND

ND 190 ― ― ― ― 0.05
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（４）気象観測結果

　　①降水量・積雪深

４ 月 46.0 0 0 0 0 23

５ 月 39.0 0 0 0 0 0

６ 月 94.5 0 0 0 0 0

７ 月 167.0 0 0 0 0 0

８ 月 147.5 0 0 0 0 0

９ 月 29.0 0 0 0 0 0

１ ０ 月 59.0 0 0 0 0 0

１ １ 月 109.5 0 10 0 0 7

１ ２ 月 133.0 5 21 0 6 55

１ 月 101.5 11 28 0 21 72

２ 月 109.5 8 21 0 31 87

３ 月 84.0 1 10 0 15 76

年 間 1119.5 2 28 0 6 87

４ 月 30.0 0 0 0 0 22

５ 月 42.5 0 0 0 0 0

６ 月 83.0 0 0 0 0 0

７ 月 180.0 0 0 0 0 0

８ 月 125.0 0 0 0 0 0

９ 月 40.5 0 0 0 0 0

１ ０ 月 53.5 0 0 0 0 0

１ １ 月 98.0 0 4 0 0 16

１ ２ 月 81.5 3 17 0 8 68

１ 月 123.0 9 35 0 34 89

２ 月 79.5 7 13 0 46 115

３ 月 50.0 1 9 0 24 123

年 間 986.5 2 35 0 9 123

・ 測定値は「地上気象観測指針(平成14年 気象庁）」に基づく1時間値。

・積雪深における「過去の値」は、平成１５～１９年度の同一時期の平均値及び最大値。

小川町

林ノ脇

積　雪　深(cm)

過 去 の 値

平 均 最 大
平 均 最 大 最 小

測 定 局 測 定 月
降　水　量

（mm）
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（１）測定結果に基づく線量 

平成２０年度の測定結果に基づき実施する「施設起因の線量の推定・評価」については、施設寄

与が認められなかったので省略した。 

 

（２）放出源情報に基づく線量（事業者報告） 

東通原子力発電所から放出された放射性物質に起因する実効線量として、「発電用軽水型原子

炉施設周辺の線量目標値に対する評価指針（平成 13 年 3 月改訂、原子力安全委員会）」に示され

た方法及び「東通原子力発電所原子炉設置変更許可申請書（平成 13 年 9 月 10 日許可）」に示さ

れたパラメータを用い、平成２０年度 1 年間の放出実績をもとに推定・評価を行った結果を表１

に示す。 

 

表１  放出源情報に基づく実効線量算出結果             （単位：mSv） 

周 辺 監 視 区 域 外  

における最大線量 
※ 

放射性希ガス 

による実効線量 線量目標値評価地点 

における最大線量 
※ 

放射性気体廃棄物 

による実効線量  

放射性ヨウ素 

による実効線量 

線量目標値評価地点 

における最大線量 
※ 

放射性液体廃棄物による実効線量 ＜0.001 

合    計 ＜0.001 

※ 放射性気体廃棄物による実効線量については、放射性希ガス及び放射性ヨウ素の放出量が検

出限界未満であるため、算出を省略した。 
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（３）自然放射線等による線量 

東通原子力発電所から環境への影響を評価する場合の参考として、「自然放射線等による線量

算出要領（平成 18 年 4 月改訂、青森県）」に基づき、平成２０年度１年間の自然放射線等による

実効線量を試算した。 

 

① 外部被ばくによる実効線量 

表２に示すとおり、平成２０年度の外部被ばくによる実効線量は、0.140～0.230 ミリシーベ

ルト※であった。 

外部被ばくによる実効線量は、宇宙線を除いた自然放射線等について試算したものであり、

算出された結果は、主に大地からの放射線によるものである。 

② 内部被ばくによる預託実効線量 

表３に示すとおり、平成２０年度の内部被ばくによる預託実効線量（摂取後 50 年間の総線

量）は、合計として 0.0010 ミリシーベルト※であった。 

内部被ばくによる預託実効線量は、施設から放出される可能性のある放射性核種の代表的な

ものを対象核種として試算したものであり、算出された結果は、核実験等に起因する人工放射

性核種によるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 過去の自然放射線等による実効線量 

   外部被ばく：0.149～0.229 ミリシーベルト（平成 19年度） 

   内部被ばく：0.0009～0.0012 ミリシーベルト（平成 17～19 年度） 

〔参考〕 世界の年間一人当たりの自然放射線による実効線量は、外部被ばくとして、宇宙から約 0.39 ミリシーベル

ト、大地から約 0.48 ミリシーベルトであり、また、内部被ばくとして、空気中のラドンから約 1.26 ミリシ

ーベルト、食物から約 0.29 ミリシーベルトであり、合計で約 2.4 ミリシーベルトである。 

   （出典：「原子放射線の影響に関する国連科学委員会の総会に対する 2000 年報告書」） 
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表２　外部被ばくによる実効線量（平成２０年度）

実 効 線 量
(mSv)

実 効 線 量
(mSv)

小 田 野 沢 0.150 白 糠 0.158

老 部 0.154 上 田 代 0.178

砂 子 又 0.179 上 田 屋 0.178

大平滝浄水場 0.165 蒲 野 沢 0.166

猿 ヶ 森 0.221 む つ 市 小 川 町 0.140

目 名 0.185 横 浜 町 林 ノ 脇 0.166

入 口 0.220

尻 労 0.182

近 川 0.181

一 里 小 屋 0.198

桜 木 町 0.169

関 根 0.189

横 浜 町 有 畑 0.230

六 ケ 所 村 泊 0.169

比 較 対 照
(むつ市川内町)

中 道 0.198

・外部被ばくによる実効線量は、対照用ＲＰＬＤの線量を差し引いたＲＰＬＤの測定値（年間積
　算線量）から算出した。
・測定地点においてＲＰＬＤは、大地などの放射線、宇宙線及びＲＰＬＤ自身に含まれる放射性
　物質からの放射線（自己照射）による線量を合わせて測定している。
　一方、対照用ＲＰＬＤは鉛容器に収納しているため、大地などからの放射線がさえぎられ、主
　に自己照射と宇宙線（一部は鉛しゃへいにより吸収される）による線量を測定している。
・表２に示す外部被ばくによる実効線量は、主に大地などからの放射線による実効線量に相当す
　る。
・対照用ＲＰＬＤの設置条件は以下のとおりである。
　設置場所　　県　：青森県原子力センター（鉄筋コンクリート２階建）の１階（六ケ所村）
　　　　　　事業者：東北電力（株）東通原子力発電所事務本館（鉄筋コンクリート４階建）の

　１階（東通村）
　容器　　　鉛 5cm厚

青　　　森　　　県

測 定 地 点

東 通 村

測 定 地 点

事　　　業　　　者

東 通 村

む つ 市
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４．気象観測結果（平成２０年　４月　～　平成２１年　３月）

　①　風速

・「地上気象観測指針(平成14年  気象庁）」に基づく1時間値。

・地上 10 m：風向風速計[プロペラ型]（気象庁検定付）

・地上100 m：ドップラーソーダ

　②　降水量

・「地上気象観測指針（平成14年 気象庁）」に基づく1時間値を用いて算出。

・雨雪量計[転倒升方式]（気象庁検定付）

1233.0

236.0

206.5

35.0

34.0

91.0

160.0

13.5

90.5

107.5

123.0

55.0

81.0

7.5

6.5

6.7

5.6

17.9

12.4

17.6

14.3

15.6

14.3

18.6

22.0

23.0

23.0

4.4

5.2

5.8

6.5

2.9

5.3

5.3

6.2

9.7

7.2

4.3

18.7

18.2

16.8

1.9

9.7

9.2

7.5

8.3

2.0

2.1

2.3

2.0

1.7

7.0

7.1

2.5

7.4

5.7

　２月

　３月

年　間

1.1

1.8

1.5

１０月

１１月

１２月

　８月

　５月

　３月

１０月

１１月

１２月

　１月

備　　考
平　　均 最　　大

　５月 2.2 7.9

7.7

　７月

　９月

　８月

　７月

　８月

　９月

　６月

　２月

年　間

　４月

1.6

測定地点 測 定 月
風　　速　(m/sec)

地上10m

　４月 2.1 8.2

　６月

地上100m

　１月

年　間

　２月

　３月

測定地点 測 定 月 降水量（㎜） 備　　考

露　場

　４月

　５月

　６月

　７月

　９月

　１月

１１月

１２月

１０月
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    ５．東 通 原 子 力 発 電 所 に 係 る 

        環境放射線モニタリング実施要領 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１５年 ２月策定 

平成１７年１０月改訂 

平成２１年  ４月改訂 

 

 

 

青        森        県 
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東通原子力発電所に係る環境放射線モニタリング実施要領  

 

平成１５年 ２月策定  

平成１７年１０月改訂  

平成２１年 ４月改訂  

 

１．趣  旨  

「東通原子力発電所に係る環境放射線モニタリング実施計画」により環境放射線の測定

方法、分析方法等について必要な事項を定めるものとする。  

 

- 236 -



- 237 -



- 238 -



- 239 -



 (3) 気    象 

青   森   県 東北電力株式会社 
項  目 

測 定 装 置 測 定 方 法 測定装置 測定方法 

風 向 ･ 風 速 
･風向風速計[プロペラ型]

（気象庁検定付）

測定法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 10 m 

気 温 
･温度計[白金測温抵抗式]

（気象庁検定付）

測定法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 2 m 

 

降 水 量 
･雨雪量計[転倒升方式]

（気象庁検定付）

測定法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 2 m 
･同 左 

測定法:同  左 

測定位置:同  左 

感 雨 ･感 雨 雪 器[電極式] 
測定法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 2 m 
･同 左 

測定法:同  左 

測定位置:同  左 

積 雪 深 
･積雪計[超音波式] 

（気象庁検定付）

測定法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 3 m 
･同 左 

測定法:同  左 

測定位置:同 左 

日 射 量 
･日射計[熱電対式] 

（気象庁検定付）

測定法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 5、9 m 

放射収支量 ･放射収支計[熱電対式]
測定法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 2 m 

湿 度 
･湿度計[毛髪式] 

（気象庁検定付）

測定法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 2 m 

大気安定度 － 測定法:指針※に準拠 

 

※：「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針」(平成 13 年改訂 原子力安全委員会) 

 

(4) モニタリングカーによる測定 

青          森          県 
項   目 

測   定   装   置 測   定   方   法 

空間放射線量率 

2″φ×2″NaI(Tl)シンチレーション

検出器（温度補償方式加温装置付） 

G(E)関数荷重演算方式 

測 定 法: 

 定点測定 10 分間測定 

 走行測定 10 秒間の測定値を 500 m ごと

に平均 

      走行速度 30～60 km/h 

測定位置:地上 3.2 m（車両上） 

 

 

３．環境試料中の放射能測定対象核種 

   54Mn、59Fe、58Co、60Co、134Cs、137Cs、7Be、40K、214Bi、228Ac、3H、90Sr、131I、239+240Pu 

   なお、214Bi、228Ac については、土試料のみとする。 
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４．数値の取扱方法 

(1) 空間放射線量率 

単 位 表  示  方  法 

nGy/h 整数で示す。 

(2) 積算線量 

単 位 表  示  方  法 

μGy/91 日 

μGy/365 日 

3 箇月積算線量は、測定期間の測定値を 91 日当たりに換算し、整数で示す。 

年間積算線量は、各期間の測定値を合計した後、365 日当たりに換算し、整数で

示す。 

(3) 大気浮遊じん中の全β放射能 

単 位 表  示  方  法 

Bq/m3 

有効数字 2 桁で示す。 

測定値がその計数誤差の 3 倍以下の場合検出限界以下とし「*」と表示する。 

平均値の算出においては、測定値に検出限界以下のものが含まれる場合、そのと

きの検出限界値を測定値として算出し、平均値に「<」を付ける。全ての測定値

が検出限界以下の場合、平均値も検出限界以下とし「*」と表示する。 

(4) 大気中のヨウ素 

単 位 表  示  方  法 

mBq/m3 

有効数字 2 桁で示す。最小位は 1 位。 

定量下限値は「20 mBq/m3」とし、定量下限値未満は「ND」と表示する。 

平均値の算出においては、測定値に定量下限値未満のものが含まれる場合、定量

下限値を測定値として算出し、平均値に「<」を付ける。全ての測定値が定量下

限値未満の場合、平均値も定量下限値未満とし「ND」と表示する。 

(5) 環境試料中の放射性核種 

試     料 単 位 表  示  方  法 

大  気  浮  遊  じ  ん mBq/m3 

降    下    物 Bq/m2 

ト リ チ ウ ム Bq/  河 川 水 、 水 道 水 

井 戸 水 、 海 水 そ  の  他 mBq/  

表          土  、  海     底     土 Bq/kg 乾 

牛 乳 Bq/ 農畜産物､海産食品､

指標生物 そ  の  他 Bq/kg 生 

有効数字 2 桁で示す。最小位は定量 

下限値の最小の位。 

定量下限値は別表 1 に示す。 

定量下限値未満は「ND」と表示する。 

計数誤差は記載しない。 
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５．試料の採取方法等 

試  料 採  取  方  法  等 

大 気 浮 遊 じ ん ろ紙（HE-40T）に捕集する。 

大 気 中 の ヨ ウ 素 活性炭カートリッジに捕集する。 

降 下 物 大型水盤で採取する。 

河 川 水 表面水を採取する。 

水 道 水 、 井 戸 水 給水栓等から採取する。 

表 土 表層（0～5 cm）を採土器により採取する。 

精 米 モミ又は玄米を精米して試料とする。 

キ ャ ベ ツ 、 ハ ク サ イ 葉部を試料とする。 

ア ブ ラ ナ 葉部及び蕾部を試料とする。 

バ レ イ シ ョ 、 ダ イ コ ン 
外皮を除き、バレイショは塊茎部を、ダイコンは根部を試料とす

る。 

牛 乳 原乳を採取する。 

牛 肉 もも肉を試料とする。 

牧 草 地上約 10 cm の位置で刈り取る。 

松 葉 二年生葉を採取する。 

海 水 表面海水を採取する。 

海 底 土 表面底質を採泥器により採取する。 

ヒ ラ メ 、 カ レ イ 

ア イ ナ メ 、 ウ ス メ バ ル 
頭、骨、内臓を除き、可食部を試料とする。 

コ ウ ナ ゴ 全体を試料とする。 

ア ワ ビ 貝殻、内臓を除き、軟体部を試料とする。 

ホ タ テ 、 ム ラ サ キ イ ガ イ 貝殻を除き、軟体部を試料とする。 

コ ン ブ 、 チ ガ イ ソ 根を除く全体を試料とする。 

ウ ニ 殻を除き、可食部を試料とする。 

タ コ 目、内臓を除き、可食部を試料とする。 
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６．空 間 放 射 線 の 測 定 地 点 図 

           及 び 環 境 試 料 の 採 取 地 点 図 
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  ７．東 通 原 子 力 発 電 所 に 係 る 

      環境放射線モニタリング結果の評価方法 
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リサイクル燃料備蓄センター 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

核種の記号及び名称  

7Be,Be-7
40K,K-40

54Mn,Mn-54
59Fe,Fe-59
58Co,Co-58
60Co,Co-60

134Cs,Cs-134
137Cs,Cs-137
214Bi,Bi-214
228Ac,Ac-228

： ベリリウム-7 

： カリウム-40 

： マンガン-54 

： 鉄-59 

： コバルト-58 

： コバルト-60 

： セシウム-134 

： セシウム-137 

： ビスマス-214 

： アクチニウム-228 

 

表中の記号 

－： 
ＮＤ： 

 
 
 
 

モニタリング対象外を示す。 

定 量 下 限 値 未 満 を示 す。分 析 室 等 で実 施 する環 境 試 料 中 放 射 性

核 種 の分 析 測 定 については、測 定 条 件 や精 度 を一 定 の水 準 に保 つ

ため、試 料 ・核 種 毎 に定 量 下 限 値 を定 めている。 
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（２）環境試料中の放射能 

ゲルマニウム半導体検出器による機器分析(ガンマ線放出核種分析)を実施した（表２－１）。 

人工放射性核種であるセシウム－１３７の測定値は、表土が ＮＤ～17 Bq/kg乾、松葉はすべて  

ＮＤであった。 

その他の人工放射性核種についてはすべて ＮＤ であった。 

 

   表２－１  γ線放出核種分析結果 

セ  シ  ウ  ム  －  １３７ 

青     森    県 事 業 者試 料 の 種 類 単 位
定 量

下 限 値
検 体 数 測 定 値 検体数 測 定 値

陸上試料 表 土 Bq/kg乾 3 3 4～17 2 ＮＤ，14

指標生物 松 葉  Bq/kg生   0.4 2 ＮＤ 2 ＮＤ 

表 土 Bq/kg乾 3 1 8 - - 
 

比較対照 

(むつ市川内町) 
松 葉 Bq/kg生 0.4 2 ＮＤ - - 

計 - 8 - 4 - 

 

 

  

（参考１）表土中137Cs濃度の平常の変動幅 

  原子燃料サイクル施設に係る調査：ＮＤ～36 

  東通原子力発電所に係る調査  ：ＮＤ～47 

（参考２）松葉中137Cs濃度の平常の変動幅 

  原子燃料サイクル施設に係る調査：ＮＤ 

  東通原子力発電所に係る調査  ：ＮＤ 

 

・ 測定対象核種はマンガン-54、鉄-59、コバルト-58、コバルト-60、セシウム-134、 
セシウム-137、ベリリウム-7、カリウム-40、ビスマス-214、アクチニウム-228。 
なお、ビスマス-214、アクチニウム-228 については、土試料のみとする。 
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３  総合評価 

 （１） 平成２０年度の環境放射線調査結果 

         平成２０年度からリサイクル燃料備蓄センターに係る環境放射線の事前調査を開始した。調査結果

は、原子燃料サイクル施設及び東通原子力発電所に係る調査結果と同様の水準であった。 

（２） 平常の変動幅の設定 

   「平常の変動幅」については、平成２０年度の測定結果を用い「東通原子力発電所に係る環境放射 

  線モニタリング結果の評価方法」を準用して設定する。 
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    ３．リサイクル燃料備蓄センターに係る 

        環境放射線モニタリング実施要領 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２１年 ３月策定 

 

 

 

 

 

青        森        県 
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リサイクル燃料備蓄センターに係る環境放射線モニタリング実施要領 

 

平成 21 年 3 月策定  

 

１．趣 旨 

「リサイクル燃料備蓄センターに係る環境放射線モニタリング計画」により環境放射線の測定

方法、分析方法等について必要な事項を定めるものとする。 
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２．測定装置及び測定方法 

(1) 空間放射線等 

青森県 リサイクル燃料貯蔵株式会社
項目 

測定装置 測定方法 測定装置 測定方法 

空間放射

線 量 率 

・低線量率計 

 3”φ× 3”NaI(Tl)

シンチレーション検

出器（温度補償方式

加温装置付）、G（E）

関数荷重演算方式 

・高線量率計 

 14L、6 気圧球形窒素

ガス加圧型電離箱検

出器（加温装置付） 

・測定法 

文部科学省編「連続モニタ

による環境γ線測定法」

(平成8年改訂)に準拠 連

続測定（1 時間値） 

・測定位置 

地上 1.8m 

・校正線源 
137Cs 

･同左 

 

青森県 リサイクル燃料貯蔵株式会社
項目 

測定装置 測定方法 測定装置 測定方法 

積算線量 

・蛍光ガラス線量計

（RPLD） 

 

・測定法 

文部科学省編「蛍光ガラス

線量計を用いた環境γ線

量測定法」（平成 14 年）

に準拠 

・素子数 

地点当たり 3 個 

・積算期間 

3 箇月 

・収納箱 

木製 

・測定位置 

地上 1.8m 

・校正線源 
137Cs 

･同左 
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(2) 環境試料中の放射能 

青森県 リサイクル燃料貯蔵株式会社
項目 

測定装置 測定方法 測定装置 測定方法 

機器分析 

γ線放出

核 種 

・ゲルマニウム半導体

検出器 

 

・測定法 

文部科学省編「ゲルマニウ

ム半導体検出器によるガン

マ線スペクトロメトリー」

（平成 4 年改訂）に準拠 

文部科学省編「ゲルマニウ

ム半導体検出器等を用いる

機器分析のための試料の前

処理法」（昭和 57 年）に準

拠 

文部科学省編「放射性ヨウ

素分析法」（平成 8 年改訂）

に準拠 

・測定試料形態 

表  土  乾燥細土 

 指標生物 灰化物 

・測定容器 

U-8 容器等 

・測定時間 

80,000 秒 

･同左 

 

(3) 気    象 

青森県 リサイクル燃料貯蔵株式会社
項  目 

測 定 装 置 測 定 方 法 測定装置 測定方法 

降 水 量 

･雨雪量計[転倒升方

式] 

（気象庁検定付） 

測定法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 2m 

感 雨 ･感雨雪器[電極式] 
測定法:指針※に準拠 

測定位置:地上約 2m 

積 雪 深 
･積雪計[超音波式] 

（気象庁検定付） 

測定法:指針※に準拠 

測定位置: 地上約 3m 

･同左 

※：「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針」(平成 13 年改訂 原子力安全委員会) 
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３．環境試料中の放射能測定対象核種 

   54Mn、59Fe、58Co、60Co、134Cs、137Cs、7Be、40K、214Bi、228Ac  

   なお、214Bi、228Ac については、土試料のみとする。 

 

４．数値の取扱方法 

(1) 空間放射線量率 

単 位 表示方法 

nGy/h 整数で示す。 

 

(2) 積算線量 

単 位 表示方法 

μGy/ 91 日 

μGy/365 日 

3 箇月積算線量は、測定期間の測定値を 91 日当たりに換算し、整数で示す。

年間積算線量は、各期間の測定値を合計した後、365 日当たりに換算し、整数

で示す。 

 

(3) 環境試料中の放射性核種 

試 料 単位 表示方法 

表  土 Bq/kg 乾 

指標生物 Bq/kg 生 

有効数字 2 桁で示す。最小位は定量下限値の最小の位。 

定量下限値は別表 1 に示す。 

定量下限値未満は「ND」と表示する。 

計数誤差は記載しない。 

 

別表 1 環境試料中の放射性核種の定量下限値 

γ線放出核種 
試料 単位 

54Mn 59Fe 58Co 60Co 134Cs 137Cs 7Be 40K 214Bi 228Ac
備考 

表 土 Bq/kg 乾 3 6 3 3 3 3 30 40 8 15

指標生物 Bq/kg 生 0.4 0.8 0.4 0.4 0.4 0.4 6 6 - -

 

５．試料の採取方法等 

試 料 採取方法等 

表  土 表層（0～5cm）を採土器により採取する。 

松  葉 二年生葉を採取する。 
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４．空 間 放 射 線 の 測 定 地 点 図 

           及 び 環 境 試 料 の 採 取 地 点 図 
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自然放射線等による線量算出要領 
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平成２０年１０月２０日 

青森県原子力センター 

日 本 原 燃 株 式 会 社 

 

 

 

再処理工場のアクティブ試験に伴う環境への影響について 

（平成２０年度第１四半期） 

 

１．はじめに 

  再処理工場は、平成18年3月から使用済燃料による総合試験（アクティブ試験）を実施しており、今

四半期（平成20年度第1四半期）においても、使用済燃料のせん断・溶解に伴い、空間放射線量率及び

大気中の気体状ベータ（β）放射能の測定値の一部に変動が認められた。 

このようなことから、これらの変動状況を詳細に示すとともに、「六ケ所再処理工場の操業と線量評価

について（平成18年2月7日）」に基づき、暫定的に、平成20年度第１四半期における周辺住民等の施

設に起因する実効線量を試算した。 

 

２．使用済燃料の処理状況 

平成20年度第１四半期における使用済燃料の処理状況は表１のとおりである。 

表１ 使用済燃料の処理状況 

    せん断期間※１ 
せん断 

体数(体)

再処理量 

(t･Upr) ※2 
燃料の種類

燃焼度

(MWD/t) 
冷却期間 

４月１日～４月１３日, 

              ４月２９日 
191 約33 

ＢＷＲ 

(８×８) 

約21,000～ 

約39,000 
約10年～20年

６月１４日～６月２０日 121 約22 
ＢＷＲ 

(８×８) 

約33,000～ 

約39,000 
 約8年～15年

  ※1 :第1四半期における使用済燃料のせん断時間数は約300時間     

   ※2 :照射前金属ウラン質量換算 

 

３．放射性気体廃棄物の放出状況 

平成20年度第１四半期における放射性気体廃棄物（希ガス）の放出状況は表２のとおりである。 

表２ 放射性気体廃棄物（希ガス）の放出状況                                         

測定月 

測定項目 
4月 5月 6月 

85Ｋｒ（Bq） 4.3×1015 ＊ 4.6×1015 

管理目標値：3.3×1017 Bq/年 

＊: 検出限界未満 

 

 

 

 

 

 

 

付１
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４．測定局における監視状況及び変動要因 

各測定局においては、10分値※1によるリアルタイムでの監視を行っており、また、監視データから得

られた１時間値※1について評価を行っている。これらの測定局の配置状況を図１に示す。 

再処理工場の周辺地域において、県は５局、日本原燃㈱は３局のモニタリングステーションを設置し、

連続モニタにより空間放射線量率及び大気中の気体状β放射能の測定を行っている。また、六ヶ所村の

隣接市町村には、県がモニタリングポスト６局を設置し、空間放射線量率を測定している。 

東通原子力発電所の周辺地域においては、県がモニタリングステーション３局、モニタリングポスト

２局（サイクル施設に係る測定局と共用）、東北電力（株）がモニタリングポスト２局を設置し、空間放

射線量率を測定している。 

空間放射線量率の主な起源と変動要因は、図２のとおりであり、主として、降雨雪時に雨や雪に取り

込まれて地表面に落下したラドンの壊変生成物や施設から放出された放射性物質の影響により上昇し、

積雪により大地からの放射線が遮へいされることにより低下する。 

また、施設からの放射性物質(クリプトン-85)※2の放出による環境への影響は、図３のとおりであり、

空間放射線量率は、測定局の検出器に到達したγ線を測定することから、施設から放出された放射性プ

ルーム（雲）が測定局上空を通過した場合にも上昇する。一方、大気中の気体状β放射能については、

測定局付近の空気に含まれる気体状の放射性物質（β線）を測定することから、プルームが測定局付近

に到達して初めて測定値の上昇がみられる。 

 

５．測定結果 

    今四半期の総測定時間数は約2,200時間であり、うち使用済燃料のせん断が行われた時間数は約300     

  時間であった。 

（１）空間放射線量率（１時間値の変動状況） 

  今四半期の空間放射線量率の１時間値は、過去の測定値と同じ水準であり、平常の変動幅を上回っ

た測定値は、すべて降雨雪によるものであることを確認している。 

一方、これまで空間放射線量率、SCA(Bi)及び SCA(Tl)計数率の関係を重回帰分析により求め、自然

線量率を推定し、実測値と推定自然線量率の差(以下、推定寄与線量率)から施設寄与分を弁別する方

法（以下、SCA弁別法）を検討しており、本法を各モニタリングステーション、モニタリングポストの

今四半期の測定値（１時間値）に適用した※３。その結果、推定寄与線量率が1nGy/h以上であり、かつ

エネルギー情報、気象状況等から判断して施設寄与と認められた測定値を表３及び図４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1  10 分値 ：10分間の計測値から求めた１時間当たりの空間放射線量(nGy/h)、 

         10分間の計測値から求めた大気中の気体状β放射能濃度(kBq/m3) 

１時間値：10分値６個の平均 

※2  クリプトン-85は主にβ線を放出する核種であり、わずかにγ線も放出する（放出割合0.43％）。 

※3  重回帰式は、測定局ごとに平成20年度第１四半期の測定値（使用済燃料のせん断・溶解期間を除く）を 

     用いて求めた。 
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表３ 施設寄与が認められた空間放射線量率測定結果 

(平成２０年度第１四半期  １時間値)                                            (nGy/h) 

1）施設寄与による上昇分を含む。 

2）平成20年度第１四半期の測定値（使用済燃料のせん断・溶解期間を除く）から、測定局ごとに算出した重回帰式により 

   弁別した結果が1nGy/h以上であり、エネルギー情報、気象状況等から施設寄与と判断したもの。 

3）「平常の変動幅」は、平成15～19年度の測定値の「平均値±（標準偏差の3倍）」。 
  

（２）大気中の気体状β放射能（１時間値の変動状況） 

大気中の気体状β放射能の測定結果について１時間値の変動状況を確認したところ、施設からの影

響が認められた。これらの測定結果のうち、定量下限値以上となったものを表４に示す。 

 

表４ 定量下限値以上となった気体状β放射能測定結果 

(平成２０年度第１四半期  １時間値)                                            (kBq/m3) 

測 定 局 測 定 日 時 測 定 値 平常の変動幅 1) (参考)アクティブ試験開始前の

測定値の範囲2) 

吹 越 
6月 17日 22時,23時 4,2 

ND～11 ND 
6月 19日 3時 3 

二 又 

6月 16日 11時 2 

ND～3 ND 6月 17日 20時,21時,22時 3～8 

6月 19日 10時 2 

 1）「平常の変動幅」は、平成6～19年度の測定値の「最小値～最大値」。 

 2）「アクティブ試験開始前の測定値の範囲」は、平成6～17年度の測定値。 

 

（３）１０分値の変動状況 

使用済燃料のせん断期間における空間放射線量率、大気中の気体状β放射能の10分値による詳細な

変動状況を図５に示す。また、参考として主排気筒ガスモニタ、事業者が敷地境界付近に設置してい

る再処理事業所モニタリングポスト（ＭＰ１～９）の変動状況も併せて示す。 

 

 

６．測定結果に基づく線量の試算 

（１）空間放射線量率 

再処理工場の周辺地域に設置しているモニタリングステーションにおける測定結果（１時間値）に

ついて、SCA弁別法により実効線量を試算した結果は表５に示すとおり、全て0.001mSv未満であった。

なお、参考として計算値をそのまま括弧内に示した。 

実効線量の試算にあたっては、これまで前年度１年間の測定値から重回帰分析を行っていたが、よ

り適切な評価を行うため、当該四半期の測定値を用いて重回帰分析を行う。重回帰分析は、せん断・

溶解期間を除く測定値を用いて行った（期間除外法）。この期間除外法の他、使用済燃料のせん断・溶

解期間を含めた測定値から統計的に施設寄与が認められた測定値を除外する方法（3σ法）についても、

事例を踏まえながら引き続き検討を進める。 

測 定 局 測 定 日 時   測 定 値１） 推定寄与線量率２）  平 常 の 変 動 幅３）

尾  駮 6月18日 9時○ 26 1  7～41  （24±17） 

吹  越 6月17日 22時 25 2 13～37  （25±12） 

二  又 

6月16日 11時 22 1 

 6～38  （22±16） 6月17日 20時,21時 24, 24 4, 3 

6月19日 10時 23 2 

横浜町役場 6月19日 10時 23 １ 14～32  （23± 9） 
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（２）大気中の気体状β放射能 

定量下限値以上となった今四半期の測定結果（１時間値）を積算することにより、施設起因の実効

線量を試算した結果※は、表６のとおりであり、極めて低い値であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、参考として10分値による詳細な変動状況に基づき、定量下限値未満の測定値も用いて、実効

線量を試算した（図 6  2.気体状β放射能濃度測定結果を用いた施設寄与の算出方法）。その結果は、

表７のとおりであり、極めて低い値であった。 

 

 

 

 

 

※ 六ヶ所再処理施設の安全審査におけるクリプトン-85からのβ線による実効線量の算出方法による 

β線による皮膚等価線量係数 ： 4.1×10-7(Sv/y)/(Bq/m3)*１ 

     体表面積の平均化係数    ： １ *２ 

       皮膚の組織荷重係数      ： 0.01 *３ 

出典   *1   D.C.Kocher,“Dose－Rate Conversion Factors for External Exposure to Photons and Electrons”, 

NUREG/CR-1918,ORNL/NUREG-79(1981) 

      *2  ｢発電用軽水型原子炉施設の安全審査における一般公衆の線量評価について｣（平成元年 3 月原子力安全

委員会了承、一部改訂平成13 年 3 月原子力安全委員会） 原子炉安全基準専門部会報告書 

        *3 “1990 Recommendations of the International Commission on Radiological Protection” , ICRP Publication 60 (1991) 

表５ 空間放射線量率（γ線）による実効線量 [平成20年度第1四半期] 

      (１時間値による試算結果）                        （mSv） 

測 定 局     算 出 結 果 

尾    駮        <0.001 ( 0.000015)!  ○○○○○ 

千 歳 平 <0.001 ( 0.000002)○○ 

平    沼 <0.001 ( 0.000004)! ○! 

泊 ○<0.001 ( 0.000012) 

吹   越 <0.001 ( 0.000003)○○○○○ 

老 部 川 <0.001 (-0.000008)! ○!○○○ 

二    又 <0.001 ( 0.000014) 

室ノ久保 ○○<0.001 (-0.000004)○ !! 

表６ 大気中の気体状β放射能（β線）による実効線量 [平成20年度第1四半期]

 （１時間値による試算結果）                      (mSv）  

測 定 局 算 出 結 果 

尾    駮 0.000000 

千 歳 平 0.000000 

平    沼 0.000000 

泊 0.000000 

吹   越 0.000004 

老 部 川 0.000000 

二    又 0.000009 

室ノ久保 0.000000 
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測 定 局 算 出 結 果 

尾    駮 0.000004! 

千 歳 平 0.000000! 

平    沼 0.000000! 

泊 0.000000! 

吹   越 0.000008! 

老 部 川 0.000002! 

二    又 0.000012! 

室ノ久保 0.000000! 

表７ 大気中の気体状β放射能（β線）による実効線量 [平成20年度第1四半期]   

     （10分値による試算結果）                          (mSv）   
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〔参考〕 

  日本原燃株式会社では、敷地境界付近に９局のモニタリングポストを設置し、空間放射線量率及び大

気中の気体状β放射能の連続測定を行っている。これらの測定値（10分値）から、参考として、実効線

量を試算した（図6 1.(2)(3)及び図6.2 ）。なお、実効線量の試算は、これまでと同様に作図による簡

易的な弁別法により行った。 

 

  空間放射線量率による実効線量を試算した結果、いずれも極めて低い値であった。 

     

              ○ 空間放射線量率（γ線）による実効線量 [平成20年度第１四半期] 

              (10分値による試算結果)                                        (mSv) 

測 定 局 
降雨雪による上昇分を弁

別する方法 

降雨雪による上昇分を含

める方法 

ＭＰ－１ 0.000005 0.00031 

ＭＰ－２ 0.000038 0.00038 

ＭＰ－３ 0.000036 0.00038 

ＭＰ－４ 0.000013 0.00036 

ＭＰ－５ 0.000010 0.00031 

ＭＰ－６ 0.000128 0.00042 

ＭＰ－７ 0.000040 0.00039 

ＭＰ－８ 0.000002 0.00034 

ＭＰ－９ 0.000000 0.00029 

 

 

 大気中の気体状β放射能による実効線量を試算した結果、極めて低い値であった。 

 

              ○ 大気中の気体状β放射能（β線）による実効線量 [平成20年度第１四半期] 

               (10分値による試算結果)                                        (mSv) 

測 定 局 算 出 結 果 

ＭＰ－１ 0.000001 

ＭＰ－２ 0.000002 

ＭＰ－３ 0.000003 

ＭＰ－４ 0.000000 

ＭＰ－５ 0.000000 

ＭＰ－６ 0.000014 

ＭＰ－７ 0.000010 

ＭＰ－８ 0.000001 

ＭＰ－９ 0.000001 

 

 

- 304 -



 

図１ 測定局配置図 

原子燃料サイクル施設 

●
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  (参考）

図４　空間放射線量率及びＳＣＡ弁別法による推定寄与線量率の推移（１時間値） 　(1/5)
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(参考）

     図４  空間放射線量率及びSCA弁別法による推定寄与線量率の推移（１時間値）   （3/5)
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　　（参考）

図４　空間放射線量率及びＳＣＡ弁別法による推定寄与線量率の推移（１時間値） 　(4/5)
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　　（参考）

      図４　空間放射線量率及びＳＣＡ弁別法による推定寄与線量率の推移（１時間値） 　(5/5)
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図５  平成20年4月１日～4月7日の連続モニタの変動状況（１０分値）(1/4)
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図５  平成20年4月8日～4月14日の連続モニタの変動状況（１０分値）（２/4)
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図５  平成20年4月27日～4月30日の連続モニタの変動状況（１０分値） (3/4)
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図５  平成20年6月14日～6月20日の連続モニタの変動状況（１０分値）(4/4）
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１．空間放射線量率測定結果を用いた施設寄与分の算出方法

（１）ＳＣＡ弁別法

　※ 平成20年度第1四半期の測定値(使用済燃料のせん断・溶解期間を除く)から測定局ごとに算出

（２）降雨雪による上昇分を弁別する方法

（３）降雨雪による上昇分を含める方法

２．気体状β放射能濃度測定結果を用いた施設寄与の算出方法
　　BG値以上（定量下限値未満含む）の測定結果から算出する方法

図６　環境への影響（実効線量の試算）に係る算出方法
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平成２０年１０月２０日 

青森県原子力センター 

日 本 原 燃 株 式 会 社 

 

大気浮遊じん中の全α放射能について（平成 20年度第１四半期） 

 

 

１．はじめに 

平成 20 年度第１四半期の大気浮遊じん中の全α放射能測定において、広域的に測定値が上昇した

期間があり、室ノ久保局の全α放射能が平常の変動幅を上回った。平成 15 年度のモニタリング結果

にも同様の事象がみられており、この事例を参考として要因の検討を行った。 

 

２．検討結果 

（１） 表１に室ノ久保局の全α放射能が平常の変動幅を超えた期間及び測定値を示す。また、図１

に第１四半期における全測定局の測定値の推移を示す。平常の変動幅を上回る測定値が観測さ

れた期間においては、室ノ久保局以外の測定局においても高い傾向にあり、比較対照の青森局

を含むすべての測定局において広域的に同様の変動を示していた。 

 

表１ 平常の変動幅を超えた測定値 

測定局 採取期間 
全α放射能 

（ｍBq/m3） 

平常の変動幅 

（ｍBq/m3） 

室ノ久保 H20.4.21～H20.4.28 0.21 ＊～0.19 

注）168 時間集じん終了後 72時間放置、１時間測定。 

＊は検出限界以下を示す。 
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図１ 大気浮遊じん中の全α放射能の推移（平成２０年度第１四半期） 
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（２） 室ノ久保局の大気浮遊じん（集じんしたろ紙３箇月分）について、α線を放出する核種であ 

る 239+240Pu 及び Uを分析した結果は、表２に示すとおり定量下限値未満であり、過去の測定値

と同じ水準であった。 

 

表２ 大気浮遊じん中の 239+240Pu 及び U の分析結果              （単位：mBq/m3） 
239+240Pu U 

採取地点 採取期間 
今四半期 平常の変動幅 今四半期 平常の変動幅

室ノ久保 H20.3.31～H20.6.30 ND ND ND ND～0.0013 

注）NDは定量下限値未満を示す。 

 

（３） 測定値が平常の変動幅を上回った期間を含む平成 20 年 4 月において、測定値が測定された

期間において、表３に示すとおり施設からのα線を放出する核種の有意な放出はなかった。 

表３ 施設からの放射性廃棄物の放出状況（平成 20 年 4 月） 

施設名 放射性廃棄物の種類 
平均濃度 

(Bq/cm3) 

放出量 

(Bq) 

ウラン濃縮施設 気体（ウラン） ＊ － 

その他施設（研究開発棟） 気体（ウラン） ＊ － 

再処理工場 気体（α線を放出する核種） － ＊ 

注）＊は検出限界未満を示す。 

 

（４） 大気浮遊じん中の全α放射能は、これまでも第１四半期及び第３四半期に高くなる傾向が  

みられており 1）、過去５年間の室ノ久保局における測定値についても同様の傾向がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 青森県原子力センターは、平成 15 年度に大気浮遊じん中全α放射能が特異的に上昇したと

考えられる事例について、ロシア・バイカル湖付近の大規模な森林火災により大気中に放出さ

れた天然放射性核種に起因した可能性が大きいと報告しており 2)、今回の事例についても同様

の検討を行った。 

宇宙航空研究開発機構(JAXA)はウェブサイトにおいて、雪が少なかった平成 14 年及び 15

年と同様に、今年もロシアと中国の国境沿いの地域で多数の火災が発生しており、風に乗って

図２ 室ノ久保局 全α放射能四半期平均値の推移（平成 15 年度～平成 19 年度） 
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火災の煙が北日本に流れてきている様子について紹介している 3)（図３）。このことを確認す

るため、国立環境研究所地球環境研究センター（NIES-CGER）がウェブ上で提供している METEX

オンラインシステムにより、米国環境予測センター（NCEP）の気象データを用いて後方流跡線

解析を実施した。その結果を図４に示す。大気浮遊じん中の全α放射能が最大値を測定した集

じん期間に、中国、ロシア国境付近で発生した大規模な森林火災の煙が、六ケ所村へ流れてき

た可能性が大きいことが判明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 後方流跡線解析結果（3時間間隔） 

開始地点：室ノ久保局（北緯 40°56′21.3″、東経 141°17′30.9″）高度 500ｍ

日時：平成 20年 4月 26日 6時（日本時刻：4月 26日 15 時） 

提供：宇宙航空研究開発機構(JAXA) 

図３ Aqua/MODIS が捉えた東アジア域の異常高温域分布 3) 

青森県 
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３．まとめ 

平成 20 年度第１四半期の大気浮遊じん中の全α放射能測定において、広域的に測定値が上昇し

た期間があり、室ノ久保局の全α放射能が平常の変動幅を上回った。 

大気浮遊じんを集じんしたろ紙３箇月分の放射能測定においてα線を放出する核種である

239+240Pu 及び U は過去の測定値と同じ水準であり、また、平常の変動幅を上回った期間において施

設からのα線を放出する核種の有意な放出がなかったことを確認している。 

大気浮遊じん中の全α放射能は、これまでも第１及び第３四半期に高い値を示す傾向があること、 

また、ロシア・中国国境付近における大規模な森林火災の煙が六ケ所村に流れてきた可能性が大き

いことから、環境レベルの変動により高くなったものと考えられる。 

 

４．参考文献 

１）原子力施設環境放射線調査報告書（平成 15年度報） 

 付１「大気浮遊じん中の全α放射能について」 

２）木村秀樹,髙橋秀昭,齋藤稔 

保健物理,43(1),60～68(2008)「大気浮遊じん中全α及び全β放射能の起源の推定」 

３）宇宙航空研究開発機構(JAXA) 

衛星画像＆データ「森林火災により東アジアを覆った春霞（2008 年 6月 11 日）掲載」より抜粋

（http://www.eorc.jaxa.jp/imgdata/topics/2008/tp080611.html） 
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平成２１年１月１９日 

青森県原子力センター 

日 本 原 燃 株 式 会 社 

東 北 電 力 株 式 会 社 

 

 

再処理工場のアクティブ試験に伴う環境への影響について 

（平成２０年度第２四半期） 

 

１．はじめに 

  再処理工場は、平成18年3月から使用済燃料による総合試験（アクティブ試験）を実施しており、今

四半期（平成20年度第２四半期）においても、使用済燃料のせん断・溶解に伴い、空間放射線量率及び

大気中の気体状ベータ（β）放射能の測定値の一部に変動が認められた。 

このようなことから、これらの変動状況を詳細に示すとともに、「六ケ所再処理工場の操業と線量評価

について（平成18年2月7日）」に基づき、暫定的に、平成20年度第２四半期における周辺住民等の施

設に起因する実効線量を試算した。 

 

２．使用済燃料の処理状況 

平成20年度第２四半期における使用済燃料の処理状況は表１のとおりである。 

表１ 使用済燃料の処理状況 

    せん断期間※１ 
せん断 

体数(体)

再処理量 

(t･Upr) ※2 
燃料の種類

燃焼度

(MWD/t) 
冷却期間 

７月１日  ～ ７月２日 15 約3 
BWR 

（8×8） 

約33,000 

  ～約35,000

約9年 

～約13年 

７月２４日～７月２９日 59 約10 
BWR 

（8×8） 

約32,000 

  ～約35,000

約10年 

～約13年 

９月１５日～９月１９日 73 約13 
BWR 

（8×8） 

約30,000 

  ～約39,000

約10年 

～約15年 

９月２５日～９月３０日 113 約20 
BWR 

（8×8） 

約30,000 

  ～約36,000

約8年 

～約14年 

  ※1 :第２四半期における使用済燃料のせん断時間数は約300時間     

   ※2 :照射前金属ウラン質量換算 

 

３．放射性気体廃棄物の放出状況 

平成20年度第２四半期における放射性気体廃棄物（希ガス）の放出状況は表２のとおりである。 

表２ 放射性気体廃棄物（希ガス）の放出状況                                         

測定月 

測定項目 
７月 ８月 ９月 

85Ｋｒ（Bq） 2.5×1015 ＊ 6.1×1015 

管理目標値：3.3×1017 Bq/年 

＊: 検出限界未満 

 

 

 

付３
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４．測定局における監視状況及び変動要因 

各測定局においては、10分値※1によるリアルタイムでの監視を行っており、また、監視データから得

られた１時間値※1について評価を行っている。これらの測定局の配置状況を図１に示す。 

再処理工場の周辺地域において、県は５局、日本原燃㈱は３局のモニタリングステーションを設置し、

連続モニタにより空間放射線量率及び大気中の気体状β放射能の測定を行っている。また、六ヶ所村の

隣接市町村には、県がモニタリングポスト６局を設置し、空間放射線量率を測定している。 

東通原子力発電所の周辺地域においては、県がモニタリングステーション３局、モニタリングポスト

２局（サイクル施設に係る測定局と共用）、東北電力（株）がモニタリングポスト２局を設置し、空間放

射線量率を測定している。 

空間放射線量率の主な起源と変動要因は、図２のとおりであり、主として、降雨雪時に雨や雪に取り

込まれて地表面に落下したラドンの壊変生成物や施設から放出された放射性物質の影響により上昇し、

積雪により大地からの放射線が遮へいされることにより低下する。 

また、施設からの放射性物質(クリプトン-85)※2の放出による環境への影響は、図３のとおりであり、

空間放射線量率は、測定局の検出器に到達したγ線を測定することから、施設から放出された放射性プ

ルーム（雲）が測定局上空を通過した場合にも上昇する。一方、大気中の気体状β放射能については、

測定局付近の空気に含まれる気体状の放射性物質（β線）を測定することから、プルームが測定局付近

に到達して初めて測定値の上昇がみられる。 

 

５．測定結果 

    今四半期の総測定時間数は約2,200時間であり、うち使用済燃料のせん断が行われた時間数は約300     

  時間であった。 

（１）空間放射線量率（１時間値の変動状況） 

  今四半期の空間放射線量率の１時間値は、過去の測定値と同じ水準であり、平常の変動幅を上回っ

た測定値は、すべて降雨等※３によるものであることを確認している。 

一方、これまで空間放射線量率、SCA(Bi)及び SCA(Tl)計数率の関係を重回帰分析により求め、自然

線量率を推定し、実測値と推定自然線量率の差(以下、推定寄与線量率)から施設寄与分を弁別する方

法（以下、SCA弁別法）を検討しており、本法を各モニタリングステーション、モニタリングポストの

今四半期の測定値（１時間値）に適用した※４。その結果、推定寄与線量率が1nGy/h以上であり、かつ

エネルギー情報、気象状況等から判断して施設寄与と認められた測定値を表３及び図４に示す。 

 

 

 

 

 

※1  10 分値 ：10分間の計測値から求めた１時間当たりの空間放射線量(nGy/h)、 

         10分間の計測値から求めた大気中の気体状β放射能濃度(kBq/m3) 

１時間値：10分値６個の平均 

※2  クリプトン-85は主にβ線を放出する核種であり、わずかにγ線も放出する（放出割合0.43％）。 

※3  「降雨等」とは、「降雨、降雪、雷雨、積雪等の気象要因及び地理・地形上の要因等の自然条件の変化」、「医
療・産業に用いる放射性同位元素等の影響」、「国内外の他の原子力施設からの影響」などである。空間放射
線量率は、降雨雪時に雨や雪に取り込まれて地表面に落下したラドンの壊変生成物の影響により上昇し、積
雪により大地からの放射線が遮へいされることにより低下する。また、医療・産業に用いる放射性同位
元素等の影響により測定値が上昇することがある。 

※4  重回帰式は、測定局ごとに平成20年度第2四半期の測定値（使用済燃料のせん断・溶解期間を除く）を 

     用いて求めた。 
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表３ 施設寄与が認められた空間放射線量率測定結果 

(平成２０年度第２四半期  １時間値)                                            (nGy/h) 

1）施設寄与による上昇分を含む。 

2）平成20年度第２四半期の測定値（使用済燃料のせん断・溶解期間を除く）から、測定局ごとに算出した重回帰式により 

   弁別した結果が1nGy/h以上であり、エネルギー情報、気象状況等から施設寄与と判断したもの。 

3）「平常の変動幅」は、平成15～19年度の測定値の「平均値±（標準偏差の3倍）」。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

測 定 局 測 定 日 時   測 定 値１） 推定寄与線量率 ２ ）  平 常 の 変 動 幅３）

尾    駮 

9月16日  3時 26 1 

7～41  （24±17） 

9月26日 11時 26 1 

9月27日 11時 33 1 

9月27日 19時 26 1 

9月28日 9時、10時 29,28 1,2 

9月30日 10時 26 1 

吹    越 7月28日  6時 47 2 13～37  （25±12） 

老 部 川 9月18日  1時 21 1  7～33  （20±13） 

二    又 

7月25日 17時 23 2 

 6～38  （22±16） 7月26日 21時 22 1 

9月18日 10時 23 1 

室ノ久保 

7月26日 11時 23 2 

 8～34  （21±13） 
7月28日 19時 22 1 

7月28日 23時 22 1 

7月29日  3時 22 1 

横浜町役場 9月18日 7時、8時 23,24 1,2 14～32  （23± 9） 

林 ノ 脇 9月18日 7時、8時 22,23 1,1 10～32  （21±11） 
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（２）大気中の気体状β放射能（１時間値の変動状況） 

大気中の気体状β放射能の測定結果について１時間値の変動状況を確認したところ、施設からの影

響が認められた。これらの測定結果のうち、定量下限値以上となったものを表４に示す。 

 

表４ 定量下限値以上となった気体状β放射能測定結果 

(平成２０年度第２四半期  １時間値)                                            (kBq/m3) 

測 定 局 測 定 日 時 測 定 値 平常の変動幅 1) (参考)アクティブ試験開始前の 

測定値の範囲2) 

尾    駮 
9月 26日 15時 3 

ND～9 ND 
9月 28日 10時 3 

二    又 7月 25日 17時 6 ND～3 ND 

室ノ久保 
7月 26日 11時 6 

ND～4 ND 
7月 28日 23時 3 

 1）「平常の変動幅」は、平成6～19年度の測定値の「最小値～最大値」。 

 2）「アクティブ試験開始前の測定値の範囲」は、平成6～17年度の測定値。 

 

（３）１０分値の変動状況 

使用済燃料のせん断期間における空間放射線量率、大気中の気体状β放射能の10分値による詳細な

変動状況を図５に示す。また、参考として主排気筒ガスモニタ、事業者が敷地境界付近に設置してい

る再処理事業所モニタリングポスト（ＭＰ１～９）の変動状況も併せて示す。 

 

６．測定結果に基づく線量の試算 

（１）空間放射線量率 

再処理工場の周辺地域に設置しているモニタリングステーションにおける測定結果（１時間値）に

ついて、SCA弁別法により実効線量を試算した結果は表５に示すとおり、全て0.001mSv未満であった。

なお、参考として計算値をそのまま括弧内に示した。 

重回帰分析は、せん断・溶解期間を除く当該四半期の測定値を用いて行った（期間除外法）。この期

間除外法の他、使用済燃料のせん断・溶解期間を含めた測定値から統計的に施設寄与が認められた測

定値を除外する方法（3σ法）についても、事例を踏まえながら引き続き検討を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５ 空間放射線量率（γ線）による実効線量 [平成20年度第2四半期] 

      (１時間値による試算結果）                        （mSv） 

測 定 局     算 出 結 果 

尾    駮        <0.001 ( 0.000044)!  ○○○○○ 

千 歳 平 <0.001 ( 0.000013)○○ 

平    沼 <0.001 ( 0.000011)! ○! 

泊 ○<0.001 ( 0.000020) 

吹   越 <0.001 ( 0.000030)○○○○○ 

老 部 川 <0.001 ( 0.000018)! ○!○○○ 

二    又 <0.001 ( 0.000014) 

室ノ久保 ○○<0.001 ( 0.000012)○ !! 
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（２）大気中の気体状β放射能 

定量下限値以上となった今四半期の測定結果（１時間値）を積算することにより、施設起因の実効

線量を試算した結果※は、表６のとおりであり、極めて低い値であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、参考として10分値による詳細な変動状況に基づき、定量下限値未満の測定値も用いて、実効

線量を試算した（図 6  2.気体状β放射能濃度測定結果を用いた施設寄与の算出方法）。その結果は、

表７のとおりであり、極めて低い値であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 六ヶ所再処理施設の安全審査におけるクリプトン-85からのβ線による実効線量の算出方法による 

β線による皮膚等価線量係数 ： 4.1×10-7(Sv/y)/(Bq/m3)*１ 

     体表面積の平均化係数    ： １ *２ 

       皮膚の組織荷重係数      ： 0.01 *３ 

出典   *1   D.C.Kocher,“Dose－Rate Conversion Factors for External Exposure to Photons and Electrons”, 

NUREG/CR-1918,ORNL/NUREG-79(1981) 

      *2  ｢発電用軽水型原子炉施設の安全審査における一般公衆の線量評価について｣（平成元年 3 月原子力安全

委員会了承、一部改訂平成13 年 3 月原子力安全委員会） 原子炉安全基準専門部会報告書 

        *3 “1990 Recommendations of the International Commission on Radiological Protection” , ICRP Publication 60 (1991) 

 

測 定 局 算 出 結 果 

尾    駮 0.000003 

千 歳 平 0.000000 

平    沼 0.000000 

泊 0.000000 

吹   越 0.000000 

老 部 川 0.000000 

二    又 0.000003 

室ノ久保 0.000004 

                

測 定 局 算 出 結 果 

尾    駮 0.000013 

千 歳 平 0.000001 

平    沼 0.000001 

泊 0.000002 

吹   越 0.000003 

老 部 川 0.000003 

二    又 0.000005 

室ノ久保 0.000007 

表７ 大気中の気体状β放射能（β線）による実効線量 [平成20年度第2四半期]   

     （10分値による試算結果）                          (mSv）   

表６ 大気中の気体状β放射能（β線）による実効線量 [平成20年度第2四半期]   

     （1時間値による試算結果）                          (mSv）   
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〔参考〕 

  日本原燃株式会社では、敷地境界付近に９局のモニタリングポストを設置し、空間放射線量率及び大

気中の気体状β放射能の連続測定を行っている。これらの測定値（10分値）から、参考として、実効線

量を試算した（図6 1.(2)(3)及び図6.2 ）。なお、実効線量の試算は、これまでと同様に作図による簡

易的な弁別法により行った。 

 

  空間放射線量率による実効線量を試算した結果、いずれも極めて低い値であった。 

     

              ○ 空間放射線量率（γ線）による実効線量 [平成20年度第2四半期] 

              (10分値による試算結果)                                        (mSv) 

測 定 局 
降雨雪による上昇分を弁

別する方法 

降雨雪による上昇分を含

める方法 

ＭＰ－１ 0.000015 0.00022 

ＭＰ－２ 0.000022 0.00024 

ＭＰ－３ 0.000035 0.00027 

ＭＰ－４ 0.000012 0.00024 

ＭＰ－５ 0.000014 0.00023 

ＭＰ－６ 0.000098 0.00032 

ＭＰ－７ 0.000041 0.00027 

ＭＰ－８ 0.000003 0.00023 

ＭＰ－９ 0.000009 0.00023 

 

 

 大気中の気体状β放射能による実効線量を試算した結果、極めて低い値であった。 

 

              ○ 大気中の気体状β放射能（β線）による実効線量 [平成20年度第2四半期] 

               (10分値による試算結果)                                        (mSv) 

測 定 局 算 出 結 果 

ＭＰ－１ 0.000002 

ＭＰ－２ 0.000004 

ＭＰ－３ 0.000002 

ＭＰ－４ 0.000001 

ＭＰ－５ 0.000001 

ＭＰ－６ 0.000015 

ＭＰ－７ 0.000015 

ＭＰ－８ 0.000003 

ＭＰ－９ 0.000002 
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図１ 測定局配置図 

原子燃料サイクル施設 

●
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  (参考）

図４　空間放射線量率及びＳＣＡ弁別法による推定寄与線量率の推移（１時間値） 　(1/5)
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  (参考）

図４　空間放射線量率及びＳＣＡ弁別法による推定寄与線量率の推移（１時間値） 　(2/5)
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図４　空間放射線量率及びＳＣＡ弁別法による推定寄与線量率の推移（１時間値） 　(3/5)
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　　（参考）

図４　空間放射線量率及びＳＣＡ弁別法による推定寄与線量率の推移（１時間値） 　(4/5)
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　　（参考）

             図４　空間放射線量率及びＳＣＡ弁別法による推定寄与線量率の推移（１時間値） 　(5/5)
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図5     平成20年7月１日～7月4日の連続モニタの変動状況（１０分値）(1/4)
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二又
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図５   平成20年7月23日～7月29日の連続モニタの変動状況（１０分値）（2/4)
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図５  平成20年9月13日～9月19日の連続モニタの変動状況（１０分値）(３/4)

再処理事業所モニタリングポスト
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吹越、二又、横浜町役場、林ノ脇
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図５  平成20年9月24日～9月30日の連続モニタの変動状況（１０分値）(4/4)

再処理事業所モニタリングポスト
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１．空間放射線量率測定結果を用いた施設寄与分の算出方法

（１）ＳＣＡ弁別法

　※ 平成20年度第1四半期の測定値(使用済燃料のせん断・溶解期間を除く)から測定局ごとに算出

（２）降雨雪による上昇分を弁別する方法

（３）降雨雪による上昇分を含める方法

２．気体状β放射能濃度測定結果を用いた施設寄与の算出方法
　　BG値以上（定量下限値未満含む）の測定結果から算出する方法

図６　環境への影響（実効線量の試算）に係る算出方法

空
間

放
射

線
量

率

感雨有

せん断・溶解期間前後の測定値(10分値)か
ら求めた平均値をBG値として差し引き、施
設寄与分を算出する。

    BG値

せん断･溶解期間

気
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状
β

放
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能
濃

度

    BG値

せん断･溶解期間

せん断・溶解を実施していない期間の
測定値（10分値）から求めた平均値を
BG値として差し引き、施設寄与分を算
出する。

定量下限値：2 kBq/m
3

(1時間値)

空
間

放
射

線
量

率

感雨有

施設寄与と判断した測定値(10分値)の前
後から求めた平均値をBG値として差し引
き、施設寄与分を算出する。

   BG値

せん断・溶解期間

施設寄与分として算出
した線量率にGyからSv
の換算係数である
0.8(Sv/Gy)を乗じ、実
効線量を算出する。

施設寄与分として算出
した線量率にGyからSv
の換算係数である
0.8(Sv/Gy)を乗じ、実
効線量を算出する。

施設寄与分として算出した
気体状β放射能濃度からβ
線による皮膚等価線量係数

4.1×10
-7
(Sv/y)/(Bq/m

3
)

等を用いて、実効線量を算
出する。

空
間

放
射

線
量

率 感雨有

空間放射線量率、SCA(Bi)及びSCA(Tl) 計数

率の関係を重回帰分析
※

により求め、自然線量
率を推定し、実測値から差し引いた値(推定寄
与線量率）を積算する。

せん断・溶解期間

推定寄与線量率

積算値にGyからSvの換
算係数である
0.8(Sv/Gy)を乗じ、実
効線量を算出する。

0
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平成２１年１月１９日 

青森県原子力センター 

日 本 原 燃 株 式 会 社 

東 北 電 力 株 式 会 社 

 

 

平常の変動幅を外れた原因の分類について 

―空間放射線量率― 

 

 

原子力施設環境放射線調査報告書の「資料」の中で、空間放射線量率の測定値が平常の  

変動幅を外れた原因について、「降雨雪等」及び「その他」に分類し、それぞれ時間数を記載

してきた。平常の変動幅を外れた原因は、これまで全て降雨雪の影響による上昇及び積雪の

影響による低下であり、「降雨雪等」に分類してきた。一方、再処理工場のアクティブ試験の

開始に伴い、施設からの影響が測定値に認められており、医療・産業に用いる放射性同位元

素の影響なども年に数回認められている。 

これらを踏まえ、施設寄与が原因であることを明確にするために、平常の変動幅を外れた

原因の分類を「施設起因」及び「降雨等」とする。「降雨等」に分類する要因としては、「降

雨、降雪、雷雨、積雪等の気象要因及び地理・地形上の要因等の自然条件の変化」、「医療・

産業に用いる放射性同位元素等の影響」、「国内外の他の原子力施設からの影響」などが挙げ

られる。 

 これまでの様式及び変更後の様式を次ページに示す。 

測定値に、再処理工場のアクティブ試験に伴う影響と同時に降雨等の影響が認められた 

場合は、その主たる原因に分類することとし、個々の測定値について検討を行った上で判断

することとする。 

付４
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これまでの様式

（１）空間放射線量率測定結果

　①モニタリングステーションによる空間放射線量率（ＮａＩ）測定結果 （単位：nGy/h）

降雨雪等 その他

４月 25 44 23 1.7 1 1 0 

５月 25 44 23 2.1 1 1 0 7～41 16～62

６月 25 42 23 2.5 1 1 0 (24±17) (25)

第１四半期 25 44 23 2.1 3 3 0 

４月 25 40 24 1.6 0 0 0 

５月 25 43 24 1.5 0 0 0 10～40 19～55

６月 25 39 24 1.9 0 0 0 (25±15) (25)

第１四半期 25 40 24 1.7 0 0 0 

４月 25 36 24 1.2 1 1 0 

５月 25 35 24 1.2 0 0 0 15～35 23～56

６月 25 39 23 1.7 5 5 0 (25±10) (25)

第１四半期 25 39 23 1.4 6 6 0 

４月 20 33 19 1.4 2 2 0 

５月 20 35 19 1.7 6 6 0 10～32 19～47

６月 20 33 19 1.5 1 1 0 (21±11) (25)

第１四半期 20 35 19 1.6 9 9 0 

４月 25 36 23 1.4 0 0 0 

５月 25 40 24 1.5 1 1 0 13～37 23～53

６月 25 40 23 1.8 2 2 0 (25±12) (25)

第１四半期 25 40 23 1.6 3 3 0 

４月 29 41 28 1.3 0 0 0 

５月 29 43 28 1.3 0 0 0 12～44 17～56

６月 29 41 28 1.4 0 0 0 (28±16) (25)

第１四半期 29 43 28 1.3 0 0 0 

変更後の様式
（１）空間放射線量率測定結果

　①モニタリングステーションによる空間放射線量率（ＮａＩ）測定結果 （単位：nGy/h）

施設起因 降雨等

４月 25 44 23 1.7 1 0 1 
５月 25 44 23 2.1 1 0 1 7～41 16～62
６月 25 42 23 2.5 1 0 1 (24±17) (25)

第１四半期 25 44 23 2.1 3 0 3 
４月 25 40 24 1.6 0 0 0 
５月 25 43 24 1.5 0 0 0 10～40 19～55
６月 25 39 24 1.9 0 0 0 (25±15) (25)

第１四半期 25 40 24 1.7 0 0 0 
４月 25 36 24 1.2 1 0 1 
５月 25 35 24 1.2 0 0 0 15～35 23～56
６月 25 39 23 1.7 5 0 5 (25±10) (25)

第１四半期 25 39 23 1.4 6 0 6 
４月 20 33 19 1.4 2 0 2 
５月 20 35 19 1.7 6 0 6 10～32 19～47
６月 20 33 19 1.5 1 0 1 (21±11) (25)

第１四半期 20 35 19 1.6 9 0 9 
４月 25 36 23 1.4 0 0 0 
５月 25 40 24 1.5 1 0 1 13～37 23～53
６月 25 40 23 1.8 2 0 2 (25±12) (25)

第１四半期 25 40 23 1.6 3 0 3 
４月 29 41 28 1.3 0 0 0 
５月 29 43 28 1.3 0 0 0 12～44 17～56
６月 29 41 28 1.4 0 0 0 (28±16) (25)

第１四半期 29 43 28 1.3 0 0 0 
・測定値は１時間値。

・測定時間数は３箇月間で約2,200時間、うち使用済燃料のせん断が行われた時間数は約300時間。

・測定値は３MeVを超える高エネルギー成分を含まない。

・「平常の変動幅」は、「過去の測定値」の「平均値±（標準偏差の３倍）」。

・「過去の測定値」の範囲は、平成１５～１９年度の測定値の「最小値～最大値」。

・「過去の同一四半期の測定値」は、「過去の測定値」のうち同一四半期の測定値の「最小値～最大値」。また括弧内の数値は平均値。

・「再処理工場のアクティブ試験に伴う影響と同時に降雨等の影響が認められた場合は、その主たる原因に分類している。

・「施設起因」は、原子燃料サイクル施設起因によるもの。

泊 12～86

吹　越 15～88

・「降雨等」に分類する要因としては、「降雨、降雪、雷雨、積雪等の気象要因及び地理・地形上の要因等の自然条件の変化」、
　「医療・産業に用いる放射性同位元素等の影響」、「国内外の他の原子力施設の影響」などが挙げられる。

平成２０年度第１四半期報「〔原子燃料サイクル施設〕　資料 １．青森県実施分測定結果 」

比 較
対 照
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平常の
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時間数
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測定局 測 定 月 平均 最大

吹　越

8～87

15～68

15～88

千歳平

平　沼

12～86泊

尾　駮 8～96

平均 最大 最小
平常の
変動幅

過去の
測定値
の範囲

平常の変動幅を外
れた原因と時間数
（単位：時間）測定局 測 定 月

標準
偏差

平常の
変動幅を
外れた
時間数
(単位：
時間)

過去の
同一四
半期の
測定値
の範囲

最小
標準
偏差

備考

9～102

過去の
同一四
半期の
測定値
の範囲

過去の
測定値
の範囲

- 340 -



 

 平成２１年１月１９日 

青森県原子力センター 

 

 

原子燃料サイクル施設に係る試料採取地点の変更について 
－精米（尾駮）：青森県実施分－ 

 

 

 精米については、原子燃料サイクル施設に係る環境放射線等モニタリング基本計画により表１のとおり

調査を実施している。今般、青森県実施分尾駮地点の米の生産者から今年度より稲作をやめているとの

連絡を受けた。尾駮地区において現在も継続して稲作を行っている農家は１戸のみであり、事業者であ

る日本原燃（株）実施分としての対象地点となっている。このため、青森県実施分の尾駮地点については

試料を確保できない状況となった。 

   このようなことから、県の採取地点を尾駮と同様に施設から５ｋｍ圏内で稲作を行っている二又地点に

変更する。 

 

               

表 1  精米試料の測定計画 

測定項目 
採取地点名 

採取頻度

（回／年） 
採取時期

γ核種 14Ｃ 90Ｓｒ Ｐｕ Ｕ Ｆ 

尾駮 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

千樽 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

野辺地町 ○ ○ ○ ○ ○  
県 

比較対照

(青森市) 
 ○     

尾駮 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

二又 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 事業者 

戸鎖 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

収穫期 

○ ○ ○ ○   

 

 

二又 

付５
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図１ 精米の採取地点 
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平成２１年５月１３日 

青森県原子力センター 

日 本 原 燃 株 式 会 社 

 

 

再処理工場のアクティブ試験に伴う環境への影響について 

（平成２０年度第３四半期） 

 

 

１．はじめに 

  再処理工場は、平成18年3月から使用済燃料による総合試験（アクティブ試験）を実施しており、今

四半期（平成20年度第3四半期）においても、使用済燃料のせん断・溶解に伴い、空間放射線量率及び

大気中の気体状ベータ（β）放射能の測定値の一部に変動が認められた。 

このようなことから、これらの変動状況を詳細に示すとともに、「六ケ所再処理工場の操業と線量評価

について（平成18年2月7日）」に基づき、暫定的に、平成20年度第3四半期における周辺住民等の施

設に起因する実効線量を試算したところ、いずれも極めて低い値であった※１。 

 

２．使用済燃料の処理状況 

平成20年度第3四半期における使用済燃料の処理状況は表１のとおりである。 

表１ 使用済燃料の処理状況 

    せん断期間(注1) 
せん断 

体数(体)

再処理量 

(t･Upr) (注2)
燃料の種類

燃焼度

(MWD/t) 
冷却期間 

10月１日  ～ 10月2日 19 約3 
BWR 

（8×8） 

約32,000 

  ～約36,000

 約8年 

 ～約11年 

  (注１): 第3四半期における使用済燃料のせん断時間数は約20時間     

   (注２): 照射前金属ウラン質量換算 

 

３．放射性気体廃棄物の放出状況 

平成20年度第3四半期における放射性気体廃棄物（希ガス）の放出状況は表２のとおりである。 

表２ 放射性気体廃棄物（希ガス）の放出状況                                         

測定月 

測定項目 
１０月 １１月 １２月 

85Ｋｒ（Bq） 7.9×1014 ＊ ＊ 

管理目標値：3.3×1017 Bq/年 

＊: 検出限界未満 

 

４．測定局における監視状況及び変動要因 

各測定局においては、10分値※２によるリアルタイムでの監視を行っており、また、監視データから得

られた１時間値※２について評価を行っている。これらの測定局の配置状況を図１に示す。再処理工場の

周辺地域において、県は5局、日本原燃㈱は3局のモニタリングステーションを設置し、連続モニタに 

 

※1   法令に定める周辺監視区域外の線量限度は年間1ｍSv 

※2   10 分値 ：10分間の計測値から求めた１時間当たりの空間放射線量(nGy/h)、 

           10分間の計測値から求めた大気中の気体状β放射能濃度(kBq/m3) 

１時間値：10分値６個の平均 
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   *1   D.C.Kocher, Dose Rate Conversion Factors for External Exposure to Photons and Electrons ,
NUREG/CR-1918,ORNL/NUREG-79(1981) 

    *2  3
13 3

        *3 1990 Recommendations of the International Commission on Radiological Protection” , ICRP Publication 60 (1991)   
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平成２１年５月１３日 

青森県原子力センター 

日 本 原 燃 株 式 会 社 

東 北 電 力 株 式 会 社 

 

海洋試料中トリチウムの測定結果について 

（平成 20年度第 3四半期） 

 

１．はじめに 

  平成 20 年度第 3 四半期（10月～12 月）の原子燃料サイクル施設に係る調査における魚類（自由水）

中トリチウム濃度が過去の測定値の範囲を上回った。また、東通原子力発電所に係る調査において、

東北電力株式会社実施分の海水中トリチウム測定結果が平常の変動幅を上回った。この要因について

検討したところ、再処理工場及び東通原子力発電所からの放射性液体廃棄物の放出状況及び再処理工

場の前面海域における海況から、再処理工場からの影響と考えられた。魚類について経口摂取による

預託実効線量を試算したところ極めて低い値であった※１。 

   

２．調査結果 

  平成 20 年度第 3 四半期における海水及び魚類（自由水）の測定結果を表 1 に示す。また、海

水の採取地点を図１に示す。県実施分の魚類（自由水）については、試料生 1 ㎏ 当たりの放射能濃

度は 3 Bq/kg 生となり、過去の測定値の範囲を上回った。また、東北電力株式会社実施分の海水につ

いては、東通原子力発電所放水口付近で 4 Bq/L となり、平常の変動幅を上回った。 

 

表１ 海洋試料のトリチウム測定結果（平成２０年度第３四半期） 

区

分 
試料名 地点名 試料採取日 単位 

定 量

下限値

放射能

濃度 

過去の 

測定値の範囲
平常の変動幅 実施者 

放出口付近 ＮＤ ＮＤ 

放出口北20km地点 ＮＤ ＮＤ 

放出口南20km地点 

H20.10.14 

ＮＤ ＮＤ 

県 

放出口付近 ＮＤ ＮＤ 

放出口北 5km 地点 ＮＤ ＮＤ 

海 水 

放出口南 5km 地点 

H20.10.8 

Bq/L 

 

 

２ 

ＮＤ ＮＤ 

ＮＤ 

日本原燃

Bq/kg 生 ３ ＮＤ ＮＤ 

原

子

燃

料

サ

イ

ク

ル 

魚類 

(自由水) 
六ケ所村前面海域 H20.10.14 

Bq/L 
２ 

３ ＮＤ～２ － 
県 

放水口付近 ４ ＮＤ～４ 東
通
原
発 

海 水 
放水口沖 

H20.10.14 Bq/L ２ 
ＮＤ ＮＤ～３ 

ＮＤ(注) 東北電力

（注）東通原子力発電所に係る環境モニタリングにおける「平常の変動幅」は平成 15～19 年度の測定値の「最小値～最

大値」。ただし、「海水」については平成 19年度に平常の変動幅を上回った放水口付近４Bq/L 及び放水口沖３Bq/L を除

いた。これらの測定値は再処理工場のアクティブ試験の影響が考えられたものであり、東通原子力発電所に係る測定値

のふるい分けに用いることは適切でないことから、「平常の変動幅」に繰り入れていない。 

  ※１：法令に定める周辺監視区域外の線量限度は年間１ｍＳｖ 
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表２ 平成 20年 10 月における放出状況及びモニタリング結果 

 

放 出 状 況 

再処理工場 東通原子力発電所 

モニタリング結果 

月/日 

排水量

（ ） 

トリチウム 

放出量 

(Bq) 

トリチウム 

放出濃度(注 1) 

 (Bq/L) 

排水量(注 2)

（ ） 

トリチウム

放出量 

（Bq） 

トリチウム 

放出濃度(注 3) 

 (Bq/L) 

試料名 

（実施者） 

トリチウム

濃度 

（Bq/L） 

10/1 577.7 2.3×1011 4.0×105 － － － － － 

10/2 566.5 2.4×1012 4.2×106 － － － － － 

10/3 － － － 16.1 ＊(注 4) ＜２(注 5) － － 

10/8 584.6 1.2×1013 2.1×107 － － － 海水（日本原燃） ＮＤ(注 6) 

10/10 578.7 1.9×1013 3.3×107 － － － － － 

海水（県） ＮＤ(注 7) 

海水（東北電力） ND、4(注 8)10/14 － － － － － － 

魚類自由水（県） 3 Bq/kg生(注 9)

 

（注１） トリチウム放出濃度は、トリチウムの放出量（Bq）と排水量（ ）から算出。 

（注２） 排水量は、液体廃棄物処理系の最終タンクから復水器冷却水（復水器を通過した海水）に排水する

量。 

（注３） 液体廃棄物は、復水器冷却水（復水器を通過した海水）と混合・希釈した後、東通原発前面海域へ

放出される。トリチウム放出濃度は、液体廃棄物中トリチウム濃度を復水器冷却水による希釈倍率で

除すことにより算出。 

（注４） ＊：検出限界未満 

（注５） 液体廃棄物中トリチウム濃度は、「発電用軽水型原子炉施設における放出放射性物質の測定に関する

指針」で定められている測定下限濃度（2.0×10-1 Bq/cm3）以下であったことから、復水器冷却水によ

り混合・希釈（約 4万倍）された後のトリチウム放出濃度は 2 Bq/L を充分下回る。 

（注６） 全地点（3地点：放出口付近、放出口北 5km 地点、放出口南 5km 地点）においてＮＤ（定量下限値未

満：＜2Bq/L）。 

（注７） 全地点（3地点：放出口付近、放出口北 20km 地点、放出口南 20km 地点）においてＮＤ（定量下限値

未満：＜2Bq/L）。 

（注８） 放水口付近において 4 Bq/L、放水口沖においてＮＤ。 

（注９） 魚類については試料中濃度 
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平成 21 年 7 月 28 日 

青森県原子力センター 

日 本 原 燃 株 式 会 社 

 

モニタリングステーションにおける大気浮遊じん中の全β放射能濃度 

測定結果（平成 21 年 1月第 4 週）について 

 

 モニタリングステーション（以下「ＭＳ」という）全β放射能濃度測定結果（平成 21年

１月第４週）において、平常の変動幅を上回る事象が確認された。 

検討結果を以下に記す。 

 

１．全β放射能濃度測定値 

 表 1 平常の変動幅を上回った測定値                  単位：mBq/m3 

 測定局 採取期間 全β放射能濃度 平常の変動幅

吹越 1.4 ＊～1.3 
青森県 

比較対照（青森市）

H21.1.19～

H21.1.25 1.6 ＊～1.5 

老部川 1.1 ＊～1.0 
事業者 

室ノ久保 

H21.1.19～

H21.1.26 1.3 ＊～1.2 

注）168 時間集じん終了後 72時間放置、1時間測定。 

  ＊は検出限界以下を示す。 

 

２．調査内容 

（１）核種分析結果 

   γ線核種分析と９０Ｓｒの化学分析の結果は以下のとおり。 

①γ線核種分析結果 

集じんしたろ紙をγ線核種分析したところ、検出されたのは天然放射性核種のみ

であり、人工放射性核種は検出されなかった。 

 

②化学分析結果 

集じんしたろ紙について、β線を放出する核種である９０Ｓｒを分析した結果は、

表 2 に示すとおり定量下限値未満であり、平常の変動幅と同じ水準であった。 

 

  表 2 大気浮遊じん中の９０Ｓｒの分析結果           単位：mBq/m3 

 採取地点 採取期間 報告値 
平常の 

変動幅 
定量下

限値 

吹越 ＮＤ 
青森県 

比較対照（青森市）

H20.12.29 

～H21.3.29 ＮＤ 

老部川 ＮＤ 
事業者 

室ノ久保 

H20.12.29 

～H21.3.30 ＮＤ 

ＮＤ 0.004 

 注）ＮＤは定量下限値未満を示す。 
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（２）再処理施設放出状況 

平常の変動幅を上回った測定値が観測された集じん期間を含む平成 21 年 1 月 13

日～2月 3日において、再処理施設の気体廃棄物放出状況を確認した結果、有意な放

出はなかった。 

 

（３）ダストモニタ点検状況 

ＭＳに設置しているダストモニタの集じん機能及び測定機能に異常はなかった。 

 

（４）他局舎変動状況 

平常の変動幅を上回る測定値が観測された期間においては、図１に示すとおり、

比較対照（青森市）を含めた全てのＭＳにおいて全β放射能濃度は高い傾向を示し

ており、広域的な変動であることが確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）季節変動状況 1)、2) 

過去のＭＳにおける測定値から、第 3、4四半期において全β放射能濃度四半期平

均値が高くなる季節変動が確認されている（図 2～図 5）。 

    これは、第 3、4四半期においては、西風（大陸からの風）が主となるため、天然

放射性核種（222Rn）を多く含んだ大陸性気団（主に中国大陸からの流入）の影響によ

り広域的に高くなったものと推測される。 
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図 1 全β放射能濃度の推移（平成 20年度第 4四半期） 

- 361 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 4 ＭＳ老部川局 全β放射能濃度四半期平均値の推移 

（平成 15年度～平成 20年度） 

図 2 ＭＳ吹越局 全β放射能濃度四半期平均値の推移 

（平成 15年度～平成 20年度） 

図 3 比較対照（青森市） 全β放射能濃度四半期平均値の推移

（平成 15年度～平成 20年度） 
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３．結 論 

 以上のことから、大気浮遊じん中全β放射能が平常の変動幅を上回ったのは、大気中の

天然放射性核種濃度の変動によるものと考えられる。 
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図 5 ＭＳ室ノ久保局 全β放射能濃度四半期平均値の推移 

（平成 15年度～平成 20年度） 
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平成 21 年 7 月 28 日 

青森県原子力センター 

 
モニタリングポイント淋代における積算線量測定場所の移動について 

 
１．経緯 

  モニタリングポイント淋代（東北町）における積算線量測定は、平成元年度に町有地で

ある淋代小学校教員住宅（現在は廃止）で開始した。平成２１年４月２８日に原子力セン

ター職員が巡視したところ、旧教員住宅の解体工事が行われ収納箱も撤去されていた。東

北町役場に問い合わせたところ土地が個人に売却済みであり、４月１５日に解体工事が行

われたという情報を受けた。 

  東北町役場と協議した結果、旧測定場所の北側に隣接する淋代地区生涯学習センター敷

地内へ測定場所を移動することとし、５月１日に新たに収納箱を設置して測定を開始した

（図１）。新測定場所と旧測定場所の距離は直線で９５ｍである。 

 

２．積算線量測定値及び平常の変動幅の取扱いについて 

  測定場所が平成２１年度第１四半期の測定期間中に変更になったため、５月１日から６

月２５日までの５６日間の測定値を参考値として報告書に記載する。平常の変動幅につい

ては周辺環境が異なる場所に移動したため（図２）、平成２１年度第２四半期から新たにデ

ータの蓄積を行い、１年間以上のデータが蓄積された時点で暫定的に平常の変動幅として

用いる。５年以上経過した時点で改めて平常の変動幅を設定する。 

 

３．今後の対策について 

  積算線量測定地点については原子力センター職員が定期的に巡視し点検を行っており、

また、設置の目的や緊急時の連絡先を記した銘板を収納箱に取り付け、ＲＰＬＤによる積

算線量測定を周知してきたところである。今回の事象を踏まえ、モニタリング協力を依頼

している土地所有者に対して利用状況を毎年度当初に確認するとともに、設置場所の状況

に応じて防護柵の設置や、収納箱に現在使用中である旨を明示することなどの対策を検討

することとした。 

 

 

（参考）新旧測定場所における空間放射線量率について 

  旧測定場所については、周辺環境が変化しているため線量率が解体工事前とは異なって

いることが考えられるが、参考として新旧測定場所において可搬型モニタリングポストを

用い空間放射線量率の測定を行った。測定結果は表１に示すとおり、新測定場所の線量率

が 1nGy/h 程度高めであった。 

付９
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表１ 新旧測定場所における空間放射線量率 

 空間放射 
線量率 

測定日 測定機器 測定方法 

新測定 
場 所 

20nGy/h 

旧測定 
場 所 

19nGy/h 
H21.6.19 

可搬型モニタリングポスト
（2”φ×2”NaI(Tl) 

ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝ検出器） 

地上高さ 1.8ｍで、10 分値を
新旧測定場所で各 6 回計測
し、その平均値を算出した。

 

図１ 新旧測定場所の位置 

図２ 新旧測定場所の状況 

（※：旧測定場所については解体工事前の状況） 

旧測定場所※ 新測定場所 

淋代地区 

生涯学習 センター

旧淋代小学校教員住宅 

Ｎ 

直線距離９５ｍ 

道 

路 

新測定場所 

旧測定場所 
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    一方、これまで空間放射線量率、SCA(Bi)及びSCA(Tl)計数率の関係を重回帰分析により求め、自然線 

   量率を推定し、実測値と推定自然線量率の差(以下、推定寄与線量率)を施設寄与分とする方法（以下、 

   SCA弁別法 (図２ １.(1))）を検討しており、本法※3を各モニタリングステーション、モニタリング 

   ポストの測定値（1時間値）に適用した。その結果、推定寄与線量率が1 nGy/h以上であり、エネルギ 

   ー情報、気象状況等から施設の寄与があったと考えられる測定値を表１に示す。 

 

表１ 施設寄与が考えられる空間放射線量率測定結果（平成２０年度）                    (nGy/h)        

 注１）施設寄与による上昇分を含む。 

  注２)  各四半期の測定値（使用済燃料のせん断・溶解期間を除く）から測定局毎に算出した重回帰式により弁別した結果が1nGy/h以上であり、 

          エネルギー情報、気象状況等から施設からの寄与があったと考えられるもの。  

   注３）「平常の変動幅」は、平成15～19年度の測定値の「平均値±（標準偏差の3倍）」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※3  重回帰式は、各測定局について四半期毎に使用済燃料のせん断・溶解期間を除いた測定値から求めた。 

 

測 定 局 測 定 日 時    測定値注1) 推定寄与線量率注2） 平 常 の 変 動 幅注3） 

6月18日  9時○ 26 1 

9月16日  3時 26 1 

9月26日 11時 26 1 

9月27日 11時 33 1 

9月27日 19時 26 1 

9月28日  9時,10時 29,28 1,2 

尾  駮 

9月30日 10時 26 1 

7～41  （24±17） 

6月17日 22時 25 2 
吹  越 

7月28日  6時 47 2 
13～37  （25±12） 

老 部 川 9月18日  1時 21 1 7～33  （20±13） 

6月16日 11時 22 1 

6月17日 20時,21時 24,24 4,3 

6月19日 10時 23 2 

7月25日 17時 23 2 

7月26日 21時 22 1 

二  又 

9月18日 10時 23 1 

6～38  （22±16） 

7月26日 11時 23 2 

7月28日 19時 22 1 

7月28日 23時 22 1 
室ノ久保 

7月29日  3時 22 1 

8～34  （21±13） 

6月19日 10時 23 1 
横浜町役場 

9月18日  7時,8時 23,24 1,2 
14～32  （23± 9） 

林 ノ 脇 9月18日  7時,8時 22,23 1,1 10～32  （21±11） 
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（２）大気中の気体状β放射能 

大気中の気体状β放射能の測定結果（1 時間値）について、定量下限値以上となったものを表２に

示す。再処理施設からの放出状況及び気象状況等から、これらは施設からの寄与によるものと考えら

れる。 

 

表２ 施設寄与が考えられる気体状β放射能測定結果（平成２０年度）                  （kBq/m3） 

測 定 局 測 定 日 時 測 定 値 平 常 の 変 動 幅 注 1 ) (参考)アクティブ試験開始前の 

測定値の範囲注2) 

9月 26日 15時 3 
尾    駮 

9月 28日 10時 3 
ND～9 ND 

6月 17日 22時,23時 4,2 
吹   越 

6月 19日 12時 3 
ND～11 ND 

6月 16日 11時 2 

6月 17日 20時,21時,22時 5,8,3 

6月 19日 10時 2 
二    又 

7月 25日 17時 6 

ND～3 ND 

7月 26日 11時 6 
室ノ久保 

7月 28日 23時 3 
ND～4 ND 

注１）「平常の変動幅」は、平成6～19年度の測定値の「最小値～最大値」。 

   注２)「アクティブ試験開始前の測定値の範囲」は、平成6～17年度の測定値。 

 
 

４．測定結果に基づく実効線量の試算 

（１）空間放射線量率 

再処理工場の周辺地域に設置しているモニタリングステーションにおける測定結果（1 時間値）に

ついて、SCA弁別法により実効線量を試算した結果は表３に示すとおり、全て0.001mSv未満であった。

なお、参考として計算値をそのまま括弧内に示した。 

実効線量は、各測定局について四半期毎に使用済燃料のせん断・溶解期間を除いた測定値を用いて

求めた重回帰式から算出した推定寄与線量率（1 時間値）を合計し、線量換算係数を乗じて求めた。

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           注）参考として計算値をそのまま括弧内に示す。 

 

 

表３ 空間放射線量率（γ線）による実効線量 [平成20年度] 

      (１時間値による試算結果）                        （mSv） 

測 定 局     算 出 結 果 

尾    駮        <0.001 ( 0.000059)注）○○○○ 

千 歳 平 <0.001 ( 0.000015)○○ 

平    沼 <0.001 ( 0.000015)! ○! 

泊 ○<0.001 ( 0.000033) 

吹   越 <0.001 ( 0.000033)○○○○○ 

老 部 川 <0.001 ( 0.000010)! ○!○○○ 

二    又 <0.001 ( 0.000032) 

室ノ久保 ○○<0.001 ( 0.000011)○ !! 
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（２）大気中の気体状β放射能 

平成２０年度の測定値において、定量下限値以上となった測定結果（1 時間値）を積算することに

より、実効線量を試算した結果は表４のとおりであり、極めて低い値であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  なお、参考として10分値による詳細な変動状況に基づき、定量下限値未満の測定値も用いて、実

効線量を試算した※４（図２  2.気体状β放射能濃度測定結果を用いた施設寄与の算出方法）結果は、

表５のとおりであり、極めて低い値であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※4 六ヶ所再処理施設の安全審査におけるクリプトン-85からのβ線による実効線量の算出方法による 

β線による皮膚等価線量係数 ： 4.1×10-7(Sv/y)/(Bq/m3)*１ 
     体表面積の平均化係数    ： １ *２ 

       皮膚の組織荷重係数      ： 0.01 *３ 
出典   *1   D.C.Kocher,“Dose－Rate Conversion Factors for External Exposure to Photons and Electrons”, 

NUREG/CR-1918,ORNL/NUREG-79(1981) 
      *2  ｢発電用軽水型原子炉施設の安全審査における一般公衆の線量評価について｣（平成元年 3 月原子力安全

委員会了承、一部改訂平成13 年 3 月原子力安全委員会） 原子炉安全基準専門部会報告書 
        *3 “1990 Recommendations of the International Commission on Radiological Protection” , ICRP Publication 60 (1991) 

                

測 定 局 算 出 結 果 

尾    駮 0.000003 

千 歳 平 0.000000 

平    沼 0.000000 

泊 0.000000 

吹   越 0.000004 

老 部 川 0.000000 

二    又 0.000012 

室ノ久保 0.000004 

                

測 定 局 算 出 結 果 

尾    駮 0.000019 

千 歳 平 0.000001 

平    沼 0.000001 

泊 0.000003 

吹   越 0.000012 

老 部 川 0.000005 

二    又 0.000017 

室ノ久保 0.000007 

表４ 大気中の気体状β放射能（β線）による実効線量 [平成20年度]   

     （1時間値による試算結果）                          (mSv）   

表５ 大気中の気体状β放射能（β線）による実効線量 [平成20年度]   

     （10分値による試算結果）                          (mSv）   

- 369 -



 

〔参考〕 

  日本原燃株式会社では、敷地境界付近に９局のモニタリングポストを設置し、空間放射線量率及び大

気中の気体状β放射能の連続測定を行っている。これらの測定値（10分値）から、参考として実効線量

を試算した（図2 1.(2)(3)及び図2.2 ）。なお、実効線量の試算は、これまでと同様に作図による簡易

的な弁別法により行った。 

 

  空間放射線量率による実効線量を試算した結果、いずれも極めて低い値であった。 

     

              ○ 空間放射線量率（γ線）による実効線量 [平成20年度] 

              (10分値による試算結果)                                        (mSv) 

測 定 局 
降雨雪による上昇分を弁

別する方法 

降雨雪による上昇分を含

める方法 

ＭＰ－１ 0.000020 0.000541 

ＭＰ－２ 0.000060 0.000634 

ＭＰ－３ 0.000071 0.000663 

ＭＰ－４ 0.000025 0.000612 

ＭＰ－５ 0.000024 0.000551 

ＭＰ－６ 0.000244 0.000766 

ＭＰ－７ 0.000086 0.000676 

ＭＰ－８ 0.000008 0.000591 

ＭＰ－９ 0.000009 0.000530 

 

 

 大気中の気体状β放射能による実効線量を試算した結果、極めて低い値であった。 

 

              ○ 大気中の気体状β放射能（β線）による実効線量 [平成20年度] 

               (10分値による試算結果)                                        (mSv) 

測 定 局 算 出 結 果 

ＭＰ－１ 0.000003 

ＭＰ－２ 0.000006 

ＭＰ－３ 0.000005 

ＭＰ－４ 0.000001 

ＭＰ－５ 0.000001 

ＭＰ－６ 0.000032 

ＭＰ－７ 0.000025 

ＭＰ－８ 0.000004 

ＭＰ－９ 0.000003 
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図１ 測定局配置図 

原子燃料サイクル施設 

●
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１．空間放射線量率測定結果を用いた施設寄与分の算出方法

（１）ＳＣＡ弁別法

　※ 平成20年度第1四半期の測定値(使用済燃料のせん断・溶解期間を除く)から測定局ごとに算出

（２）降雨雪による上昇分を弁別する方法

（３）降雨雪による上昇分を含める方法

２．気体状β放射能濃度測定結果を用いた施設寄与の算出方法
　　BG値以上（定量下限値未満含む）の測定結果から算出する方法

図２　実効線量の試算に係る算出方法

空
間

放
射

線
量

率

感雨有

せん断・溶解期間前後の測定値(10分値)か
ら求めた平均値をBG値として差し引き、施
設寄与分を算出する。

    BG値

せん断･溶解期間

気
体

状
β

放
射

能
濃

度

    BG値

せん断･溶解期間

せん断・溶解を実施していない期間の
測定値（10分値）から求めた平均値を
BG値として差し引き、施設寄与分を算
出する。

定量下限値：2 kBq/m
3

(1時間値)

空
間

放
射

線
量

率

感雨有

施設寄与と判断した測定値(10分値)の前
後から求めた平均値をBG値として差し引
き、施設寄与分を算出する。

   BG値

せん断・溶解期間

施設寄与分として算出
した線量率にGyからSv
の換算係数である
0.8(Sv/Gy)を乗じ、実
効線量を算出する。

施設寄与分として算出
した線量率にGyからSv
の換算係数である
0.8(Sv/Gy)を乗じ、実
効線量を算出する。

施設寄与分として算出した
気体状β放射能濃度からβ
線による皮膚等価線量係数

4.1×10
-7
(Sv/y)/(Bq/m

3
)

等を用いて、実効線量を算
出する。

空
間

放
射

線
量

率 感雨有

空間放射線量率、SCA(Bi)及びSCA(Tl) 計数

率の関係を重回帰分析
※

により求め、自然線量
率を推定し、実測値から差し引いた値(推定寄
与線量率）を積算する。

せん断・溶解期間

推定寄与線量率

積算値にGyからSvの換
算係数である
0.8(Sv/Gy)を乗じ、実
効線量を算出する。

0
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平成 21 年 7 月 28 日 

青 森 県 

 

平常の変動幅の設定について 

 

１．原子燃料サイクル施設 

 

（趣 旨） 

 青森県では、「平常の変動幅について」（平成 11 年 7 月 23 日、青森県）において、『「平常の変

動幅」については、分析測定上の問題、環境の変化、施設からの予期しない放出などの原因調査

が必要な測定値（データ）をふるい分けるために用いている』としている。 

 このことから、原子燃料サイクル施設に係る平成 20 年度の測定結果について、再処理工場の

アクティブ試験に伴い平常の変動幅を上回ったと考えられる「大気中の気体状β放射能」及び「魚

類（自由水）中のトリチウム」の測定値は、施設からの予期しない放出はないこと、また特異な

気象条件ではなかったことなどから、平常の変動幅に繰り入れる。 

平常の変動幅への繰り入れについては、今後も個々の測定値について検討を行った上で判断す

ることとし、測定値が平常の変動幅の範囲内であっても、施設寄与の有無を詳細に監視していく

ことを明記する。 

 なお、施設寄与が認められた測定値を平常の変動幅に繰り入れた場合は、平常の変動幅と併せ

て、施設寄与が認められる以前の測定値の範囲を参考として報告書に記載することとしている。 

平成 20 年度の測定結果については、再処理工場のアクティブ試験に伴い平常の変動幅を上

回ったと考えられる「大気中の気体状β放射能」及び「魚類（自由水）中のトリチウム」の測

定値も含め、「原子燃料サイクル施設に係る環境放射線等モニタリング結果の評価方法」に定

めている「平常の変動幅」に繰り入れる。 

平常の変動幅への繰り入れについては､今後も個々の測定値について検討を行い、判断する

こととする｡ 

また、測定値が平常の変動幅の範囲内であっても、施設寄与の有無について詳細に監視して

いく。 

付１１
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〔参考〕平常の変動幅を外れた測定値（空間放射線量率を除く） 

（１）再処理工場のアクティブ試験の影響と考えられるもの 

○ 大気中の気体状β放射能測定結果（クリプトン－８５換算）     （単位：kBq/m3） 

測定局 実施者 測定日時 測定値 平常の変動幅 
（参考）アクティブ試験

開始前の測定値の範囲 

二又 

6 月 17 日  20 時 

6 月 17 日  21 時 

7 月 25 日  17 時 

5 

8 

6 

ＮＤ～３ 

室ノ久保 

事業者 

7 月 26 日  23 時 6 ＮＤ～４ 

ＮＤ 

 ・「平常の変動幅」は平成 6～19 年度の測定値。 

 ・「アクティブ試験開始前の測定値の範囲」は平成 6～1７年度の測定値。 

 
○ トリチウム分析結果                      （単位：Bq/kg 生） 

試料 採取地点 実施者 採取年月日 測定値 平常の変動幅 

魚類（自由水） 
六ヶ所村 

前面海域 
県 Ｈ20.10.14 ３ ＮＤ 

 ・「平常の変動幅」は平成元～19 年度の測定値。 

 

（２）環境レベルの変動と考えられるもの 

  ○ 積算線量測定結果（ＲＰＬＤ）               （単位:μGy/91 日） 

測定地点 実施者 測定期間 測定値 平常の変動幅 

有戸 108 79 ～ 107 
野辺地町 

野辺地町役場 
県 

98 75 ～ 96 

六ヶ所村 新町 事業者 

第３四半期 

104 91 ～ 103 

 ・「平常の変動幅」は平成 15～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。ただし、新町については測定開始後の平成 

   19 年 4 月～平成 20 年 3 月の期間の「最小値～最大値。」 

 

○ 大気浮遊じん中の全α放射能測定結果                        （単位： mBq/m3） 

測定局 実施者 測定期間 測定値 平常の変動幅 

室ノ久保 事業者 H20.4.21～4.28 0.21 ＊ ～ 0.19 

 ・「平常の変動幅」は平成 2～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。 

 ・＊は検出限界以下を示す。 

 

○ 大気浮遊じん中の全β放射能測定結果                        （単位： mBq/m3） 

測定局 実施者 測定期間 測定値 平常の変動幅 

吹越 1.4 ＊ ～ 1.3 

比較対照 
(青     森） 

県 H21.1.19～H21.1.25 
1.6 ＊ ～ 1.5 

老部川 1.1 ＊ ～ 1.0 

室ノ久保 
事業者 H21.1.19～H21.1.26 

1.3 ＊ ～ 1.2 

 ・「平常の変動幅」は平成 2～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。 

 ・＊は検出限界以下を示す。 
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○ γ線放出核種分析結果                                       （単位： Bq/kg 乾） 

試料 採取地点 実施者 採取年月日 核種 測定値 平常の変動幅

県  Ｈ20.10.3  4 
湖底土 尾駮沼 

事業者  Ｈ20.10.3 

137Ｃｓ 
4 

5 ～ 55 

   ・「平常の変動幅」は平成元～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。 
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２．東通原子力発電所 

 

（趣 旨） 

青森県では、「平常の変動幅について」（平成 11 年 7 月 23 日、青森県）において、『「平常の変

動幅」については、分析測定上の問題、環境の変化、施設からの予期しない放出などの原因調査

が必要な測定値（データ）をふるい分けるために用いている』としている。 

平成 20 年度に「海水（放水口付近）中のトリチウム」が平常の変動幅を上回った要因は、再

処理工場のアクティブ試験の影響と考えられるものであり、当該データを繰り入れた平常の変動

幅を東通原子力発電所に係る測定値のふるい分けに用いることは適切ではないことから、これら

を除き、「平常の変動幅」を設定する。 

 

平成 20 年度の測定結果については、再処理工場のアクティブ試験に伴い平常の変動幅を上

回ったと考えられる「海水（放水口付近）中のトリチウム」の測定値を除き、「東通原子力発

電所に係る環境放射線モニタリング結果の評価方法」に定めている「平常の変動幅」に繰り入

れる。 
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〔参考〕平常の変動幅を外れた測定値（空間放射線量率を除く） 

（１）再処理工場のアクティブ試験の影響と考えられるもの 

 ○ トリチウム分析結果                      （単位：Bq/ ） 

試料 採取地点 実施者 採取年月日 測定値 平常の変動幅
(参考)過去の 
測定値の範囲

海水 放水口付近 事業者 H20.10.14 4 ＮＤ ＮＤ ～ ４ 

 ・「平常の変動幅」は平成 15～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。ただし、再処理工場のアクティブ試験によ 

    る影響が考えられたものは、東通原子力発電所に係る測定値のふるい分けに用いることは適切でないことから、 

   「平常の変動幅」に繰り入れていない。 

 ・「過去の測定値の範囲」は平成 15～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。（再処理工場のアクティブ試験の影響 

    が考えられるものを含む。） 

 

（２）環境レベルの変動と考えられるもの 

○ 積算線量測定結果（ＲＰＬＤ）                 （単位:μGy/91 日） 

測定地点 実施者 測定期間 測定値 平常の変動幅 

砂子又 98      83 ～ 97 

尻労 
県 

99      86 ～ 98 東通村 

蒲野沢 事業者 97      87 ～ 96 

横浜町 有畑 県 

第３四半期 

115      88 ～ 114 

 ・「平常の変動幅」は平成 15～19 年度の測定値の「最大値～最小値」。ただし、砂子又については、平成 17 年 1 月 

    ～平成 19 年 3 月の測定値の「最大値～最小値」。 

  

  ○ 大気浮遊じん中の全β放射能測定結果                          （単位： mBq/m3） 

測定局 実施者 測定期間 測定値 平常の変動幅 

老部 7 月 4 日  3 時～6 時 9.9   0.012 ～ 8.3 

近川 
県 

7 月 23 日 3 時～6 時 12 ＊ ～ 10 

・「平常の変動幅」は平成 15～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。 

・＊は検出限界以下を示す。 

 

  ○ ストロンチウム－９０分析結果                （単位：Bq/kg 生） 

試料 採取地点 実施者 採取年月日 測定値 平常の変動幅 

老      部 事業者 Ｈ20.11.11 3.5 0.06 ～ 3.4 
松葉 比 較 対 照 

(むつ市川内町) 
県 Ｈ20.11.12 1.4 0.39 ～ 1.1 

 ・「平常の変動幅」は平成 15～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。 

 

    ○ プルトニウム分析結果                         （単位：Bq/ｍ2） 

試料 採取地点 実施者 採取年月日 測定値 平常の変動幅 

降下物 砂子又 県 Ｈ20.4.1～Ｈ21.3.31 ＮＤ 0.004 ～ 0.011 

 ・「平常の変動幅」は平成 15～19 年度の測定値の「最小値～最大値」。 
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平成２１年１月１９日 
青森県原子力センター 

 
 

「原子力施設環境放射線調査報告書」に係る正誤表について 

 

 青森県では原子力施設に係る環境放射線等モニタリング結果について、「原子

力施設環境放射線調査報告書（案）」としてとりまとめ、「青森県原子力施設環

境放射線等監視評価会議（以下、「監視評価会議」という。）」において評価を受

けた後、「原子力施設環境放射線調査報告書（以下、「報告書」という。）」とし

て印刷製本し、監視評価会議委員及び関係機関等に配付しています。これらの

報告書に誤記が確認された場合は、その都度別刷りの正誤表を作成しお知らせ

してきております。 

今般、環境放射線モニタリングを開始して２０年目を迎えたことを踏まえ、

これまで発行してきた平成元年度から平成１９年度までの全ての報告書につい

て、測定結果の原簿と照合し、改めて正誤表を作成し散逸しないよう本報告書

に綴り込むこととしました。 

正誤表の内容については、記載が抜けているもの、図に関するもの、地点名、 

試料採取日に関するものや測定値に関するものなどがあります。これらのうち、 

測定値に関するものについては、その全てについてこれまでの評価結果が変わら 

ないことを確認しております。 
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平成元年度(1)

報告書 ページ 該当部分 誤 正

第1四半期報 p.12
(1)空間線量率
尾駮、6月の最小値 21 22

第1四半期報 p.12
(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
尾駮、全αの平均値 0.091 <0.091

第1四半期報 p.12
(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
尾駮、全βの最小値 0.11 0.20

第3四半期報 p.8
表13 環境試料中のフッ素
湖沼水(青森県実施)、検体数 2 3

第3四半期報 p.8
表13 環境試料中のフッ素
湖沼水(青森県実施)、測定値 0.5、0.7 ND～0.7

第3四半期報 p.8
表13 環境試料中のフッ素
地点数（青森県実施分）の計 2 11

第3四半期報 p.8
表13 環境試料中のフッ素
検体数（青森県実施分）の計 2 11

第3四半期報 p.16
(5)環境試料中の放射能
キャベツ、採取年月日 1.11.11 1.11.1

第3四半期報 p.16
(5)環境試料中の放射能
海底土、採取年月日 1.10.19 1.10.20

第3四半期報 p.16
(5)環境試料中の放射能
海藻類（コンブ等）、採取年月日 1.10.9 1.10.7

第3四半期報 p.17
(5) 環境試料中の放射能

貝類（ホタテ等）、
228

Ａｃ測定値
ND 0.23±0.070

第3四半期報 p.18
(7) 環境試料中のフッ素
湖沼水、採取地点 鷹架沼 尾駮沼

第3四半期報 p.18
(7) 環境試料中のフッ素
湖沼水、採取地点 （記載無し） 鷹架沼

第3四半期報 p.18
(7)環境試料中のフッ素
湖沼水、採取年月日 （記載無し） 1.10.25

第3四半期報 p.18
(7) 環境試料中のフッ素
測定結果 （記載無し） ＮＤ

第4四半期報 p.6
表7 γ線核種分析

降下物（青森県）、
137

Ｃｓ測定値
0.13 ND～0.13

年度報 p.3
表3 非放射性環境汚染物質
測定項目　環境大気 （水蒸気状） （ガス状）

年度報 p.4
表4 線量率測定結果
設置者　平均値　年間値 21 20

年度報 p.6
表7 γ線核種分析

河底土(青森県)、
137

Cs測定値
ND , 12 1.8 , 12

年度報 p.6
表7 γ線核種分析

松葉(青森県)、
137

Cs測定値 0.19 , 0.02 0.19 , 0.20

年度報 p.7

表9 ストロンチウム分析

比較対照（青森市）、
90

Sr分析結果

（記載無し）

以下の表を追加
※比較対照（青森市）

年度報 p.9
表11 ウラン分析
指標生物（比較対照（青森市））、測定値 0.072 0.059 , 0.072

年度報 p.14
(1) 空間線量率
尾駮、6月の最小値 21 22

年度報 p.15
(4) 積算線量
室ノ久保、第3四半期の3ヵ月積算線量 94 95

年度報 p.16
(5) 環境試料中の放射能濃度
降下物(千歳平)、採取年月日 H 1.10.22～1.11.1 H 1.10.2～1.11.1

年度報 p.22
(5) 環境試料中の放射能濃度
海藻類（コンブ等）、採取年月日 H 1.10.9 H 1.10.7

正　　　誤　　　表

区分

試料の種類

土　壌

単 位

Bq/kg乾

地点数

1

検体数

1

測定値

1.5
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平成元年度(2)

報告書 ページ 該当部分 誤 正

年度報 p.24
(6) 環境大気中のトリチウム
3
H大気中濃度(2.3.1～2.4.5採取) 5.1±1.4 5.5±1.4

年度報 p.24
(7) 環境試料中のフッ素
湖沼水(鷹架沼)、採取年月日 1.10.26 1.10.25

年度報 p.26
(1)空間線量率測定結果
二又　平均　年間値 21 20
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平成２年度（１）

報告書 ページ 該当部分 誤 正

第1四半期報 p.3
表3 非放射性環境汚染物質
測定項目　環境大気 （水蒸気状） （ガス状）

第1四半期報 p.4
表4　線量率
平沼、6月及び第1四半期の最大値 40 37

第1四半期報 p.4
表4　線量率
青森(比較対照)、第1四半期の標準偏差 1.3 2.0

第1四半期報 p.5
表5　積算線量
二又(設置者実施分)、平常の変動幅 91～120 89～120

第1四半期報
第2四半期報
第3四半期報
第4四半期報

p.5

表5 積算線量
室ノ久保(青森県実施分)、平常の変動幅

94～96 94～97

第1四半期報 p.7
表7　γ線核種分析

指標生物（松葉）（青森県）、
137

Cs測定値
ND 0.19

第1四半期報 p.11
表9　放射化学分析結果(2)
ウラン（大気浮遊じん）　平常の変動幅 ND～0.00044 ND～0.0016

第1四半期報 p.16
(1)空間線量率
尾駮、6月の平均値及び最小値

平均　(29)
最小　(23)

平均　(30)
最小　(27)

第1四半期報 p.16
(3)環境大気中フッ素測定結果
測定月 1月　　２月　　３月 ４月　　５月　　６月

第1四半期報 p.18
(5)環境試料中の放射能濃度
雨水、採取年月日 2.4.3～1.5.1 2.4.3～2.5.1

第2四半期報 p.11
表9　放射化学分析結果(2)
ウラン（大気浮遊じん）　平常の変動幅 ND～0.00044 ND～0.0016

第2四半期報 p.16,17

(1)空間ガンマ線量率
尾駮③、8月の最小値 20 19

第2四半期報 p.17
(1)空間ガンマ線量率測定結果
尾駮③、第２四半期の最小値 (20) (19)

第2四半期報 p.20
(6)環境大気中のトリチウム
横浜町、採取期間 2.8.3～2.9.3 2.8.1～2.9.3

第2四半期報 p.20
(7)環境試料中のフッ素
環境大気（青森）、採取年月日 2.7.16～2.8.3 2.7.27～2.8.3

第3四半期報 p.6
表6 全α、全β測定結果
千歳平、全β平均値 <0.50 0.50

第3四半期報 p.7
表7　γ線核種分析

湖底土（青森県）、
137

Ｃｓ測定値
19～26 19～42

第3四半期報 p.8
表8　放射化学分析結果(1)
トリチウム（海水（青森県））、検体数 ＊ 3

第3四半期報 p.8
表8　放射化学分析結果(1)
トリチウム（海水（青森県））、測定値 ＊ ND

第3四半期報 p.8
表8　放射化学分析結果(1)
トリチウム（海水（設置者））、測定値 ND ＊

第3四半期報 p.8
表8　放射化学分析結果(1)
トリチウム（青森県）、検体数の計 20 23

第3四半期報 p.9
表8　放射化学分析結果(1)
ストロンチウム（青森県）、淡水産食品、測定
値

0.039～0.069 0.030～0.069

第3四半期報 p.11
表9　放射化学分析結果(2)
ウラン（大気浮遊じん）　平常の変動幅 ND～0.00044 ND～0.0016

第3四半期報 p.16
(2)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
青森、全α平均値 0.057 <0.057

第3四半期報 p.18
(5)環境試料中の放射能
大気浮遊じん（青森）、採取年月日 2.10.1～3.1.8 2.10.3～3.1.8

第3四半期報 p.20
(5)環境試料中の放射能
シジミ、採取年月日 2.11.19 2.11.17

第3四半期報 p.22

(6)環境大気中のトリチウム
尾駮、採取期間

2.10.10～2.11.1
2.11. 1～2.12. 2
2.12. 2～3. 1. 7

2.10. 1～2.11. 1
2.11. 1～2.12. 3
2.12. 3～3. 1. 7

第3四半期報 p.22
(6)環境大気中のトリチウム
採取期間、横浜町 2.10.10～2.11.1 2.10.1～2.11.1

第3四半期報 p.22
(6)環境大気中のトリチウム
尾駮（2.12.3～3.1.7採取)、測定値 4.8±1.4 4.7±1.3
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平成２年度（２）

報告書 ページ 該当部分 誤 正

第3四半期報 p.22
(7)環境試料中のフッ素
環境大気（尾駮）、採取年月日 2.7.16～2.7.26 2.10.16～2.10.23

第3四半期報 p.22
(7)環境試料中のフッ素
環境大気（青森）、採取年月日 2.7.16～2.8.3 2.10.16～2.10.23

第3四半期報 p.22
(7)環境試料中のフッ素
環境大気（青森）、採取年月日 2.7.16～2.8.3 2.10.16～2.10.23

第4四半期報 p.6
表6 全α、全β測定結果
吹越、全α平均値 <0.053 0.053

第4四半期報 p.11
表9　放射化学分析結果(2)
ウラン（大気浮遊じん）　平常の変動幅 ND～0.00044 ND～0.0016

第4四半期報 p.14
(2)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、全α平均値 <0.053 0.053

第4四半期報 p.16
(5)環境試料中の放射能
大気浮遊じん（青森）、採取年月日 3.1.8～3.4.2 3.1.8～3.4.3

第4四半期報 p.16
(5)環境試料中の放射能
降下物、採取年月日 3.3.2～3.4.2 3.3.2～3.4.1

第4四半期報 p.16
(5)環境試料中の放射能
雨水、採取年月日 3.3.2～3.3.2 3.2.1～3.3.2

第4四半期報 p.17
(5)環境試料中の放射能

牛乳（東北町）、
90

Sr測定値 0.042±0.00051 0.042±0.0052

第4四半期報 p.16
(5)環境試料中の放射能
降下物、採取年月日 2.4.3～3.4.2 2.4.3～3.4.1

年度報 p.4
表4　空間ガンマ線量率
平沼、第1四半期の最大値 40 37

年度報 p.7
表5　積算線量
二又（青森県実施分）、測定値 99～96 96～100

年度報 p.7
表5　積算線量
室ノ久保（青森県実施分）、平常の変動幅 94～96 94～97

年度報 p.7
表5　積算線量
野辺地町役場、測定値 99～110 96～100

年度報 p.7
表5　積算線量
新町（設置者）、平常の変動幅 99～110 91～110

年度報 p.9
表7　γ線核種分析

指標生物（青森県）、
137

Ｃｓ検体数
4 3

年度報 p.9
表7　γ線核種分析

指標生物（青森県）、
137

Ｃｓ測定値
（記載無し） ＮＤ

年度報 p.10
表8　放射化学分析結果(1)
トリチウム（雨水（青森県）、測定値 ND～14 ND～1.4

年度報 p.11
表8　放射化学分析結果(1)
ストロンチウム（井戸水（青森県））、測定値 3.2～ 3.2～11

年度報 p.11
表8　放射化学分析結果(1)
ストロンチウム（野菜（青森県））、測定値 0.040～ 0.040～0.59

年度報 p.13
表9　放射化学分析結果(2)
ウラン（大気浮遊じん）　平常の変動幅 ND～0.00044 ND～0.0016

年度報 p.14
表１０　非放射性環境汚染物質分析結果
陸上試料　牧草（設置者）　測定値 ND - 0.13 ND ～ 0.13

年度報 p.18
(1)空間ガンマ線量率
尾駮、6月の最小値 (23) (27)

年度報 p.18
(1)空間ガンマ線量率
尾駮、8月の最小値 20 19

年度報 p.18
(1)空間ガンマ線量率
千歳平、2月の最小値 17 11

年度報 p.18
(1)空間ガンマ線量率
平沼、6月の最大値 40 37

年度報 p.19
(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
平沼、第1四半期分の採取期間 2.3.21～2.6.27 2.3.31～2.6.27

年度報 p.19

(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
青森、第1四半期(2.3.30～2.6.25採取)の全
α平均値

0.089 0.088
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年度報 p.19

(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
青森、第3四半期(2.10.3～3.1.8採取)の全α
平均値

0.057 <0.057

年度報 p.22
(5)環境試料中の放射能
大気浮遊じん（尾駮）、採取年月日 3.1.17～3.4.2 3.1.7～3.4.2

年度報 p.24
(5)環境試料中の放射能
降下物(千歳平)、採取年月日 3.3.2～3.4.2 3.3.2～3.4.1

年度報 p.24
(5)環境試料中の放射能
雨水(千歳平)、採取年月日 2.4.3～1.5.1 2.4.3～2.5.1

年度報 p.26
(5)環境試料中の放射能
水道水、井戸水の単位 （記載無し） （トリチウムについてはBq/l)

年度報 p.28
(5)環境試料中の放射能
シジミ(小川原湖)、採取年月日 2.11.19 2.11.17

年度報 p.32
(6)環境大気中のトリチウム
3
H水換算濃度の単位

mBq/ Bq/ 

年度報 p.32
(6)環境大気中のトリチウム

尾駮(2.12.3～3.1.7採取)、
3
H大気中濃度

4.8±1.4 4.7±1.3

年度報 p.33
(7)環境試料中のフッ素
湖沼水(尾駮沼)、採取年月日 2.10.5 2.10.4

年度報 p.33
(7)環境試料中のフッ素
湖底土(尾駮沼)、採取年月日 2.10.5 2.10.4

年度報 p.33
(7)環境試料中のフッ素
牛乳(富ノ沢)、採取年月日 2.12.7 2.10.12

年度報 p.33
(7)環境試料中のフッ素
環境大気(青森)、採取年月日 2.7.16～2.8.3 2.7.27～2.8.3
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第1四半期報
第2四半期報

p.5
表5 積算線量
室ノ久保(青森県実施分)、平常の変動幅 91～96 91～97

第1四半期報 p.20
(5)環境試料中の放射能
降下物、採取年月日 3.4.2～3.5.1 3.4.1～3.5.1

第1四半期報 p.20
(5)環境試料中の放射能
牛乳（東北町）、採取年月日 3.5.18 3.4.18

第1四半期報 p.21
(5)環境試料中の放射能
大気浮遊じん（青森）、U測定値 - ND

第1四半期報 p.22
(7)環境試料中のフッ素
環境大気（尾駮）、採取年月日 3.4.30～3.5.8 3.4.30～3.5.4

第2四半期報 p.4
表4 空間放射線量率
尾駮、9月の標準偏差 2.2 1.7

第2四半期報 p.4
表4
吹越、7月の標準偏差 2.7 2.8

第2四半期報 p.6
表6 全α及び全β
千歳平、全α放射能の平均値 <0.038 <0.039

第2四半期報 p.18
(1)空間放射線量率
尾駮、9月の標準偏差 2.2 1.7

第2四半期報 p.18
(1)空間放射線量率
吹越、7月の標準偏差 2.7 2.8

第2四半期報 p.19
(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
尾駮、8月分の採取期間 3.7.27～3.9.2 3.7.29～3.9.2

第2四半期報 p.19
(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
吹越、7月分の採取期間 3.7.1～3.7.29 3.7.2～3.7.29

第2四半期報 p.19
(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
千歳平、9月分の全α最大値 0.04 0.044

第2四半期報 p.19
(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
千歳平、四半期の全α平均値 <0.038 <0.039

第2四半期報 p.19
(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
平沼、7月分の全β平均値 0.16 <0.16

第2四半期報 p.19
(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
平沼、8月分の全β最大値 0.3 0.30

第2四半期報 p.19
(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
平沼、9月分の全α平均値 <0.05 <0.050

第2四半期報 p.19
(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
泊、8月分の全β平均値 <0.2 <0.20

第2四半期報 p.19
(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
吹越、7月分の全β最大値 0.26 0.28

第2四半期報 p.19
(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
吹越、9月分の全α平均値 <0.04 <0.040

第2四半期報 p.19
(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
吹越、9月分の全β最小値 0.3 0.30

第2四半期報 p.19
(2)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
青森、7月分の全α平均値 <0.03 <0.030

第2四半期報 p.22
(5)環境試料中の放射能
降下物、採取年月日

3. 8. 1～3. 9. 1
3. 9. 1～3.10. 1

3. 8. 1～3. 9. 2
3. 9. 2～3.10. 1

第2四半期報 p.22
(5)環境試料中の放射能
牧草、採取年月日 3.8.1 3.8.2

第3四半期報
第4四半期報

p.4
表4 モニタリングステーション(NaI)
平沼、最小値～最大値 17～41 17～44

第3四半期報
第4四半期報

p.5
表6 積算線量
野辺地町役場、平常の変動幅 94～100 94～110

第3四半期報
第4四半期報

p.5
表6 積算線量
室ノ久保(青森県実施分)、平常の変動幅 91～96 91～97

第3四半期報 p.9

表9 放射化学分析結果(1)
ストロンチウム（淡水産食品（青森県））、検体
数

＊ 2

第3四半期報 p.9

表9 放射化学分析結果(1)
ストロンチウム（淡水産食品（青森県））、測定
値

＊ ND、0.047
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第3四半期報 p.9
表9 放射化学分析結果(1)
ストロンチウム（青森県）、検体数の計 34 36

第3四半期報 p.12
表11 フッ素
青森県、検体数の計 5 13

第3四半期報 p.16
(1)空間放射線量率
千歳平、10月の最大値 26 36

第3四半期報 p.16
(1)空間放射線量率
平沼、12月の標準偏差 2.8. 2.8

第3四半期報 p.19
(4)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
尾駮、11月分の全α最小値 0,042 0.042

第3四半期報 p.19
(4)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
尾駮、11月分の全β最小値 0.45 0.46

第3四半期報 p.19
(4)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
尾駮、12月分の全α平均値 <<0.050 <0.052

第3四半期報 p.23
(5)環境試料中の放射能

松葉（尾駮）、７Be測定値
60±0.88 60±8.8

第4四半期報 p.4
表4 モニタリングステーション(NaI)
平沼、2月の標準偏差 2.9 2.8

第4四半期報 p.16
(1)モニタリングステーション(NaI)
平沼、2月の標準偏差 2.9 2.8

第4四半期報 p.19
(4)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
平沼、3月の全α平均値 0.081 0.083

第4四半期報 p.19
(4)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
泊、四半期の全β最小値 0.57 0.46

第4四半期報 p.19

(4)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
吹越、3月分の全α平均値 0.080 0.081

年度報 p.4

表4 モニタリングステーション(NaI)
平沼、最小値～最大値 17～41 17～44

年度報 p.5
表6 積算線量
室ノ久保（青森県実施分）、平常の変動幅 91～96 91～97

年度報 p.5
表6 積算線量
上北町役場、平常の変動幅 90～98 88～98

年度報 P.14
表11　フッ素測定結果
陸上試料　指標生物（松葉）　設置者　検体
数

1 -

年度報 P.14
表11　フッ素測定結果
陸上試料　指標生物（松葉）　設置者　測定
値

30♯ -

年度報 P.14
表11　フッ素測定結果
陸上試料　淡水産食品　設置者　検体数 - 1

年度報 P.14
表11　フッ素測定結果
陸上試料　淡水産食品　設置者  測定値 - 30♯

年度報 p.18

(1)モニタリングステーション(NaI)
尾駮、9月の標準偏差 2.2 1.7

年度報 p.18

(1)モニタリングステーション(NaI)
泊、3月の最小値 20 19

年度報 p.18

(1)モニタリングステーション(NaI)
泊、3月の標準偏差 1.6 1.7

年度報 p.18

(1)モニタリングステーション(NaI)
吹越、7月の標準偏差 2.7 2.8

年度報 p.18

(1)モニタリングステーション(NaI)
青森(比較対照)、3月の標準偏差 3.5 3.6

年度報 p.21

(4)大気浮遊じんの全α及び全β放射能
泊、第4四半期(採取期間 4.1.7～4.4.7)の全
β最小値

0.57 0.46

年度報 p.24
(5)環境試料中の放射能
降下物(千歳平)、採取年月日

3.8.1～3.9.1
3.9.1～3.10．1

3.8.1～3.9.2
3.9.2～3.10.1
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年度報 p.24
(5)環境試料中の放射能

河川水(老部川下流)、7Be測定値
63±15 66±15

年度報  p.29,31
(5)環境試料中の放射能
放射化学分析の核種名

238+240Pu 239+240Pu
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第1四半期報
第2四半期報
第3四半期報
第4四半期報

p.5

表6 積算線量
室ノ久保(青森県実施分)、平常の変動幅

90～96 90～97

第1四半期報
第2四半期報
第3四半期報
第4四半期報

p.5

表6 積算線量
上北町役場、平常の変動幅

89～98 88～98

第2四半期報 p.6

表7 大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、全β平均値

<0.31 0.31

第2四半期報 p.19
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
比較対照(青森市)、9月分の採取期間 4.8.31～4.9.21 4.8.31～4.9.25

第2四半期報 p.22

(6)大気中(水蒸気状)のトリチウム

比較対照(青森市)(4.7.31～4.9.1採取)、
3
H

水換算濃度
0.09±0.25 0.90±0.25

第3四半期報 p.45
(5)環境試料中の放射能

海藻類（チガイソ）、
90

Sr測定値
0.0061±0.0078 0.061±0.0078

第4四半期報 p.41
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
青森(比較対照)、2月分(5.2.1～5.3.1採取)
及び3月分(5.3.1～5.4.2採取)の試料数

(5.2.1～5.3.1)　 4
(5.3.1～5.4.2)　 3

(5.2.1～5.3.1)　 3
(5.3.1～5.4.2)　 4

年度報 p.7
表6 積算線量
室ノ久保(青森県実施分)、平常の変動幅 90～96 90～97

年度報 p.7
表6 積算線量
上北町役場、平常の変動幅 89～98 88～98

年度報 p.42
(1)モニタリングステーション(NaI)
千歳平、7月の平均値 23 22

年度報 p.42
(1)モニタリングステーション(NaI)
千歳平、10月の最小値 20 19

年度報 p.42

(1)モニタリングステーション(NaI)
吹越の7月の標準偏差 1.9 1.8
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第3四半期報 p.6
表7 大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、全α平均値 <0.037 0.037

第3四半期報 p.19
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、11月の試料数 4 3

第3四半期報 p.19
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、四半期の全α平均値 <0.037 0.037

第3四半期報 p.19
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、四半期の試料数 11 10

第3四半期報 p.25
(8)環境試料中のフッ素
湖沼水（尾駮沼）（5.10.5採取）、備考 (記載無し) 塩素量11‰

第3四半期報 p.25
(8)環境試料中のフッ素
湖沼水（尾駮沼）（5.12.7採取）、備考 (記載無し) 塩素量10‰

第3四半期報 p.25

(8)環境試料中のフッ素
湖沼水（鷹架沼）（5.10.5採取）、備考 (記載無し) 塩素量0.19‰

第4四半期報 p.9
表10 放射化学分析(ストロンチウム-90)
牛乳（青森県）、測定値 0.04～0.06 0.04、0.06

第4四半期報 p.19
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
比較対照(青森)、1月の全β平均値 0.66 0.63

年度報 p.2

1.調査概要　表2 環境試料
陸上試料(大気浮遊じん)(青森県実施分)、
全α・全βの検体数

226 225

年度報 p.2
1.調査概要　表2 環境試料
青森県実施分、全α・全βの検体数の計 272 271

年度報 p.2
1.調査概要　表2 環境試料
青森県実施分、検体数の計 604 603

年度報 p.4
表4 モニタリングステーション(NaI)
千歳平、第3四半期の標準偏差 3.9 3.2

年度報 p.14
表13 フッ素
比較対照(青森市)、大気(ガス状)の単位 ppd ppb

年度報 p.21
(1)モニタリングステーション(NaI)
比較対照(青森)、4月の平均 25 24

年度報 p.22
(2)モニタリングカー(NaI)
地点名 尾駮沼西畔 尾駮沼南畔

年度報 p.24

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、第3四半期分(5.9.24～5.12.24採取)の
検体数

11 10

年度報 p.24

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、年間の検体数 45 44

年度報 p.50

(4)環境試料中の放射能

海水(H5.5.12採取)、
137

Cs測定値 放出口予定地点　　0.6
放出口予定地点北5km　0.6

放出口予定地点　　ND
放出口予定地点北5km　ND

年度報 p.50

(4)環境試料中の放射能
海水、放出口予定地点(H6.1.12採取)、
137

Cs測定値
ND 6

年度報 p.50
(4)環境試料中の放射能

あわび、
137

Cs測定値
6 ND

年度報 p.68

「⑤」の表中、本文

白金測音抵抗式 白金測温抵抗式

年度報 p.69

「③」の表中、本文

その計算誤差の その計数誤差の

年度報 p.69

「④」の表中、本文

計算誤差は記載 計数誤差は記載
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第1四半期報 p.22
(5)環境試料中の放射能

松葉（青森）、
７
Be測定値

31 30

第1四半期報 p.30
(5)環境試料中の放射能
牧草の単位 Bq/ 生 Bq/kg生

第1四半期報 p.31

(5)環境試料中の放射能
大気浮遊じん(老部川、二又及び室ノ久保)、
3
H測定値

(記載無し) －

第2四半期報 p.6
表7 大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、全β測定値 *～0.47 *～0.57

第2四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
千歳平及び比較対照(青森)、9月分の採取
期間

6.8.29～6.9.29 6.8.29～6.9.30

第2四半期報 p.22
(6)環境試料中の放射能
大気浮遊じん（尾駮）、採取年月日 6.6.30～6.9.29 6.6.29～6.9.29

第2四半期報 p.29

(5)環境試料中の放射能
大気浮遊じん(老部川、二又及び室ノ久保)、
3
H測定値

(記載無し) －

第2四半期報 p.31

(5)環境試料中の放射能

海水（放出口予定地点北5km)、
214

Bi及び
228

Ac測定値

214
Bi　(記載無し)

228
Ac　(記載無し)

214
Bi　－

228
Ac　－

第2四半期報 p.31
(5)環境試料中の放射能

うに、
131

I測定値
(記載無し) －

第3四半期報 p.4
表4 モニタリングステーション(NaI)
泊、第3四半期の最大値 43 46

第3四半期報 p.18

(2)モニタリングカー(NaI)
全地点の風向

 1 石川　　　　　E
 2 出戸　　　　　E
 3 老部川　　　　NW
 4 尾駮　　　　　W
 5 沖付　　　　　W
 6 新納屋　　　　NE
 7 新栄　　　　　E
 8 市柳沼東畔　　NNW
 9 八森　　　　　E
10 六原　　　　　NW
11 笹崎　　　　　N
12 千歳平　　　　NW
13 豊原　　　　　ENE
14 千樽　　　　　ENE
15 上目の越　　　WNW
16 尾駮沼南畔　　W
17 弥栄平　　　　NW
18 清掃センター　NW
19 北砂沼　　　　NNW
20 富ノ沢　　　　W
21 第一明神平　　WNW
22 第二明神平　　NW
23 はまなす公園　NW
24 比較対照　　　W
   (青森市)

 1 石川　　　　　WNW
 2 出戸　　　　　SW
 3 老部川　　　　WNW
 4 尾駮　　　　　W
 5 沖付　　　　　WSW
 6 新納屋　　　　SSW
 7 新栄　　　　　S
 8 市柳沼東畔　　SSE
 9 八森　　　　　SW
10 六原　　　　　SSE
11 笹崎　　　　　SSW
12 千歳平　　　　SE
13 豊原　　　　　W
14 千樽　　　　　SW
15 上目ノ越　　　W
16 尾駮沼南畔　　SW
17 弥栄平　　　　W
18 清掃センター　WNW
19 北砂沼　　　　WNW
20 富ノ沢　　　　W
21 第一明神平　　W
22 第二明神平　　WNW
23 はまなす公園　W
24 比較対照　　　S
   (青森市)

第4四半期報 p.22

(6)環境試料中の放射能
降下物、採取年月日 7.4.1～7.4.3 6.4.1～7.4.3

年度報 p.24

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
大気浮遊じん(尾駮)、第2四半期分の採取年
月日

6.6.30～6.9.29 6.6.29～6.9.29

年度報 p.24

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、第4四半期(6.12.22～7.3.31採取)の全
α平均値

<0.048 0.048

年度報 p.26
(6)環境試料中の放射能
機器分析の測定項目

54
Kn

54
Mn

年度報 p.26

(6) 環境試料中の放射能
大気浮遊じん(尾駮)、第2四半期分の採取年
月日

6.6.30～6.9.29 6.6.29～6.9.29

年度報 p.27
(6)環境試料中の放射能
放射化学分析の測定項目

239+240
Ru

239+240
Pu

年度報 p.28
(6)環境試料中の放射能
降下物(千歳平)、6月分の採取年月日 6.6.1～5.7.1 6.6.1～6.7.1
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年度報 p.32
(6)環境試料中の放射能

松葉(青森市)(6.4.26採取)、
７
Be測定値

31 30

年度報 p.35
(6)環境試料中の放射能
放射化学分析の測定項目

239+240
Pr

239+240
Pu

年度報 p.37
(9)環境試料中のフッ素
河川水(老部川下流)、備考欄 塩分11 (削除)

年度報 p.37
(9)環境試料中のフッ素
湖沼水(尾駮沼)(6.4.7採取)、備考欄 塩分22 塩分11

年度報 p.37
(9)環境試料中のフッ素
湖沼水(尾駮沼)(6.7.28採取)、備考欄 塩分15 塩分22

年度報 p.37
(9)環境試料中のフッ素
湖沼水(尾駮沼)(6.10.4採取)、備考欄 塩分19 塩分15

年度報 p.37
(9)環境試料中のフッ素
湖沼水(尾駮沼)(6.12.7採取)、備考欄 (記載無し) 塩分19

年度報 p.44
(3)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
室ノ久保、全αの年間最大値 0.011 0.11

年度報 p.48

(5)環境試料中の放射能
井戸水(尾駮１)(7.1.9採取)、採取試料名及
び採取地点名

井戸水（尾駮１） 水道水（二又）
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第1四半期報 p.20
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
全測定局、4月分の採取期間 7.4.3～7.5.1 7.3.31～7.5.1

第1四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、千歳平、平沼、泊及び吹越、6月の採
取期間

7.5.29～7.6.26 7.5.29～7.6.29

第1四半期報 p.20
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
比較対照(青森)、6月の採取期間 7.5.29～7.6.26 7.5.29～7.6.30

第1四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、6月の全α測定値

平均　<0.028
最大　0.030

最小　*

平均　*
最大　*
最小　*

第1四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
千歳平、6月の全α測定値

平均　<0.033
最大　0.036

最小　*

平均　*
最大　*
最小　*

第1四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
平沼、6月の全α測定値

平均　<0.035
最大　0.035

最小　*

平均　*
最大　*
最小　*

第1四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
泊、4月の全α測定値

平均　0.053
最大　0.058
最小　0.048

平均　0.050
最大　0.058
最小　0.041

第1四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
泊、4月の全β測定値

平均　0.44
最大　0.38
最小　0.58

平均　0.46
最大　0.58
最小　0.38

第1四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
泊、6月の全α測定値

平均　<0.026
最大　0.026

最小　*

平均　*
最大　*
最小　*

第1四半期報 p.20
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
比較対照(青森)、4月の全β平均値 0.48 0.47

第2四半期報 p.6
表7 大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、全β測定値 *～0.45 0.21～0.56

第2四半期報 p.20
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
比較対照(青森)、7月分の採取期間 7.6.29～7.7.31 7.6.30～7.7.31

第2四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、9月の全α測定値

平均　0.049
最大　0.079
最小　0.027

平均　<0.049
最大　0.079

最小　*

第2四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、9月の全β測定値

平均　0.38
最大　0.48
最小　0.31

平均　0.37
最大　0.48
最小　0.29

第2四半期報 p.20
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、第2四半期の全α平均値 <0.041 <0.042

第2四半期報 p.20
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、9月の全α平均値 0.046 0.045

第2四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、7月の全β測定値

平均　0.22
最大　0.27
最小　0.20

平均　0.31
最大　0.41
最小　0.20

第2四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、8月の全β測定値

平均　<0.26
最大　0.33

最小　*

平均　0.36
最大　0.46
最小　0.21

第2四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、9月の全β測定値

平均　0.36
最大　0.45
最小　0.26

平均　0.47
最大　0.56
最小　0.37

第2四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、第2四半期の全β測定値

平均　<0.28
最大　0.45

最小　*

平均　0.38
最大　0.56
最小　0.21

第2四半期報 p.30
(5)環境試料中の放射能
デントコーン、採取年月日 7.7.19 7.9.19

第3四半期報 p.20
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
比較対照(青森)、11月の全α平均値 0.052 0.050

第3四半期報 p.29
(9)環境試料中のフッ素
湖沼水（尾駮沼）、採取年月日 7.12.7 7.12.5

第3四半期報 p.34
(5)環境試料中の放射能
井戸水、採取地点名

尾駮沼１
尾駮沼２

尾駮１
尾駮２
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第3四半期報 p.37

(5)環境試料中の放射能

海底土、
214

Bi、
228

Ac及び
3
H測定値

214
Bi　－

228
Ac　－

3
H　ND

214
Bi　ND

228
Ac　ND

3
H　－

第4四半期報 p.18
(2)モニタリングカー(NaI)
地点21(第一明神平)、地点22(第二明神平)
及び地点23(はまなす公園)、測定年月日

8.2.13 8.3.4

第4四半期報 p.22

(6)環境試料中の放射能
降下物、採取年月日 8.4.3～8.4.1 7.4.3～8.4.1

年度報 p.4

表4　モニタリングステーション(NaI)
千歳平、第3四半期の標準偏差 5.6 3.6

年度報 p.4
表4　モニタリングステーション(NaI)
泊、平成7年度の最大値 66 56

年度報 p.5,6
図-1 モニタリングステーション(NaI)
月変化グラフ、線量率の単位 Gy/h nGy/h

年度報 p.10

表9　機器分析結果（γ線放出核種）
陸上試料〔河底土・湖底土・表土〕の単位

mBq/ Bq/kg乾

年度報 p.12

表12　放射化学分析結果(ストロンチウム-90)
比較対照(青森市)、大気浮遊じんの単位 Bq/m

3
mBq/m

3

年度報 p.21

(1)モニタリングステーション(NaI)
吹越、3月の平均値 21 20

年度報 p.21

(1)モニタリングステーション(NaI)
青森、3月の最小値

14 13

年度報 p.24

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、第2四半期分(H7.6.29～H7.9.28採取)
の全α平均値

<0.041 <0.042

年度報 p.24

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
泊、第1四半期分(H7.3.31～H7.6.29採取)の
全α平均値及び全β平均値

(全α) <0.042
(全β) <0.28

(全α) <0.041
(全β) <0.29

年度報 p.24

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、第2四半期分(H7.6.29～H7.9.28採取)
の全β測定値

(平均) <0.28
(最大) 0.45
(最小)   *

(平均) 0.38
(最大) 0.56
(最小) 0.21

年度報 p.24
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
比較対照(青森)、全α年間平均値 <0.050 <0.051

年度報 p.28
(6)環境試料中の放射能
降下物(千歳平)、採取年月日 8.4.3～8.4.1 7.4.3～8.4.1

年度報 p.47

(5)環境試料中の放射能
水道水(尾駮)(H7.4.10、H7.7.3採取)のU測
定値

(記載なし) －

年度報 p.50
(5)環境試料中の放射能
牛乳、採取地点名 豊平 豊原

年度報 p.50
(5)環境試料中の放射能

牧草(富ノ沢)(H7.7.24採取)、
137

Cs測定値
ND 0.7

年度報 p.55
(7)環境試料中のフッ素
大気、採取地点名 富ノ久保 室ノ久保
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第1四半期報 p.26
(9)環境試料中のフッ素
大気(尾駮)、採取年月日 8.4.24～8.5.1 8.4.28～8.5.1

第1四半期報
第2四半期報

p.28p.30
(5)環境試料中の放射能
井戸水、採取地点名

尾駮沼１
尾駮沼２

尾駮１
尾駮２

第1四半期報 p.30
(5)環境試料中の放射能
牧草、採取地点名 富原 豊原

第2四半期報 p.20
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
比較対照(青森)、7月分の採取期間 8.6.27～8.7.29 8.6.28～8.7.29

第2四半期報 p.20
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、8月及び第2四半期の検体数

(8月)　　4
(第2四半期)　　12

(8月)　　3
(第2四半期)　　11

第3四半期報 p.27
(9)環境試料中のフッ素
精米、採取年月日 8.10.15 8.10.25

第3四半期報 p.33
(5)環境試料中の放射能

牛乳（豊原）、
40

K測定値
43 53

第3四半期報 p.34
(5)環境試料中の放射能
海底土の単位表記

mBq/ 
トリチウムについてはBq/ 

Bq/kg乾

年度報 p.23

(3)積算線量
年間積算線量

六ケ所村
　尾駮　　　　　　　　　407
　千歳平　　　　　　　　406
　平沼　　　　　　　　　408
　泊　　　　　　　　　　423
　出戸　　　　　　　　　360
　老部川　　　　　　　　354
　富ノ沢　　　　　　　　456
　二又　　　　　　　　　394
　むつ小川原石油備蓄　　389
　室ノ久保　　　　　　　392
　八森　　　　　　　　　431
　倉内　　　　　　　　　400
横浜町
　吹越　　　　　　　　　388
　明神平　　　　　　　　479
　役場　　　　　　　　　423
野辺地町
　有戸　　　　　　　　　418
　役場　　　　　　　　　389
東通村
　白糠　　　　　　　　　426
東北町
　西公園　　　　　　　　382
　水喰　　　　　　　　　402
　淋代　　　　　　　　　418
上北町
　役場　　　　　　　　　372
三沢市
　市役所　　　　　　　　446
比較対照（青森市）
　環境保健センター　　　431

六ケ所村
　尾駮　　　　　　　　　409
　千歳平　　　　　　　　408
　平沼　　　　　　　　　410
　泊　　　　　　　　　　425
　出戸　　　　　　　　　362
　老部川　　　　　　　　356
　富ノ沢　　　　　　　　458
　二又　　　　　　　　　396
　むつ小川原石油備蓄　　391
　室ノ久保　　　　　　　394
　八森　　　　　　　　　433
　倉内　　　　　　　　　402
横浜町
　吹越　　　　　　　　　391
　明神平　　　　　　　　481
　役場　　　　　　　　　426
野辺地町
　有戸　　　　　　　　　420
　役場　　　　　　　　　391
東通村
　白糠　　　　　　　　　428
東北町
　西公園　　　　　　　　384
　水喰　　　　　　　　　404
　淋代　　　　　　　　　421
上北町
　役場　　　　　　　　　374
三沢市
　市役所　　　　　　　　449
比較対照（青森市）
　環境保健センター　　　433

年度報 p.23
(3)積算線量
表の脚注

注) 年間積雪線量は、… 注） 年間積算線量は、…

年度報 p.37
(9)環境試料中のフッ素
湖沼水(鷹架沼)、H8.10.9の測定値 0.2 0.1

年度報 p.37
(9) 環境試料中のフッ素
精米(尾駮)、採取年月日 8.10.15 8.10.25
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年度報 p.61

自然放射線等による線量算出要領
表1　外部被ばくによる実効線量当量
県実施分全地点

六ケ所村
　尾駮　　　　　　　　　0.198
　千歳平　　　　　　　　0.197
　平沼　　　　　　　　　0.198
　泊　　　　　　　　　　0.210
　出戸　　　　　　　　　0.160
　老部川　　　　　　　　0.155
　富ノ沢　　　　　　　　0.237
　二又　　　　　　　　　0.187
　むつ小川原石油備蓄　　0.183
　室ノ久保　　　　　　　0.186
　八森　　　　　　　　　0.217
　倉内　　　　　　　　　0.192
横浜町
　吹越　　　　　　　　　0.182
　明神平　　　　　　　　0.255
　役場　　　　　　　　　0.210
野辺地町
　有戸　　　　　　　　　0.206
　役場　　　　　　　　　0.183
東通村
　白糠　　　　　　　　　0.213
東北町
　西公園　　　　　　　　0.178
　水喰　　　　　　　　　0.194
　淋代　　　　　　　　　0.206
上北町
　役場　　　　　　　　　0.170
三沢市
　市役所　　　　　　　　0.229
比較対照（青森市）
　環境保健センター　　　0.217

六ケ所村
　尾駮　　　　　　　　　0.198
　千歳平　　　　　　　　0.198
　平沼　　　　　　　　　0.199
　泊　　　　　　　　　　0.211
　出戸　　　　　　　　　0.161
　老部川　　　　　　　　0.156
　富ノ沢　　　　　　　　0.238
　二又　　　　　　　　　0.188
　むつ小川原石油備蓄　　0.184
　室ノ久保　　　　　　　0.186
　八森　　　　　　　　　0.218
　倉内　　　　　　　　　0.193
横浜町
　吹越　　　　　　　　　0.184
　明神平　　　　　　　　0.256
　役場　　　　　　　　　0.212
野辺地町
　有戸　　　　　　　　　0.207
　役場　　　　　　　　　0.184
東通村
　白糠　　　　　　　　　0.214
東北町
　西公園　　　　　　　　0.178
　水喰　　　　　　　　　0.194
　淋代　　　　　　　　　0.208
上北町
　役場　　　　　　　　　0.170
三沢市
　市役所　　　　　　　　0.230
比較対照（青森市）
　環境保健センター　　　0.218
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第1四半期報 p.24
(6)環境試料中の放射能
海藻類（チガイソ）、採取年月日 9.4.28 9.4.25

第1四半期報 p.30
(5)環境試料中の放射能
井戸水、採取地点名

尾駮沼１
尾駮沼２

尾駮１
尾駮２

第2四半期報 p.5

表6 大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、全α測定値 *～0.09 *～0.090

第2四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、千歳平、平沼、泊及び吹越、7月の採
取期間

9.6.30～9.7.28 9.6.26～9.7.28

第2四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、千歳平、平沼、泊及び吹越、9月の採
取期間

9.8.25～9.9.22 9.8.25～9.9.25

第2四半期報 p.24
(9)環境試料中のフッ素
牧草、採取年月日 9.9.1 9.8.27

第3四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、千歳平、平沼、泊及び吹越、10月の
採取期間

9.9.29～9.10.27 9.9.25～9.10.27

第3四半期報 p.20

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、千歳平、平沼、泊及び吹越、12月の
採取期間

9.11.24～9.12.22 9.11.24～9.12.25

第3四半期報 p.24
(6)環境試料中の放射能
精米（千樽）、採取年月日 9.10.17 9.10.11

第3四半期報 p.26
(6)環境試料中の放射能
海藻類（チガイソ）、採取年月日 9.10.13 9.10.17

第3四半期報 p.29
(9)環境試料中のフッ素
精米（尾駮）、採取年月日 9.10.27 9.10.11

第4四半期報 p.3
表3 モニタリングステーション(NaI)
千歳平、1月の標準偏差 5.8 5.6

第4四半期報 p.3
表3 モニタリングステーション(NaI)
千歳平、2月の標準偏差 3.4 2.1

第4四半期報 p.17
(1)モニタリングステーション(NaI)
千歳平、1月の標準偏差 5.8 5.6

第4四半期報 p.17
(1)モニタリングステーション(NaI)
千歳平、2月の標準偏差 3.4 2.1

年度報 p.3
表3 モニタリングステーション(NaI)
泊、第3四半期の平均値 22 23

年度報 p.20
(1)モニタリングステーション(NaI)
平沼、9月の標準偏差 1.7 1.8

年度報 p.22
(2)モニタリングカー(NaI)
沖付、第2四半期の空間放射線量率 15 16

年度報 p.23
(3)積算線量
東北町淋代、年間積算線量 424 423

年度報 p.24
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
青森、第4四半期分の採取期間 H9.12.25～H10.3.27 H9.12.25～H10.3.30

年度報 p.32
(6)環境試料中の放射能
精米(千樽)、採取年月日 9.10.17 9.10.11

年度報 p.34
(6)環境試料中の放射能
海藻類(チガイソ)、採取年月日

9.4.28
9.10.13

9.4.25
9.10.17

年度報 p.36
(7)大気中の水蒸気状トリチウム
尾駮(9.10.1～9.10.31採取)、大気中水分量 7.4 7.5

年度報 p.38
(9)環境試料中のフッ素
大気(比較対照〔青森市〕)、採取年月日 9.7.1～9.7.8 9.7.1～9.7.7

年度報 p.38
(9)環境試料中のフッ素
牧草(第3団地)、採取年月日 9.9.1 9.8.27

年度報 p.61

自然放射線等による実効線量当量
表1 外部被ばくによる実効線量当量
東北町淋代、実効線量当量

0.210 0.209
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平成10年度（１）

報告書 ページ 該当部分 誤 正

第1四半期報 p.21

(1)モニタリングステーション(NaI)
泊、6月の平均値

21 22

第1四半期報
第2四半期報
第3四半期報
第4四半期報

p.21

(1)モニタリングステーション(NaI)
泊、過去の測定値の範囲

15～80 14～80

第1四半期報 p.24

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、千歳平、平沼、泊及び吹越、採取期
間

(4月)10. 3.30～10. 5. 4
(5月)10. 5. 4～10. 6. 1
(6月)10. 6. 1～10. 6.22

(4月)10. 3.27～10. 5. 4
(5月)10. 5. 4～10. 6. 1
(6月)10. 6. 1～10. 6.26

第1四半期報 p.24

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
泊、6月分(10.6.1～10.6.22)の全α測定値

平均　<0.024
最大　0.025

最小　*

平均　*
最大　*
最小　*

第1四半期報 p.24
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
比較対照(青森)、4月分の全α平均値 0.10 0.099

第2四半期報 p.24

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
全測定局、採取期間

(7月)10. 6.29～10. 8. 3
(8月)10. 8. 3～10. 8.31
(9月)10. 8.31～10. 9.28

(7月)10. 6.26～10. 8. 3
(8月)10. 8. 3～10. 8.31
(9月)10. 8.31～10.10. 1

第2四半期報 p.24
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、9月分の全α平均値 0.030 0.066

第2四半期報 p.24
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、9月分の全β平均値 <0.33 0.33

第3四半期報 p.9

表2-1 大気浮遊じん中の全α及び全β放射
能
平沼、全α測定値

*～0.10 *～0.097

第3四半期報 p.15
2.調査結果　(3)環境試料中のフッ素
本文、上から3行目 …湖沼水はND～0.8mg/ 、… …湖沼水はND～0.4mg/ 、…

第3四半期報 p.16
表2-12　環境試料中のフッ素
湖沼水（青森県）の測定値 ND～0.8 ND～0.3

第3四半期報 p.21
(1)モニタリングステーション(NaI)
千歳平、12月の最小値 20 17

第3四半期報 p.24

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
全測定局、採取期間

(10月)10.10. 5～10.11. 2
(11月)10.11. 2～10.11.30
(12月)10.11.30～10.12.21

(10月)10.10. 1～10.11. 2
(11月)10.11. 2～10.11.30
(12月)10.11.30～10.12.24

第3四半期報 p.24
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
平沼、10月の全α最大値 0.10 0.097

第3四半期報 p.24
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
平沼、第3四半期の全α最大値 0.10 0.097

第3四半期報 p.24
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
泊、11月の全α平均値 <0.030 <0.031

第3四半期報 p.24
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
泊、12月の全α平均値 0.047 0.041

第3四半期報 p.33
(9)環境試料中のフッ素
湖沼水（尾駮沼）（10.10.15採取）の測定値 0.8 0.3

第4四半期報 p.24
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
泊、第4四半期の全α平均値 0.041 0.040

第4四半期報 p.24

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
全測定局、採取期間

(1月)10.12.28～11. 2. 1
(2月)11. 2. 1～11. 3. 1
(3月)11. 3. 1～11. 3.22

(1月)10.12.24～11. 2. 1
(2月)11. 2. 1～11. 3. 1
(3月)11. 3. 1～11. 3.25

年度報 p.17
2.調査結果　(3)環境試料中のフッ素
本文、上から3行目 …湖沼水はND～0.8mg/ 、… …湖沼水はND～0.6mg/ 、…

年度報 p.18
表2-12 環境試料中のフッ素
湖沼水（青森県）、測定値 ND～0.8 ND～0.3

年度報 p.25

(1)モニタリングステーション(NaI)
泊、6月の平均値 21 22

年度報 p.25

(1)モニタリングステーション(NaI)
泊、過去の測定値の範囲 15～80 14～80
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平成10年度（２）

報告書 ページ 該当部分 誤 正

年度報 p.28

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
平沼、第3四半期分(H10.10.5～H10.12.21
採取)の全α最大値

0.10 0.097

年度報 p.28

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
泊、第4四半期分(H10.12.28～H11.3.22採
取)の全α平均値

0.041 0.040

年度報 p.28

(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
全測定局、採取期間

(第1四半期) H10. 3.30～H10. 6.22
(第2四半期) H10. 6.29～H10. 9.28
(第3四半期) H10.10. 5～H10.12.21
(第4四半期) H10.12.28～H11. 3.22

(第1四半期) H10. 3.27～H10. 6.26
(第2四半期) H10. 6.26～H10.10. 1
(第3四半期) H10.10. 1～H10.12.24
(第4四半期) H10.12.24～H11. 3.25

年度報 p.42
(9)環境試料中のフッ素
湖沼水（尾駮沼）（10.10.15採取）の測定値 0.8 0.3
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平成11年度

報告書 ページ 該当部分 誤 正

第1四半期報 p.29
(6)環境試料中の放射能

海水（放出口付近）、
90

Sr測定値 ND 2

第1四半期報 p.29
(6)環境試料中の放射能

海水（放出口北20km地点）、
90

Sr測定値
2 ND

第1四半期報 p.30

(7)大気中の水蒸気状トリチウム
全測定局、採取期間

H11. 4. 1～H11. 5. 1
H11. 5. 1～H11. 6. 1
H11. 6. 1～H11. 7. 1

H11. 4. 1～H11. 4.28
H11. 4.28～H11. 5.31
H11. 5.31～H11. 7. 1

第1四半期報 p.30

(7) 大気中の水蒸気状トリチウム
尾駮、大気中水分量

5.7
7.0
9.5

5.4
5.4
8.6

第1四半期報 p.30

(7)大気中の水蒸気状トリチウム
横浜町、大気中水分量

6.1
7.2
9.7

5.5
6.3
11

第1四半期報 p.30

(7)大気中の水蒸気状トリチウム
比較対照（青森市）、大気中水分量

5.8
8.1
9.9

7.0
7.4
12

第1四半期報 p.30
(9)環境試料中のフッ素
湖沼水（尾駮沼）、備考欄の塩分 4.5 4.9

第1四半期報 p.39
(5)大気中ヨウ素（

131
I）測定結果

単位 kBq/m
3

mBq/m
3

第1四半期報 p.43
(6)環境試料中のフッ素
牛乳（雲雀平）、採取年月日 H11.4.12 H11.4.2

第2四半期報 p.24
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、第2四半期の全β平均値 <0.27 <0.26

第2四半期報 p.24
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
平沼及び吹越、7月分の採取期間 H11.6.28～H11.8.2 H11.6.28～H11.7.30

第2四半期報 p.24
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
平沼、7月分の全α平均値 <0.044 <0.043

第2四半期報 p.24
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、9月分の全α平均値 <0.052 <0.054

第2四半期報 p.24
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、7月分の全β平均値 <0.18 <0.17

第2四半期報 p.24
(4)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、9月分の全β平均値 0.41 0.42

第3四半期報 p.21
(1)モニタリングステーション（NaI）
尾駮、10月の最小値 19 20

第3四半期報 p.26
(6)環境試料中の放射能
雨水、採取年月日 H11.12.1～H11.1.4 H11.12.1～H12.1.4

第3四半期報 p.26
(6)環境試料中の放射能
降下物、採取年月日 H11.12.1～H11.1.4 H11.12.1～H12.1.4

第4四半期報 p.26
(6)環境試料中の放射能
雨水、採取年月日 H11.1.4～H12.2.2 H12.1.4～H12.2.2

年度報 p.25

(1)モニタリングステーション(NaI)
吹越、3月の標準偏差 3.6 3.7

年度報 p.25
(1)モニタリングステーション(NaI)
比較対照(青森)、3月の標準偏差 4.6 4.7

年度報 p.32
(6)環境試料中の放射能
雨水(千歳平)、採取年月日 H12.2.2～H11.3.1 H12.2.2～H12.3.1

年度報 p.36
(6)環境試料中の放射能
松葉(比較対照(青森市))、採取年月日 H12.4.14 H11.4.14

年度報 p.53

(3)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
室ノ久保、第1四半期分(H11.3.29～
H11.6.28採取)の全β平均値

<0.31 0.31

年度報 p.57

(6)環境試料中の放射能
湖沼水(尾駮沼1）(H11.10.18採取)、備考欄
の塩分

2.2 22

年度報 p.66

(9)環境試料中のフッ素
牛乳（雲雀平）、採取年月日 H11. 4.12 H11. 4. 2
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平成12年度

報告書 ページ 該当部分 誤 正

第1四半期報 p.32
(10)気象観測結果 ①風速等
吹越、4月及び5月の降水量

(4月)　91.0
(5月)　86.5

(4月)　86.5
(5月)　91.0

第2四半期報 p.8
2.調査結果 (2)環境試料中の放射能
④ γ線放出核種分析、本文 …表土が3～17Bq/kg乾、… …表土がND～17Bq/kg乾、…

第3四半期報 p.28
(6)環境試料中の放射能

湖底土（尾駮沼）、
137

Cs測定値
ＮＤ 10

第3四半期報 p.28
(6)環境試料中の放射能

湖底土（鷹架沼）、
137

Cs測定値
ＮＤ 29

第3四半期報 p.28
(6)環境試料中の放射能

湖底土（小川原湖）、
137

Cs測定値 ＮＤ 19

第4四半期報 p.26

(6)環境試料中の放射能

降下物（H12.4.3～H13.4.2）、
54

Mn・
60

Co・
106

Ru・
134

Cs・
137

Cs・
144

Ce測定値
(
54

Mn)　ＮＤ

(
60

Co)　ＮＤ

(
106

Ru）　ＮＤ

(
134

Cs)　ＮＤ

(
137

Cs)　ＮＤ

(
144

Ce)　ＮＤ

(
54

Mn)　－

(
60

Co)　－

(
106

Ru）　－

(
134

Cs)　－

(
137

Cs)　－

(
144

Ce)　－

第4四半期報 p.40
(6)環境試料中の放射能
試料名 湖沼水 水道水

第4四半期報 p.40
(6)環境試料中の放射能
水道水、採取地点名 尾駮沼 尾駮

年度報 p.10

2.調査結果　(2) 環境試料中の放射能
④ 機器分析及び放射化学分析
　○ γ線放出核種分析 の2行下の文章中

…表土が3～17Bq/kg乾、精米が… …表土がND～17Bq/kg乾、精米が…

年度報 p.32

(6)環境試料中の放射能
降下物(千歳平)、採取年月日 H11.4.3～H12.5.1 H12.4.3～H12.5.1

年度報 p.33

(6)環境試料中の放射能
湖沼水(尾駮沼)(H12.7.4採取)、備考欄の塩
分

1.9 19

年度報 p.36
(6)環境試料中の放射能

精米(尾駮)、14Cの放射能濃度 91 90

年度報 p.57

(6)環境試料中の放射能
大気浮遊じん(室ノ久保)(H12.4.3～H12.7.3

採取)、
3
H測定値

(記載なし) －

年度報 p.62

(6)環境試料中の放射能
魚類・海藻類・貝類・頭足類・甲殻類・その他
の単位

トリチウムについては
上：Bq/kg生
下：Bq/g炭素

トリチウムについては
上：Bq/kg生

下：Bq/ 
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平成13年度

報告書 ページ 該当部分 誤 正

第1四半期報 p.28
(3)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
平沼、4月分の全α最小値 0.099 0.069

第2四半期報 p.30
(5)環境試料中の放射能
雨水、採取年月日 H13.8.31～H13.9.28 H13.8.31～H13.10.1

第2四半期報 p.30
(5)環境試料中の放射能

表土（尾駮）、
137

Cs測定値
ＮＤ 9

第2四半期報 p.30
(5)環境試料中の放射能

表土（横浜町）
137

Cs測定値
ＮＤ 16

第2四半期報 p.50
(6)環境試料中の放射能

牧草（八森）、
137

Cs測定値 ND 0.4

第3四半期報 p.41
(9)気象観測結果 ②大気安定度
尾駮、10月のB分類の出現頻度 4 49

第3四半期報 p.34

(5)環境試料中の放射能
シジミ、採取年月日 H13.11.14 H13.11.12

第4四半期報 p.11

2.調査結果 (2)環境試料中の放射能
④ウラン分析、本文 大気浮遊じんが0.0005～

0.0006mBq/m
3
、…

大気浮遊じんがND～0.0006mBq/m
3
、…

第4四半期報 p.30

(3)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
全測定局、各月の採取期間

H13.12.31～H14.1.28
H14.1.28～H14.2.25
H14.2.25～H14.4.1

H13.12.31～H14.2.4
H14.2.4～H14.3.4
H14.3.4～H14.4.1

年度報 p.13
2.調査結果 (2)環境試料中の放射能
④γ線放出核種分析、本文

…指標生物（松葉）がND～0.4Bq/kg生
…

…牧草がND～0.4Bq/kg生…

年度報 p.14
2.調査結果 (2)環境試料中の放射能
④ストロンチウム-90分析、本文 …牛乳がND～0.05Bq/ … …牛乳がND～0.06Bq/ …

年度報 p.18

表2-7 ストロンチウム-90
90

Ｓｒ（牛乳、青森県測定値） ND～0.05 ND～0.06

年度報 p.52

(5)環境試料中の放射能
採取年月日（シジミ） H13.11.14 H13.11.12
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年度報 p.15

2.調査結果 (2)環境試料中の放射能
　④ 機器分析及び放射化学分析
　　○ ウラン分析、本文

…指標生物（松葉）が0.08～♯
0.11Bq/kg生…

…指標生物（松葉）が0.08及び♯0.24Bq/kg
生…

年度報 p.19
表2-7 ストロンチウム-90
チガイソ（青森県実施分）、測定値 0.04 ＮＤ

年度報 p.33

(1)空間放射線量率
② モニタリングポスト（NaI)
東通村役場、3月の測定値

平均　18
最大　33
最小　17

標準偏差　2.7

平均　15
最大　33
最小　10

標準偏差　3.8

年度報 p.33

(1)空間放射線量率
② モニタリングポスト（NaI)
東通村役場、年間の測定値

平均　21
最大　71
最小　11

標準偏差　4.4

平均　20
最大　71
最小　10

標準偏差　4.5

年度報 p.48

(5)環境試料中の放射能

表土(千歳平)、
214

Biの測定値 8 ＮＤ

年度報 p.51
(5)環境試料中の放射能

牛乳(庄内)、
90

Srの測定値
0.04 ＮＤ

年度報 p.52
(5)環境試料中の放射能
ナガイモ(東北町)、採取年月日 H14.11.24 H14.11.20

年度報 p.57

(5)環境試料中の放射能

海藻類(チガイソ)(H14.10.4採取)、
90

Sr測定
値

0.04 ＮＤ

年度報 p.60
(8)環境試料中のフッ素
大気（比較対照(青森市)）、採取年月日 H15.1.6～H15.1.20 H15.2.26～H15.3.10

年度報 p.60
(8)環境試料中のフッ素
湖沼水(尾駮沼)、採取年月日 H14.12.2 H14.12.3

年度報 p.62
(9)気象観測結果 ①風速等
泊、9月及び年間の降水量

9月　163.0
年間　1,960.0

9月　162.5
年間　1,959.5
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第1四半期報 p.27

(1)空間放射線量率
①モニタリングステーション(NaI)
比較対照(青森)、6月及び第1四半期の最小
値

27 26

第1四半期報 p.31
(2)積算線量
比較対照(青森市)、TLD測定値 107 108

第1四半期報 p.31
(2)積算線量
横浜町役場、RPLD測定値 103 104

第1四半期報 p.31
(2)積算線量
東北町(西公園)、RPLD測定値 89 90

第1四半期報 p.31
(2)積算線量
水喰(東北町)、RPLD測定値 90 91

第1四半期報 p.32

(3) 大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
尾駮、泊、吹越及び比較対照(青森)、6月分
の採取期間

H15. 6. 2～H15. 6.30 H15. 6. 2～H15. 6.29

第1四半期報 p.41
(9)環境試料中のフッ素
大気（尾駮）、採取年月日 H15.4.18～H15.4.30 H15.4.10～H15.4.21

第1四半期報 p.41
(9)環境試料中のフッ素
大気（比較対照（青森市））、採取年月日 H15.4.18～H15.4.30 H15.4.10～H15.4.21

第1四半期報 p.132
(1)空間放射線量率 ②モニタリングカー(NaI)
浜奥内、中野沢、浜田及び泊、測定年月日 〃(H15.5.27) H15.5.29

第1四半期報 p.141

(6)気象観測結果 ②大気安定度
近川、6月の大気安定度出現頻度及び出現
割合（A、B、D、G）

A　 22( 3.1)
B　106(14.9)
D　343(48.1)
G　102(14.0)

A　 21( 2.9)
B　108(15.1)
D　342(48.0)
G　102(14.3)

第1四半期報 p.141

(6)気象観測結果 ②大気安定度
近川、第1四半期の大気安定度出現頻度及
び出現割合（A、B、D）

A　104( 4.8)
B　296(13.6)
D　840(38.6)

A　103( 4.7)
B　298(13.7)
D　839(38.5)

第1四半期報 p.149

(3)環境試料中の放射能

松葉（大豆田）（H15.5.22採取)、
90

Sr測定値 0.8 0.77

第2四半期報 p.28

(1)空間放射線量率
(参考)モニタリングステーション(電離箱)
尾駮、7月の標準偏差

2.7 2.8

第2四半期報 p.28

(1)空間放射線量率
(参考)モニタリングステーション(電離箱)
千歳平、7月及び9月の標準偏差

7月　2.5
9月　3.3

7月　2.6
9月　3.2

第2四半期報 p.28

(1)空間放射線量率
(参考)モニタリングステーション(電離箱)
平沼、7月及び第2四半期の標準偏差

7月　2.0
第2四半期　2.3

7月　1.8
第2四半期　2.2

第2四半期報
p.28
p.125

(1)空間放射線量率
(参考)モニタリングステーション(電離箱)
泊、7月の標準偏差

2.1 2.2

第2四半期報 p.28

(1)空間放射線量率 (参考)モニタリングス
テーション(電離箱)
吹越、8月及び9月の標準偏差

8月　2.5
9月　2.8

8月　2.4
9月　2.7

第２四半期報 p.30

(1)空間放射線量率
③モニタリングカー測定
測定年月日(尾駮沼南畔、弥栄平) 〃 H15.9.12

第2四半期報 p.32
(3)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
泊、9月の全β平均値 <0.40 0.40

第2四半期報 p.32
(3)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
比較対照(青森)、9月の全β平均値 <0.49 0.49

第2四半期報 p.34

(5)環境試料中の放射能
大気浮遊じん（尾駮、千歳平、平沼、泊、横
浜町）、採取年月日

H15.6.30～H15.9.29 H15.6.30～H15.9.28

第2四半期報 p.41

(9)気象観測結果 ②大気安定度
尾駮、7月の大気安定度出現頻度及び出現
割合（B、C、D）

B　 57( 7.7)
C　 84(11.3)
D　509(68.4)

B　 59( 7.9)
C　 85(11.4)
D　506(68.0)

第2四半期報 p.41

(9)気象観測結果 ②大気安定度
尾駮、第2四半期の大気安定度出現頻度及
び出現割合（B、C、D）

B　  189( 8.6)
C　  206( 9.3)
D　1,321(59.8)

B　  191( 8.7)
C　  207( 9.4)
D　1,313(59.7)
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第2四半期報 p.125

(1)空間放射線量率
(参考)モニタリングステーション・ポスト(電離
箱)
小田野沢、9月の標準偏差

2.3 2.1

第2四半期報 p.125

(1)空間放射線量率
(参考)モニタリングステーション・ポスト(電離
箱)
老部、7月及び第2四半期の標準偏差

7月　2.1
第2四半期　2.6

7月　1.9
第2四半期　2.5

第2四半期報 p.125

(1)空間放射線量率
(参考)モニタリングステーション・ポスト(電離
箱)
近川、9月の標準偏差

2.8 2.7

第2四半期報 p.144

(3)環境試料中の放射能
井戸水、測定結果の単位

Bq/ 
mBq/ 

トリチウムについてはBq/ 

第3四半期報 p.28

(1)空間放射線量率
(参考)モニタリングステーション(電離箱)
尾駮、11月及び12月の平均値

11月　58
12月　62

11月　59
12月　61

第3四半期報 p.28
(1)空間放射線量率
(参考)モニタリングステーション(電離箱)
千歳平、11月及び12月の標準偏差

11月　4.3
12月　6.5

11月　4.4
12月　6.6

第3四半期報
p.28
p.135

(参考) モニタリングステーション(電離箱)
泊、12月・第3四半期の標準偏差

12月　5.0
第3四半期　4.5

12月　4.9
第3四半期　4.4

第3四半期報 p.34
(5) 環境試料中の放射能
大気浮遊じん（全地点）、採取年月日 H15.9.29～H15.12.29 H15.9.29～H15.12.28

第3四半期報 p.135

(1)空間放射線量率
(参考) モニタリングステーション・ポスト(電離
箱)
小田野沢、12月及び第3四半期の標準偏差

12月　4.6
第3四半期　3.8

12月　4.7
第3四半期　3.9

第3四半期報 p.135

(1)空間放射線量率
(参考) モニタリングステーション・ポスト(電離
箱)
老部、12月の標準偏差

4.8 4.9

第3四半期報 p.139
(4) 大気中のヨウ素
全測定局、10及び11月の検体数

10月　4
11月　4

10月　5
11月　3

第3四半期報 p.142
(5) 環境試料中の放射能
松葉（袰川）、採取年月日 H15.10.5 H15.11.5

第3四半期報 p.154
(3) 環境試料中の放射能
ダイコン、採取地点名 白糠 近川

第3四半期報 p.154
(3) 環境試料中の放射能
コンブ、採取地点名 東通村太平洋側海域 放水口付近

第3四半期報 p.154

(3) 環境試料中の放射能
チガイソ、採取地点名 東通村太平洋側海域 白糠

第4四半期報 p.28

(1)空間放射線量率
(参考) モニタリングステーション(電離箱)
尾駮、3月及び第4四半期の標準偏差

3月　3.0
第4四半期　5.8

3月　2.9
第4四半期　5.9

第4四半期報 p.28

(1)空間放射線量率
(参考)モニタリングステーション(電離箱)
千歳平、第4四半期の標準偏差 5.7 5.8

第4四半期報 p.133

(1)空間放射線量率
(参考) モニタリングステーション・ポスト(電離
箱)
小田野沢、3月及び第4四半期の標準偏差

3月　2.4
第4四半期　4.4

3月　2.5
第4四半期　4.5

第4四半期報 p.136

(3)大気浮遊じん中の全β放射能
近川、3月分(H16.3.1～H16.3.31採取)の平
均値

1.5 1.4

第4四半期報 p.144

(4)気象観測結果 ③風配図
老部、1月のCalm

3.7% 3.8%
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第4四半期報 p.151

(3)環境試料中の放射能
大気浮遊じん（周辺監視区域境界付近（西

側・南側））、
40

K測定値

H16. 1. 5～H16. 2. 2　　ND
H16. 2. 2～H16. 3. 1　　ND
H16. 3. 1～H16. 4. 1　　ND

H16. 1. 5～H16. 2. 2　　－
H16. 2. 2～H16. 3. 1　　－
H16. 3. 1～H16. 4. 1　　－

年度報 p.35

(1)空間放射線量率
(参考) モニタリングステーション・ポスト(電離
箱)
尾駮、11月及び12月の平均値

11月  58
12月  62

11月  59
12月  61

年度報 p.35

(1)空間放射線量率
(参考) モニタリングステーション・ポスト(電離
箱)
尾駮、7月及び3月の標準偏差

7月  2.7
3月  3.0

7月  2.8
3月  2.9

年度報 p.35

(1)空間放射線量率
(参考) モニタリングステーション・ポスト(電離
箱)
千歳平、7月、9月、11月及び12月の標準偏
差

7月  2.5
9月  3.3
11月 4.3
12月 6.5

7月  2.6
9月  3.2
11月 4.4
12月 6.6

年度報 p.35

(1)空間放射線量率
(参考) モニタリングステーション・ポスト(電離
箱)
平沼、7月の標準偏差

2.0 1.8

年度報
p.36
p.185

(1)空間放射線量率
(参考) モニタリングステーション・ポスト(電離
箱)
泊、7月及び12月の標準偏差

  7月 2.1
12月 5.0

  7月 2.2
12月 4.9

年度報 p.36

(1)空間放射線量率
(参考) モニタリングステーション・ポスト(電離
箱)
吹越、8月及び9月の標準偏差

  8月 2.5
  9月 2.8

  8月 2.4
  9月 2.7

年度報 p.40
(2) 積算線量
比較対照(青森市)、TLD測定値 107 108

年度報 p.40
(2) 積算線量
横浜町役場、RPLD測定値 103 104

年度報 p.40
(2) 積算線量
東北町(西公園)、RPLD測定値 89 90

年度報 p.40
(2) 積算線量
水喰(東北町)のRPLD測定値 90 91

年度報 p.41
(3) 大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
比較対照(青森)、年間の試料数 51 52

年度報 p.41
(3) 大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
吹越、全α年間平均値 <0.051 <0.050

年度報 p.41
(3) 大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
全測定局、第4四半期分の採取期間 H15.12.29～H16. 3.29 H15.12.29～H16. 3.28

年度報 p.184

(1)空間放射線量率
(参考) モニタリングステーション・ポスト(電離
箱)
小田野沢、9月、12月及び3月の標準偏差

        9月 2.3
      12月 4.6
        3月 2.4

        9月 2.1
      12月 4.7
        3月 2.5

年度報 p.184

(1)空間放射線量率
(参考) モニタリングステーション・ポスト(電離
箱)
老部、7月及び12月の標準偏差

        7月 2.1
      12月 4.8

        7月 1.9
      12月 4.9

年度報 p.184

(1)空間放射線量率
(参考) モニタリングステーション・ポスト(電離
箱)
近川、9月の標準偏差

2.8 2.7

年度報 p.187

(2) 積算線量
年間積算線量（大平滝浄水場、猿ヶ森、目
名、入口、関根）

(大平滝浄水場)　　371
(猿ヶ森)　　　　　434
(目名)　　　　　　381
(入口)　　　　　　437
(関根)　　　　　　391

(大平滝浄水場)　　372
(猿ヶ森)　　　　　435
(目名)　　　　　　382
(入口)　　　　　　438
(関根)　　　　　　392

年度報 p.188
(3) 大気浮遊じん中の全β放射能
小田野沢、年間平均値 1.3 1.2

年度報 p.189
(4) 大気中のヨウ素
全測定局、第4四半期分の採取期間 H15.12.29～H16. 3.29 H15.12.29～H16. 3.28

年度報 p.190
(5) 環境試料中の放射能
大気浮遊じん(小田野沢、老部)、採取年月
日

H15.4.1～H15.4.30 H15.4.3～H15.4.30

年度報 p.200
(5) 環境試料中の放射能
ウスメバル、採取年月日 H15.8.4 H15.7.21
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年度報 p.200
(5) 環境試料中の放射能
松葉(比較対照〔川内町〕)、採取年月日 H15.10.5 H15.11.5

年度報 p.202
(5) 環境試料中の放射能
コンブ(老部沖)、採取年月日 H15.8.4 H15.8.2

年度報 p.215

(3)環境試料中の放射能
大気浮遊じん（周辺監視区域境界付近（西

側・南側））、
40

K測定値

H15. 9. 1～H15.10. 1　　ND
H15.10. 1～H15.11. 4　　ND
H15.11. 4～H15.12. 1　　ND
H15.12. 1～H16. 1. 5　　ND
H16. 1. 5～H16. 2. 2　　ND
H16. 2. 2～H16. 3. 1　　ND
H16. 3. 1～H16. 4. 1　　ND

H15. 9. 1～H15.10. 1　　－
H15.10. 1～H15.11. 4　　－
H15.11. 4～H15.12. 1　　－
H15.12. 1～H16. 1. 5　　－
H16. 1. 5～H16. 2. 2　　－
H16. 2. 2～H16. 3. 1　　－
H16. 3. 1～H16. 4. 1　　－

年度報 p.220
(3)環境試料中の放射能
ダイコン、採取地点名 白糠 近川

年度報 p.222
(3)環境試料中の放射能
コンブ、採取地点名 東通村太平洋側海域

小田野沢沖 (H15.07.29分)
放水口付近 （H15.10.07分)
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第1四半期報 p.32

(3)大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
泊、4月分(H16.3.29～H16.5.2採取)の全β
最小値

0.57 0.59

第1四半期報 p.114
表1-1 空間放射線
モニタリングカー、地点数

施設周辺地域
(8地点)

施設周辺地域
(9地点)

第1四半期報 p.116
図2-2 モニタリングカー
地点数

施設周辺地域
(8地点)

施設周辺地域
(9地点)

第1四半期報 p.130
(3)大気浮遊じん中の全β放射能
近川、6月分(H16.6.1～H16.6.30)の検体数 239 237

第1四半期報 p.130
(3) 大気浮遊じん中の全β放射能
近川、第1四半期の検体数 725 723

第1四半期報 p.145

(3)環境試料中の放射能
大気浮遊じん（周辺監視区域境界付近（西

側・南側））、
40

K測定値

H16. 4. 1～H16. 5. 6　　ND
H16. 5. 6～H16. 6. 1　　ND
H16. 6. 1～H16. 7. 1　　ND

H16. 4. 1～H16. 5. 6　　－
H16. 5. 6～H16. 6. 1　　－
H16. 6. 1～H16. 7. 1　　－

第２四半期報 ｐ．144
（３）環境試料中の放射能測定結果
大気浮遊じん（周辺監視区域境界付近（西
側・南側））および降下物、　採取年月日

H16.09.01～H16.010.01 H16.09.01～H16.10.01

第2四半期報 p.145

(3)環境試料中の放射能
大気浮遊じん（周辺監視区域境界付近（西

側・南側））、
40

K測定値

H16. 7. 1～H16. 8. 2　　ND
H16. 8. 2～H16. 9. 1　　ND
H16. 9. 1～H16.10. 1　　ND

H16. 7. 1～H16. 8. 2　　－
H16. 8. 2～H16. 9. 1　　－
H16. 9. 1～H16.10. 1　　－

第3四半期報 p.36
(5)環境試料中の放射能

湖底土（鷹架沼）、
90

Sr測定結果
0.5 0.4

第3四半期報 p.43
(9)気象観測結果 ①風速等
千歳平、12月の平均気温 1.9 2.0

第3四半期報 p.43

(9)気象観測結果 ①風速等
平沼、12月、第3四半期の降水量 12月　196.5

第3四半期　326.0
12月　197.5

第3四半期　327.0

第3四半期報
p.43
p.144

(9)気象観測結果 ①風速等
泊、12月及び第3四半期の降水量 12月　196.5

第3四半期　372.0
12月　196.0

第3四半期　371.5

第3四半期報 p.144

(9)気象観測結果 ①風速等
老部、12月及び第3四半期の降水量

12月　188.5
第3四半期　351.0

12月　192.5
第3四半期　355.0

第3四半期報 p.152

(3)環境試料中の放射能
ダイコン、採取地点

白糠 近川

第4四半期報 p.30

(1)空間放射線量率
③モニタリングカー(NaI)
上目ノ越、積雪深

15 18

第4四半期報 p.38

(9)気象観測結果 ①風速等
尾駮、2月の平均気温

-2.0 -2.1

第4四半期報 p.38

(9)気象観測結果 ①風速等
尾駮、3月及び第4四半期の降水量 (3月)　110.0

(第4四半期)　338.5
(3月)　110.5

(第4四半期)　339.0

第4四半期報 p.131

(3) 大気浮遊じん中の全β放射能
小田野沢、2月分(H17.2.1～H17.2.28採取)
及び第4四半期の最小値 0.10 0.098
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平成16年度（２）

報告書 ページ 該当部分 誤 正

第４四半期報 p.137 (6)気象観測結果 ②大気安定度

年度報 p.6
2.調査結果 (1)空間放射線
(b)モニタリングポスト、本文

…また、月平均値は16～26 nGy/hで
あった。

…また、月平均値は8～28nGy/hであった。

年度報 p.23

2.調査結果 (3)環境試料中のフッ素
②環境試料中のフッ素、本文 　湖沼水が0.1～#1.0 mg/ 、… 　湖沼水が0.1～0.8 mg/ 、…

年度報 p.23

2.調査結果 (3)環境試料中のフッ素
②環境試料中のフッ素、本文

…湖沼水（尾駮沼）の測定値は♯1.0
mg/ であり、平常の変動幅を上回った
が、環境レベルの変動と考えられる。

削除

年度報 p.24

表2-14 環境試料中のフッ素
湖沼水(青森県)、測定値 0.1～♯1.0 0.1～0.8

年度報 p.37

(1)空間放射線量率
③モニタリングカー(NaI)
上目ノ越、第4四半期の積雪深

15 18

年度報 p.56

(6)大気中の水蒸気状トリチウム
比較対照(青森市)、水分中濃度(H16.6.30～
H16.8.2採取分)

ND 2

年度報 p.58

(8)環境試料中のフッ素
湖沼水(尾駮沼)、測定結果（H16.7.12採取
分）

1.0 0.8

年度報 p.157

青森県実施分の海洋試料（指標生物（ムラサ
キイガイ））の地点数 2 1

年度報 p.157

青森県実施分の地点数の合計

45 44

年度報 p.182

(3)大気浮遊じん中の全β放射能
近川、第1四半期分(H16.4.1～H16.6.30)の
検体数

725 723

年度報 p.182

(3) 大気浮遊じん中の全β放射能
小田野沢、第4四半期分(H17.1.1～
H17.3.31採取)の最小値

0.10 0.098

近川局、３月及び第４四半期の大気安定度

誤

正
 

 ※：近川局における大気安定度については、放射収支計の不具合により平成 17年３月 31日 19時以降のデータを 

欠測とした。 

 

 
分類 

測定月 
Ａ Ａ－Ｂ Ｂ Ｂ－Ｃ Ｃ Ｃ－Ｄ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ  計 備考 

近 川 

３ 月 
7 

(0.9) 

45 

(6.1) 

72 

(9.8) 

29 

(3.9) 

57 

(7.7) 

12 

(1.6) 

386 

(52.3) 

31 

(4.2) 

16 

(2.2) 

83 

(11.2) 

738 

(100) 
 

第 ４ 

四半期 

13 

(0.6) 

90 

(4.2) 

162 

(7.5) 

63 

(2.9) 

152 

(7.1) 

21 

(1.0) 

1,232 

(57.2) 

89 

(4.1) 

64 

(3.0) 

268 

(12.4) 

2,154 

(100) 
 

 
分類 

測定月 
Ａ Ａ－Ｂ Ｂ Ｂ－Ｃ Ｃ Ｃ－Ｄ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ  計 備考 

近 川 

３ 月 
7 

(0.9) 

45 

(6.0) 

72 

(9.7) 

29 

(3.9) 

57 

(7.7) 

12 

(1.6) 

386 

(51.9) 

33 

(4.4) 

16 

(2.2) 

87 

(11.7) 

744 

(100) 
 

第 ４ 

四半期 

13 

(0.6) 

90 

(4.2) 

162 

(7.5) 

63 

(2.9) 

152 

(7.0) 

21 

(1.0) 

1,232 

(57.0) 

91 

(4.2) 

64 

(3.0) 

272 

(12.6) 

2,160 

(100) 
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平成16年度（3）

報告書 ページ 該当部分 誤 正

年度報 p.196 (6)気象観測結果 ②大気安定度 近川局、３月及び年間の大気安定度

誤

正

 
分類 

測定月 
Ａ Ａ－Ｂ Ｂ Ｂ－Ｃ Ｃ Ｃ－Ｄ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ  計 備考 

近 川 

３ 月 
7 

(0.9) 

45 

(6.0) 

72 

(9.7) 

29 

(3.9) 

57 

(7.7) 

12 

(1.6) 

386 

(51.9) 

33 

(4.4) 

16 

(2.2) 

87 

(11.7) 

744 

(100) 
 

年 間 
203 

(2.3) 

656 

(7.5) 

866 

(9.9) 

170 

(1.9) 

438 

(5.0) 

52 

(0.6) 

4,096 

(46.8) 

271 

(3.1) 

261 

(3.0) 

1,733 

(19.8) 

8,746 

(100) 
 

 

 
分類 

測定月 
Ａ Ａ－Ｂ Ｂ Ｂ－Ｃ Ｃ Ｃ－Ｄ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ  計 備考 

近 川 

３ 月 
7 

(0.9) 

45 

(6.1) 

72 

(9.8) 

29 

(3.9) 

57 

(7.7) 

12 

(1.6) 

386 

(52.3) 

31 

(4.2) 

16 

(2.2) 

83 

(11.2) 

738 

(100) 
 

年 間 
203 

(2.3) 

656 

(7.5) 

866 

(9.9) 

170 

(1.9) 

438 

(5.0) 

52 

(0.6) 

4,096 

(46.9) 

269 

(3.1) 

261 

(3.0) 

1,729 

(19.8) 

8,740 

(100) 
 

※：近川局における大気安定度については、放射収支計の不具合により平成 17 年３月 31 日 19 時以降のデータを 
欠測とした。 

 

- 412 -



平成17年度（１）

報告書 ページ 該当部分 誤 正

第1四半期報 p.7

2.調査結果 (1)空間放射線
(c)モニタリングカー、本文 施設周辺地域の測定値は 14～23

nGy/h、…
施設周辺地域の測定値は 13～23 nGy/h、
…

第1四半期報
第2四半期報
第3四半期報
第4四半期報

p.22

表2-14 環境試料中のフッ素
湖沼水、平常の変動幅

ND～1.0 ND～0.9

第1四半期報 p.29

(1)空間放射線量率
③モニタリングカー(NaI)
北砂沼、測定値

14 13

第1四半期報 p.31

(3) 大気浮遊じん中の全α及び全β放射能
全測定局、採取期間

H17. 4. 4～H17. 5. 2
H17. 5. 2～H17. 5.30
H17. 5.30～H17. 7. 4

H17. 4. 4～H17. 5. 1
H17. 5. 2～H17. 5.29
H17. 5.30～H17. 7. 3

第1四半期報 p.34

(6) 環境試料中の放射能
大気浮遊じん（全地点）、採取年月日 H17.4.3～H17.7.3 H17.4.4～H17.7.3

第1四半期報 p.34

(6)環境試料中の放射能

降下物(H17.6.1～H17.7.1採取)、
７
Be測定結

果
72 71

第1四半期報 p.37

(6)環境試料中の放射能

チガイソ、
239+240

Pu測定結果 0.003 ND

第1四半期報 p.42

(10)気象観測結果 ③風配図
千歳平、第1四半期の風配図

第1四半期報 p.125
(1)空間放射線量率 ③モニタリングカー
イ 走行測定、Aルートの測定値の範囲 12～18 12～19

第1四半期報 p.127

(4) 大気中のヨウ素-131
全測定局、採取期間 H17. 4. 4～H17. 5. 2

H17. 5. 2～H17. 5.30
H17. 5.30～H17. 7. 4

H17. 4. 4～H17. 5. 1
H17. 5. 2～H17. 5.29
H17. 5.30～H17. 7. 3

第1四半期報 p.134

(6)気象観測結果 ③風配図
近川、第1四半期の風配図

第1四半期報 p.147
東通原子力発電所の運転状況　参考資料
4.露場測定結果 (3)大気安定度
4月、B分類の出現頻度

8.0 8.1

第1四半期報 p.147

東通原子力発電所の運転状況　参考資料
4.露場測定結果 (3)大気安定度
5月、D分類の出現頻度

54.9 55.0

第1四半期報 p.147

東通原子力発電所の運転状況　参考資料
4.露場測定結果 (3)大気安定度
第1四半期、A分類の出現頻度

2.4 2.5

第2四半期報 p.151

東通原子力発電所の運転状況　参考資料
4.露場測定結果 (1)風速
露場(地上10m)、第2四半期の平均風速

1.6 1.5

Ｎ

Ｅ

Ｓ

Ｗ

10

20

30%

Calm
2.5%

Ｎ

Ｅ

Ｓ

Ｗ

10

20

30%

Calm
3.5%

Ｎ

Ｅ

Ｓ

Ｗ

10

20

30%

Calm
8.3%

Ｎ

Ｅ

Ｓ

Ｗ

10

20

30%

Calm
10.7%
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平成17年度（２）

報告書 ページ 該当部分 誤 正

第2四半期報 p.151

東通原子力発電所の運転状況　参考資料
4.露場測定結果 (1)風速
露場(地上100m)、第2四半期の平均風速

4.9 4.8

第2四半期報 p.151

東通原子力発電所の運転状況　参考資料
4.気象観測結果 ③大気安定度
第2四半期、全分類の出現頻度

A　　　　2.4
A-B　　　8.0
B　　　 10.1
B-C　　　2.1
C　　　　6.2
C-D　　　1.9
D　　　 48.5
E　　　　3.0
F　　　　4.3
G　　　 13.5

A　　　　4.0
A-B　　　9.1
B　　　 10.1
B-C　　　0.8
C　　　　3.4
C-D　　　0.6
D　　　 54.6
E　　　　1.8
F　　　　2.5
G　　　 13.0

第3四半期報 p.135

(3) 大気浮遊じん中の全β放射能
近川、11月分(H17.11.1～H17.11.30採取)の
検体数

238 237

第3四半期報 p.135

(3) 大気浮遊じん中の全β放射能
近川、第3四半期の検体数 726 725

第3四半期報 p.148

(3)環境試料中の放射能
ダイコン、採取地点名 白糠 近川

第3四半期報 p.149

(3)環境試料中の放射能
大気浮遊じん(周辺監視区域境界付近(西

側)(H17.10.3～H17.11.1採取)、
7
Be測定値 5 5.0

第4四半期報 p.120

(1)空間放射線量率 (参考)モニタリングポスト
(電離箱)
林ノ脇、1月の標準偏差

4 4.0

年度報 p.25

表2-14 環境試料中のフッ素
湖沼水、平常の変動幅 ND～1.0 ND～0.9

年度報 p.36

(1)空間放射線量率 ③モニタリングカー(NaI)
出戸、第1四半期の空間放射線量率 15 14

年度報 p.36
(1)空間放射線量率 ③モニタリングカー(NaI)
北砂沼、第1四半期の空間放射線量率 14 13

年度報 p.58
(9) 環境試料中のフッ素
牛乳（原乳）（庄内）、採取年月日 H18.1.20 H18.1.25

年度報 p.60
(10)気象観測結果 ①風速等
泊、5月の最大積雪深 1 0

年度報 p.169

(4) 大気中のヨウ素-131
表中の検体数の右側の列

全β (削除)

年度報 p.167
(1)空間放射線量率 ③モニタリングカー
イ 走行測定、Aルートの測定値の範囲 12～18 12～19

年度報 p.169

(3) 大気浮遊じん中の全β放射能
近川、第3四半期分(H17.10.1～H17.12.31
採取)の検体数

726 725

年度報 p.169

(3) 大気浮遊じん中の全β放射能
近川、年間の検体数

2,885 2,884

年度報 p.181

(6)気象観測結果 ①風速等
泊、5月の最大積雪深

1 0

年度報 p.202

3.自然放射線等による実効線量
表2 内部被ばくによる預託実効線量

葉菜、海藻類、牛乳（原乳）の
131

I
- NE

年度報 p.202

3.自然放射線等による実効線量
表2 内部被ばくによる預託実効線量

飲料水、空気の
90

Sr
NE -

年度報 p.214

東通原子力発電所の運転状況　参考資料
4.露場測定結果 ③大気安定度
4月、B分類の出現頻度 8.0 8.1
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平成17年度（３）

報告書 ページ 該当部分 誤 正

年度報 p.214

東通原子力発電所の運転状況　参考資料
4.露場測定結果 ③大気安定度
5月、D分類の出現頻度

54.9 55.0
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平成18年度

報告書 ページ 該当部分 誤 正

第1四半期報
第2四半期報
第3四半期報
第4四半期報

p.22

表2-14 環境試料中のフッ素
湖沼水、平常の変動幅

ND～1.0 ND～0.9

第1四半期報 p.34
(6) 環境試料中の放射能
大気浮遊じん（全地点）、採取年月日 H18.4.3～H18.7.3 H18.4.3～H18.7.2

第1四半期報 p.137

(3) 大気浮遊じん中の全β放射能
老部、6月分(H18.6.1～H18.6.30採取)の検体
数

231 229

第1四半期報 p.137
(3) 大気浮遊じん中の全β放射能
老部、第1四半期の検体数 717 715

第1四半期報 p.137

(3) 大気浮遊じん中の全β放射能
近川、6月分(H18.6.1～H18.6.30採取)の平均
値

1.0 0.97

第1四半期報 p.149

(3)環境試料中の放射能

牧草(金谷沢)(H18.5.26採取)、7Be測定値 8.3 8

第2四半期報 p.34
(6) 環境試料中の放射能
大気浮遊じん（全地点）、採取年月日 H18.7.3～H18.10.2 H18.7.3～H18.10.1

第3四半期報 p.14
2.調査結果 (2)環境試料中の放射能
④ストロンチウム－９０分析、本文

…ダイコンが0.11 Bq/kg生、その他はす
べてNDであり…

…ダイコンが0.11 Bq/kg生、チガイソが0.05
Bq/kg生、その他はすべてNDであり…

第3四半期報 p.18
表2-7 ストロンチウム-90分析結果
チガイソ(青森県) ND 0.05

第3四半期報 p.37
(6)環境試料中の放射能

海藻類（チガイソ）、90Sr測定値
ND 0.05

第3四半期報 p.142
(3)環境試料中の放射能
ダイコン、採取地点名 白糠 近川

年度報 p.25
表2-14 環境試料中のフッ素
湖沼水、平常の変動幅 ND～1.0 ND～0.9

年度報
p.111
  ～

p.113

②大気中気体状β放射能(クリプトン-85換算)
   脚注

・プラスチックシンチレーション検出器
(350×200×2mm)、…○○○○○

・プラスチックシンチレーション検出器
(350×300×2mm)、…○○○○○

年度報 p.189

(3) 大気浮遊じん中の全β放射能
小田野沢、第1四半期分(H18.4.1～H18.6.30
採取)の検体数

727 725

年度報 p.189

(3) 大気浮遊じん中の全β放射能
老部、第1四半期分(H18.4.1～H18.6.30採取)
の検体数

717 715

年度報 p.189
(3) 大気浮遊じん中の全β放射能
小田野沢、年間の検体数 2,888 2,886

年度報 p.189
(3) 大気浮遊じん中の全β放射能
老部、年間の検体数 2,879 2,877

年度報 p.215
(3)環境試料中の放射能

牧草(金谷沢)(H18.5.26採取)、7Be測定値
8.3 8

年度報 p.223

3.線量の推定・評価(自然放射線等による線
量)
表3 内部被ばくによる預託実効線量

　葉菜、海藻類、牛乳（原乳）の131I

- NE

年度報 p.223

3.線量の推定・評価(自然放射線等による線
量)
表3 内部被ばくによる預託実効線量

　飲料水、空気の90Sr

NE -
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平成19年度

報告書 ページ 該当部分 誤 正

第1四半期報 p.22

表2-14 環境試料中のフッ素
湖沼水、平常の変動幅 ND～1.0 ND～0.9

第２四半期報 p.16
表 2-6 炭素ー14分析結果
脚注 ・炭素‐14の比放射能(Bq/kg炭素)は、… ・炭素‐14の比放射能(Bq/g炭素)は、…

第３四半期報 p.38

（７）大気中の水蒸気状トリチウム測定結果
（参考）アクティブ試験開始前の測定値の範
囲　水分中濃度　尾駮

ND～３ ND～２

第３四半期報 p.118

(２)環境資料中の放射能
ストロンチウム90分析　本文 0.05,0.16 ND～0.16

第３四半期報 p.130

（２）積算線量測定結果（RPLD）
脚注 ↑は、平常の変動幅を上回った測定値を

示す。
削除

第４四半期報 p.29

ア走行測定　測定年月日
比較対照（青森市） H20.3.17 H20.3.7

第４四半期報 p.34

（６）環境試料中の放射能測定結果
大気浮遊じん　採取年月日　全６地点 H19.12.31～H20.3.31 H19.12.31～H20.3.30

第４四半期報 p.136

（３）環境試料中の放射能測定結果
ホタテ　採取年月日 H20.1.16 H20.1.18

年度報 p.46

（６）環境試料中の放射能測定結果
大気浮遊じん　採取年月日　全６地点 H19.12.31～H20.3.31 H19.12.31～H20.3.30

年度報 p.56

（７）大気中の水蒸気状トリチウム測定結果
（参考）アクティブ試験開始前の測定値の範
囲　水分中濃度　青森

ND ND～2

年度報 p.171

表2-3　γ線放出核種分析結果
バレイショ　事業者測定値 0.4 ND

年度報 ｐ.194

（５）環境試料中の放射能測定結果
牛肉　採取年月日 H19.1.9 H20.1.9

年度報 p.364

表１　SCA弁別法による実効線量試算結果
老部川　年間 0.033 0.032

年度報 p.366

表2　実効線量の試算結果の比較
測定局　老部川　SCA弁別法 0.033 0.032

記載無し

以下の表を追加

p.370年度報

　誤

正

（２）環境レベルの変動により、平常の変動幅を外れたもの
○炭素-14分析結果

試料 採取地点 実施者 採取年月日 測定値 
平常の変動幅 

(過去の測定値の範囲）

ナ ガ イ モ 東北町 県 H19.12.1 
15 16～18 

0.24～0.25 （0.24）
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青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議設置要綱 

 

（設置） 

第１条 原子燃料サイクル施設、東通原子力発電所及びリサイクル燃料備蓄センター

（以下「原子力施設」という。）周辺における安全確保及び環境保全に資するため、

青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議（以下「監視評価会議」という。）を

設置する。 

 

（所管事項） 

第２条 監視評価会議は、次に掲げる事項を所管する。 

  一 原子力施設に係る環境放射線等のモニタリングに関すること 

  二 東通原子力発電所に係る温排水の調査に関すること 

  三 原子力施設に係る安全性に関すること 

  四 前各号に掲げる事項を所管する上で必要な事項に関すること 

 

（委員の構成） 

第３条  監視評価会議は、学識経験者等８０名以内の委員をもって構成し、会長及び

副会長２名を置く。 

  ２ 会長は、知事がこれにあたり、副会長２名のうち１名は副知事がこれにあたり、  

他の１名は委員の互選によってこれを定める。  

  ３ 委員は、次の各号に掲げる者をもって構成する。 

  一 学識経験者（専門家） 

    二  学識経験者（有識者） 

  三 青森県議会議員 

  四 六ケ所村、東通村、むつ市、三沢市、野辺地町、横浜町、東北町及び大間町

（以下「関係市町村」という。）の長 

  五 関係市町村議会の長 

  六 関係団体の長又はその長が指名する職員 

  七 青森県職員 

  ４  委員（会長たる知事を除く。）は、知事が委嘱又は任命する。 

 ５  委員の任期は２年以内とする。 

  ６ 委員が任期の途中で欠けたときは、その後任として委嘱又は任命された委員の  

任期は、前任者の残任期間とする。 
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（会長及び副会長） 

第４条 会長は、会務を総理し、監視評価会議を代表する。 

 ２ 副会長は会長を補佐するとともに、会長に事故があるときは、次の順序により   

その職務を代理する。 

  一 副知事である副会長 

  二 委員の中から選出された副会長  

 

（会議） 

第５条 監視評価会議に評価委員会及び監視委員会を置き、会議は各々の委員会によ

るもの又は委員全員によるもの（以下「合同会議」という。）とし、それぞれ必要

の都度、会長が招集する。 

 ２ 評価委員会は、第３条第３項第１号に掲げる委員をもって構成し、第２条に規

定する所管事項に係る専門的・技術的な事項について検討・評価を行うものとす

る。  

 ３ 監視委員会は、第３条第３項第１号に掲げる委員のうち会長が指名する４名   

以内の委員及び第３条第３項第２号から第７号に掲げる委員をもって構成し、評

価委員会において検討・評価した結果に係る確認及び監視評価会議の所管事項全

般に係る提言等を行うものとする。 

 ４ 評価委員会の会議の議長及び副議長２名は、同委員会の委員の互選によってこ

れを定めることとし、監視委員会の会議及び合同会議の議長は、会長がこれに当

たる。 

 

（運営等に関する事項） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、監視評価会議の運営等に関して必要な事項に

ついては、会長が定める。 

 

（事務局） 

第７条 監視評価会議の事務（評価委員会の開催に関する事務を除く）は、青森県環

境生活部原子力安全対策課において処理し、評価委員会の開催に関する事務は、青

森県原子力センターにおいて処理する。 

 

 

附則（平成２１年３月２５日） 

この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。 
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（会議開催状況） 
 
平成２０年度第３回青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議 
評価委員会(平成２０年度第１四半期報  評価) 
平成２０年１０月２０日（青森市） 
 
平成２０年度第３回青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議 
監視委員会(平成２０年度第１四半期報  報告) 
平成２０年１１月１１日（青森市） 
 
平成２０年度第４回青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議 
評価委員会(平成２０年度第２四半期報  評価) 
平成２１年  １月１９日（青森市） 
 
平成２０年度第４回青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議 
監視委員会(平成２０年度第２四半期報  報告) 
平成２１年  ２月  ６日（青森市） 
 
平成２１年度第１回青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議 
合同会議(平成２０年度第３四半期報  評価・報告) 
平成２１年  ５月１３日（青森市） 
 
平成２１年度第２回青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議 
評価委員会(平成２０年度第４四半期報及び平成２０年度報  評価) 
平成２１年  ７月２８日（青森市） 
 
平成２１年度第２回青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議 
監視委員会(平成２０年度第４四半期報及び平成２０年度報  報告) 
平成２１年  ８月２６日（青森市） 
 

- 423 -



区 分 氏　名 職　　　名 備　考

あきば　けんいち

秋 葉  健 一 東北大学名誉教授

あさの　ともひろ

浅 野  智 宏 (独)日本原子力研究開発機構 安全統括部次長

いわさき　たみこ

岩 崎  民 子 (独)放射線医学総合研究所名誉研究員

おおくぼ　さとし

大久保    惠 八戸工業高等専門学校物質工学科教授・副校長

おおもも　よういちろう

大 桃 洋一郎 (財)環境科学技術研究所 特別顧問 副会長
評価委員会議長

おの　しゅういち

小 野  修 一 弘前大学大学院 医学研究科 准教授

かたぎり　ひろし

片 桐     浩 (独)日本原子力研究開発機構  テクニカルアドバイザー

かたぎり　ひろみ

片 桐  裕 実 (独)日本原子力研究開発機構 原子力緊急時支援・研修センター次長

こじま　じゅんいち

小 嶋  純 一 (財)海洋生物環境研究所 中央研究所コーディネーター・研究参事

こだま　やすまさ

児 玉  安 正 弘前大学大学院 理工学研究科 准教授

さいき　まさみち

佐 伯  誠 道 (独)放射線医学総合研究所名誉研究員

さとう　かねあき

佐 藤  兼 章 (財)日本分析センター 理事

しょうや　まさみ

庄 谷  征 美 八戸工業大学長

すぎやま　としひで

杉 山  俊 英 (独)日本原子力研究開発機構 安全研究センター 副センター長

せ　き　　り　き

関     李 紀 元筑波大学教授

たきざわ　ゆきお

滝 澤  行 雄 秋田大学名誉教授、元国立水俣病総合研究センター所長

と　だ　さぶろう

戸 田  三 朗 東北大学名誉教授、東北放射線科学センター理事

ぬまくない　たかお

沼宮内 弼 雄 (財)放射線計測協会 相談役

はまだ　　たつじ

濱 田  達 二 (社)日本アイソトープ協会 テクニカルアドバイザー 評価委員会副議長

ふじい　　せいじ

藤 井  誠 二 (財)海洋生物環境研究所 事務局 研究調査グループマネージャー

ふじた　しげたか

藤 田  成 隆 八戸工業大学 副学長

まつづる　ひでお

松 鶴  秀 夫 (財)放射線利用振興協会 国際原子力技術協力センター長

やまむら　　おさむ

山 村     修 (独)日本原子力研究開発機構 非常勤嘱託 評価委員会副議長

よしだ　かつひこ

吉 田  勝 彦 元水産庁中央水産研究所 海洋放射能研究室長

りきいし　くにお

力 石  國 男 弘前大学大学院 理工学研究科 教授

青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議委員名簿

（平成２１年 ７ 月２８日現在）

（１）
学識経験者
（専門家）

２５名
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区 分 氏　名 職　　　名 備　考

いわや　　あきこ

岩 谷  昭 子 青森県交通安全母の会連合会 副会長

うめむら　のりこ

梅 村  則 子 元横浜町連合婦人会 会長

くどう　　のりこ

工 藤  哲 子 さんのへ農産加工友の会 会長

たけやま　よしとら

竹 山  美 虎 日本労働組合総連合会 青森県連合会 副会長

にあい　　いくこ

新 相  郁 子 大間町女性団体連絡協議会 会長

ひかげ　　やよい

日 景  弥 生 弘前大学 教育学部家政教育講座教授

ひらの　　きょう

平 野     京 青森県地域活動連絡協議会 会長

わだ　   えいこ

和 田　榮 子 むつ市連合婦人会 副会長

たなか　じゅんぞう

田 中  順 造 青森県議会議長

やまのうち　まさたか

山 内  正 孝 青森県議会環境厚生委員長

ふるかわ　けんじ

古 川  健 治 六ケ所村長

えちぜん　やすお

越 善  靖 夫 東通村長

たねいち　かずまさ

種 市  一 正 三沢市長

みやした　じゅんいちろう

宮 下 順一郎 むつ市長

かめだ　みちたか

亀 田  道 隆 野辺地町長

のざか　　みつる

野 坂     充 横浜町長

 と が 　じゅいち

斗 賀  壽 一 東北町長

かなざわ　みつはる

金 澤  満 春 大間町長

みかど　 たけお

三 角  武 男 六ケ所村議会議長

みなみかわ　せいいち

南 川  誠 一 東通村議会議長

ばば　　きいち

馬 場  騎 一 三沢市議会議長

むらなか　てつや

村 中　徹 也 むつ市議会議長

うえの　 ていじ

上 野  定 治 野辺地町議会議長

はしもと  こうえい

橋 本  光 榮 横浜町議会議長

ならだて　ちょうきち

楢 舘  長 吉 東北町議会議長

たけうち 　ひろし

竹 内     弘 大間町議会議長

（５）
関係市町村
議会の長

８名

（２）
学識経験者
（有識者）

８名

（３）
青 森 県
議会議員

２名

（４）
関係市町村長

８名
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区 分 氏　名 職　　　名 備　考

さいとう　しげかね

斎 藤  重 周 (社)青森県医師会 副会長

はやし 　みつお

林     光 男 青森県商工会議所連合会 会長

うえむら　しょうじ

植 村  正 治 青森県漁業協同組合連合会 代表理事会長

かどはま　みつあき

角 濱  光 昭 青森県農業協同組合中央会 副会長

おかやま　ときお

岡 山  時 夫 とうほく天間農業協同組合 代表理事組合長

えびな　としのり

蛯 名  敏 則 倉内地区酪農農業協同組合 代表理事組合長

さとう　まさみ

佐 藤  政 美 らくのう青森農業協同組合 代表理事組合長

たて　　ひであき

舘     秀 明 はまなす農業協同組合 代表理事組合長

あかいし　けんじ

赤 石  憲 二 泊漁業協同組合 代表理事組合長

きむら　つねのり

木 村  常 紀 六ケ所村海水漁業協同組合 代表理事組合長

はしもと　りょうすけ

橋 本  良 輔 六ケ所村漁業協同組合 代表理事組合長

あいない　ぐんじ

相 内  軍 司 老部川内水面漁業協同組合 代表理事組合長

にほんやなぎ　まさる

二本柳　　勝 小田野沢漁業協同組合 代表理事組合長

たけばやし　まさし

竹 林  雅 史 猿ヶ森漁業協同組合 代表理事組合長

かわばた　しょうじ

川 端  昭 治 尻労漁業協同組合 代表理事組合長

にしやま　さといち

西 山  里 一 白糠漁業協同組合 代表理事組合長

くまがい　たくじ

熊 谷  拓 治 八戸漁業指導協会 会長理事

かみながね　あさきち

上長根 浅 吉 六ケ所村商工会 会長

おがさわら　はるえ

小笠原 春 枝 六ケ所村連合婦人会 会長

にほんやなぎ　ゆうさく

二本栁 雄 作 東通村商工会 会長

たけばやし　つるこ

竹 林  鶴 子 東通村連合婦人会 会長

みむら　　しんご

三 村  申 吾 青森県知事 会 長

えびな　　たけし

蝦 名     武 青森県副知事 副会長

なごや　　じゅん

名古屋　　淳 青森県環境生活部長

いちのせ　あつし

一 瀬     篤 青森県健康福祉部長

ありま　　きよし

有 馬 喜代史 青森県農林水産部長

ささき　　いくお

佐々木 郁 夫 青森県エネルギー総合対策局長

（６）
関係団体の長
又は長が指名

する職員
２１名

（７）
青森県職員

６名
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